


l k Y O T O  

A 円 C H I T E C T U RA L

S C H O O L  O F  

D E S I G N  

際建築技術専門学版

干622 京都府園部町小山東町二本松1・17 TEL. 0771 ・63・1010 FAX. 0771 ・63・1020

・建築科 (2年) …建築コース ・都市工学科 (2年) …土木コース

インテリアデザインコース ・専科 (1年) …2級建築士取得コース



社団法人 日本建築協会

青年t苅桁者のみなさまヘ

「建築と社会」平成 9年 12月号の

「第4 4回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌 日諜と社会」は毎年「青年技術者ヰ諜号J

を企画し 、すでに43回にわたって若き優秀なプランナー 、

アーキテク ト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も 、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し 、設計だけに限らず、計画 、精造 、設備、施工および

その他広く、 l製高に関連する分野から 、優秀な青年技術者

を募って 、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、日妻築とネ主会」に掲載し 、顕彰することにしております。

44回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平 成 9年 9月現在) までの

青年技術者であって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募

する。 (すいせん用紙は事務局にご請求ください)

すいせ八者は被すいせん者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせ八者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募者は、設計 (住宅ーインテリアを含む)、 計画 (都

市計画など) 、 構造、設備、施工、その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、下記

の所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は 「青年技術者選考委員会J にかけて

選考する。

5. l'青年按術者選考委員会」において選考されたも( [ ; ¥ま「第

44回青年技術者特集号J (平 成 9年 12月号) に記載すると

ともに 、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

. 略歴

本人の氏名、生年月日 、最終学歴 、業歴 、作品経歴など

・選考資料

区重E

A 資料は 、A3判用紙10枚以内にまとめる。

① 建築設計の場合

一一鮮明な写真 、配置図およひ主要平面図、概要、設計

要旨、その他設計内容を説明するに十分な資料

② 計画 、構造、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合

一一それぞれの分野にふさわしい資料

匡盃E

上記A資料の各実績において、 TE薄者本人が関与した砲室、

役割 、立場等を明らかにし、 A 資料中 、本人が特に貢献し

た部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な

説明 、考え方および将来的展望などについて、 2000字 以

内に平易簡明にまとめたもの (必要に応じ、図 表を用い

て差し支えない) 。ただし応募者- 本人の幸丸筆に限る。

. すいせんのことぱ

原則として 、すいせん者によるすいせんのことば (120字

ｦｾ 室 Ｉ を添付のこと 。 自 せ んの場合は不要 。

※ iW年技術者選考委員会J において選考し、採択されたものについては、後目、

本人の写真、青年f鮒 緒 としてのことば( 背年げ術者としての抱負、考え方、信念、

建築fC¥! 等々 を、4∞字程度て執筆) の提出をお願L、することにします。

?  . 提出期限 平 成 9年 9月 1日 (月)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干530 大阪市北区梅田 1-1- 3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階

電話 06- 348-0635 FAX.06-348- 0634 

9. 青年技術者選考委員会 (平成 9年度)

委員長 輿謝野 久/ 日建設計取締役大阪本社副代表

委 員 井 口 勝文/ 竹中工務庖開発計薗本部長

加藤 晃 規/ 大阪大学助教授 工学部環境工学科

岡本 弘之/ 安井建築設計事務所常務取締役大阪事務所長

江川| 直樹/ 現代計画研究所代表取締駄飯事務所長

目別 基嗣/ 神戸大学教綬 工学部建設学料

八木 大 児/ 平田建築4髄 研究所代表取締 師 長

高山 博/ 清水建設大阪支庖設計部部長

大原 千幸/ 日建設計設備設計室長

桜井仙三郎/ 大林組本田頭工務部部長

佐貫 久/ 鹿島建設関西支庖建築部生産計画室長

建築 と社会 ・1997. 8 1  



市立泉佐野病院

見学会

市立豊中病院

見学会

2  

日本建築協会

& 邑

耳 目

日 時 1997年 9 月 5 日倒

14: 0ひー16: 30

講 師 藤 記 真/ 日建設計設計主管

織図謙一/ 竹中・戸田・熊谷銭高-

s 内J V総括所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 賀 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 8 月29日倒 までに 、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 市立泉佐野病院見学会

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣 絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 9 月 1 日(月)に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区格回1ー1-3之100

大阪駅前第 3 ビル21階 干日O

FAX.348-D634 TEし348-D633

市立箆中病院は 1944年創設以来、半

世紀余りにわたり地域医療を担ってき

ました。新病院は 、今日における疾病

構造の多様化や医療需要の変化に対応

するために、つぎの新たな理念のもと

に箆備した施設です。

1.医療を必要とする人身にと って心温

まる病院

2 総合医療の中心として高い機能を備

えた病院

3 密媛な病診連機のもとでの予防医学

と健康管理体制を備えた病院

4.高齢化社会に対応する医療システム

を備えた病院

5.臨床研修制度の導入と研修機関とし

ての機能並びに医療スタ ッフの生涯

教育体制を備えた病院

市立泉佐野病院は、関西空港に面する

りんくうタウンに位置し 、一般市民の

ための病院であるとともに、国際空港

に対応した医療施設としての役割も担

います。隊後して建設され既に稼働し

ている府立泉州救命救急センター ・市

立感染症セン女ーと共に、総合一体化

されて「りんくう総合医療センターJ

を構成し 、この病院がその中核施設と

なります。病院部分は 、ベ ッ ド数348

床、診療科目 15科で、地上 9階地下 3

階、延床面積約36，9∞rri の総合病院と

なります。

設計に際しては、りんくうタウンの街

づ くりの方針にそいながら、人工デッ

キによるアプローチ、地縁冷暖房の活

新病院は 、モノレール線の柴原駅北側

に隣接する南北に細長い敷地に建てら

れました。二尾池を南側正面に、豊か

な緑を西にして 、自然の地形に恵まれ

ています。これらの自然環境と細長い

特異な形状の敷地に整合性の高い医療

施設を組み込むために 、三角形の病棟

を1看護単位として、二つの看護単位

を直列につなげた構成としています。

そのことによ って、病棟内部の病室の

配置 と看護動線、看護作業室と各病室

との関連をスムースにし 、更に外壁面

を45度振ったことで聞けた病室窓から

の十分な闘躍を得ることができました。

外来診療部は 1階にまとめ 、患者が診

療を受ける際の分かりやすきを重視し

ています。また優しい医療環境をつく

るために、適度に特徴ある色彩を選定

し内部空間のデザインに変化と調和を

備えたものとしています。

(長 縁 弘)

Ｎ ｩｬｬ 築 概 ｾ

l苛 l f. )血 眼中市柴原町4- 14- 1

i没，11" ¥0/.，理 fJ' JI車点三郎総策研究所

施 c 竹中 鴻 池JV

敷 地而 ￍＱ ｾ 28.3臼 08m'

ill 築[日制 1l .121. 397m'  

延 ｗ ｉ 而 ￍＱｾ 66. 127.554m'  

梢lri 脱悦 RC SRC ・5、B3.8F

ベ y ド数 619床

工 )q) 1994年 l 月- 1997年 5 月

オープン 1997年 11)' 17 日 (予定)

Ｎ ｩｬｬ 築 阪 ｾ

所 l f. )出 泉佐野市りん くう! : Ul Ut

ｊ ｾｊ ｴ 慌時日立ｬＡ設計

施 工 竹中 ー戸日l 熊谷 量草刈 磁l判J V

敷地l面積 10. 942.92m'  

主l! 築I而納 5.815. ∞m'  

延床而.M 36.923.72m'  

術活胤校 S 'S RC' RC 、B2. 9F ，Pl

ベッド 数 348床

工 )01 19宮5年 7 H- I997年 5 11

オープン ゆ97{J'. 10rl 1  n  ( 予定)

用などの地の利を生かしました。また、

国際性か'求められる中で、患者にと っ

て優しく使いやすい配慮をしました。

特に、病室においてはベッ ドサイド廻

りの内装、家具の他に、設備面での充

実をはかり 、居住性の向上を心がけて

います。 ( 藤記 真)

日 時 1997年 9 月17日制

14: 0ひー16: 30

講 師 長 塚 弘/ 伊綴喜三郎建築研

究所常務取締役

梶本尚武/ 竹中・鴻制V総括所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也

参 加 賞 会 員 1，∞o円、一般 2，∞0円

申 込 9 月10日同 までに、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さ L、。

D催し名: 市立豊中病院見学会

②氏名

③個人 ・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 9 月11 日闘 に発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区締回1-1-3ぞ100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX.348-0634 TEL. 348-0633 



「建築と社会1

' 97/ 11 月号会員作品特集号

取の空間作法"

作品募集

オーガニIJ クビルデイング

設計者が語る外壁緑化の

計画とメンテナンスの実際

「建築と社会J では 、今年も 11 月号誌 2 概 要 作 品 名 称 と 所 在 地、設計者 3.建物の特徴や特殊な酉については 、

面で、 広く会員の優れた作品をご紹介 ・施工者名 、敷地面積・建築 編集にあた って簡明な補足説明をお願

するため 、ここ数年間に設計された会 面 積 延 床 面 積 構 造 規 模 いする場合がありますが、その析には

員各位の作品で、誌面に取り上げられ 工期など 是非ご協力下さい。

ていないものを掲載し 、 “ 私の空間作 3. 説明文 設計上の特徴や苦心された 4 応募作品が多数の場合等は、誌面編

法" というタイトルで特集号を組むこ 点について300字以内でご 集上、11月号に掲載できないこともあ

とにいたしました。

建築作品やランドスケープデザイン、

インテリアデザイン等建築に関係のあ

るものなら種別は問いませんので 、下

記要項に基づいて原稿資料をご送付下

さるようご案内申し上げます。

社団法人 日本建築協会編集委員会

*  

- ご用意願う原稿 〔提出資料〕

1. 写 真 外 観・内部のプリ ン ト2 -

3枚程度 (サイズはキャビ

ネ判程度)

1993年に完成したガエタノ ベ シエ氏

基本デザインによるオーガニ ックビル

ディングが有名建築かどうかは議論の

余地がありますが、少な くとも当時世

間を騒がせた建築であ ったことは事実

であるようです。

竣工から 4 年た って、はからずも現在

i主目されているまち、 「みなみせんぱj

のランドマークとな ってしま ったこの

ビルの現在を

- 初期段階のガエタノ ペシエのプレゼ

執筆下さい。

. 掲載に際しての補足

1 掲載料はいただきません。但し 、掲

載写真は白黒 (一部カラー掲載も検討

中) とし 、ご提出写真を掲載します。

※ 写真の撮影者名は必ず附記願いま

す。

※ 写真に著作権等が生ずる場合は 、

応募者にて処理願います。

2. 掲載頁数はご協力頂ける点数にもよ

りますが、原則として 、 1社 ( 1人)

1作品掲載とします。

ンテーションとその後の設計の経緯

. このビルの特徴である外壁緑化の計

画と現状のメンテナンス

・苦悩しながら時間をかけて自分のも

のにしていったこのビルのオーナー

について

等身 、現在も比較的良好に保たれてい

ると恩われるオ ガニ ックビルについ

て語りたいと考えています。

(西 田 修、大代光芳)

西国 修 ( にしだおさむ)

1953年 神戸市生まれ

Ｑ ＹＷＶ 年大阪大学建築工学科字ｾ

1994年 UD  Consult ant s代表取締役

大代光芳 ( おおしろみつよし)

1959年生 まれ

近畿大学中退、東京出来大学a舗 学 術 究所 、

出 ｪｪ 逃 化 生物学 研 究所研究ｾ ｾ 、ボ ラ ンテ ィ ア

サザンクロス ジャパ ン協会，汗J在日

(附イージ 一代表取締役

. 住築概要

ffr .{E J由 大阪ili rl'央区rii 船J品4- 7-21

J::l:! 川途 抗 告。H'J>務 所

基本投 ｊ ｾ ガエタノ ペシ エ

ｾ純 ， 没， Ｑ ｾ UD  Consul tants  

M J誕 イー ジー

JjIii 工 コ ー ナ ン もII 設

ｩ 放 ｪ 由 ｬ 而品 Ｎ ｾ 943.55m'  

もII 築 i而航 765，63m'  

延床而制 7，052.86m'  

(立体駐.ilLt品2，7∞m'合 む)

構 造 脱 線 SRC、Bl .9F.PJ

工 JUI  Jωo年 12灯ーゆ93年 3 月

りますので、ご了承下さい0

. 原稿期日及び送付先

1期 日 1997年 9 月 5 日(金)

[必着]

2 送 付 先 社 団 法 人 日本建築協会

編集委員会 『会員作品特集

号j 係

〒530 大阪市北区梅田

1丁目 1-3-2100

(大阪駅前第 3 ビル21階)

T EL.06- 348- 0632 

F AX.06羽 8・0634

日 時 1997年 9 月 3 日附

18:3ひー.20:30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 西 田 修/ UD C onsultant s  

代表取締役

大代光芳/ イージ一代表取締役

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 2，000円、一般 3，000円

* 含、飲物 ・消費税

申 込 8 月27日ωまでに 、ハガキ、

FA X、電話でお申込み下さし、。

①催し名. オーガニ ックビル

②氏名

③個人・団体会員 、一般の別

④職場・学校名

号参加証郵送先

邸 墓絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 8 月28日開 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1- 1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX. 348品 34 TEL. 348-0633 

3  



「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 } 俳11に変え、特集と作品作風頁を二本 0 6 3 5、FAX 06- 3 4 8・0634) まで。

(当11寺・|刻商建築協会) の、機関誌は 伎に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は ＱＲ ∞円Ｈ送料 • 7i' i'l'l 税合) 。

特集一覧・ 1 9 7 7- 1 9 9 7

大正6 年 9 月に 11並1[Ii悠築協会雑誌J そのHキ々の社会を反映 したテーマを選 なお、 「建築と社会J .(11]1' 1ド子一昭和3 0

と題して 創刊され た 。 大正 Ｘ 年に ｲｾ ， んで拘d誕してきた。 年12月号まで全87巻の復刻版が、 1991

本m事協会主ft詑J 、 さらに l 午後には 取り上げてきた特集テーマは下紀のと 年10月から l順次発行( 不二，"'，版) ・配

「出築と社会」と改組し、今 円に至っ おりで、パックナンパー購入希盟は、 本されているので、詳細"は日本位築協

ている 。nn利42年か らは体裁をA 4 変 ，-， 本主ｾ築協 会 事務 局 Ｈ ｔｅｌ 0 6- 34 8- 会事務局へおIJ!a，、合わせ願いたい。
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沼

号

7

1

9

d

 

，
，

u

v

 

1978 
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動向一部分 その風上と 60U，j 年 記 制 品質管理と ・H 影 税 制 ・身障者施設e ・!I( (IYI 設備掌 構造問題一 公 団 と から計繭的 ・盟事にお付者 ・第 24 1"1 

と全体 ホ 服 臨 界 ・L44タ 仲 間指導川向 と法 e ;15Tf? 他 築 作 品 ミ ニ 附 へ . エネルギー ft 刊 技 描 わ

- デザインの

動向一踊旧の ・水*

Ｎ ＱＺ 州民ぬｾＭ ・組合 }j 式 1: ・C A  D ー

・ 外Ａｾ塗設 ・ 電波降ＧＮＧ［，と 』 ・新しい耐援 九 日 ・第25回

病 院 ill 築と よる! t 合 ・住 宅 s設 備 投 J t と ・一 般 ザ ホ ・ピ ル 環 境

情 報 シ ス テ ム 材 料 ・ 建 築 e 住 宅 計 画 設計 コンピュータ 青年技術省・

コノトラスト

- 転 換 IVI の ・大 阪 市 港 ・コンクリー ト ・ホテル建築と ・農 村 施 設 ・建築の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26回 ・ill 設 業 の

・商 業 空 Jl II - ::_-.，'. ，.  ・日影規制・

再 開 発 ・ ポートタウン のひひわれ 情報システム の変1r l ・ 強度の検討・ まちづくり・ インテ 1) 7 '  1' 1年技術者・ 労務，)( 情・

. 80 年 代 の ・今 佐 の ・最近の盟行盟事 ・軍21目青年技曲者

・これからの趨

都市と ill 襲ー 省エ不ルギー ・安 J t- ill 築 ・tI 定 の ・ill 築行政と ・i仕 近 の ・都市; 託飢と ・屋 内 体 育 ・ホ ぎ わ の ・今植の外接 ・転機に t" っ

。 ー ー ン 聾 設 計 と 軒 耐

まちづくりの の 趨 勢 設計 Ｉ Ｑ 務， ｾｲ 耐 久 性 * 法鋭・ 防水工法・ 7 メニテイ$ 施設の品情・ まちづくり 吹f . t 仕上材・

歴史と展望・ ・建設金物・ 作品# ! ・ 4具合住宅. 震設計法・

・盟聾鞠と凪ー ・It 宅 E 市聾1 0.

・中国の; 論文 ・ポートピア ・台月t まわり ・シーリング ・災 7F と 法 ・臨，Ii 住宅ー デザイナーの 聞ー田再に b'! る ・IUI イl !;1J 壁の ・第 28 阿 ・隊 在 者 の
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Ii!l，'i ill 向i 事 引 ・ 設備・ 材の知; 龍 e をめざして・ からの畳盟、. ・日 出 品 計 L  1; 首長 m 性 能 Jf 1I面・ 庁年技術 Jい 環境と. J : 情

作 品 集 ・ の世割・

・絵本にみるすま ・第 29 岡

・ ｩ 宗療施ｾＭ ・都 di 景観ー

・新たな商業 ・' I i エネルギー ・近銭の地盤 ・大阪 di 庁舎 ・ホール建築 ・大 ス パ ン ・昭布1 ; 設引 いとまちづ〈り 庁年技術者 ・胤上・宅火

ｾｉｉｉｉ の展開・ と |持111 告11. J也戚 I:';J I.!と と 地 質 まちなみ史観 ( 第ー則) ・ と- s' * 構造事 作 Ilill ｾ＠ ・ォーエム I 材ル ・地 }j の庁舎 と人1m.

e位協 at 州事 *  への Ji ぃ・ tu， .  H 眠 r ル 建築・

・l期 間 の ・マイコンの ・計画 l、おける ・大 阪 駅 と ・3紅海の将来 ・オフィス ー ・プレストレ λ ト ・事却圃1青年u両者
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1988  Ｎ 軟弱地舵 ・ ｾ帽における
Vol. 69 とｾ，ｾ舵 1. C  C と ・ill 物の外波 ・ ＧＱ ＧＱ ＧＱ 地 Ｑ［ の腿噴 ・ Ｒ Ｑ ＱＱＱ Ｚｾ への ・組問府 fi ' 宅 ・臨合住宅の ・耳目 35 1111 

・ホテル物 1tJ. f ・文化と間ー車 .AJJぷ均品 ' J 7 レァシ M ・r.J 1. l.、 16' 11 とひろしまの ＡＡｾｗｉ＠ ・制 除 を F え る リ7 レツン μ ，'i ' ' I j ?技術羽 ・j官官 テレビ

指からの報告 ｾｈｕｗ［ｾ 曜 まちなみ ;;，， 7 1  c. ｾＢ＠ ・k 阪府官槽 ・800 り，!r.念・

1989 

Vol. 70 

1990  

VoI . 71 

1991 

Vol. 72 

1992 

Vol. 73 

1993 

Vol. 74 

1994 

Vol. 75 

. ' ) ゾート事情 ・色 の 祖 植 ・'Ii IJ It の ・構造の省) ) It ・冊' " 環境倒造

・夢をのせる ・竹中工肺割 t ・州 の 附 聾 ための材科 ・まちづくり ・同 覧 会 と ・都市環境倒遣 ・注 築 と ・糊 l lki 文庫 と 設 掴 E ・第 36 1';1 ・最近の博覧会

愉 送 役 備 と法 ま ち づ く り と a 1 蝿 1 7 ー ト ・ユーザー書加汗年技術. / ' i パピ' ) オン

90 闘 年 記 企 と 伝 統 技 耐 ・ ・ 工 法 瞳聖心↑菌作品哩

のハウジング

・商品化住宅 ・ニュータウノ ・点 海 の ・プ レ ハ プ ・戸l 際イE と ・3Y27T ・高強度 It - ・2222な ・E4tv: ・3年ZA! ・123A311
部 rli 京f J ! ・スケール感 住定技術の A  中置極オフリピ 誌計の多揖化を _"'"ー

のデザイン・ ルネサンス ・佐賀市文附 現 在 と 村 総の博覧五 ; ーん与j めざしてー・ むlサ の ・γ y t ・22Jtは ;E;τ; 

ー ・オフィス 0 ・今、京臨 ‘ ・盟事と土本 ・ 盟主をめぐるトラ ・ 空間の Ｗ イヂン ・ 自拍 ｬｾ 住宅 ・ ｩｬｬ 築と仁木 ・ スリムで ＿Ｗ 企

・3ぷ?1 .4よふω ・24m・刷 京 海 上 -mt h ・抑 制It ピT ・ - A!i .ry 川 そ の 制 テ イ テ イ 附 へ の 町 一 悩 技 術 . Jdぶlぷ

I ー づ( ｾ＠ - s ー コム ピルデイング i UO による ・近U J i 盟飢 え J ・U 現場のイメ ・8んでん写真串 ・k 件担 割章 の 111: W ー を 年 え る

・煙草町風景 uL....!;・ ケース λ 9 f ィー 周 肯 槽 晶 ージ 7 1 1 作R ・k盟詰it40同年 1  ＰＰ 年記 ｴ ・ 事 ＳＸｾ 青年控商告 ンンポジウム

・夢 物 裕 一 ・;5717 ・池 築 p-ii;tp ・地 球 環 境 ・;?!iA1 ・fffib ・接 清 一 -;ι?ム ; ・11;13T ・いま組側! ! . ) ; ( のかたち

人がかわる‘ デ ザ イ “  時 f t の .  陸軍分野への ・ハウジ; . 1 の に{ロj が JVII，'

・近盤の郵政世 と 削11制止幅 同 情 合 間 関 西 ー 集 成 材 t のI刑 事 メインストリーム と色

まちがかb るー 聾15年のJ j ; ; " - 車両王師 システムー ill 築 主It 1  0岨年ー よる構造二 匝りなさ可能性 作品j “ t t;:る されているか

・事39岡青年11植者 ・環 境 ー ・暁両の '1' 町 ・盟書の再生ー . 1司際的パート ・軍40岡青年Ii 幅8

・ 東園世軍事陣所 ・ 大阪府 ＱｾＧ 締 ・ 車掘の Ｚｫ 商館 ・ ，ｊ ｪ 民劇場の 限りある自然 ・冊 rli の インテ 'J 7  構造技術の ナ ・ プの ・M 品i の ・相I rli Il' I ・理 境 - A  1: 

割立 60 圏年 。 博 物 館 ｾｦＱｾ 仰 とill 事との スカイライン ・1) いはんなプラ 役割一 - " / }  まちづくり Ｈｾ 宅昨年 やさい、空間聞

記ま作品草 か か わ り ザ It 瓦ホール ・) ，: 1 & 市営槽可能性 査をめざ L て

- コピー文化の ・九州のイン ・伊勢・神/ . ¥ ・ill 築のエネ ・明円に l旬か - ・住空間j にお ・まちなかの ・水 と ill 築 ・盟畢 d 圃の CG ・構 造 毘 』 ・郁 41 fll /r 骨

瞬時It ・ いま、 ｾｊｍ 看仮 シｾ l レーション 旭聾町中の火

λ タレーション式年 j J H¥と Jレ ギ ー シ ス っ て 一 会μ ける凶ーどころ ・11 本 ill 築 技 補 者

・ 広島の街嗣ｾ ＧｾＺｮＧＢ＠ .. ， Ｚｾ Ｍ ＧｾＮｾｲ［Ｂ＠ .;;;， ::. -: . r. . '  J;. ｛ｾ＠ 施 J立は ・竹中 E 務rX ・村野、t l . 迎>: ; ・集合住宅問地

7 ジ7 瞳Uk金 と 誼 神高島( 1製 テム 作品 への世点 の 集 合 住 宅 総 * . 式 験 所 マ11 暗 所 'J ニュー 7 ル ・l田両|正l際空港

1995 

Vol . 76 
. J I ; がつくる ・ 飛騨 ・ ｾｩ 揖 ・ トイレから ・. f ! . の空 ml ・輯しい「冊 ・ill 築構造と 一 ・第421型h'j 年

・n.- 騒青から ・接合 ・ユニバーサル ・ライ 7 ライノ

凪告の世界 』まもの活性化 見 た都 ､ｩ ・ トイレ ｾｲ 日 ｬ 作 法 一 ，Ii' 悠聾 j の 社 A 丹接占 技 術 省

操昔/ 制許へ と地万文化 文 化 ・コλ モヲワー デザインとは 会 員 作 品 世点 ・口 五 段 if とM 品情 ・滋賀県帥』

1996 

Vol 力 ・阪神大祭そ ・kI 1i 府住吉酷 ・遠江ーその ・立体駐車場 ・見書 t 非常時 1: ・いま、プ目ル ・住 ま い の ・"7 )レ チ ・トコノセプト ・H のk 韓民 ・制空間作曲 '96 ・M 青年世帯者

から乍々、 地城振興 と 没制 生占品並 ｬｾ 品 メディアが Z ポ-11111届d ・丸岡の元荒

括公社目立却周年記t '  がおもしろい 阜 米 i監 の 厨 時 ft ｾ［ｾＢ＠ ' M' .. ..，.... ': '; ，Ｂｾ＠ ｾ Ｇ ＧＧＧＺＧＧＧ＠ ｾ ・ 重量地理官槽 ｂ
・ 文化 ・大 ill 設 計 ・OA P1 ? - ; ( つく る世9ト の佐世 ・りι { うの3作m

1997  

Vol. 78 

- 建築のロン ・ 車梅ー風土士 ・ 圃立 ＸＰ 周年記 ｺ ・ 本量盟基軸の伝証 ・ 住むｾＯｬｉ｝の ・ ｍ 材の不思 ・新エ布、ルギー . クロスワード

・鉄ものがた 0 復興ま恨のi - :;.，.， -， ， . 0'  ・住 宅 都 rli

グライ 7 化 化とまちなみ. 一盟聾とr . と控画 t その持事 議 畠rli OS AKA

聞 Ａｈｾ 豊田ヘー ， 整備公団改

をめざして・ 趨聾 祉会一 . 佐高世田園西. l : lt ・大阪トーム 草への提言 ( f 定)

叫立次日
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今月の表紙

ハーピスOSAKA ( 大阪市北区)

姻 膨 松村芳; 台

褒紙デザイン 安里俊久

建築と社会立
1917年創刊 第78集/ 通巻905号

C  

特集・ 新エネルギ一一環境との共生一

. 特 集 予 告

9 月号/ ヲロスワード都市

OS A K A  

10月号/ モザイヲ都市の

住むかたち

11 月号/ 私の空間作法

編集委員会 (平成 9 年度)
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設備の頁

構造の頁

基礎講座A

基礎講座B

RE PORT  

法令コーナ-

GBR Cニュ ス

新建材の頁

太 陽 、 風力へ の助 成 の 動 き ・石 康 猛

高 層 建 築 と 風・谷池義人

笑例 そ の 2 ・文 訟 の 遊 ひゐ 山 田 修

設 計 図 のImIV(， - 4 - ・河津隆之

広J誌の近代文化巡im一 瀬 戸内 に 残 さ れ た 砲 台 跡 を 訪 ね て 一2- ・橋本秀夫

古11市 計 画 法 及 びill 築 基 準 法 の一 部 改 正・炭 崎 勉

工事院互n等 に 係 わ る 工 事 用 材 料 試 験 の 受 託 シ ス テ ム の一 部 変 更 に つ い て

K E N-SH継 手 工 法 ( 災 形 鉄 筋 の エ ン ク ロ ー ズ 溶 桜 法 )

「都市空間のAt oZJ 関説. 開放論座「住宅をまるごと学ぷ J .建築新技術展/ 国際セミナー

パブリックアート・フォーラム定例会「海の手のまちづくりとパブリックア 卜の可能性J . 大規

模建築物の新築等に届出が必要. r医療福祉建築貧 1 9 97 J 募集. 第6 回公共建築貨の公

募

平成9年5月分

ｏ ｾｾｬ 長 ｏ 副長 ［ＨＱ 良 、幹 '11

Inf ormati on 

印 刷 平 成 9 年 i )1 2 5  n  

発 行 千 成 9 年 8 月 1 11 

m行人社団法人 H 本住築協会

発行所社 l引法人 n本I J ! 策協会

.k阪市北区梅[ 日1. 1.3・2100

'，11 06. 348. 0635 
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由甲

言宣言十監理圃

吹 田 市建 設 部 建 築 課 ・類 設 計 室

施 工・

フ ジ タ ・熊 谷 ・金 山 建 設 共同 企 業 体

吹田市立目俵市民体育館

1174利58年に 「健康づくり 都 市 l l aJ が行われ た吹 田市 は 、日常生 、初

の ｲｬ ｾ Ｇ で知経にスポ ー ツ ・ レクリエ ーション 活 窃 ｢ に親しむことができる、

「スポーツの生活化」運動 をfi 'f極 的に打倒主されています。 その様な'"j-' 、

本施 設 はr! i 内 5 番 目 の体 育節也して 、 乙の 3 月に完成し、 市 の施策

がより - P，i1充実発展する状況を迎えた といえます。

スポーツや文化活動 を通 じて、 地域 コ ミュニ ケー ショ ンを育む坊 で

あるこの施設を設計するにあたり、次の 3つのテーマを設定しました。

※ 地域 に1;[.1かれ た親しみのもてる純 設づ くり

※人や ｊ ｊ［ｉｾにやさしい 施 設づ く り

※ ｭ に ｾＱ Ｑ ｾ 、を与える 施 設 づく り

配 ￭ ￺ ｾｊ ｴ￯ｭｩ において前而にまとまりのある緑 地 を 確保 し、 地 域に 開 放

された公園 と位世づ け 、 施 設川西iでは 「大地 J i木 J i雲 J i空」

とい った自然のモチーフを建物の デザインに取り入れ、公l盃lと込I! 物

との同化と調和をな図しています。文、 人にやさしい施設とするため、

相 祉対応エレベータ ーやスロ ープを設凶 し、 IJ;I 境にやさしい施設づ

くりのために 、透 水 性命Ii 装 や雨水利m等 を実現 しています。

H寺と ともに大きく泣かに育ってL、く樹木に包ま れ、目俊市民体育 館

が末永く市民に親しまれ、他成 づく りや生きがいづくりに貢献で き

るととを願って い ま す。 ({ ll l元抗!?嗣/ 類設 計室)

気 量生備 工事 : 弘電 社 大 阪 支 I苫

機 械設 備 工事 : テ ク ノ菱 和

所 在 地 一一一 吹田市目 俵 町 1593・13

敷地 面積 一一一 7，692.82rrl

llI!築面積 一一- 4，785.12rrl  

延床 面積 一一一 11 ，731.22rrl

構 造規模 一一一 R C 、一 部S 、B1 F、3F

工 期 一一一 19 94年 7 月- 1997年 3 月

寄 駅 一一一 J R 吹 田駅

姻 影 一一一稲イ主泰広 ( エスヱス大阪)

西 側 よ り 望 む ア プ ロ ーチ



ヱン トラン スホ ール

ｾ＠ 11結 平 面 図
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u f  

設 計 監理 園

田建 設 計

施 工・

竹 中 工 務 庖

ポートビアホール

未 符イI の被害をもたらした阪神・ 淡路大震災。復 旧・ 復興事業は蛾

烈を緩め、 2 年半を経過した別:t E も未だ復活の兆しが見えてきたに

過ぎない。特に国際都市の1 ' ，のもと全問 ・全 l立界から人々が訪れ、

産 業 経 済 ・観光が一体 となって賑わう 神戸の街が再び私達のもと

に灰って来るには、然るべき対応を 的 般に行なっていくことが急務

であるといえる 。 こうしたなか、 1SUi1 i の起燥剤とすべく「コンペン

ション誘致による活気を 再び神戸にJ と計 四・建設されたのがこの

神戸ポートピアホテル国際会設幼“ ポートピアホール" である 。

符 l M総 数1，702、圏内での大規模会議は勿論の乙と国際規模での会議

1Jf.If W 峨々なアト ラクションへの対! 芯、そしてコンサートも行える

ホールとして誕生したポートピアホールであるが、計画にあたって

は既存のホテル本館南館及びJ l 1' I1励械と連絡することで一 体利用

を可能とし、充実したコンペンション純設としての機能を発仰する

と共に、全体としての調和を図りつつもその存在感をアピールでき

る辿築を作ることを念頭に白いて il 則 |を進めた。直線基調の 巾にポ

ー トピアホテ j レの代名詞で: あるオーヴァルフォルムをあしらい、 外

装では花!市i岩と |曲線柄の特注目散総タイル、アル ミパネルと緑汗銅板、

内張には大理石とナラ 材 を用い、絡調 とやわらかさ あたたかさを

併せ持つ怒匠設計 ・材料選定を行った。 そして会議対応の舞台機桝、

コンサー卜 利 用のための音響反射板 ・残響可変装置、l吹写 ・映 像、

Ｖ ヶ国初同 ＱＱ 寺泊 ｎｾ ＧｩｬｴＺ ｾｭ 、テーブル及びメモ台を内蔵した客席精子など、

機能而でも充実した内容としている 。 -1J 工から グランドオープンま

で他か 13ヶ月、施主 - 設 計 現 場 と も 総 力 戦 で あ っ た。 モチベーシ

ョンを支えてきたものは、ポートピアホテルの心意気と、 関係者全

日の 「神戸を愛するこころ」以外に探す百，.;ij!! が見当らない。

( 薮Y' r:富 美 吉田仲訪 問団主n治 / EI建 設Jn

3 階 平 面 図 1:  800 

南面見よげ

北 面 夕 景



ス テ ー ジ コ ン サ ー トセ ッティンヴ ス テ ー ジ 会 限 セ ッティンゲ
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〔客席椅 子 工事〕 コトフキ ( バ ル コ ニ 一 席) コク

ヨ〔舞台機情〕三精輸送機[ ホール内装仕よ工事〕

大丸 木 工 〔内 装 石 工事 〕 岩 崎 大 淫 石 [ トイレ・石工

)  Y K K7"  キテクチュラルプロダクツ〔金属工事〕

藤本鉄工・清正建設[ 内装工事〕近際金属工業[ カ

ーペッ トークロス〕東洋建装〔ヲイ J レ工事〕 ミ ズ ノ

ワークス〔硝 子 工 事 内 装 工 事 〕 伊 藤 硝 子 産 業 〔 塗

装工事] 渡辺塗装〔屋被 工事 〕 書 た む ら 砂川商工事〕

竹 中 土 木 〔電気 設 備 〕 き ん で ん 〔 特 殊 電 気 設 備〕

住 友 電 設 〔空 調 設 備 ] 新 菱 冷 熱 工 業 〔 衛 生 設 備〕

三神 工 業 〔昇降機設備〕蔦世電機

所 在 地 一一一 神 戸 市 中 央 区 港島中 町6・10・1

敷 地 面 積 2 9，263. 24rrl  

1童築面 積 2，960. 71 rrl ( ホール部分)

延 床面 積 一一一 10，696. 87rrl ( ホール部分)

術 造 規 模 一一一 S R C、R C、S 、B1 F、7F

工 期 一一一 1996年 1 月- 1 9 9 7年 2 月

E 寄 駅 一一一 三宮よりポートライナーにて市民広場駅下車

影 一 一一 大島勝寛・ス ペ ースワン
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両手

設 計 監 理園

大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部 、 赤松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

鴻 池 ・藤 木 特 定 建 設 共 同 企 業 体

港区役所港保健所合同庁舎

本施設は、老朽化した区役所と保健所を、被合施設として建て替 え

たものです。

区役所については、区のシンボル的役割、市民に親しまれるサービ

スセンタ一、情報発信基地 としての位位づけ等を重点におき、 一方、

保健所については、総合的健康づくりの場および市民の健康管理支

援の場を提供することを重点において、設計にあたりました。 また、

これらを綾合することによ って求められる 「わかりやすさ j 、IJf lか

れた庁舎としての「明 るさ 」、すべての市民にと っての 「やさしさ 」

に、! J <! r- I二百2[ 1皆、しました。

配置計画については、高層事ｾを、大通りに面する北 側 に 配位す ると

とで、周辺環境と調和のとれた施設となる様に考え、また、隣桜し

た公園に而して、区民ギャラリ ーを配位し、より 明るい ロビー空間

になる綴努めました。平岡的には、両サイドコアおよび無柱空間の

採用により、省エネ効果が高く、フレキ シブルなさを聞を陥保しました。

外観は、のびやかなたてラインの強調による 「未来への発展j と、

低層部の石川iによる 「安 定 感 .ill 厚 感J を表現し、庁舎としてふさ

わしい、シンボル性のあるデザインをねらいました。

本施設が、市民に幅広く 利 用 され、親しまれつづけることが、設苦|ー

にあた ったものとしての、 i最大の願いです。

(岡田浩幸 /赤411菅野建築設計事務所)

北側l立 面 図 1 :  400 

所 在 地 大 阪 市 港 区 市 岡 1-15・25

敷地面積 一一一ー2，378.79ni

建築面積 一一一1，826.46ni

延床面積 一一一8，980.57ni

構造規模一一一S R C 、7F 、B2 F

工 期一一一 1995年 2 月- 1997年 4 月

最 寄 駅 一一一 大阪市営地下鉄中央線・弁天町駅、J R 環 状 線 弁 天町 駅

婦 影 一一- 1申和

区 民 ギ ャラリ ー日

マエ ン トラ ンスホ J レ



北 面 外 観

外 観デ ィ テ ー ル
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設 計 監理 .

東 畑 建 築事 務 所

音 響言宣言十・

建 築 環 境 技研

施 工園

大林・寄神・マ ト ザ キ 特 別共 同 企 業 体

ひがしうら文化館

淡路山北京都に位位する東浦11可。美し い海と 山に固まれた、自然泣

かなとの IIIJ に、ひがしうら文化 館は建つ。東 浦町の 文化活動の 中心

として建設されたとの文化館は、多機能ホール・図訟館・ギャラリ ホール

ーの機能を併せ持つ複合施設である 。

之の磁の施設が行政主導の元、 いつのまにか作ら れてし まうのはよ

くある話だが、今回は少々勝手が迷った。施 設内容の決定は、 11汀民

アンケー 卜により決定( アンケートの上位 3 施設) され、また、設

計段階の要所では、 IIIJ 民代表との協議も行われた。 とにかく、東浦

III J の熱意たるや並大低のものではなく、こちらは圧倒されるばかり

だった。 この東浦IIIJ の熱意( 夢) をかたちにしたものが、ひがしう

ら文化館と言えるかもしれない。

可動客席・可 ｪｦｖ Ｉ ｾＢ 台・ハイビ ジョンプ ロジェクターなど、さまざま

な設備 を備え る多機能ホール は、いかなる 用途にも対応する司王がで

きる 。

また、 ＱＱ 万 ｼ 叶 Ｈ Ｑ 刻 架 Ｖ 万 ・ ｉｾ Ｇｉ 架 Ｕ 万Ｉ の収蔵能力を有する図 ｦ 封筒 ｩ は、

光あふれる l湖架室を 中心に構 成 され、 H寺|筒 を気にかける司王なく本に

親しむ事ができる 。 そして、大きいとは決して言 えないギャラリー

だが、正j の力を抜いて展示作 品 を鑑賞できるのは、そのスケールゆ

えかもし才1 ない。

ひがしうら文化館は “ サンシャ インホール" と名付 け られた。 その

名に相応しく、来館者を l媛かく 迎 え入れ 、いつも笑顔に溢れた施設

となる事を心 から願っている 。 ( 須藤貴司/ 東畑建築事務所)

M 2 階 平面 図 1  ;  1200 

所 在 地 一一一 兵 庫 県 津 名 郡 東 浦 町 浦

敷 地 面 積 一一一6，131 .45rri

建 築 面 積 一一一2，542.73rri

延 床 面 積 一一一3，659.56rri

4荷造規模一一一 R C、一 部S 、2F

工 期 ーーー 1996年 3 月- 1997年 3 月

撮 影 一 一 一 稲 住 泰 広 ( エスエス大阪)

1 階 平 面 図 1  ;  1200 

図 書 館

ギャラリー

17 



全景

ホワイ工
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耐甲

設 計 監 理・

日 建 設 計

施 工・

詩書?也華且 -イ中 }II キ旦J V

大淀町文化会館

森林と消流に固まれた美しい 11汀の自然環境に調和することを意図し

て計画した。建物の北 側には2，500立方メートルの段業用水池を修長

とする水を、南側11には柚込により緑を泣かに配している 。建 物 南 北

面に大きく関口部を設ける乙とで、木を多用した内部を、水と緑と

自然光が一体とな って感じと れる空間となるごとを目指した。

ＷＰＰｽｾ ｆ，のホールは舞台プロセニアムを可変することで演劇Ａなど多目

的な利 用を可能としている 。反射板を設置する乙とで舞台と客席は

一体となり、コンサートに適した盟かな響きをもっ室内空間となる。

また、ホール客席側 面の扉状の壁を開放することによって、太陽の

光を受けてきらめき跳ねる沌の水の流れや、自然の線をホワイエを

通して客席から感じとることができる 。

図f!?館の南北面の関口部には、高さ 2 m のトラス梁を設けることに

よって、閲覧室を 25 m X 3 0 m の無柱空間とした。 5 mの| 宿高い っぱ

いに確保した慾聞と、中央に大きく設けた高さ 9 m吹抜けのト ップ

ライトより、自然光が溢れる気持ちの良い空間の中で討し告すること

ができる 。 また、このトップライ 卜部の暖気を床下チャンパーに供

給することで‘ 床暖房効果が得られる 。

ロビーホワイエの柱と梁には耐火鋼を採用して、そのままサ ッシと

している 。設備のダクト・配管は、床下や廊下の上部のみとして、

室 内部の天 井仕上げをなくすことで、建築構造体のも つ力強さを索

直に表現される建物とした。 ( 江副敏史/ 日建設計)

⑧ 

町庁書予定地

配 置 図 1階 平 面 図 1 ・3000

所 在 地 奈 良 県 吉 野 郡 大 淀 町 大 字 桧 垣 本2090

敷地面積 一一一 14，802. 27rrl

建築面積 一一- 4，708. 90rrl  

延床面積 一一一 6，609.19rrl

4帯造規模 一一一R C、S R C、S 、B 1 F、2 F

工 期 一一一 1995年 11 月- 1997年 2 月

最 寄 駅 ー一一 近 鉄 吉 野 線 ・ 下 市 口 駅

婦 影一一一名執一雄

〆/

あ ら か し ホ ー ル





副担

設 計 監 理園

田建 設 計

施 工・

大 林 組 ・ 鹿 島 建 設 共 同 企 業 体

淀屋橋ダイビル

創業以来オフィスビルのパイオニアとして東京 ・大阪に数多くの優

良な事務所建築を作り続けてとられたダイピルであるが、大阪ビジ

ネスの中心地- 淀屋橋地区へのビル建設はな外にもこれまでなく、

今 回の「淀屋橋ダイピル」 が初めてのこととなった。

創 業7 0余年にして満を持してのこの事業はダイピルの伝統と進取の

精神に満ちたビルデイングの建設そのものであり、賃貸オフィスビ

ルにどどまらない怠匠と機能、そして風柄を兼ね備えた建築の実現

であった。 そして事業主 ダイビルの' 情熱は、淀屋橋地 区において

時の流れに左右さ れることのなL 刈字在感を現代の技術によ って表現し、

また周辺の環境に対しでも充分な配慮を行ない街主主みに溶け込んだ

ビJ レディングとしてここに妓工するに至った。

総合設計ml1! 変の活用 により最高高さを 64. 501 としたとの淀屋橋 ダイ

ピルは、オフィス基準|諸において南北方向に 20. 601 のロングスパン

を持ち、約5 00 m

2

の事務室を 1it( 柱空間とする乙とでフレキシビリテ

ィの高い設計としている 。 またコアは建物西寄りのサイドコアとし、

自然排煙方式の採用と相まって高い有効比 を確保し、 使 いやすいプ

ランニンク。とした。

そして外装意匠においては総石張りで印象的 な建築を作りたいとい

うダイビルの袈望を実現するため、アルゼンチン産グ リスペルラー

のJ & P打込みP C 版とし、 1. 8 m という 紺|かL ミピッチで穿たれた縦長の

単窓は外壁面 か ら下げることによって光と彩が織り成す立かな表情

を作り出している 。 (薮野宜 美 吉 田仲諮 問 田 耕 治 / 日 建 設 計 )

所 在 地 一一一 大阪市中央区高麗橋4-4-7

敷 地 面 積 1，4 5 8.57rri  

建 築面 積 一一 689.07rri

延 床 面 積 11 ，2 73. 19rri  

精進規模 一一一S R C、S 、R C、B2 F、14F、P2

工 期 1995年 3 月- 1997年 2 月

最 寄 駅 一一一 地下鉄御堂筋線 ー淀屋橋駅下車徒歩 2 分

媛 影一一一山本冨賓成

外 観 南 西 面





耐F

設 計 監 理・

竹 中 工 務 底

施 工圃

竹 中 工 務 底

ホテルラフォーレ新大阪

大 ｼ 奴の交通の拠点として虫裂な位 ￬￺ｾ を占める新大阪 地 区は、業務ﾭ

ｩｬ ［ｩｪ ｾ 終文 化 の機能を擁し活発な成長を続けている 。 その中で近年 、

特に発展の目覚ましい新大阪駅北口に 当込I ! 物は位位している 。

法 人会只制の “ ラフォーレホテルドを全同展開されている森ピル1id1.

光の基本方針を受けて、 バアーパ ンセカンドホーム ' というホテル

コンセ プ トのもと、ア ッ トホームな感党を求め十分な広さをも つ 、

ノ、イ グ レードな客室を中心とする宿泊特化型都市ホテルとして J I回i

した。

“ ナチ ュ ラル' をデザインの恭本として、華美 を避け、本物志向に

よる溶ちだ[ きのある端正なデザインを心がけた。 “ 光と影の織り成

すリズムＧをテーマに、 ｬ￬ｩ ｊｊ，Ｇ ｾ になりやすい連続バルコニーの外壁を

折れ而で構成することにより、心地よいリズムを餓し出し、表情12

かなファサードを1影成した。

内部は、リビングゾーン・個室へと我が家感党の空間のシークエ ン

スを展開させた。壁の砂岩を; ! ; l ' 淵とし、光と彬が交互に l決る折れ天

井とフローリングで構成されたロビーを始め、ナチ ュラルな家具を

ベー スにしたくつろぎのある客室 など、 2hf材を生かした、消潔で縦

しみのある空 Ｑ ｭ を形成した 。 ｽ､Ａ ｾ 築主のアートディレクシ ョ ンのもと

に波町された各所のオブジェ、絵jilij と一体 化 し、 - uしたポリシー

のもとに、 トータルデザインされたホテル空間] をJ ) ¥¥出させている 。

なお、当ホテルの Ｓ 階デ ッ キは、 ペ デストリアンデ ッ キとして Ｍ ｾ段

歩行者に IJ 日放され、これにより新大阪北口の横断歩道橋ネ ッ トワ ー

クのループが完成し、地域の人々の利便性に大きく寄与している 。

(北 Aきさ;主・前田俊雄/ 竹中工務J; !i)

所 在 地 一一一 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 1 丁目 2 番 地

敷 地 面 積 2，200. 16 m  

盤 策 面 積 一 一 - 1，44 9.1 9 m 

延 床 面 積 18，758. 75m 

構 造 規 模 一一一S 、18F、P 2 F

工 期 一一一一 1995年 4 月- 1997年 3 月

寄 駅 一 一 一 地下鉄御堂筋線・新大阪駅

J R東海道線・新大阪駅

j量 影 一 一 一 庄 野 啓

⑨ 

基 準 踏 平 面 図 1  :  800 



24 極 策 と社 会 ・1997. 8

伊丹の住宅

設計

安井雅裕

平坦で特徴のない、家々が寄せ集めら

れたような街区に計画地はある。

敷地南倶1 ) の 4 階建ての建物が秋から春

にかけて敷地に深い影を落す。 この期

間の 1 階部分の採光を確保するため 、

南面する 2 階部分の壁画に建物巾いっ

ぱいの高窓と屋根に開けられたスリ ッ

ト状の吹き抜け、侵入してくる光を 1

階部分にリフレク卜させるための 2 枚

の壁を設ける。

高窓から建物内に侵入した光は 2 枚の

墜に反射/ あるいはすりぬけて 、スリ

ッ 卜から 1 階部分に到達/ あるいは 2

階床に直達する。こうして 2 枚の壁の

周囲に様身な光の状態が生まれる。

2 枚の壁には異なる塗装仕上が施され

た針葉樹合板が貼られ、この建物のス

パインを為すことが暗示されている。

Ｒ 枚のｾの表裏には Ｒ つのフロアが設

定されている 。壁に対して北側にある

上のフロアは 2 つに切断され片方がわ

ずかに下方にスキ ップして下のフロア

とのレベル差を最小にしている。 この

ことによ って空間移動に必要なエネル

キ'ーの変イヒ量を小さなものにしている。

3つのレベルからなるこれらスペース

聞には廊下と間仕切り壁がない。 この

建物の内部空間は 、 2枚の壁の周囲に

展開される緩やかに連結された動線空

間であり、相互に視線が干渉し合う中

心性の媛昧な空間情成とな っている。

様々な光の下、行為は柔らかに連続す

る。

安非誰揺

1960 奈良県生まれ

1988 東京都立大学大学院修士課程修了

同年 東京都立大学大学院博士課程入学

同年 シーラカンス入所

1993 安井雅裕建築研究所開設

1996 株式会社安井雅裕建築研究所

に改組

企画編集ー赤木 隆 (作品作風小委員会)

措置ｾ (♂印 外観) 新建築社写真部
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福祉の まちづく り学会 ¥ 熱 帯 夜 ? ?  ?  

田中 直人

福祉のまちづくりという 言葉が日頃よく、使われるようにな

った。福祉というと何か特別な人に特別なことをしてあげるよ

うなニュアンスがあ ったが、最近は少し変化 してきた。 それは

主 として慣持芸者とし、うマイノリティ ( 少数派) だけを対象せず、

長寿社会の到来の中で、高齢者というマジ ョリティ ( 多数派) を

考慮し、すべての人の問題として、とらえられ始めたというこ

とである 。 したが って、福祉のまちづくりはすべての人に対す

る幸せを保証する環境デザインをめざすべきである 。 まちづく

りの場面も行政や専門家による都市計画としての事業だけでな

く、地域に生活するありとあらゆる人々が係わる身近な生活か

ら発した問題解決やコミュニティの創造に関係したことがらと

して展開することが期待される 。 それは、決して道路や建築物

年の 「もの」をつくることだけでなく、も っと楽しく活き活き

とした生活のしくみや環境を生み出していく 「乙と」のデザイ

ンの開発が必要と思う 。

このような視点から今、私たちは 「福祉のまちづくり 学会」 の

立 ち上げをめざしている 。機々な領域を超えて、福祉のまちづ

くりをより多くの人の手によ って育てていくため、多くの方の

参加を呼びかけたい。

摂南大学教授

五感、のある風景

篠原 佳 則

人聞を取り巻く環境は視覚、聴党、 l奥覚、触泊、 l珠党と言っ

た五つの感Y占によ って杭成されている 。 これらの中で近代以後

特に発迷したのは、- l 設も客観的で-情報量が多い視党であり、文

字 、写哀 と い った伝達方法において文明には欠かせない感覚で

ある 。

我々建築に椀わ っ ている者も、そのｾｾｾと恩咽［を受けており、

良い建築とは視覚的に美 しL サ!ヲを持っているとも言 える 。最 近

話題になる建築とは、建築雑誌の写真や図を過して伝えられる

ものであり、 写: 真映えするプロポーシ ョンを持っている場合が

多い。 このことを鋭く感じているいわゆる建築家はそのことに

全勢力をそそぐであろう 。だが、果たしてそれだけでよいのか?

建築が人間の文化を作り出すものならば、も っと五感に訴え

るべきであろう 。視j ; ' ，f ; だけに制限された空間では、人は孤立 し

た様に感じるのではなかろうか。情感のある原L宗といったとき、

通りを歩く人の音や‘ ンチューを煮る台所からの匂い、互の縁側l

でのひんやりとした感じ、 111幸の茶屋で食べた団子 とお茶の周味。

乙うい ったものが呼び起こされる風景を指している 。

訪れる人がそこに何を感じるのか。大人迷の記憶の底の風景

を呼びi包こし、これから育つ子供達の原原闘を作りだせるのか。

五感のある風景は、表面だけの薄っぺ らい知識やその場限りの

御都合主義による建物ではできないのではなかろうか。

安井建築設計事務所名古屋事務所設計部
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岩本 康男

僕は熱帯が好きだ。空港を降りたときのあのムッとする生命

あふれる空気、それも夜になりかけの時刻がよい。身体が、心

が リラックスしているのが分かる 。

熱帯には命の鼓動が聞こえる 。それは滅びも感じさせられる。

永久の時の流れを身体が感じる 。

安綿子の樹々、花々がよ L 、。鳥の声 がよ L 、。静けさがよいが、

l痘i操も良い。代謝の速さを身をも って感じているのが分かる 。

夜明けがよい。暗聞が数分で明るくなる。パ ッとなる 。その直

前の鳥たちの声がよい。 日が沈んだ後の風がよ L 、。暗聞がよ L ミ。

夜の香りがよ L 冶。

書ル下野を今生きている人聞の欲望のために無惨な姿にしてはな

らないが、人が少し足を踏み入れるぐらいは許してほしい。人

間の限りない欲望より、熱帯の魅力の方が断然強くて、人はそ

れを身体で感じるからだ。

重たい河の岸に風が通るところで、雨の後の静かにな った街

かどで、タ悶の訪れがどれだけ人を生き返らせるものか。

日本では寝苦しい、うだるような夜を変身討を夜と呼んでいるが、

そんな誤解は今すぐにでも訂正してもらいたい。

大阪市計画調整局計画部長

「マルチメディアj で思うこ と

柿 本 正和

コンヒ。ューターに閲する哲籍 ・雑 誌等 が本屋の庖頭に漏れ、

電車の吊り下げ広告もほとんどが、コンピュータ一関連の記事

に占領されている 。特に目をヲ |くのが「マルチメディアJ の凡

出しである 。情 報化H寺代の加速度的な変化の中で「マルチメデ

ィア」 の意味を考えるととは我々にと って重要なことである 。

「マルチメディア」が我々にもたらす影響には多大なものがある 。

情報を多次元的に扱うことにより時間的- 場所的制約を受けず

に言|り知れないほどの多くの情報立を個人が所有することがで

きる 。 しかし、このような状況の中ではたして人聞は対応でき

るのであろうか。

重要なことは “新しい思考能力を身につけること" “ 創造的

な人材育成" ではないだろうか。我々が既成の教育において培

われてきた民正成の思考パターンから脱却し、新しい創造に EI:J;、占

めることが大切で、ある 。民11ち、我々の断1戎の思考パターンによ

る師値観の制約から解き放たれたとき哀の独創的アイデアが生

まれるのでは 。

我々に求められているものは、既成の思考パターンに入り込

むのではなく防白止の概念を破壊し、なにが重要であるのかを理

解し、そこから独創的なアイデアを生み出すことである 。

銭高組大阪本社設計部副部長

建築 の眼
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新エネルギーへの期待

北 村 敦 司

新エネルギーに対する期待

部丘、太陽光発電をはじめとする新エオJ ギーが注目を集めてい

る。新エネルギーと は、太陽エオ、ノレギー ( 太陽葬仰開、太陽光発電

等) 、風力エオ、ノレギ一等の 「自然エえ、ノレギ- J 、焼却廃熱や下水熱利

用、廃棄物発電等の 「リサイ クノレ型エオ、ノレギ- J や、電気と熱を同

11寺に4其給する コー ジ、ェえ、レー ション、燃料電池等の 「高効率エオ、ノレ

ギ- J の品訴かで、 これらはキ部品の心配が少なく、環境にやさしいエ

オ、ノレギーである 。

資源エえ、ノレギー庁てやは、平成 6年度から個人住宅への太陽光発電

システムの導入促進を図るため、システムを設置する個人に対して

設置費用の一部を補助する 制度を創設したが、この補助制度は新聞

等の紙面に大きく取り上げられ、対象件数を大幅に上回る申し込み

があるなど、新エオ、ノレギーに対する期待が高まっている こと を裏付

けている 。 このような施策をはじめ、政府としては新エえ、ノレギーを

技術開発段階のものとしてではなく、実用化段階にさしかかりつつ

あるもの t して佐置づけて、本格的な導入に向けて緒についたとこ

ろである 。

では、なぜ今、新エオ、ノレギーが脚光を浴び、ているのか、 また導入

の必要性が高まって いるのか、そ の背景を見てみた い。

エネルギーをとりまく様々 な問題

1 . 日本のエネルギー事情

資源の乏しい我が国は長年にわたり エえJ ギー総供給の大部分を

海外に、また石油に対 して依存をしてきたが、第一次石油危機を契

機として、それまでの脆弱なエオ、ノレギー供給楠造を改革するために

政府は、当11寺エオ、ノレギー総供給の約77%を占めていた石油依存度を

低減する取り組みに努め、その結果、石油依存度は産業部門を中心

とするエオ、ノレギ一利用の効率化の進展と相まって 1985年度には約56

%まで低減された。 しかし、世界レベソレてや見た石油生産能力の飛躍

的向上、 OPE C の石油価格政策等の要因から近年、石油価格は 1バ

ー レノレ20 ドノレ前後と低位に安定しており、我が国の石油依存度の低

下も 198昨度以降は足踏み状態となっている 。また、我が国の一次

エオ、ノレギー供給の輸入依存度はな お約82% (1994年度) と、他の先

進国と比較しでも高い水準にあるい、う状況には変わりがない。

2. 世界のエネルギー需給見通し

次に今後の世界のエオ、ノレギー需給を展望する と、 需給両面の二つ

の大きな要因によって逼迫することが予想される 。 まず、需要面で

はエオ、ノレギー消費効率が低い発展途上国、t # i ' に現在、経済の急成長

を遂げているアジア諸国を 中心に今後、 エオ、ノレギー需要の大幅増加

28 建援と社会 ・1997. 8

が見込まれる 。また、供給面では今後、世界の原油埋蔵量の約2/ 3を

有する中東地域等への石油供給の依存度の増大が見込まれる 。2010

年には中東地域等のシェアは約50% にまで高まる ことが予想され、

石油の中ー即明的な安定イ共給に対する懸念材料となっている。

3 . 地球環境問題の高まり

さらに近年、関心が高まっている I酬 明 境 問 題 のエオ、ノレギー消費

と密桜に関連している 。特に地球温暖化問題の原因は主に二酸化炭

素の発生にあると 言われており、我が国てやは 1990年10月に 「地球 温

暖化 防止行動計画」を策定 し、一人当た りの二酸化炭素発生量を

2000年以降1990年レベノレで安定化 を図る こと 等の 目標を設定した

が、 これを達成するためには2000年までの聞に、最終エオ、ノレギー消

費の伸びを年率3.5 %から 1%程度に抑制する必要がある。

しかし、環境保全と経済成長の訴刷を図ろうとした場合、必然的

にエオ、ノレギーの有効利用による消費の低減と非イじ石エオ、ノレギーすな

わち新エオ、ノレギーの積極的な導入促進に取り組んでいくことが重要

とな ってくる。

*  

以上のように今後、世界のエオ、ノレギー需給の逼迫力f予想される現

在、 エ え、ノレギ ーセキュリテ ィの存且点から、またＺｬＺｬｬＡｙｾ長境問題への対

応酬喫緊の課題となっていることから、資源f共給の面から見て制約

が少なく、環境負荷の少ない新エオ、ノレギーが脚光を浴び、その開発

・導入が重要性を増 して きてい るのである 。

新エネルギーの現状と問題点

1973年の第一次石油佑機によって、我が国のエオ、ノレギ- 'f:期合構造

のJl危弱性が露呈された結果、 エオ、ノレギーセキュリテ ィの本且点から石

油代替エオ、ノレギーの開発 ・導入の必要性が強〈認識され、政府 t し

でも技術開発体制の劉稿、財政面及び. 法制面の整備等の声: 煉を講じ、

政府の石川1代替エえ、ノレギーの開発 ・導入体制の抜本的な強化に努め

た。 また、諸胞策を行うに当たっての基本となるべきGL給目標を定

めるため、総合エえ、ノレギー調査会の 「長期エオ、ノレギー需給見通し」

を踏まえて、 「石油代替エオ、ノレギーの供給目標」を策定 ・公表し て

いる 。昭和55年に最初に供給目標を策定して以来、状況に応じて目

標数値の見直しを図ってきており、この目標の実現に向けて石油代

法エネルギーの開発 ・導入を促進する諸施策が論じられてきた。

こうした政策の結果、前述のとおり石油依存度の低減がなされる

とともに、基本的な技術カl 1 i 寵立され技術的には実用化段階に至った

新エオ、ノレギーが出てくるな E 、諸般の成果を得られたものの、 その

導入ははかばかしくない状況にある 。導入が進まない最大の要因 と

して新エオ、ノレギーの コスト高があげ られる。 コス ト高のl Tk-. k の要因
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- 新エネルギー導入大綱について

1 . 新エネルギー導入大綱の意義

q沼I fil 代替エえ、ノレギ- 1; ! ' <，%合目殿、に基づくエオ、ノレギ一安定.13場合の舵f朱 CO
2
の

排出等地溺澱1問題へ対応答の観長から、資源制約が少なく環境負荷の小さ

い新エオ、ノレギーの導入を促進するための、初の政府ベースの基本方針。

信涛庁エオ、ノレギーの導入促進のためには、通産省の施策のみならず、関 係 桝i

庁の新エオ、ノレギー導入に資する Jilliii 誌を総合的に活用しつつ、政府を挙げて対

応、また、政府の新エオ、ノレギー瀞入の取り組みに加え、地方公共 ｾ ｉ ｦ オ場 ｊ 也 械

レベノレの取り組みを活手E化するとともに、民間司1喋者、国民の取解と1 %1 ，力が

必要。

倒 Hエ;i，; vギーは寸生』こなじみカ帯〈、また都rrエネノレギーごとに導入加国

が様々 であることから、新エヰ、ノレギーごとに、分かりやすく可能な限り具体

的な導入方策を ｾ￨ＺｩＱｦＱ，

2  . 重点導入を図るべき新エネルギー

。写生可能エオ、ノレギ- ( : ; l c陽光発iE、太 腕!k 等)

② リサイクノレ型エオ、ノレギ- 0充実効発屯、等)

③従来型エオ、ノレギーの 柿1阿形態( クリーンエオ、ノレギー自跡11、コージ. ェヰ、

ν ーション、燃側屯池等)

3  . 代表的な新エネルギーの導入策のイメージ

Ｈ り 太陽光発 電 ｾ ＲＰＰＰ 年度で ｅ 期 犬 の約 ＱＳ 倍 へｾ

2000年度40万kW、2010年度460万kW

1  ) 導入支緩等

① 「一般の需要家J 一一位え・への導入を促進するための政府からの支援

② 「地方公共団体等J 一一会共施設等I f "I"心に導入を促進するための政府か

らの支媛。「地方公共団付帯」自らの導入の奨励

③ 「耐1守J 自らの導入ー→英l仔必設( 庁舎・道路純設 ・文教施設等) への導

入を促進倣府調達)

2) 規i附 訓] (電気事業法)

? 針丘者 l二課される↑ 来安誕冴売の大帆な簡素化 ( 家屯製品並みにメ ーカ一等によ

る自己脱税、とする)

3) 技術開発

コスト低減や用途拡大を可能 t する樹イーイ本型太陽' ; J } : 池等の|}}舵

4) 太駒悦電システム樹詳の標準化

Ｈ Ｒ 漉 棄 物 発 電 等 ｾ Ｒ ＰＰＰ 年度て宮殿犬の 約 Ｔ 倍 へｾ

2000年度2日日万kW、2010年度400万kW

Ｈ Ｓ Ｉ クリーンエネルギー自 動 車 ｾ ＲＰＰＰ 年度て Ｇ 現状 の 約 ＲＳＰ 倍 へｾ

2000年度目万kl、201 0年度324万kl

Ｈ Ｔ Ｉ コージェネレーション ｾ ＲＰ ＰＰ 年度で現 状 の 約 Ｑ .5倍へ~

2000年度 1452万刷、2010年度 1912万kW

( 総合エヰ、ノレギ一対策推進|制僚会織により、平成 6年12m6 L1 に新エオJ ν ギー導入大綱を決定)

は、 普及カが主進んててで、や、U、トいないことカか、らメ 一カ一カがf製品の大立生産カがfててで、守、

ず、量産効果による コスト低i威力f 図られないためである 。

このように石油価 格が低位安定的に推移している 中で 程 砕|主に劣

る新 エ オ、ノレギーの積極的導入を図るためには、中長期的生見ｾに立 っ

た導入のための基本方針の策定とそれに基づく効果的な; 1 M 策展開が

必要 とな ってきた。

新エネルギー導入に向けた政府の取り組み

政府はこのような状況を打開すべ〈、平成 6年 12月に我が国最初

の回全体の基本方針である 「新 エえ、ノレギー導 入 大 綱j を策定し、2000

年、 2010年における導入目棋を定め、本大綱 lこ基つ事いて新エオ、ノレギ

ー導 入施 策の 強化に努めている。

さらに、 2000年を目前に控えた今、新エオ、ノレギーの導入を加 速 的

に進展させるため、平成 9年 4 月、「新エネノレギ一利 用等の促進に |長j

- 新エネルギー導 入 の 実績 と目標

新エえ、ノレギー 1992年度 1995{1三度 ＲＰＰＰｾ ｦＭ度目標

太 P品 光 発 ';t;: l . 5)λ w 3. 5万kW 40一万kW

l主i ;}J ヲE ;1;; 0. 37ikW 0. 97]kW 27]kW 

クリー ンエヰ、ノレギー自動車 0. 277台 0.4万台 4977台

(天然ガス 自ill} JII1 ・)

;12気l当ifi:) )111等

淡 2000年度の1，1ｾ 諜は、新 エヰルギー将入大綱 の 目線Ｈ代エネ供 給 目線 の ￮ ￏ＼ ｩ 鎚Ｉ

新エ4、ノレギーの 太陽光発泡・住宅mの発';12コストは泣力料金の 3 - 41音

経 淵1 ｊｾＮ｜ 力発Ｇ［ｬＱ Ｚ 発ｾｉＡＺコストは火力発Ｇ［ｉｊＺの Ｒ - 31古

ヲミ然ガス自ifi : ) JIII :  111両側l絡は同型方、ソリン111の21前盟友

';n: 気 自動車: 車両価格は同型ガソリン111の31訴宣支

置新エネルギー利用等の促進に関する特別措置 法について

( 新法制定の必要性)

エネルギー政策を巡る環境変化

エネルギー・セキュリティー 地球温暖化問題への

の確保の必要性の高まり 一------， . . 一一一一一対応、の必要性の高まりー・・

アジア地域のエネルギー消費の急増 二酸化炭素の排出抑制は国際的費務

石油依存度低減の停滞 :・ ・国際的取組を強化する COP3開催

*  COP3 本年 12月に京都で開催予定の気候変動枠組条約第 3 回締約国会議

v  
新エヰルギ一対策の必要性

資源制約や環境負荷の少ない新エネルギーの加速的な開発及び導入が不可欠

〈新エネルギーの例〉

太陽光発旬、風力発電. 廃棄物発電、クリーンエネルギー自動車

..J__c;: • "<J，.-

陽光発電システムへの

新法制定にて対応 ' 補助制度等

する特別措置法」を制定した。木法においては、新エオ、ノレギ一利 用

等を促進す るための国民事業者を含めた各主体制鰭1 ] を明碓化す

るとともに、新エオ、ノレギ一利用等 を 行 う事 業 者への支援措置を盛り

込んで‘ いる。

また、 H学年12月に問議決定された「経済格造の変革と創造のため

のプログラム」においては、新ユオ、ノレギー ・省 エえ、ノレギ一関連分 野

を今後の成長カサtyJ 待される新規産業ーの一つに位置づけ、産業の発展

に向けた関連施策に取り組む こ とがうたわれ、本 年 5月 に は そ の 取

り組むべき施策の具体的行却問団が示されたと ころてある 。

このほかに様々な予算措置も講じており 、今 後 と も 新エオ、ノレギ ー

がより 一般に浸透し、身近な存在 となるよう官民挙げて積極的に取

り組んで、いくことヵサ切符される 。

( きたむら あっし

通商産業約資源エオ、ノレギーIT' 石炭 ・新エえ、ノレギ一昔11新エネノレギ一対策事 a
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環境と新エネルギーの共生

石 原 修

C 02排出量超長期見通しとエネルギー問題

1972年、「ローマクラブ」により 「成長の限界 ( The Li mi ts to 

Growth) J い 、う レポートが出されてか ら20年後、1992年には「限

界を超えて ( Beyond the Limi ts) J という 著書ーが発表された。 こ

の著書の中に「持続 可能な成長 (Sustai nabl eGrowth)  J い、う き

葉が出てくる 。 またこの年に、ブラジノレのリオデジ‘ ャオ、イロてや開催

された 「地球サ ミット」は、 地王将策境問題が国際政治の1:1"心的課! 坦

であることを国連が宣言 したも のであった。 この「リオ 宣言J てい示

された基本理念が上記の 「持続可能な成長」てある 。

きて本年 Ｑ Ｒ 月、 「 気候変 動枠組 み に関する政府間ｼ必剥が 京 都で ｉ ｾｾ ｉ

{在されることにな っている 。ここ では CO
2
排出l規ilj lJ に関する最終的

な各国の姿勢カ ｾ ｮ ｦ ｬ われることになり、議長国であるわが国も ｃ ｏ Ｒ 排

出量を 1990年レベ、ノレにいか に押さえるかが大問題 t なっている 。

昨年12月に手蝕 さ れ た 総 合エオ、ノレギー調査会( 通産大臣の諮問機

関) がまとめた「超長期のエオ、ノレギー需給の展望」ぃ、う 報告書の

中に、 C0
2
tJ l:.':I: '1規制を基にした 2030年に向けたわが国のエオ、ノレギー

と端境問題に関するシミュレーション結果( 図 1) が紹介されてい

る。 これに よると、 1990年て、のわが国の C0
2
tJ l:出量は約3.2億 トン

てあり、現状での省エオ、ノレギ一対策や原子力発電所立地のスピード

てやは、 ＲＰＳＰ 年の ｃ ｏ ｊ ｍ Ｚ ｉ Ｂ ､ ｾｉｉ ｾ［ｊＺ現庇の Ｕ 筈 ｼ胤 ｬ し の Ｕ 億ト ン弱になる こ

とが予想されている 。じつは、政府が公約した2000年ての C0
2
tJ l:出

目標は ＱＹＹＵ 年 ｉｉｾ［ 点てやすて。に突破しており、これからは エ オ、ノレギ ー消

費の'(111びをゼ、ロにしなければならないような状態に陥っている 。

きて、 2030年の目標を達成 しようとすると 、ど のような ことに な

るのだろうか。上記のエオ、ノレギー需給の展望によると、家庭では屯

力使用量;を半分に減らした上、建|勿の冷i暖房斤jエオ、ノレギー消費量と

しては約 2害1] の省エオ、ノレギー化をしなくてはならない。 さらに、原

子力発屯所立地を現在の2.5イ音にまで増やさなくてはならないこと

になる 。 その上、住宅の新築や屋根の葺き替えをする場合、 2lIl干に

4. 5 

酸

化 4. 0

炭

素

235 

量

3. 0 

2. 5 

原子力立地償還いケース 』

， 

-F  

二酸化炭素仰制目標

1990 1994  2000  2010 2020 

年度

図 1 C O，排 出量超長期見通 し 資料) 総合エネルギー調査会，1996
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1  jドFの害IJ合で太陽光発電システムを採用し、風力発電などの新エネ

ノレギーを積極的に推進する必要がある 。

わが国のエネルギー消費構造の推移

生活 Ｗ ｝＼Ｔ 皇の 向上に伴 って 、エオ、ノレギー消費 量は上昇 し続けてｾ ， J.， 0  

1973年の第一次石油ショック以降わが国のエオ、ノレギー需要は、産業

用部門てやは省エオ、ノレギ一対策のf側主 lこよって下I! 栴}E象を呈してきた

が、遮愉部門と民生部門では着実に上昇してきている 。特に民生部

門て壮、 t記丘のアメ ニティ指向の影響により増加のー j念をたどって

おり( 図 2)、 今後も伸びるものと考えられる 。 このような状況の中

でわれわれ建築関係者は、室内裁判もの改善にもつながる建築物の断

熱 ・省エえ、化によるエオ、ノレギー消費量の削減になお一層の努力が必

要である 。 さらに、 ユーザーへのライ フスタイルの変革のための啓

発も重要であろう 。

250% 

200% t.一一一一一一遍一一一一一一一一一

次

馴 } 一一一一一一- ZE---

5 0 % い

危

機

家庭部門

z 務部門

産業部門

0 % 

Ｉｾ＠ m ｾ＠ M ｾ＠ ｾ＠ %  

年度

図 2 部門別最終エネルギー消費の推移 資料) 通商産業省

環境共生建築と新エネルギー

建設省の提案する「環境共生住宅構想」てやは、⑪酬 明i境問題、

②エオ、ノレギー問題、 ③ 住宅の質的問題の三つの3総理を掲げて おり 、

地問防相 ｬ 問題へ の 対応としては前述 の ｃＰ Ｒ Ｑｾｉｊ 減目標 の達成、葬 Ａャ出 ー 雨

1材 し伐|り')JIこそして酸性雨防止 などが考えられてし、る 。二番目の、木

和 で|共l係のあるエオ、ノレギ一問題への声. J' J i I 5 としては、第一 にエオ、ノレギ

ー多消費型ライフスタイノレの改善、次いて、省エオ、ノレギ一、さ らには

さl然エオ、ノレギーや元司令IJ用エネノレギー活用が挙げられている 。

さらに通産省の提案する「環境園町& 型エえ、ノレギーコミュニティ梢

想J ては、都市や地域を対象として、「持続可能な経済活動におい

て、 E設境保全力鴻1備でき、地域社会にマッチしたエオJ ギー需給の

安定を核とした、 地む妨上会の創造」をコンセプ 卜とし ており、ここ

でもライフスタイノレの変革が渇け‘ られている 。エオ、ノレギー問題への
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対応としては、地域の特性に応じた新エオ、ノレギーの活用 ・供給と周

辺地域での需要との新しい形態カf求められている 。

きて、 このように環境負荷の少ないエオ、ノレギー源として新エオ、ノレ

ギーの活用が注目されているが、既存エ才、ノレギーに比して導入コス

トが高側であるなどの問題で、 ｬ 次エオ、 ノレ ギ Ｍｩｴ ｪ ｾＺ 含 量の ＱＥ 強しか

導入されていないのカ司則大である 。「長期エえ、ノレギー需給見通し」に

よれば、 ＲＰＰＰ 年には ｬ 次エオ、ノレギ Ｍｩ ｾ 場位 ｩ ｩ［ の ＲＥ 、 Ｒ Ｐ Ｑ Ｐ 年には ＳＥ

の来rrエえ、ノレギーの導入目標となっているが、まずは身近なところか

らの積み重ねがぜひとも 必要である 。 そうすることによって、白童

化に伴うコスト削減効果や規制緩和効果等により、市場|生や普及の

。凶主に つなカすっていく ことになろう 。

電力負荷平準化と待機電力の問題

建築分野から見ると、エオ、ノレギー供給のメインである屯力需給の

問題も重要な課題てあろう 。一つ は「屯力負荷平準イιl ゃ 「エネノレ

ギ- i 原のベストミックスJ であり、もう 一つは「待機電力」の問題

である 。わが国の電力会社の設備而での負荷率が近年低下してきて

いる 。 これは、電力需要量の季i(J 'ifI11較差 (瓦季の最大電力負荷が'1
1

間季の約 l. 5倍) や、夏季の畳夜間較差 ( 畳間は早朝の約 2倍の電力

需要) が原因である。 このようなi来1哩の解決ブア法として、夜間屯力

利用の蓄熱空ｆＮｊｦ［ ｊ 方式があり、氷草間決 ・ Ｊ 一 帯 ｾＡＡｴ ・ ｐｃｍ (i 僻! 曙熱) な

どの手 ｪ 去が開発されている 。 さらに、ｾｾｦￌ原としてカマスとＧ屯力のベス

トミ ックスの手法も採用されつつあり、 地f蝉判制i合の釧l京として未

利用エオ、ノレギーの採用も進められている 。 また、各電力会社はボト

ムアップやピークカットへの手法を採用した需要家への料金特別体

系を設けて、その普及を推進している 。

近年、「待機電力」カ弔問置になっている 。 これは、テレヒずやエアコ

ンなどのリモコン使用機器において、木{本:{J[l Jがリモコンからの指示

を待っている状態にあり、 「見てないH 聞いてないHi !史つてな い」

ときにも屯力を消費していることである 。電子レンジやコンポなど

の液品タイマーなどもわずかではあるカ鴻色えず電力を消費している 。

私の研究室での待機電力調査結果を表 1 に示す。 テレビとビデオ の

セッ トで約10Wの消費があり、 子供部屋などにある コンポでは 20W

表 1 家庭用電化製品の待機 電力調査結果

機t品名 平均 ji'j 目立 [w ] 弁l象 数 機 1品名 司王t句ii 'iiをち1 [w ]  虫、l 象 数

テレビ 2. 9 ( 0- 11. 2)  20f i  炊飯ｾＺｦ 2. 2 ( 0. 9- 4. 3)  
9 台 |

コンポ 17. 3 ( 9. 0- 32. 1)  5  i今 i光?ld機 1. 5  ( 0- 4)  10ti  

ラジカセ 3. 9 ( 0- 5. 9)  9f i  レンジ 5. 0 ( 0- 14. 5)  10fi  

ビデオ 8.5  ( 3. 3- 23. 5)  13台 冷J説w 8. 0 ( 4. 1- 19)  7 h  

.;t;: 日 3. 9 (1 . 8- 5. 6)  14台 保?l lltf誕l主 3. 9 ( 3. 3- 4. 3)  4  i勺

エアコン 4. 3 ( 0- 5 5) 18台 77ンヒーター 3. 4 ( 0. 5- 3. 7)  5 台

写真 1

熊本大学創・省エネルギー

実験住宅

弱の電力を常H寺消費していることになる 。一 世帯の合言|では約70W

干到支の消費電力量となり、円本全体て考えると、原子力発屯所 2基

分相当の電力が待機屯力として消費されていることになる 。

創・省エネルギー建築の勧め

新エオ、ノレギーの有効利J =l =1やIWJr熱j庖工による省エオ、ノレギーそして屯

力負荷平当剖ヒな E をトータノレて考えると、都市域では地域熱イ制治事

業による 「環境配慮型エオ、ノレギーコミュニティー」の形成による、

未利用エオ、ノレギーの有効活用の推進が必要て。あろう 。 そして個々の

建物てやは、 これか らは 「信IJ . 省エオ、ノレギー建築j を提案していく必

要がある 。新エオ、ノレギーのうち、太陽光発電や太ド激似品水器は個々

の建物でも採用しやすいシステムであるが、風力発屯や未利用エえ、

ノレギーなどは地域単位てや活用する方が得策である 。

写真 1 は、熊本大学地域共同研究センタ 一内に建設して、種々の

実験 ・M析を実施している熊本大学制 ・省エオ、ノレギ一実験住宅てあ

る。建物の断熱1i I!uこはもちろんのこと、逆訓流系統連系の太陽光発

電システム( 約 5 k Wp ) を設置しており、さらに住宅 Î Jの刷暖房用

には夜間電力利用の土壌苦熱システムを開発 ・設置して いる 。従 来

の水蓄熱や氷蓄熱は 比 ｾ￭ 交的大 ｊｊ Ｏ［ｪ共 の連築物に採用されているが、庖

舗千)j: 用住宅などのノlゆるI共建築物には採用されにくいところがある。

そこで、建物の床下地盤の土壌を利用した蓄熱方式を開発し、夏雰

・ 冬季の刷暖房は夜間道力利用による蓄熱のみを利用して、査 ｉｉｾｊ に

はヒ ー トポンプテラーは運転しないことにしている。 このようなシ

ステムの採用により、昼間の太陽光発電からの余剰屯力は畳間料金

で電力会社に逆潮流し、ヒートポンプ用の電力は安価な夜間屯力を

購入でき、ピークカット + ボトムアップの相釆効果が得られている 。

E. E. Eのトリレンマ

環境 Ｈｅ｣ｯ ｬ ｯｧｹＩ 、エオ、ノレギー Ｈｅｮ･ｲｧｹＩ そして ｕｾ 斉 Ｈｅ｣ｯ ｮ ｯ ｭ ｹＩ

の三つの問題は、 三方iM] 足のいく解答を得るのが非常に困葉fi な、い

わゆるトリレンマ的な課題て、ある 。 しかし 21世紀の地球を考えると

き、避けて通れないi課題でもある 。

わが国のエオ、ノレギー消費における建設業の占める害IJ 令は、竣工後

の建物運用|昨のエオ、ノレギー消費まで加えると、約40%ヰ呈度となって

いる 。これは、 CO
2
発生祉に 占める割合でも l司じことが言 えることに

なり、建設行為がいかに環境への負荷が大きいかを示唆している 。

21世紀を目前にした今、 11
1
小の諦 i陥 ・ピノレダーまで合めて広i [ 咽

に、真剣にそして早急に、環境とエオ、ノレギーと建築界のかかわりを

考える必要がある 。

( いしはら おさむ 熊本大学工学部教授、エヰーIN士、熊本大学地域共|口問先センター長)
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環境と新エネルギーの共生事例 1

エコ・エイド研修棟一地球環境負荷の少ない建築計画一

森 安 研

環境保全への国の動き

CO
2
の増大による地現可且! 凌イι フロンによるオソマン層の破壊、熱

' 帯雨林の伐採による枕漠化、資源の中部品等、地球環境をめ? る様々

な事象が社会問題となっている。

平成 7年 6 月に 「国の事業者 ・消費者 t しての環境保全に向けた

IIx，t温の率先実行のための行動計画uが閣議決定され、 そのなかで建

築物の建築、管理等に当たっての環境保全への配慮いづ項目が設

けられ、適切な汚染物質処理胞設の設置、省エオ、ノレギ一、省資源よ

Ｗ 阿 Ｇｉｊ 用 の合理 化、 ｾｪ ＡＶ 也 の自然環境の保全、環境負荷の少ない施工作

業の実施等の環境負荷の少なくなる方法が示されている 。

また、「エえ、ノレギーの使用の合理化に関する法律」では、断索げじ等

による建築主の省エオ、ノレギー努力を促している 。

一方、建設省官庁営繕部では、「官公庁施設の建設等に関する法

律」に基づく「国家機関の建築物及びその附帯施設の位置、規挟及

び構造に関する基準J ( 平成 6年 12月15日 建設省告示第2379号) に

おいて、 表 1のように定めている 。

表 1 r国家機関の建築物及びその附帯施設の位置、規模及び' * 報量に関する基準」の一部

四ｾ可 ｉ 保全

イ 官庁施設には、熱の損失の防止及びエ4、ノレギーの効率: ( 1'，) な利用に有

効な物置を講ずるものとすること 。

ロ 建築ホオキq、機器等は、環境の保全に自己1.&したものとし、連築才林二|に

ついては、再生された、又は聞できるものを? できる限り使用するも

の t すること 。

工コ・工イド研修棟

環境庁環境研修センタ ーのエコ・エイド研修棟計反称) は、環境

保全技術の研修施設であり、施設の用途からも、地務調境保全に対

して特にｬｉｩ ｣ｲｾ が求められている 。 そこで、設計に当たり、設計、施

工、施設管理の各段階における環境負荷削減のための様々な方法を

検討し、具体的な手法として提案している 。

ここでは、地瑚t端境負荷の少ない建築計匝|の具体的な朝列のひと

写真 1 エコ・エイド研修棟外観( パース)
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っと して紹介する 。

エコ・エイド研修棟( 写

真 1) は、環士克庁環境研修

センタ一内に、諸外国への

技中間動力を行う職員の研修

. エコ・エイド研修棟の概要

場 所 的 玉 県F府尺市並木 3- 3

敷 地 而 税 : 20，OOOm'  

構造 ・鋭校 . 鉄筋コンクリ ート 造一部 欽'l :j. 造

tt!!..上 H皆

延べ府[ j j ; f l U ，955m'

完 成 予 定 平成 9年夏

現足Eの技術と材料で実現可能なもののなかから、 エコ・エイド研

修棟てやは、 表 2 に示す設計手法を採用した。

(1 ) パッシブソーラーシステム、屋根・外壁の外断熱

建物を取り巻〈日射、気温、風地熱などのエオJ ギーを活用 し

て( 図 2) 、建物の構造体や空間構成によ って室内環境を調整する パ

ッシブソ ーラーシステムを採用した。

大屋根の集努y fオ、ノレから、太陽熱て暖まった空気をダク トで 1 階

二重床下に送り、躯体への蓄熱によって冬季暖房を行う。夏季は集

紫νサ、ノレから直接外へ空気を排出するとともに、外気の取り入れを、

地中埋設のクーノレチューブと地下雨水) [ 1 ' 留槽を経由して行い、外気

より低iEな空気を冷房に使用している 。

また、建物の内部と外部を熱的に区画し、コンクリ ー卜 躯休を蓄

熱体として有効に機能させて、快適な溜鷹環境制倒呆しつつ省エオ、

ノレギーを図っている 。屋上の一部に植栽スペースを設け、室内から

の良好な景観を得るとともに、1 : 1射を抑制し、階下への断勲|企の向

上を図ってし、る 。

(2) 可動ひさし二重ガラス

夏は日射を遮り、冬は最大限取り入れる方法として、可重jJ ひさし

を採用した。 これは、外部窓上に設置 した 3枚のノレーノf ーを室内の

手動ハンドノレて、、角度を動ヵ、し日射を コン トローノレするものである 。

また、関口部を二重方、ラスとすることで、熱貫流率が40%程度低

減するため、夏と冬の断熱効果があり、あわせて結露防止効果や遮

音効果もある 。
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クーJレチューブ

雨水貯留糟

図 2 エコ・エイド研修棟( 仮称) 断面図

表 2 環境負荷の少ない設計手法
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(3) 雨水の排出抑制と有効活用

雨水の排水抑制と有効活用のため、建物へ

の雨水は簡易ろ過装置を通して地下雨水貯留

槽にため、 屋列植栽への散* 及び防火用7 ] 1 : と

して使用している 。構内通路への雨水は直接

大地へ還元するため、構内道路舗装にはコン

クリー ト透水性舗装を採用した。

(4) 建築材料の選定

建築材料の選定に当たっては、要求される

機能及び耐久性守考慮して、使用可能な部分

にはエコ ・マーク認定品を採用した。

(5) 空間構成

空間構成による工夫としては、 3層分の!吹

き抜け空間のアト リウムを設け、上下方向の

縦の換タνレー ト( 風の道) とする ことで、中

間季の空調エオ、ノレギーを削減している 。 アト

リウムには展示スペースを設け、環境保全に

関する資料展示を行ってL、る 。

また、 設備配管及び機器の更新サイクノレが

建物木休の寿命より短いため、スペース、点

検口、壁工法等を工夫し、 f6t1mi 改11j; ie行し、や

すい計匝! とした。

(6) ソーラー発電

陽光発電システムは、発電H寺の大気汚染

がなく、夏季日 中の最大電力消費を抑制する

効果( ピークカッ ト) がある 。環境保全のた

め出力 容量 l OkWの太陽電池アレイを屋上に

設置している。連系方式は、商用電源の低圧

系車あ主系 (蓄電池なし) であり、施設内の照

明負荷、動力負荷( アトリウムなどの換気動

力負荷) な E に利用している 。

*  

環境負荷削減I. : J : 大きな今 日的テーマて、ある

が、省エオ、ノレギー化を図ると製造時や建設11寺

の環境負荷が大きくなったり、 コス トア ップ

を伴うなど複雑な問題がある 。具体的な設計

子法の効果と問題点を把握し、環境負荷削減

のための設計手法の硝i立が望まれて いる 。

( もりやす けん 1  

ムｉＡ設約 ｼ 拘束地方建設局営繕部建築第 二ｾ ｾＡｾＡ記長 Ｏ
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河内長野木戸住宅一環境と共生する住まいづくり-

川 崎 正 嗣

環境共生住宅の誕生

平成 9年 11月、かねてより建設中の大阪荷営河内長野' 木戸住宅が

完成する 。環境共生をテーマにした新しい試みの住宅の誕生である 。

近年、 地球湖暖化 やオゾン用の破撲など地球規j菓での環境問題が

深刻化 しており、建築の分野においても省エ才、ノレギーだけでなく、

自然端境の保全や太陽 ・水 ・風などの自然エオ、ノレギーの活用、建築

資源のリサイクノレや廃棄物対策など総合的な取り組みが求められて

いる 。 このような背景のもと、自然環境との調和や自然エオ、ノレギー

の活用など環境への国己肢を考えた大阪府営河内長野木戸住宅が建設

されている 。当住宅は、建設省等により主催された平成 4年度まち

づくり月間の記念行事として 「環 境 は 凶三する 中高層集合住宅地」

をテ ーマに行われた「まちづくり設計競技」の特選案を元に検討し、

具体化 したものである 。

計画地の概要

- 立地条件

河内長野木戸住宅は、大阪者1I心音11より南へ約25kmの位置にあり、

河内長野市の最北端で富田林市との境界近くに立地 している 。

河内長野市は、自然や727い寺社などの文代地産に恵まれた住宅都

市であり、 モデル団地の周辺は、林や田畑が多く残る、自然環境に

恵まれた典型的な大都市通勤圏の郊外型住宅地となっている 。

・現況

河内長野木戸住宅は、』肱I也総面積9. 85haてい、昭和]29- 33年にかけ

て建設された府営の木造住宅( 面積9. 58ha) とH百平[141年に建設され

た市営の簡易耐火住宅( 面積0.27ha) からなっていた。府営住宅は

昭和63年から建て替えを進めており、団地南側のゾーンでは、すで

に434戸の中高層住宅が完成し、従前居住者が入居を完了している 。

残りの中央と 北ソεー ンカ苛罷境共生のモデノレ住宅で、 200戸の公営住

宅( すてやに入居済み) i: 270戸の特定公共賃貸住宅( 平成 9年 11月完

成予定) を建設する 。

大阪府営河内長野木戸住宅 Ｈ Ｏ ｾ ース Ｉ

34  建築と社会 ・1997. 8

また、隣按する 河内 長野 市営桜ケ丘住宅も 、 府営住宅の建設に Ｑ ｾ ｪ Ｚ

せて 同様の コンセプ トで建て替えが1斉んでいる。

計画地における環境共生の概要

当住宅てやは、 地封鎖境を保全する働 長から エオJ ギー・ 資源 ・廃

葉物などに国師、する とと もに、周辺の自然環境に調和し、 住み手が

主体的にかかわりながら生活できる環境ぞ創造 し、地球と 人にやさ

しい街の実現を目指している 。

・環境共生の考え方

⑪ 也球環境の保全( ロ インパク 卜) / 地球の環境や徳環系、生

態系がこれ以上悪くならないようにするために、住まいづくりやま

ちづくりを進める際に地球環境への負荷をできるだり少なくする。

②周辺環境との調和 ( ハイ コンタク ト) / 自然界の環境や生態系

はいろいろな連鎖によってf呆たれているが、人間もその中に組み込

まれていることを再認識し、自然環境をよく理解した上て身近な自

然に親しむ機会を多〈取り入れたまちづくりを行う 。

③健康 . ' i ' 対血性( へノレス&アメ ニティ) / 地球環境や自然環閣の

保全と居住水準の向上を両立させながら、健j焚l' 生や↑ 拓直性を求める 0

・当住宅での試み

特選作品てやは、環境共生の手法として多くの提案がなされたが、

府営住宅は、公営住宅法の制度の中て、建設や管理が行われるもので

あり、実施するにはおのずと Ili lJ約がある 。 その制約の中で実現でき

たものの一部を紹介する 。

①風の道システム/ 通常、共同住宅においては通風が悪〈、夏季

には、冷房機株に頼らざるをえず、また梅雨期には換気不足による

ダニ ・カピ ・結露が発生しやすくなる 。

便 所 洗 面 浴 室 廻リ風の道 フラワーボックス

この風の道システムは、建物内部に 1階から最仁階までの空洞ス

ペースを設ける ことにより、屋根からの1朗 =闘による均荒て、空前lス

ペース項部より空気を排出 し、同時に各住戸より 外気を l吸引させた

り(1見突効果) 、 中庭に散水する ことによ り気イヒ熱によるす町五を発生

させ( 打ち水効果) 、住戸の通風を良くするものである 。

⑫ 山中冷 捌リ用システム/地中古IHま札 凶 fHこ比べ、冬季は|暖かく、

夏季には涼しい環境にある。 こうした自然エえ、ノレギー ( 地中冷熱)
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を利用し、外気をいったん

地中部に埋設 した管を通す

ことにより、室内に冷風を

送り冷房に利用するもので

ある。

自然エオ、ノレギーの利用に

より省エオ、ノレギー となり、また自然を利用した冷風のため人の体に

やさしく、心地よい冷房法であり、集会所に採用している 。

③マウン ド建築/ 屋根面を土で覆い、周囲の地盤面と面的にi主?泣

きせ緑化することにより、自鮒脱と寸本とな った自然景観石油lる

ことがで》、似せて屋根面の断勲性能を高める 。

地中冷努係IJ 用システムと併せて集会所に用いることにより、省エ

オ、ノレギー効果の強イヒを図るものである 。

④ 透 *"企tJl i装/

fi B 長のコンクリ ー

卜やアスフアノレ卜

等の舗装材に代え

て、問* の浸透性

に優れた材料や工

法によって舗装す

るものである 。元

来、都市河) 11のはんらん防止のために利用されてきたが、環境保全

の書且# ，からも認識されてきており、当住宅内の通路や広場、駐車場

等はほぼ透*性舗装である 。

環境保全面の効果としては、者11市気候の緩和] ( 土壌水の蒸発によ

る気j見の低下) や都市の水循環の再生( 湧水の保全 ・植物の活性化

・土主義微生物等の保全) などがあげられる 。

⑤ た1I身光発電/ 太陽光1;): 無尽蔵でいクリ ーンなエオJ ギーであるた

め、以前からその利用制Ij値

は認識されているが、耐久

性や仰|げ各等の面てやの課題を

抱えている 。 したカf って、

計画地では街灯等の一部の

利用にとどめ、 主 として未

利用エオ、ノレギーに対する 学

習 ・啓発を図っている 。

⑥風力発電 ＯＲ 台の ｊｦｦｩ 、 ｌ 力発電装置を高層棟の 屋根に設置し、非Ｇ ， ｾ ｔ ｦ［

用笹報装置設備の電源として活用している 。

⑦屋上緑化/ 緑化は建設行為による自然環境の激変を緩和する上

で非常に重要である 。粒同三には気慌を下げる 1ffiJJ きや二酸化炭素によ

る却成郎昆| 暖化の防止 ・大気のHf rイヒなどのすく守れた能力がある 。

これまでゆ住宅建設においても緑化は行われているが、 主 として

公園や建物周りの紘化にとどまっている 。当住宅では、 一部住械の

屋上等抗議化することにより、 屋根而 ・壁面の町直の上折々抑制す

ることがて3 、空FJ 司にかかる省エオJ ギ一化を図ることができる 。

③ ピオト ープ/ ピオ卜 ープとは、 ドイツ語てや「野|企生物が生息す

る空間」という意味である 。中央〆ーンには乾式、北側ソごーンには

湿式のビオ卜 ープを設置し、都市化の進展とともに、失われた身近

な自然を再現し野鳥や毘虫など身近ないきものが生息しやすい空間

づくりを行い、さらにひとびとが日常の生活の中で、い きものの生

息を乱すことなく見守り観察できる場をつくる 。

防風林

ヨモギクローノ t ーの

原つ 1;1'

湿地の ピオトープ

水田土壌

草 原 の ビオトープ

緑 陰 樹

芝生広場 すすきの原つぱ

今後の課題

環境共生住宅は従来の省エオ、ノレギー住宅から一歩進んで、周辺の

脚立と美しく調和 l しながら、それ自体が健康でう|犬過な住城境の達成

を目指している 。当住宅はもうすぐ完成するが、本来の環境手足主住

宅 t しての意味を持つのはこれからである。ハー ドの整備ももちろ

ん犬切なことだが、それだけでは域助共生にはな らな し、。 そこに住

まう人々の環境共生についての認識とっくり手のそれとが一致して

はじめて環境共生の第一歩が始まる 。

環境共生への取り組みはまだ始まったばカ‘ りであり、今後多くの

白治体や企業でいろいろな取り組みがなされると思われるが、環境

共生とし、うことが、特別なことでなく、より自然な当たり前のこと

として認識されるよう印刷叱がくることを願っている 。

( かわさき まさつぐ 大I!li(Jl守主l!.築苦11f，¥I) Jl ll ヲrq在住宅生I ! 設課長)
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ゼロ・エネルギー住宅

井 田 浩 文
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地主蹴境問題、特に地球温暖化はも っとも大きな問題として世界

的な対応が求められている 。我が国てやも様々な分野において対策が

求められ、特に工業分野て冶省エオ、ノレギーが推進されている 。
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一方、住生活は基本的に個人や個々の家族のニーズによってつく

そこでは、より快適でゆとりのある、豊かな生活が求め られ

したがって住居商積の増大、設備の高度化・ 大型化等、快適性

・居住性の向上に関する ニーズに伴い、住宅でのi肖-費エオ、ノレギーは

ここ 20年間で約 2倍に増加しており、残念ながら年 4 - 5 %の割合

てや増加し続けている 。

られ、

る。
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風向きに合わせ、各室 2 カ所j ; ) J ニの窓を設けることで、中間期は自

然の風てや'1対直に過ごすことができる 。

南面の開口は開放感を得るために一十分にとり、その直上の粁の出

を深くすることで、夏期の直射日光が室内に入り込まないようにな

つまり、 これから の住宅では、より快適な暮らしが求められる 一

方で、エオ、ノレギーや資源の消費量を削減するということが求められ

る。 このような考え方のもとに、国レベノレてやは、省エえ、2割返の見直

しゃ、環境共生住宅等が推進されており、ミサワホームでもいち早

くその重要性を認識し住宅の開発を行ってきた。

「快適と省エオ、J、「豊かな暮らしと 地球環境負荷イl J ; i ，成」、この相反

する 二つのテー? を実現するのが 「ゼロ・エオ、ノレギー住宅j であり、

⑪ 師i繍境に優しく 、②快適で. 自由な暮らしを実現し、@エえJ ギ

っている。ノカレ コニーも同様の庇効果をねらって いる 。東西の窓はーコスト収支はプラス になる、住宅を目指して いる 。

日本は南北に長〈、当然のことながら地域によって気候にかな り できるだけ小さくし、各窓には開閉式の外付けオーニングを付ける

ことで、採光、遮蔽を調整 し、夏の冷房負荷を低減する 。

快適性を得るための間取りの工夫と して、 2 階ノ f ノレコニーに方、ラ

スて閣まれた「ニュートラノレ〆ーンj を設けた。 この空間は季節や

住まい方に応じて内にも外にも自由に使え、空調のエオ、ノレギー効率

を上げる働きをする 。

違いがある 。「ゼ、ロ ・エオ、ノレギー住宅J の開発においては地域の気候

特性を考慮し検証する必要があり、その 1棟目として、寒さの厳し

い北海道1ω11市にモニタ一棟を建設し、平成 8年 2月に竣工した。

室内はできるだけ開放的な間取り とした。室内に閉ざされがちな

プランニング

住宅のプランニングは、暮 らしやすさはもちろんのこと、温主N襲

境、及び、エオ、ノレギー効率にも深く影斡を及ぼす。図 1 に外観、 図 2 北海道の冬の暮らしをできるだけ広〈、明るくい、う園調; と、 吹き

抜け一階段ホーノレを空調空気の通り道 とし、 ダク トレス空調を行うに平面プランを示す。

北海道でも近年は冷房が普及してきている 。 この冷房負荷主? 削減

するには、通風への配慮と日射の制御が不可欠で、ある 。当該地区の

ためてゃある 。

また、年聞を通じて温度が安定した地下には、広い居室をとり、

第二のリビングとして提案している 。

住宅性能及び設備概要

j凶11モニター棟は、凶f熱性・ 気密性で定評のある木質按着工法を

ベースに、さらなる高気密 ・高断告Mヒを図っている。窓については

すべて佐川旨サッシで、アルゴンyゲスを封入したタ守フツレ L o w- E ; ゲラ

ス( 複層) を用いている 。住宅の性能及び設備仕様については表 1

に示す。 これ ら極めて高い熱的性能を持った住宅にすることで、空

調エオ、ノレギーの大幅な削減と室内の↑ 記直性を両立させることができ

(図 的。

1ω i I モニタ一棟は電力の負荷平準化と災害時のエオ、ノレギー確保の

る

ゼロ・エネルギー住宅( 旭川1)図 1

建築と社会 ・1997. 836 
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表 1 住宅の性能及び設備仕様

工頁目 仕事法

断
童iL 熱損失係数( 青j' ! ; I: 他)

地上部分 O. 63kcaJI  m' h.C 

地下部分 O. 35kcaJ/ m' h.C  

気 密 隊問相当而秘 (iWI 定値) O. 78c耐1m'

暖房 深夜屯力利用千百熱式暖房

ｾ＠ 語司

冷房 ヒートポンプ( 壁掛けタイプ 1 台)

( 冷暖房とも自然対iiI l方式)

換 気 熱交換型セントラノレ換気システム

自然エヰ、ノレ

太陽熱給湯システム コν ク タ 一 面 積 約 5 m'  

ギーの利用

太陽光発屯システム 12kIVシステム( 屋根全面設置)

( 多結品、 一部シースルーアモルファス)

給 湯 ・水

給 湯 太陽熱温水線+ ，" [ ; ; 気温水器

トイレ用水 雨水利用

ために、設備はオ ーノレ電化仕様としている 。町市4気密性能の優れた

ゼロ ・エえ、ノレギー住宅てやは、計画換気を基本に超低負荷全館空調を

採用している。各室を開放的な間取りとし、吹き抜け一階段ホーノレ

音I1を空調空気の通 り道とし、暖房は地下から、 空調は 2階ホーノレか

ら行う ことで自然対流で空調を行う。実際の計iRl)でも、 室内の上下

泊渡差や室間温度差が小さい極めて良好な室内環境カ ｾ￭ｬｊ Ｉ 造できてい

るという結果を得ている 。

給湯については、太陽刻且水システムを採用している 。真空ガラ

ス管タイプゃいコニーの手摺壁と ーイ木化させている 。集熱量が不

足する場合には、ローコストな夜間電力てツ f ックアップする仕組み

になっている 。

図 3 ゼロ・エネルギー住宅システム図

太陽光発電システム

太陽電池は、太陽の光を受けて発電 し、人聞が使いやすいエオ、ノレ

ギーをつくり出すことができる 。 しかも発電の際に、有害ガスや騒

音を発生させな いクリー ンなエえ、ノレギーてゃある。太陽電池は自分自

身を製造するのに使われたエえ、ノレギーを数年てやっくり出すことがで

き、その発電能力は、数十年も統〈。

ミサワホームてやは住宅メ ーカー としての立場から、太陽電池を屋

根材としてとらえ、選 ｕｾ 型太陽電池を開発した。表面材として強 化

ガラスとアノレミを使用し、従来の屋担材より耐久性が高〈、施工も

しやすくなっている 。屋根建材型太陽電池は屋根材として高い耐久

性を有するだけでなく、住宅としての耐久性をも向上させる ことが

でやきる 。

また、太陽光発電は、災害H寺にライフラインが絶たれたとしても、

太陽の光があれば発電し、住宅てや電気を使うことができる。

「ゼ、ロ ・エオ、ノレギー住宅」は、この住宅用太陽光発電システムの

普及により、現実のものになったい、える。

エネルギー収支

「ゼロ ・エオ、ノレギ一住宅J jt!!J 1) モニター棟は、住宅から逃げる熱

量カ湘 1) の→主的な住宅に比べ、約 1/ 3 になっており( 図 4 ) 、これ

ら住宅の高性能化、高効率設{ 勝機器、創エオ、ノレギ一等により、住宅

で消費するエオ、ノレギーが一般的な住宅℃比べ約 1/ 5 になっている 。

これらの結果をもとにしたコストシミュレー ションでは、年間約四

万円の黒字を計上することになる 。

200 ，000 

( 門) I  *  般的な 5 人家族、旭川の気候の場合

100 ，000 

-100 ，000 

-200 ，000 

300 ，000 

-400 ，000 

旭川の一般的な住宅 ゼロ ・エネルギー住宅 太陽電池発包分

ｾ 空調 圃・ 給湯 ｾ 太陽電池発篭分 l2'2'l 照明ほか Eコ 厨房

図 4 一般的な住宅とのエネルギーコスト比較

今後の展開

平成 9年 2 月より、実際に 4人家族に入居し ていただき 、現在 こ

れらのデータの検証を行っている 。現在までの入居者の感想として

は、室内E開業について満足していただいている 。特に奥様からは、

「ひどかった肩こりが治ったよ「今までよほどちぢこまって生活し

ていたのねJ とのユニークな コメン トをいただいている。

今後の展開と して、引き 続き モニター棟の定量的なデータを蓄積

していくとともに、岡山に「夏期にいかに涼 しく過ごせるか」にポ

イン卜を置いた温暖地域の 「ゼ、ロ ・エオ、ノレギ一住宅J を建設予定で

ある 。

Ｈい ｴｾ Ｎ ひろふみ ミサワホーム株式会初ソーラ一事業開発部環境エネノレギー謀長)
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環境と新エネルギーの共生事例4

未来型実験集合住宅NEXT21- 居住実験データから-

志 波

N E XT21は2010年の都市居住を想定して建設した実験集合住宅

( 大阪市) である 。実際に様々なライフスタイノレの16家族が住み、

}i!i i主実験を行っている 。者111' 11に人が居住すること、またゆとりある

生活を実現しつつ環境との:;) 1三主を図る こと をテーマに してし、る 。

建築性能の向上や省エオ、ノレギー設備機株等により一次エオ、ノレギー

を増加させずに 21i : l l : 紀初頭の良質な住環境を実現し、環境負荷を低

減することを目標とした。

都市における環境保全

. 住棟への植栽

NE X T21では自然の回復、すなわち草木を育成し、野鳥や昆虫

を呼び込む ことなどを目的として、住煉にh酷 蛇 行 っ た。

l 階のエコロジ、カノレガーテ、、ンと 11乎ぶ中庭や屋ヒにはおのおの 200

写真 1 未来型実験集合住宅 NEXT21

f散

m'、その他ベ ランダや街路古1I も合わせ延べ、 1012m'の常設地を、南而に

向いたコの字型建物の内側 にすり鉢司犬に形成した。NE XT 21は大阪

城公園の南約 1 kmに位置し、野鳥の飛行コ ースにあたることカ、ら、

屋 上には鳥の目印となるように 16本の高木を植え、エコロジ、カノレガ

ーデンには実のなる木を植える ことで、鳥営呼び込んだ (図 1 ) 。竣

工から 3年の聞に 201重類似」二の鳥が胡察され、営巣やおHの巣立ちも

碓: 認できた。 また、屋上の人工土壌( 通常の半分の重さ) は 50- 70

cm干出支の深さであるが、高木も十分に育成カ河口iEである ことが証明

された。

・植栽による熱環境改善効果

NE X T21では自然の回復を目 的として悩束へのキi創設を行ったが、

副次的な効果として烈d端境の改善効果が得られている 。すなわち、

中[峨 に よ る 日射 の 瑚i捌 j果と水分蒸散効果 lこよ り、 夏 季 に は 削 附り

野鳥の飛来 Jレート

図 1 野鳥と緑の環境構造概念図

図 2 NEXT21 と周辺建物の放射温度の日変化ー 熱画 像 ( B 月12 日15:26気温34. 2.C)

38 建築と社会 ・1997. 8



主p: が京) J 科される 。 1994年 8 J l に熱田{ 象: rW1診 ( 図 2) などにより計測

した結果、次のことがわかった。

・周辺の R C建物は 50'C に達する部分もあるが、 NEXT21はR C

部分が少なく、ｾｊｻ､也面は気温と同等であるため、建物全体の蓄熱 ｩ 止

力f低〈作11えられている 。

・ ｔｭ 而 ｴｩ 直栽スクリ ー ンにより 円 射が遮蔽され、ｾｊＺｊ ｲ 日 ＱＱ ＱＮＺｊＺ ＵＰ Ｇ ｃ であ

るにもかかわらず、ベランダ行11が気jJ i I ，と同等に抑えられる 。

・立f村封路 ( NEXT21の共同廊下空1M'!) 1対日目文 ・通風 ・FI 陰により

涼しく「路地袋空IllJJ の形成引的立した。

屋上や住棟内 に使月 l した人工土壌は保水性がj込< 1制限付生能カ市j ，、

ため、 ｎｅｘ ｔ Ｒ Ｑ では夏季の ￭ｉ ｬ ｬ Ｇ において植 ｾ実による ＱＱ 射遮蔽および

土撲の水分蒸散効果が室内まで伝わりにくし、ことカ判事立て。きた。

そこで、実視11データを基に屋上t幽拙[1をモデル化し、数値計算に

より屋上中，[ ; 4始時造のt間半の検討を行ったところ、土壌厚さを現，:1犬よ

り約20c mまでill J . くした場令には室内気温よりも天:)1三国側支が低くな

りクーリンクヲJ果が得られるという結果ぞ得た。すなわち、建物の

構造や建てられる地域、入居者の特生などにより t記直な』畝長設計を

守える可能性があることがわかった。

園生ゴミ・排水処理システム

ろ ニ 庇、家庭から ，ｾ Ｇ， るゴミのうち、約 Ｔ 害 ｉ ｊ が生ゴミといわれている 。

したが っ て住宅内で 生 ゴミだけでも処理でき ｾｬａｊ 、 外部に依 存する ゴ

ミ処理量を大きく低減できる 。住戸単位のゴミ処迎は徐々に広まり

つつあるが、 NEXT21てやは、もう 一歩進めた設備として大阪ガス側

で開発したオンサイト処理システムを設置し、実験している 。

制主戸より発生する生ゴミおよび ＺＱｾＱＧＪ については、 ｦ ｦｊｾＡｾ羽変化処理

設備や生活排水微生% 次E理設的により分解され、 ii ! ci : 冬的に 1] 1水と、

ｎｏ ｸ をほとんど含まないクリーンな Ｑｾ Ｑ ガス ＨｃＰ Ｒ 、 ｎ ｺ Ｉ になる 。 運

ｬ｝ｩｺ［ｾｾ績により、生ゴミ処理水 ｲ ｬ Ｍ Ｇ の ｂｏ ｄ 、 SS li 3ppmて¥当初

日棋の20ppm以 下をクリアしていることカ判t認された。また、捌ガ

ス':1
'
の NOxはO. 4ppm、S Oxli O.06ppmであり、従来の焼却ブ斤去に

比べおのおのの排出濃度は 1 %以下となっており、非市に環境性が

高いことが笑証できた。 '1' 7ドとして回収されたii 上は )-J 王li j勾235m' てや、

上水イ史用誌を ＲＷＥＱｾ￭ｬｊ 減する効果が得られている 。

省エネルギー実現のためのエネルギーシステム

. 燃料電池と電源システム

EXT21の発屯システムには低 N Ox、1! J J 掻音、 rJi 効率のi燃料電

池 (7ドの電気分解の逆の反応により発電する) を採)11 した。燃料電

池 (100kWりん酸型) 、太陽屯池 (7 .5kW単結品シリコン型) 、帯電池

( 1000AhMS E蓄屯池) の 3 Ｇ ［ＵＺ ￬ 原てすべての住倒 ｬ 内屯 Ｉ ｊ をイ ｾｈ 合して

新1ネJレ主ー

いる 。笑験的な意味合いから商111';瓦)J / : . 系紙漣系を行わない完全独

立型屯i原方式とした。 また、 Ｓ 屯 ｪ 原カ ｦ いずれも直 ｩｪｪｗｾ ， Ｉ ｊ て 、ある Ｊ ＧｎＱ

を前かして、直流配電システムを11日発し設置した。

さらに、熱源布I i 機ポンプ12台、共j刊昔11蛍光灯、エレベータのイン

ノf ータ一機器は直流入力とし、直/ 交 、 交 /直変換ロスをなくし、

機器イJ ! l Jの省エオ、にも努めた。エレベータてやは充放電速度の市 L、併'N1

を有する A CF(;繊 細 犬 活 問実) コンデンサにより 、回生エオ、ノレギー

を阿収しモーター動力を削減するとと もに、始到』昨の突入fG流を緩

和している 。

. コージェネシステム

燃料屯i也の発電時は高iRお|字決( l 60'C蒸気または約80' C温水) と低

出掛執( 約50'Ci?n，7J，) が発生する。 このうち蒸気掛執を同収し、空

間葬Ａぽ原 ｮｬ として使用するため、蒸気 ， ｾｾｦｩｬ 京 ｬ 吸収式冷 ｴｒ＿ ド機 ＨＷ R T X  

2基) を設置した。

蒸 矧 抑II.&J 限式冷i且yド機は内古11構造を改良し、燃焼斗屯i也か らの蒸

気ｩｊ ｬ の多少にかかわらず運 ｩｬｩ 王可能なものとして いる 。 また、高 ｩＢｾｬ .  

低 ｩｦ ｊ ド ＱＴ ＱＧ ｾｾｦ をｼ 互 いｼ又するため、給湯 ＩＱＱ として高温・低杭捌 学恒 ｼ収ＡＡ＿湯

タンクを設置した 。 なお、低 ｩｬｉ Ｚ ｫ 羽 ｬｾｴｬｌ は冬季においては ｬ 暖房刑温水の

予熱にも j青Jl : l している 。

・省エネルギー性の検証

ｎｅｘｔＲＱ てやは、各住戸の ｾｾｶｬ ｾ ｬ Ｚ 能を 表 Ｑ のよ うな高断裂ぱ士総とし、

省エえ、ノレギーを図った。施工は AL C+ ウレタンフォーム l吹きイ、J'け

表 1 住戸の断熱性能

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーー 3 ・4 附 5 ・6 附

非1J t打l:J.:: f点数 (kcal / m' h'C)  2. 0以ド l. 0以 F

山崎、
ペアカヲス ペアガラス、 北 I(ij LOWε カ‘ ラス

0. 18  

タト ｬ ぜ告 ｾｗ ｦ， ｩ Ｇ ｉＧＨｫ｣｡ｬ Ｏ ｭ Ｇ h'C)  0. 44 

J'i1 UH'i斗E告l!O.09

1"iエオ、 11 地域tll ‘ "， ｒ Ｍ ＲＰＰＰｦｬ 宅 ｾ Ｇ ｬｬ 吋
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図 3 月別排 熱回収状況
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とした。特にノ叶、ノレ端部や配管貫通部も入念な吹き付けを行い、気

密性を向上させている 。 そこで、燃対斗電池コ ージ、ェオ、システムを運

転実績により在来システムと よ凶交し、省エオ、ノレギ一性を検証した。

ここで在来システム t は、以下の仕様である 。

・建築仕綴: 外壁 R C150mm、ウ レタン 15mm、シングノレガラス

・設備仕様: 吸収式冷温水機、小型集中設置ボイラによるセン トラ

ノレす4源システム

ただし、 NE X T 21はii P 部に対して共用部の床面積が大きく、実

験のための特殊設備も設置されているため、集合住宅としてエオ、ノレ

ギー消費問咽する仁あたり、運転実績から得られたデータより住

戸音11のエオ、ノレギー消費量のみ抽出して言判而を行った。 その時の燃料

電池の掛報』回収状況を図 3 に示す。

排熱回収の内訳をみると、夏季はH及収式冷温水機が職勤し、蒸気

ｾ問的回収率が大きい 。一 方冬季は給湯負荷が大きく、また低温の

温水持| 執を空調用温水の加熱にも利用しているため、高温 ・低温の

温水持| 執の回収率が大きくなっている 。

EXT21のコ ージ、エオ、レー ションシステムの省エオ、ノレギー性お

よび環境性をシミュレーションにより評価した結果、在来システム

の場合に比べ、 一次エオ、ノレギーてや27%、N O
x
は74%減少することが

わかった。特に NO
x

については燃料電池による発電が非常 にクリー

ンであることが寄与しており、オンサイ ト発電システムとして有効

であることがわかった。 また、 C 0
2
1二ついても 75%となっており、

環境性は非常に高 L、。

この CO
2
の差計鈴判こ置き換えると 図 4のようになり、必要な椅

は在来システムと比較してみると NE XT 21では約5000本もの節約

となる 。

在来システム NEXT21 

約 l 方 B千本 約 l 万 3 千本

図 4 樹木で見る環境性

節約本数

約 5千本

11年生の槍、樹高3. 6 mX 千本

CO，の吸収量=2. 84kg- c/年

ゆとりある生活を実現するための試み

置二段階供給方式と住まいのリフォーム

NE X T 21では住宅を構造躯休と住戸部分に分け、別々にi:Rt.合する

こ段|制対合方式を採用している 。 これは住戸設計、間取り、 設備の

フレキシピリティ、更新性の高さを実現するものである。都市景観
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や建築物として良好な社会的財産を形成すると同時に、住まい手の

ライフスタイノレ ・ライフステージの変化への対応な E 多様な ニーズ

を反映することができる 。 また、住戸部分の更新が容易であるため、

ライフサイクノレコストを低減する可能性ももっている 。

現在、建築はその耐久年数よりもはるかに短い期間で建て替えが

行われており、省資源 ・省エオ、ノレギーとい った視点から考え ても建

物をリフォ ームしながら長期的に使うことが犬切である。

NE XT 21では 11宇年度、 1住戸にて外壁や水回りの移動を伴う大規

模なリフオ ーム念行った。住まい手のニーズを抽出して設計に反映

し、健康に配I抵した建材を使用 した。 現在、様々な視点からの検証

を行っている 。

・立体街路

NE XT 21は、より魅力的な都市居住実現のため、居住機能のみで

なく業務 ・商用 ・文化などの多目的な都市機能をもっ可能性も含め

て計画された 。 コの字型の白菊 ｦｾ 状の躯体構造は商業や業務などの

都市機能用の低層際音11 (地|管 ・l 階 ・2階) と、住宅用の上層階部

(3 階一 6階) に分かれ、用途に合わせ階高 ・スパンが設定されて

いる。都市部の活性化を図るため、集合住宅は立体的に積層された

一つの往Tてもると考え、共用廊下や階段を街路空間に位置づけて 「立

体街路」と H乎んでいる 。

NE X T 21の立f村釘路は、かつてのIIIJ 屋の路地表空間のようなふれ

あいのスペースとなるよう設計されている 。多くの植物カf植えられ

た緑化ソεーンが設けられ、住ま い手が植物とかかわりあう機会がも

たれること、あるいは住まい手の出会いと語らいの場となり、新し

いコミュニティが育まれるこ t が意図されている 。

おわりに

NE XT 21ではゆとりある生活を実現するために、 24時間換気空

調設備をはじめとして、各住戸に収められた設備システムは 105を

数える 。なかでも、省力化・ 省時間のコンセプ卜の機器のニーズが

高い t 言 え、それらを含めすでに商品になったものは27櫛重である 。

都市に住まい、そこに自然を復元し、省エオ、ノレギーを実現する 。

そのためには、建築や設備面からのアプロ ーチはもちろんのこと、

そこに住まう人の自然環境との付き合い方を改めて考え直す必要が

ある 。

本稿では居住実験の中から環境共生の視点てす、ータ報告した。居

住実験は今後も継続して実施していく予定であるが、様々なデータ

を総合的に分析することにより、 21世紀の住宅に役立つデータの蓄

積 ・情報発信を行っていきたいと考える 。

(しI! とおる 大阪ガス株式会社商品開発部係長)



新交グー

立川町風車村づくり

今 回 幸 雄

主:J IlI uTは山形県の北西、庄内平野の東南部に位置し、霊峰月 山を

南に、日本三大急流で山形県の母な引 11、最t J ll の河111* に聞けた山

間丘陵地の自然カ f いっぱいの町である 。

立川町は昭和29年に l 町 2 村が合併してできたIIITてや、県内でもど

んな町なのかイメ ージしてもらえず、 IIIT民も悔しい思いをしてきた。

わ例nTを一言で表号息説明できる特徴ある 111丁をつくり、 InT民が誇り

をもてるようにできないものか・…・という思いが風車村ーづくりへの

スタ ー 卜fごったと，思う。

わがnl Hま全国てやも有数の強風地帯てや、岡山県の 『広戸風』、愛媛県

の 『やまじ風J と並ぶ三大悪風のひとつである 『清) 11ダシ』が吹き

つける IIITでもある。特に春から秋にかけてが強〈、農作物への影響

も大きく、悩みの種でもあった。記録を調べても、大火の原因も強

風てあり、厄介者として敬遠されてきた。

この 『則 を な ん と か利用できないかと町民を交えての話し合い

がはじまった。なかには、風の強い町を宣伝しては嫁さんも来なく

なるという声もあったが、大多数の人たちは好意的てあった。おり

しもふるさと倉IJ 生、 村おこし、地域おこしの時期でもあり、風をキ

ーワード にした 『立) III IIT風車村構想j が生まれたのである 。

『立川町風車村構想J 始動

しかし、この構想、は町民の英知や町づくりへの熱意だけでできた

ものでいはない。風のメカ ニス、ム、風車の性能な E すべての面におい

て指導していただき、理論的に支えてくれた三重大学の清水幸: 7 -1激

授をはじめ、日本風カエオ、ノレギー協会の諸先生の熱意のたまものと

シンボル風車運転実績

平成 5 年 平成 6 年 平成 7 年 平成 8 年

平 均 風 速 ( m! s) 5. 2 4. 5 4. 7 4. 7 

最 大 風 速 ( m! s) 25 .1 2l. 0  18. 5 19. 8 

風 向 東南東 東南東 東南東 耳:[p将来

手e; Il:;Il::l J 五1 (k¥Vh) 240，674 154 ，687 137 ，204 144 ，923 

5'1:; 1l: q;: :lJiu: (k ¥Vh) 220，871 139，960 128，120 133，290 

117七五カ iu: (k ¥Vh) 59，662 62，870 50 ，440 46，380 

自家使用益 (k¥Vh) 19，803 14，727 9，084 11 ，633 

発¥Il: I時! 日J ( HR)  5，886. 4 4，183. 5 3，415. 1 3，519. 4 

平 均 IH 力 ( kw) 40. 9 37 .0  40. 2 4l. 2  

設 備 利 用 部 ( %) 9. 2 5.9  5. 2 5. 5 I  

設備稼働率( % ) 22. 4 15. 9 13. 0 13. 4 

保 守 停 止 率 ( %) 0. 5 0. 8 0. 4 0. 8 

降客停止率( % ) 9.0  13. 2 3. 4 22. 2 

そ の 他 ( % ) l. 8  l. 4  2. 4 

<l_2_j 

紅 花畑の向こうにたつ風車 3 基( 山形県東田川 郡立川町)

感謝している 。財政的なこともあったが、ここが大きなポイン卜で

あった。

このようにして l OOkW発電の風車 3基が小高い丘のうえにたち、

回りはじめた。町ー民は もちろんの こと、 事月間、テレビなどマスコミ

の反応、も大きく、全国からの視察、見学が続き、平成 8年度は 5万

人にもなり、庄司村セ ンタ ーがその対応におわれている。いまは民

閉会社による 400kW発電の厄l W2 基も回り風車村ーらしくなってきた

が、まだまだＧｊｩｬｩｾ車へのね 凶 或は続き ＶＰＰｫｗ 、 ｬｏｏｏ ｫｗ と、風車も夢も大き

くなりそうていある 。

風への挑戦は続く

い ま で は ほ ) IIIII JですJ t 言 えば 「あの思嘩のある III Tですオ、」と

いう返事が返ってくるようになり、第一のステップは越えられたと

思っている 。

これか らも、

・強風を地球にやさしいエオ、ノレギーとし て活用し、環境問題への小

さな行動をおこす。

・風を多面的にとらえ、風にこだわった地域づくりをすすめる 0

・町おこしのために、 InT民の心に風をおこす。

この三点を コンセ プ卜にした、風による 小さな IIITの小さな羽凶l X は、

まだまだ続くことになる 。

にんた ゆきお立川町企匝l開発謀長)
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新ヱネ)llギー

大橋康虞/伊藤浩

「対続可能な開発」の具f柑 Eのーっ として、民間企業 7社て精成

する研究会権てい提案している SRG構想、の概要について紹介する 。

SRG椛想、は、中央アジアに分布する ;1じ緯40度付近の沙漠地帯に、

東西に連なる大型太陽光発電オ、ットワ ークを梓様するものである。

j少i葉地' 端・における大型太陽光発電による エオ、ノレギー開発とともに、

待られたエオ、ノレギーを利用して食趨増産、砂漠化防止、地域開発等

を進めることを狙っている。

沙漠における大型太陽光発電基地のイメ ージを下図 に示す。

当面の対象地一中国

SRG構想の$ ! v . 台となる中国は、世界人口の 1/ 5 を有し、その動

向が| 世界に与える島鍔 il は大きし、。i楽家IJなエオJ ギー問題と食糧問題

に直面し、石炭への依存率が70%札上と高いため大気汚染や酸性問

の草津知{ } 陸念されるほか、内陸部の沙漠地帯てやは砂i莫化と農地減少、

さらに沿海部と内陸部の経済絡差が大きな問題 t なってし、る 。

'"1:
1
固における本i構想の具体化は、中国囲内の問題解決に貢献する

だけでなく、アジア、ひいては地球規 ｊ 莫の ｾＡｒ 週解決の一助となる 。

開発コンセプト

(  1  ) 大型太陽光発電によるエネルギー開発

エオ、ノレギーI:: J題の有力な解状; 策として、太陽光発電への期待が高

まっている 。太陽光発電普及のi総理はコスト高である 。発電コスト

を下げるためには、大 ｊ ｊｪ首長な発電を日 ｭｾ 条 ｦ 牛の良い場所で行うこと

と、大詰需要のおIJ 出による太陽電池の白鼠 財莫の拡大が必要である 。

沙漠地格 li 、1: 1身t国;が豊富で、 広大な未利用地が存在するため設

置にｈｩ ｉ ｊ 約がなく、建設も よ りｼ攻的容易てある こ とから、大ガ ｕｾ な太陽

光発電に迎した場所である 。三洋電機の桑野らは、西暦2000年の世

界の総屯力需要は、システム効率10%の太陽電池を世界の沙漠の4
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% の面積 (65万km' ) に並ぺれば賄えると討切Eしている 。 このように

沙漠は、枯渇する こ とのないエオ、ノレギー資源到来有している 。

(  2  ) 農業開発

現在約57，イ急人の世界人 口は、 21世紀半ばに 100億人 を超すと予測

されている。 これを賄うには、農地の大幅な拡大が必要となる。 し

かし、農業生産に適 した開発可能地の多くは都市化が進行し、また、

熱帯F雨林等の肥沃な土地の開発は士山3結策境にi楽家IJ な影響を与えかね

ない。

沙漠は、農業に最適な土地て1まないが、* 引'{tf呆し適切な水管理

を行え 1;1:'、 {伴杉J生産が 卜分可能である。 中国の沙漠には、 地下数メ

ート ノレに地下水カ哨証する場所もあり、太陽をエオ、ノレギー源とする

将来の食糧f蛾 基地 として開発する 。

(  3  ) 砂漠化防止

砂i英化は、沙漠周ー辺音11のかつて農地や草地てあ った場所における

燃桝月刊抄ドの伐採や過放牧等の人為的要因によるものが大半である。

これらの地域てやは、 エオ、ノレギーカiM副長されれば、砂i臭化 を防ぐこと

が可能である 。沙漠における エオ、ノレギー開発や農業開発には、まず

砂丘の移動を止める緑化が必要になり、開発行為そのものカ可似美化

防止と緑化に寄与する ことができる。

(  4  ) 地域開発

大型太陽光発電の普及により、太陽電池や周辺機器の大量需要が

発生し、必然的に現地生産へと移行していく。これらは、 地方に太

陽光発電に関連した新たな主要産業を生み出すと t もに、電力消費

産業 け目まって、雇用創造の役割も果たすことになる 。 さらに、農

業開発による農村吉11の生活レベノレの向上と合わせ、地域産 業 ・栓済

の裏目喪カf期待できる。

具体佑に向けて

エオJ ギー ・食糧 ・地粥策境問題は発展途仁国の経済発展に起因

することが、タ慌を一層困難にしている。途上国がエえJ ギーや食

樋増産のために、先進匡|が行ってきたやり方を踏襲すれば、 「持続不

可能J になることは必至である 。か とい って先進国が途上国の経済

発展を抑制するようなことは言il:されない。 したがって、先進諸国は、

途上国が受け入れられる新たな開発方策を提示すべきであろう。

一方、:iftl ニ国て。あるがゆえに、発想を転換した新しし、開発手法の

導入カ可T能である 。SRG構想はその一つ になり得る可能性を持っ

と考え、現. t E 、具体化 に向け検討を進めているところである 。

*研究会参加険業

東急、建設、 ｔｾ￭ｬ 王 ｬ 主 ＱＱＷ に ｅ 業、竹中工務Ａ占、 ｊ ＱｬｩｦＮＺ 必 ｩ 設、 三 洋宙機、 京 芸 ζ Ｇｬ［ｾ 士 総合 研 ぎり 庁

( お お は し や す ひ ろ 胤 雌 株 式 会 初 技 術 本 書 山 技 術 古 附 第 五 謀 長)

いとう ひろし |百l 技術研究所土木施工研究室
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ソーラーボート太平洋を横断

岸 靖 雄

ソーラーボート、地球の夏を追う

1996年 8 月 5 円、海洋冒険家柄 町一! LG!! ， r-

江謙一氏が世界て初めてアノレミ缶

のリサイクノレ材判てー造ったソ ー ラ

ーボー トによる単独無寄港の太平

洋横断に成功した。南米のエ クア

ドノレを同年 3 月20日に出航し、東

京まて、の約16000kmを 4 カ月半か

けてのめ甘毎て、あ った ( 写真 1 ) 。

この計画は 1995年 5 月に、環境

保全と資源の再利用伊呼びかける

こ とをテーマとしてスタ ー卜 した 。 航行計画は、 Ｑｉ ｦＱ ｾー の エ オ、ノレギ ー

源である太陽光エオ、ノレギー を.l&-j ( 限に利用する こ とを考慮して立て

られた。 ほぼ赤道直下にあるエクア ドノレて、は、 3 月20円に太陽が真

上に位置するため、太陽屯池には最適の条件 となる 。 この 日を出航

n とし、徐々に緯度を上げながら西行する 。 すなわち、 地球上の夏

を追うようなl明。? と身出路を選択したのである( 図 1 ) 。

三洋電機は この計画に対し、太陽屯池 t ニ ッケノレ水素ノ{ - ; ; テリ 一、

充放電ｬｉｩ ｬｊ 御装置で構成される屯 ｪ 原システムの開発、話討 ｾｕ ｾ という形て、

|動力した。

ソーラーボートの概要

. 自前本 ソーラーボー トは全長9.5111、|陥1.6111。葉巻型の特異な形

状は、嵐などて。転覆しでも浸水の危険が少なく、重心 を下に置く こ

とによ って自立的 に起き上がる構造とな っている 。

・電源システム 電源システムの あ ｉｙ ｦＮ成を 図 Ｒ に、 Ｇ［ ｾ ｩ 服部の イ 士掠を 表

1 に示す。船 内で使用する機総は、大きく 二 つに分けて動力刑モー

タ ＨＳ ＰＰｾ 乃と通信機、造水器等の生前用機総 。 こ れにあわせて太陽

電池、バッテリ ー も2系統に分割した。太陽電池で発電した電力は

モータ及びその他J機器類へ官! 品合さ 表 1 電源部の仕織

れると t もに、余剰分はバッテリ

ーに充屯する 。夜間は、バッテリ

ーに蓄えられた屯力でモータを駆

動する ことにより 24時間述糊1 L 行

カf可能である 。到。の辺リ支はスピー

太

VtfL也E  ;  

，ミ

アリツ

柾i1Ji 11
1
.結品 シリコ ン

/I'，)J ill! J)J J l I  1. 2kW 

生前J l J O. 2kW 

i阿羽l ニ ッケノレノド業

'平a 手J 141『t  

illJ J)JJ IJ  130Ah- 48V 

ノ|モiifiJ IJ 130Ah- 12V 

図 1

ドコン トロー ラにより調整可能で、最大 4. 5ノット、発屯立とのバ

ランスを考慮すると平均 3 ノッ トの巡航以車度となる。

①太陽電池 動力朋太陽屯池は出力1 . 2kW、生前j刊は 0.2kWてある 。

呉形の自併本にくまなく太陽電池を配置するため、 13干邸主iの形状、計

7説文のモジ、ューノレ構成となった。写真 2 に太陽電池モジューノレの一

例を示す。限られたスペースの中で最大限の屯力を得るため、以商

用を改善した新聞発の高効率セノレ

を仮3刊。岡市佐川旨フイノレムにより

そジ、ューノレ化 し、軽量;で曲面にフ

ィッ卜する構造とした。

② ニッケノレ水素ノ f ッテリ ー パッ

テリ ーは12V- 130Ah のブロック 写真 2 太陽電池モジュールの一例

を 5基使用、動力mは 4 ブロックを直列接続とし、 1碁を生活聞と

した。初制虫材、取り 付 け金具等営含めた総重ii.l:I.:t. 170kgて、船底11' 央

部にtXif え付 けたノ f ッテリ ーは、 自合体の安定を{呆つためのノ f ラス トと

しての役割l も持つ。バッテリ ーに要求された性能は、 100 Ah超の大

森量、軽量 (200kg以下) 、防水性、高い信頼性であった。信頼性が

市〈、実績のある 宇宙用屯池で培った技術をベー スに、ソ ー ラーボ

ー ト用ノ f ッテリ ー を開発した。

③充放屯制御装置 充放電制御装置はバッテリーの過充屯、過j次';I:!:

を防止するとともに、 i古川宵度のバッテリー符量管理II も要求された。

24時間述就航行するためには、夜間の航行速度をバッテリーの残存

符誌によ って決定しなければならない。屯圧、充放屯泊五言、 ilJU支を

パラメータとして屯1赫貰算値に補正をかけることにより、常に精度

l引く符iil; 管明!する こ とができた。 また、 LCDノ旬、ノレを設け、屯圧、

屯流、 i即I : } t 、谷五1: i " 表示し 、異常時 にはその|人l本にJ ，IS じたアラーム

メヅセ ー ジを表示するなど、操作 フリ ーの設計とした。

成果は、地球にやさしいトランスポーテーションへ

われわれが開発、提供した電源システムはがti ' t j ] : を通じて、ほとん

ど トラフツレなく能力を粥iff した。帰断ゑの点検ても、太陽1出也、バ

ッテリ ー ともに出航前と変わらなし、状態であり、厳しい洋｟ｉ Ｚ ｊｪ［ ＧＱＮｴ［ Ｇ ｾに

耐える高い信頼性が実証された。 この成果を今後、将来の実)Tl 化 が

期待されている地ｊ［Ａ ｊｾ にやさしいトランスポ ー テ ー ション の 附発に ￬ｬ￭

かしてゆきたし、。

最後に、 |具l係各位に感謝するとともに、府江氏の'Jrtl 制な体J J i こ精

神力 なくしては今lul の冒険の成功はありえなカ B った こ とを強制した

い。30数年前と変わらぬ純粋な冒険心 には感JWするのみであり、敬

意を表する 。

(きし やすお 三 ￬ｬ ソ ー ラ ーインダストリーズ株式 会 剖 ＮＨ ｉｕ Ｉｪｊ｛ｾ締役 、 l''l :t! .'{ 1:)  
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ソーラーカーの開発

藤 田 久 和

が鍵となる 。 ソーラーカーが走行する場合の走行抵抗は重量 とタイ

と、車休)1ヲ状による 「空気ヤの特牲によって変わる「転がり抵抗」

抵抗」がほとんどでいある 。車両重量軽減のために、車体全体はカ ー

ボンファイパー とアラミドハニカムによる モノコック構造てあり、

無公害車からクリーン・エネルギー力一へ

自動車カ蒲E生して百年が過ぎようとしている今 日、自動車はわれ

われが{期 IJ てや快適な生活を営むうえで不可欠なものとなっている 。

そのほかサスペンションや駆動系部品についてはすべてチタンやジ自動車 U: エオ、ノレギー源として化石燃持4 を用いているた

め、排 気 方、スによる大 気 汚染や環境似 ｚ ＺｩￆＧ ｩ および、娘 ｾ ｾ ｊ の大 量 消費に

その一方で、

ュラノレミンな E の軽告企を使用しているため、総重量150kgの軽量

高岡I}性な車体 を実現している 。タイヤについては低 ころがり抵抗特

性の高圧型タイヤであり、通常タイヤの 35%不自支の ころがり 抵抗で

ある 。 また、走行抵抗の大部分を占める空気低抗低減のために、前

面投影面積の縮小 とi情らかなボディ ー形状 を採用 している 。

よる エ オ、ノレギ Ｍ ｾＧｩ 出品 問 題が生活を街かす こ とにもなっている 。

今後の多緑化 した自動車の発展には、 これらの問題解決が重要で

ある 。 このような状況の中て二社会と 環境に調和した新しい無公害

これらの要素をうまくバランスさせる ことにより、ソ

ー ラーカーが70km/h で走行するためのエえ、ノレギーは約900Wであ

り、 一般乗用車の 16 %干盟支に過ぎない。

その結果、

そのオ、ノレギ- i，原と

して火力、原子力などの商業用電力に頼らず、クリ ーンで無尽蔵な

太陽エネルギーに動力 il京を求めた夢の車がソ ーラーカーである 。

ソーラーカーは車両に繕載した太陽電池により太陽の光エえ、ノレギ

車と して電気 自動車の開発が進められているが、

ーを電気エオ、ノレギーに変換し、 モーターを駆動して走行するため、

太陽が照っているか普り永遠に走り続ける ことがで3 る車と 言 える ソーラー力ーの可能性と実用化

その可能性と実用化

のための技術 を競うレースが、 「ワーノレド ・ソーラー・ チャレンジJ

世界中のソ ーラーカ一研 究者たちによって、が、天候や走行状況に応じて大きく変化するエオ、ノレギー収支バラン

スを保つために、アキュムレータとしての蓄電i也をJ苔載している 。

したがって、基本的には電気 自動車と同一であるが、動力源は太 としてオ ース トラリア大陸で 3年に一度目問主されている 。1987年に

第一回大会が政府公認の下に開催され、回を重ねる度にソ ーラーカ

ーの技術は飛躍的に進歩している 。 この大会には各国から自動車メ

ーカーや大学、研究所および一般市民まで幅広い参加があり、太陽

エネノレギーだけを動力源に、オ ース トラリア大陸北部のダー ワイン

から雨オ ース トラリア州のアデレー ドまで、全長3000kmにおよぶ生

活道路を一般の車とともに 5 - 6 日てい縦断する“ ソ ーラーカー" に

よるノ f イオ ニアキ高村に満ちたチャレンジである 。 ここ で1現われるの

は単にスピー ドだけではなく、太陽エオ、ノレギー活用の技術 と人聞の

知性である 。過酷な大自然のι1:1を 1 1:1  9時間、H寺速70km/hで600km

走行できる性能は今後、ソ ーラーカーがわれわれの生活の中で 「未

来の普通の車」になる可能性と 実用性を証明している。

1400 

陽エオ、ノレギーのみである 。

OS U Al addin  

Tel emet ry Dat a 

Array Power  VS Ti me 

(27th Oct - Ist Nov/ 1996 WSC)  
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競技用ソーラーカー O S U mode l  S  

国際的な競技用のソ ーラーカーは太陽電池の面積が 8 m'てゃあり、

臼射条 件 にもよるが最大 Ｑ Ｒ Ｐ Ｐ ｾ 冴呈度の電力を得ることができる 。 こ

のわずかなエえ、ノレギーではり速く、より遠く 」 まて効率よく走ら

せる こt がソ ーラーカー開発技体π、あり、そのため車両には工夫が

施されている 。太陽電池により変換した電気エオ、ノレギーを、効率よ

く車の機械的動力に変えるためには、高効率な電気制御システムや

モーターおよび極めて走行抵抗の少ない車体の開発が必要である 。

太陽電池剖徐〈電気系の総合効率は現在の技術水準てやは 90%以七

Day 6  

大|反産 業大学:短期 大学部助手)

Day 5  Day  2  Day 3  Day 4  

ソーラーカーの太陽電池出力推移

ひきかず(ふじた

Day 1  

そのためいかに走行抵抗の少ない車両 を開発するか
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新エネルギーlこ夢を求めて

超小型コージェネレーション一銭湯に活用した事伊ト

銭湯の現状とガスシステム

近年、銭湯 IJ : 、集客の恕イヒ、厳しし、労働条件、後継者不足、施設

の老中引ヒ、さらには周辺環境へのー!日の目己雄、など 多 くの謀題に直而

している 。

このような背景から、 tT副Zの銭湯のオーナーのニーズとして、

1  ) クリ ーンて省エオ、ノレギーのシステム

2) 樹液室の労働環境の改善:

3) 風呂設備の充実( ジ‘ ェットパス、サウナ、露天風呂など)

4) 省力化、省スペース化による浴場以外の兼業の実施

5) 男女共用の休憩場の石附呆( 番台形式からフ ロン卜形式へ)

などの声が聞かれる 。 このような ニーズに応えるべく、大阪カヌで

は「街角リソε ー 卜J を令言葉に、エオ、ノレギ一面だけでなく 経営のす

場に立った提案てい銭湯オ ーナーに喜んでいただいている 。

f止公害でコンノ f ク トなボ、イラーを 1:1:1心 としたカマスシステムは、

1  ) クリ ーン引制三|である天然ガスの利用

2) 天然方、スによる自動運ili去で、垂労働力、らの解放

3  ) 機械室の コンパク 卜化でスペースを生み、休憩!スペース、コイ

ンラン ドリ 一、さらにはサウナ、露天風呂の増設( 図 1)  

4) 省力化により、飲食コ ーナーを設け、サー ビス の充実および収

誌のアップ (写真 1 )  

5) 炭酸湯を発生するガスボイラー「コンデックJ の導入による、

i- ll! 銭 湯 との差別化

といったニーズに J; I包えるシステムて伊ある 。キ寺に室長湯オ ーナーに J好手F

なカ、、スシステム ｴ しては、 ｦｬ￭ ￯ ｾ の方、スボ‘イラ ー「 コ ンデック 」が あ

る 。 炭酸湯の保温効果や元気 Ｑ Ｑｉ Ｑ ｾ ｪ｛の効果な ｅ は周知のものであり、

入浴者にも大J好言F- て、きながら iEl泉といったイメ ー ジである 。 また

兼業では、 DPEやカラオケ、 |二|焼けサロンまで経営する銭湯もあ

る ( 写真 2) 。

浴室

スペス
日

用

二

利

U

効

ー

た

有

国

ガ

の

村 和 彦

銭湯と力、スコージ、エネレーション

この ように、カ。スシステムによるメ リッ 卜は多大にあるが、燃砕|

J: jI-1ill iのみを考えると、 ilJu桝 ! とよじ|佼しでも 害Ut:i という現実がある 。

一方、銭湯におけるエオ、ノレギー コストはポンプなどの屯) J 料金がII:IJ

〈、給湯にかける燃伴I-Y-! lより 多い。

そこでト ータノレエオ、ノレギーの コスト ダウン策として、 ヌゲスコージ

ェオ、レー ション( 以下 CGS と称す) が有効となっている 。CGS i: 

は原動機を用 し、て発屯を行い、 その羽l'葬! 咋熱 として IlI iJ l又し、省エオ、

ノレギ一、省コストを実現するシステムである( 図 2)。某銭湯 (16.5

k Wx  1 台導入) の笑iWJによると、 { j D長の CGS がない場令のシステ

ムに比べて 9 %の省エえ、ノレギ一、13% の

ｃ Ｐ Ｒ ｾ￭ｬ ｊ ｩＩ 戎が実現している 。

ｾＧＢ＠ 1φ 

盟 主J.

主主主J

主主j

制
一

主主l

図 2

コージェネレーションの

仕奇品み

ガスエンジン 発電機

銭j易のガu葉、 fE力負荷、熱負1 ¥1Iを考応、する と小型の CGS が適して

おり、現状では大阪ガスの販売する CGS で最小の16_  5kWがも っ と

も多く導入されている 。 ある銭湯のオ ーナーからは ri lJJ娘枠|にくら

べてもあまり変わらないコストて。運営て3 ている Ji 受屯界訟に余裕

が生まれ、空百fliJ を追加する ことがでヨ、お存さまに喜ばれている J

といった声が|剖かれる 。 このような状況下で銭湯への CGS 導入は

)1国訓に実績をや1Iばし、 1996年度末で35件、 1，000kWを超えている 。

小型 CGS は大型と同様、省エえ、ノレギー ・省コスト ・環境負荷の

低減に 貢献 している こ とカ ｾ ｉ 明確にな っ ており、環境問題が 注 ＱＱ され

る近年、更なる普及が望まれる 。現在、大IVX f i 、、スでは小川:去の銭湯、

飲食関係、など の他期: 王、記定!こ1I への小型 CGS の普及を進めるべく 、

さらに小容誌の10kW未ii11i の CGS の開発を行ーっている 。

「銭湯J から「街角リゾートJ へ

銭湯は いま、ヵースシステムの導入、施設の充実により従来のイメ

ー ジから ｊｊｊ ｴＡ支し、まさに ｩｴ ｦｦＱｾ Ｑ リ ソ ε ー ト ｊ へ の車 云 換を凶 っ ている 。

500円玉一枚あれば' f !AJ iit ラン ド並みの施設を平IJJIJ できるのである 。

今後も新しい機器 ・システムの開発、提案 により、これまで'j;)J 二

に銭湯の活性化のお手伝L、がで きれば幸 いである 。

( よしむb かずひこ 大阪ガス株式会-il:'i巧1ι t J 川部IJf l1e-lff'進己主陥Idi エオ・ノレギーチーム)
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自然共生をめざしてーニュージーランドの実験住宅からの報告-

桜 井 美 政

工学は、人間のどん欲さと怠惰を求める経済にヲ |きずられ、それ

のために資してきた。 このまま行けば、退廃と破壊へ行き着くのは

明白である 。 ここ で考えるべ、きは、物質的な追求を放棄し、質素な

生活に立ち返り、生きる 喜びを取り戻す ことである 。 これは自然と

共生しうる生き方を求めるに当たっての基本的態度であろう 。 そし

て、 reuse. recycl e を社会の機構として係主し、現世代のみなら

ず、次の世代へ環境の大切さを? 知らしめ教育し、人 口問題を合めて、

世界全体での コンセンサスを得なければならない。 こ とは一国の問

題だりではなくなってきているのは周知lの事実てゃある 。ではどうす

ればよいのか。具体的な方法が提案されるべく突きつけられている

と言 えよう 。

本特集の務理に掲げられた「新エオ、ノレギー」い、う取り上げ方に

は、少しなじまない t ころがある 。すなわち、われわれの言 うエオ、

ノレギー とは、古くから身近にある誰もが利用する ことのできる 旧エ

オ、ノレギーだからて。ある 。人類が消費する全エオ、ノレギーは、 地球に降

りj主くや太陽エオ、ノレギーの1/15，000と言われる 。直接、太陽放射のエ

ネノレギーを集めたり、 i削判"Il Jの光合成を介したり、 )j Kl の力を利用し

たり、雨による水の落差を利用したり、 地球の熱容量による地中熱

抑 JHJ したりして得られる環境 UI誼しうる エえ、ノレギーを言ってい

るからである 。エオ、ノレギー と言 えば、塾通、莫大な量をつくり、そ

こから分配するブ刀去を考えるが、実際、家庭生活て使用するときの

iR1度はそんなに高くな L、。 したカ守って、先に挙げた項目を、 ーって

はなく、使う場に最も 利用しやすい形で、直後集めて利用する こと

を考- えるわけである 。

しかし、 これらのエオ、ノレギーがうまく集められでも、自然と共生

できなければ立l床がなし、。 その地から得られる優しく 地球に返って

いく材料を使い、家を建てたり、住宅内部の機能を整える 。 また、

生活の過程で ｴｬ ｾ Ｑ るものはそ こ できれいにして、環境を汚してはなら

ない 。 そして、有機ｽｾ益法に基づき自給自足できれば、素晴らしい自

然のもと、 f似来て¥豊かで、喜びに満ちた生活が送れるはずである 。

@  

紙面が限られているので、詳細|は近々 聞 くInternet のホー ムペ

ージや文献 1) ，2) ，3) を参照していただく ことにして、 簡単に、 ニュージ

ーラン ド国( 以下NZ ) 北島の K AIW A K A 村 に建てた実験住宅 (写

真 1 ) での種々の試みの概略を、顎好王立三なテ ー? と して掲げる 4 項

目にわたって幸良告 したL、。

(1)  化石エネルギーを使わないで、白然のエネルギーをできるだけ使

い、側直な生活のできる住宅にする。

. セプティックタンク によるノ f イオカや ス タ ン ク ( 写真 2 ) 内て' *

46  建築と社会 ・1997. 8

面下に蓄えられたバイオガスは、約 9kpa を維持し、しばしば料理に

用いている( 悶や曇苅l寺に) f ] ，、る) 。発明者によれば、 一人の 1 か月

分の糞尿から 12日分の料理凋燃桝ーが回収される 。人間が生きている

限り確実に返ってくる エオ、ノレギーである 。農耕により 地球を一定面

積裂って集められた太陽からの エ え、ノレギ ー であり、 こ れを ｾ Ａ ｉ ，Ｈ［駄にす

ることはできな し、。 さらに、王厩Eとられている糞尿処理において、

が凶l処理をする場合はそのエオ、ノレギーが不要となり、河川や海に放

流する場合はその富栄議 化 制品上てやきる 。 こ の Ｕ 月訪れた清 ヨ ￬ｾ 大 学

(北京) の青年たちと、 2 、 3 年前から始めたと し、う持続可能を目

指す村 を訪問 したが、家25の排池物も集めて村のエえ、ノレギー源にし

ていた( ただ し、 1 日150kgの石炭て、55度 に温めてガスを得て いた

が、われわれのタンクではこれは不要であり、 'r!jf;慌てノ f イオガスが

得られる) 。なお、 この大学の建築学制でも、品丘、持続可能の住ま

い方の研究は大きなワ エー卜 を占めてお り、実際に一つのプロジェ

ク トとして村の計画をして いると教授たちは言っていた。 そして、

私の講演の後でも活発な多くの質問を受け、 強 〈印象に残った 0

・太陽放射の収集 ; ソーラーオーブンでその空気i，¥¥Uj : が150度から

220度、ソ ーラークッカ ー(写真 3)で300ccの植t&J油が180度から 260

1度、 一定以上の 日身樋; のとき得られ種々な料理ができる 。 ここ でク

ッカ ーの鍋 をステンレス製の繋熔量の大きな鍋に置き 換 えると、 ピ



フテキもこんがりと焼けた。ソ ーラーノレームでは、シャワ ーや食器

洗いのiR水が冬でも得られるように改善中( 写真 4 )。

. coppi ce側同く) ; 木を自分で育てて燃やす限り、光合成で固定さ

れた炭酸Jゲスを放出するので、大気中の炭酸ガスの比率を変えな い。

15cmιL上の太さに育て、 刻Lヒ1 - 2mの高さでひJ るt 、そ こから校

が勢いよく生え続ける 。これを切って薪にする方法を coppice い、

う。アカシア、初11、ポプラ、アノレダーなどを? 中直え始めた。台戸斤での

利 便性のため炭化して使いたい。

五JJ 二の 3種で、主たる料理用のエオ、ノレギーは十分l摘えるであろう 0

.底k車発電; 最大て'1. 3kW。電灯はもちろん、 小 さな冷龍庫、 l時には

掃除搬入 i先i夜機なども可能。優先順位を決めて上手に使い、 Int ernet

をいっても使える電力は備えておきたい。無風状態で、太陽光が多

量に降り注ぐようなとき、それを集めて蒸気タ ービンで発電する こ

とも検討 rll である 。なお、太陽電池は製造過程てゆ地球への負荷が

明確でな いので、まだ使用していなし、。

. 地中予見同IJ mによる空調 ; 地下 3 mぐらいの層では、 地表面の空気

制度の年間平均値を示す。 このilflJ 支を? とって こられれば、夏涼 しく 、

冬暖かい。実験住宅て、は、 地下3.2m{こ埋設したそのためのク ーノレ

チューブ、に外気を通し、 屋上にソ ーラールームを設け、その浮力に

よって空間している 。 日本の大都市やその近郊でのように、大量の

新エネ)10ギー

エオ、ノレギー活動によって、夏の夜間の空気j 加支が一定イ[立を下がらな

し、地域においては必要であろう 。

. 多孔質性の材料てや集熱; ょ|ニ糞や馬糞の発酵熱、 その他の. $孔質材

てやの集梨山*j { 討 1-1-
1
である 。

(2)  その住宅が使命を終わっても優しく地球に帰っていく材料でつくり、

それらの材料をその地から得て建てる。

茅葺き( 少し太 いイ 草のような草一地元てやは B ulrush とよぶ) 、土

壁 ( 地下. 室を掘った後の粘土) を施工 し、雨水を上水などとして干 IJ

用。雨水タンク( コンクリ ー卜 製、約15，000 Q) には太陽光を入れ

なければ、腐る こと なく即刻間保存できる 。

(3)  生活から排出する汚染物は、源て慨たねばならな L、

糞尿 I;Ul とんどバイオカ、、スに変わる 。 しかし、 それを燃やすと炭

田支カ、、スぞ生じるので、ダクトで温室( 写真 5 ) に導き、台所などか

らのi J 儲IJ や有機物制見室内の池に集め、その上に降り注ぎ、池に植

えた植物の光合成に浄化をゆだねる 。温室には 3 つの池をつくって

いるが、そこで住まうに必要な植物 屋担の茸き 替 えH=Jの革、光合

成の盛んな草でセプティックタンクに入れてエえ、ノレギーの得られる

革、食用に供される草ーなどを育てる 。温室は温暖側への気候変化

が与えられ、植物の生育空間 t しでも、興味のあるものである 。

ろ間:ー、一つ 目の浄化池 (2. 3mX 2.5 m、延べ、水路長20m) しか使

って いないが、最初の B ODのil!1J定結果によれば、 池の入口て"135

ppmあったのが、出 l二|て'35ppmt植物自身の分帥吸収が行われた

こと を示している 。 その後、表面活性剤が植物性て帆 3 、 4  FIてで分解

する新しいj先剤に変えたと ころ、入 口で170ppm あったのが出口てや

21ppm t 大きく変わ った。洗剤の選択も犬切である 。

写真 5 台所から温室へのダクト

(4) 有機農法に基

づき食料を自分で

生産する。

普通、 10001げの

水田て、 540kgの 米

(4 人家族として

1  A  2.2合/ 人)、

輪作により 300kg

の麦がとれると 言

われる 。 4 人家族

には500m'程 度て守

よいこ とになる 。

野菜は 100m'て、、 1

年を通じて一家 4

人分の収碓ができ
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る。 これらの生育には、大きな労働力を投入しなく

てもやっていける巧妙な有機農法が種々提案4) ，討さ

れており、労力と時間が奪われるという心配は無用

である 。 最近は逃伝子五 Ｑ ］ Ｑ み替えをした大豆が、ｻｾ芝え

されることもなくアメリカてやは普通の大豆に混ぜら

れて、 EI本にきて豆腐になっているい、う 。化学肥

料による町' 寿社長の栄養分は、有機肥料によるそれと

は比べものにもならないとしづ 。殺虫剤の心配 も含め、それらの心

配も要らなくなる 。

身障者や似j けない人のため、また社会サー ビスや医療等のため

500m2余分に働くとして、住宅の而積を 100m
2
とすると、大まかに言

って 1，600m
2

(40111 X  40111) はどあれば、日本やN Z のような温暖な

国では十分であろう 。わが国てや住宅に供されている而棋は 4 %足ら

ずで、農耕地をこのように使い、森林のごく一部を C oppi c e 用とし

て用いれば、工J杭Eの人口は十分収容できる 。現場てやはこの 4 月、 j荏

i阪用のi也と水田 をつくった。昨年、試しに植えた稲は、夏、低温の

ためか実の入りが惑し? l ( f {'令地用に改良されたものを ここでは植え

るつもりだ。

現場てゆデータはデータロガ一等に収録され、自f柑弘主の住= E ; や

建物を建てる場合の設青|者支援月 jのコンピュータープログラム( 図

1  ) の作成にも f生立たせている 。生活には喜びがなければならない。

丘の斜面には町Ｇ外劇場 ＶＩ を手づくりし、 ｬ 寅奏会を ｉ ｾ ｐＮ ｉ い て楽しんでい

図 1

設計者支援用

のコンピュータ

ープログラム

写真 6 手づくりの音楽会

48  

図 2 自然共生を求めた低層共同住宅

る ( 写真 6 )。

@  

われわれは都市近郊の人口密度の高い地域での住まい方について

も検討している 。すなわち、わが国での敷地分割lの下限である 100

m

2

を、各戸が持ち寄って 4 層にする 。敷地の残る 3/4と屋上は菜園、

果樹、 C oppi ce 用に用い、前二者ついては居住者の需要を賄える 。

しかし、ここに降る雨水を玉子音li集めても、また風車発電てや電気を得

ょうとしても全部はJ! 伝えず、上水道、水力発電の既存の i nf r a s t r uc-

t ur e は必要となる 。だから、近畿圏の水瓶であるま日圭湖の*1立、決

して汚しではならない。この共同住宅の概念図を示す( 図 2 )。

そして、 I nt er net は今後、大きな役割を持って こよう 。自然ヂと主主

の生き方をする上て¥お互いの情報交換、伝達には不可欠で二知識

へのアクセスにも非常に有用な手段となろう 。いま、大学は知識を

伝達する機関になっており、そのためだけなら I nt er net で二卜分だ。

受験勉強をする 必要もな い。いや、むしろ自然が U ni v er sit y だ。

このように考えていくと、ライフスタイノレを根底か ら変えてゆか

ねばならないが、個人力f解放され、自 由なH寺間が多く得られ、その

倉釦創lリl造造制，性|

にとL、 それぞれの好みに応応、じて生活をエンジヨイててで、守、きるこ t になる 。

化石エオ、ノルレギ一にイ依衣有存凶する経j済斉優う洗t の工学は廃れ、 このような自

然共生の生き方に必要な本当の科学を追求する ことに なろう 。 そし

て人間の生き方の恨む京に戻っ て、その梢や1
1、思考活動を高め、生き

る目的を個々人が追求していける進歩と発展の世界が展開できょう 。
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新交 ｾ 一

江戸と現代- 建築エネルギーの比較-

石 川 英 輔

人類始ま って以来、今ほど便利てや豊かな時代はなヵ、ったと思う 。

この状態がい つまでも続けられるのならま ことに結材Lだが、どう や

らあま り長続きしそう にないことがわかってきた。

恵まれた現代生活は、基本的には膨大なエ才、ノレギー消費のうえに

成り立っている 。 日本人の場合、 1 日一人当た り約10万キロカロリ

一、 1 トンの主t ドを沸騰させる のに必要な熱量相 当のエオ、ノレギーな

しに今の生活は成り立たないが、 そのエオ、ノレギーのうちリ サイ クノレ

可古Eな音11づ〉はごくわずかなのTご。

大部分を占める化石娘おf"lは、大気のiJ ¥'IJ支を上け、て汚染の原因を作

って いるだけの一方通行のエえ、ノレギ- i，原だから、いずれエオ、ノレギー

資源がなくなるか、あるいはなくなる前に環境が313化 してエオ、yレギ

ーをふんだんに使う生活ができなくなるか、いす' れカ、の理F.t lによっ

て、遅かれ早かれ今のような生活がて3 なくなると考える専門家が

多い。

明治以来、われわれはふんだんに資源とエオ、ノレギーを使う西洋型

文明の長所についての説明をさんざん聞かされてきた。近代文明の

成果の宣伝は、 日本の伝統的なつつましい生活カf いカ、に間違ってい

たか t いう反省とセッ トになっていたが、最近になって少し雲行き

が変わってきた。ごみの捨て場に困るという きわめて初歩的な行 き

詰まり現象をきっかけ として、過去の見直 しが始ま ったのてゃある 。

さらに、オゾンホーノレに Ｑ Ｍ ｾ 長される地球 ｊｊｬｬ 長の異変が目立つよう

になると、持続可能性をほとんど考慮に入れていない現代文句! のあ

り方そ のものがようや くtl じ刊の対象となり、現代とは対照的に見事

なリサイクノレ柿造になっていた円本の江戸時1代 の社会につ いても、

一方的なtlt半IJか ら前哨I i j する方向へと変わ ってきた。

この也では、無か ら有力主生じる ことはけ っしてない。便利さ も盟

かさも、 何もないところか ら生じる ことはなく、われわれは目先の

便利 さのために南iい代慌を支払って いるという 当た り前の ことが、

ようやく理解され始めたのである 。

江戸- エネルギー消費量は現代の 1 %

現代 と比べれば、 江戸 時代 の 日 本は ｾ ｉ ＧＮ Ｇ ， 引こ 不 便だ った 。 船 二 て、、の

到J)J の99ノf 一セ ン トが人間の筋力 fごった ことか らだけでもその こと

は想像てヨる 。水]1王やLIニ馬の力を利用できるのは特妹な作業だけで、

ほとんどあらゆる ことは人力で処迎するはかなヵ、ったのだ。

ただし、普は不便だったといっても、電気モーターや石川lエンジ

ンぞ使い慣れている現代人が勝手 にそう思っているだけで、先他た

ちはけ っ して不便だと思いながら暮らしていたのではない。携帯電

話のなかったほんの十年ほど前、 普i通の人がそ の こと を不便だと感

じていなかったのと同じで、昔の人はそんなものだと思って暮らし

ていた。

動力の大部分が人力だったということは、社会全体がきわめてわ

ずTかなエオ、ノレギーて。運営されていた ことでもある 。成人が 1 日に食

べ、る食品熱玉上は2000- 2500キロカロリ 一平到支で、そ の うち労働のた

めに費やしているのはざっと 1000キロカロリ一平w支だろう 。という

こと は、江戸H寺代の社会カ宅見代の 円本の百分のーのエオ、ノレギー消費

で成り立っていたのにはかならない。働いていない老人や子供、女

性などを計算に入れて補正すれば、平均値はさらに減るはずだ。

江戸時代は極端に物1i11iの変動が少なく、江戸の代表的職業t: .，った

大工の賃金を調べたと ころ、大火のあとの- 11奇的な高騰などを除外

すれば、 2倍になるのにほぼ200年カ3 かっている 。上昇率は年聞はぼ

0. 3パーセン トだった。物1ill iの上昇率も、はばそれに見合って いた

ようだ。

坪当たり124000kcal の紫震殿

一人当た り現代 の l パーセント のエオ、ノレギーて、生きていた時代は、

あらゆることに大変な労力を必要としたが、エオ、ノレギー効率という

点では現代と 出版にな らな いI i どすぐれていた。建築の場合で具体

的な数値を 出して みよう 。

江戸|記長代の建造物で、単位而積当たりもっとも入手がかかった、

つまり エオ、ノレギー消費量が大きかったのは、京都制l所の紫震殿だっ

た。 いわゆるく大工の歩掛かり〉、大工一人の 1 日の仕事量を く一人

工〉という単位で悲 した場合、 一坪 (3. 3平方メ ート ノレ) 当たり 何 と

124人工だった。 これに次ぐ のが江戸械 内の臼書院 という 1ilip>>投で、

紫辰ー殿に次ぐ 102人工と決めであった。現在のちゃん t した和風建

築が 5- 10人工潤支、ガ1干名の決まった家ならその半分ぐ らいだそう

だから、今の普通の家の 10倍ヵ、ら 20倍もの手聞をかけていたことに

なる 。

し か し か かったのは手r : りだけで、あ って、 エオ、ノレギー消費に換算

すれば非常に少なし、。大工の 1 EIの消費エえ、ノレギー を1000キロカロ

リーとすれば、紫康肢でさえ坪当た り12754000キロカロリ ーて、、建っ

たことになる 。

もちろん、宮殿は大工だけでは建てられないから、このほかにも

屋根、左官 、畳、そ の 他さまざまな ｾｦｾ 重が入る 。 それを大工の歩 掛

かりの半分とすれば、 18万6000キロカロリ ーになる 。 これに対し

て、今の楳準的な一戸建て住宅の建設エオ、ノレギーは、 イサ，間設備の製

造エオ、ノレギーまで入れると、坪当たり 250万キロカロリ ー ぐらいに

なるそうだ。

付幣設備の製造エオ、ノレギーい、 つでも、今の建設エオ、ノレギーの計

算には、天然物、たとえば木材ができるのに必要なエオ、ノレギーはも

建築と 社会 ・1997. 8 49 
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ちろん、人ブJ も加算しないから、対等のより阪とはいえな し、。 しかし、

現代の1凶主て官十釘すれば、江戸11制¥の建造物はすべ、てエオ、ノレギーが

ゼロでできたこ t になる ので、 使宣: J 二、入力を基本的な必要エネノレ

ギ ー として言 十 ｾＱ するほかないのである 。

し、ずれにせよ、必要エオ、ノレギーを比ぺて みれば、宅! 羽生のわれわれ

が作んて¥、る庶民生i二宅でさえ、江戸H寺fにてはもっとも豪華だった宮

殿 やqa:[1殿の 10倍以よも消費しないと建たない こと がわかる 。 まさに

桁違いの数字であり、 エオ、ノレギ一的には、紫反l岐より豪嘩てな邸宅に

f主んでいる こ とになる 。

さらに、今の鉄筋コンクリ ー 卜造りのマンション t なれば、十j叩ー

設備まで入れると坪当たり 10007J キロカロリーは必要で、こうなる

と、昔 ニの常殿も御 殿も顔色を失うほどの豪 ｾ ｉ ｜［ さい、うほかあるま ｌ 、 。

111¥宅の近くにあるマンションの名前を凡ると、レオ ・ド- J V (I J't 金

の1if市子) だの、 リバーサイド ・パレス () 11辺の宮殿) だのというが

あるが、建設エえ、ノレギーて。比べるのなら、皮肉でなしに、賞金であ

り宮殿なのだ。

石油換算1 . 5.Qで‘建った (九尺二間)

対気の良い話はさておき 、江戸H寺(-t の庶民住宅いわゆる裏長屋は

〈しゃくにけん

どうだったろうか。 江戸の裏長屋といえば、いわゆるく九尺二 間〉

が標準になっている 。問 IJ 九尺 ( 2. 7メート ノレ) 、奥行きが二 間半

(4.5メートノレ) 、而獄は 3. 75:1平(12.15平方メーわけだが、入った

所がかまどや流し のある台所を兼ねたこ1-.l I¥J になっているので、 日-の

部分はPLI 口-半。 しかも、長屋というだけあって一戸建ててやはなく、

一棟のII ¥J II が九II¥J (16. 2メートノレ) で、奥行きが二 間半のロングハ

ウスを Ｖ ｩＱ￭Ｎ ｲ に等分したいわゆるく六 Ｇ Ｑ 円 Ｚ 棟 ｾｩｩｬｊ り長屋〉が多ヵ、った 。

この長屋を建てるのに、どれくやらいの手II¥J がカ、カ、ったのか、今と

なってははっきりわからな L、。 しかし、徹底的な安5匹前だった謀長

尾の場令、屋根職も左官もほとんど人 らず、:ts職のほかは、ほとん

ど大工の手II ¥J だけでできたのではないかと思う 。 しかも、 1  ilq: す‘ つ

に施下の こまごました注文がつく今の住宅と違い、裂長屋 1.:lJ，.l t絡iill

りに! d ! てるだけだった。恐らく、坪当たりて" はなく、 一戸当たりで

も、 15人工手目立の歩掛かりで、江戸の庶民標準住毛- が建ったのでは

ないかと思う 。坪当たりではわずか4000キロカロリ 一、紫炭殿の約

2 ノf 一セ ン トにすぎなカ、った。

fIII にf!?いたように、労働エオ、ノレギー を 1 11 1000キロ カロリ ーと し

ても、 1万5000キ ロカ ロリーの消費で一戸分が建った計算になる 。

こ れは訂 ｩ ｩｬｬ 換算てＧＢｌ ｕｮ Ｎ Ｕ リットノレ、 ｾ Ｚ ｴ 代 の ｮ 本人 一 人 が Ｑ 1' 1にm

Ｇｦ［ｾしている全 エ オ、ノレギ ー の Ｖ ＮＶ 分の ｬ である 。 われわれカ ｔ 普通に暮

らしている 1 11 のエ オ、ノレギー消費で、江戸の六市H取引り長屋 が l 棟

50 

江戸の裏長屋の木戸口 (入口)。アノマー卜の玄関口のようなもので、この先の両側

に棟割長屋が続く 。住民の表札を兼ねた看板が多数かかっているが、市説書紹介所、

祈祷師、山伏、医師、漢学者、常聖書津師匠、易者などさまさ.まな職業があり、

長屋はけっして貧民窟て' なかったことがわかる。ri7. IIJJ ，jCJ Ｈ式手ー 三 Ａｾｾ作 Ｚｦ ｪＨＩ Ｑ Ｑｉ司 ｕＧￜ ， ｊ￯ｬ

文化9年 ・1812FI)) より

建ったばかりか、お釣りが来たのだ。

t記丘の資料を見ると、加i.r' iit しているハウスて3 ゅうりを井; j ( ; :附する

と、 1 キロ グラム収挫するのに、 W .f 5000キロカロ リ一分の石油を

燃やすのfごそうだ。何と、われわれが冬に食べるきゅうり 3 キログ

ラム、約30本を生産するのに必要なエオ、ノレギーがあれば、江戸の庶

民住宅 l 戸が建ってしまった !

この数値を見ただけで、いかに先似たちが貧しヵ、ったか、そ して、

われわれが不必要なほど膨大なエオ、ノレギー を H 常生活のために ii'iPi

し、ぜいたくに暮らしているカ B がわかる 。 もう少し深〈考える人な

ら、江戸時代に比べて 2桁も 多いエオ、ノレギー を消費しないと生きて

いけな い射代の生活が、人一知弘リー人、かに呉市であるかに思 L、を放さ

れるだろう 。 また、 人 によっては、 こういう生活が長〈統かな い と

不交 lこ忠 われでも不J4句読はな い。

江戸と現代、エネルギーの使い方、その結果は……

私は、それほど速くない将来に行き詰まりが来るだろうと子恕し

ている 。

だが、誤解のないようにはっきり守れ、ておくが、私Li 別 に江戸11寺

代のような生活が良カ 3 ったとか、江戸11寺{ーにの生活に戻るべきだなど

といっているのではな L、。エオ、ノレギ-i l 'PI1が少ないというのは、エ

え、ノレギーを好きなだけ使えなかった分だけ、人間が休をすり減らし

て働いていたのにはかならず、いかに背の生活がつらかったかとい

うことをi見明しているだけfご。

私 |守身は、できるだけ長〈便利な現代生i丹を満喫しながら送りた

いと思っている 。 読者の特さんも、こういう生活ができる限り、貧

しく不便きわまりなヵ、った生前に戻りたｾ， t 本気で，也、って いる人な

どめ ったにいな いだろう 。

結果がどうなるか、 これはやってみなくてはわからなし、。

ＪｈＢ［Ｚ］ 技術川 Ｇｍ ｲＮ Ａｾｊ ，ｾＢ￭Ｇ￬Ｚ会編 『 米雌 Ｇ Ｑ 汀市におけるエオ、ノレギ一平 ｉ 効利 ｉｉｉｊ を参与にした 。

(l 、しかわ えいすけ 作家)
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能てある。 図 Ｑ のように、太防 ｾ Ｚ ｎ ，Ｇ ，ｩＮＮ ノド ＴＲ と太陽氾池を崖似の 一 書 ｉ ｾ に

組み込み、住宅い、うシステムの11
1に、エオ、ノレギーを 1' 1給 1' 1足する

基地 としての役目を来たす。

ｾ Ｇ ｲｬｾ ，めするイロヨ資源ￍＢ使わずに、持続可能な臼然エオ、ノレギーを ｩ 前川

する試みが、公共施設fごけて、なく、 '(1宅のような身近な t ころでも、

なされつつある 。

l屋根が熱と電気の供給基地に

屋岐に新 しい機能力引|わりつつある 。日l風 をi愛ぐだけで々〈、展

岐に !!Hり付ける太陽から、生活に不可欠な授は屯気をつくり IJ 汁 機

設

備

の

頁

l屋根上の発電所が家庭の収入源に

向然エオ、ノレギ ー は、お天気まかせて安 ｌ 紛れて、ある 。 ｉ ｾ ｉ ｾＡＮ｜ がずを屯し

たｾｬＡＺＺ［ｊ ｊ は、かつてはせっせとパ、ヅテリーに務えた。 しかし今は' ;l!: ) J

系統と述系できるので、 |り1;l! UIJ 途をな識しなければ、バッテリーは

不要である。しかも使い切れずに余れば、屯: ; J J 会社に売れる 。52 り

のメ ーターを追加して、新たな収入iJ! ;j にした家庭では、 家族そろっ

て針 ｪ 屯するという ＱＩ 。 屯力会社も ￬￬ｗｾ 者が 自 給自足した分だけ、来 ｉｲ た

な発TG設備を投資しなくて済むメリヅトがある 。

l普及lこ弾みをつける公的助成策

ＲＱ 亙 ｬ のオイノレショック後 、同は、 ①安定イ ｊ Ｑａ 合、 ｾ ￬ エオ、 ノレギ一、

③石illi {' げ主エオ、ノレギーを形611のお一ーとして、 |当然エオ、ノレギーの研究IJf.J

屋根は電気と温水の供給源という考え方で、太陽電池モジュール

と集熱チューブ.を屋根と一体イヒしたものが商品化されている。

Ｈ干 ｾｾＱｊ ｉ，［Ｚ元 ｈ ビューティーＱＺ業株式会社Ｉ

図 1
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発支援を| 持政fi した。 しかし石油が安くなる逆オイノレショックで普及

は低迷。ノり焼!見11水器はね111が' ム: くな って急激に11ドび‘ が鈍った。85

年以降、環境111胞が加わっ 1:. が、他校の市場完封斉原理fごけでは資源・

環境n:u涯は解決しない。 そこてい公的資金で支 λ るllt))求、つまり代替

できるまをil J; lや環境f : l 荷の少ない資源は社会コストて資用の一官11を負

担し、主! : - : 及を ll)) けるという考え方が一部政策に反映されるようにな

った。

941pに政府l ' I i 、①l主|然エオ、ノレギー( 太陽・)1¥力なt ' ) 、②リサイク

ノレエオ、ノレギー( ごみ発fEなど) 、③既存のエえ、ノレギーのすUr しいイ史い方

(屯気|当初1]: ]' 11 . など) をまとめて「新エオ、ノレギーJ 1: " 乎び、「新エオ、ノレ

ギー導入大綱J 1 : して導入目棋などを閣議決定した九

設

備

の

頁

l狙いは原価低減と市場の自立

ろｾｴｬＱＺ Ｑ正 、大 ｬ 場 ・ ＡＡｦｴ｜［ Ｉ には 表 Ｑ に示すような助成策がある 。 税金を財

源とした助成は、干 ｬ ￯Ｚ 場力む ｬ 、さい Ｑ Ｑ ，Ｇｪｾ切に、そのままではつぶれてしま

う新エオ、ノレギー市場を支 λ 、市場の成長とともに製品コストを下げ‘

るい、う虫門前裁をmっている。90年フィーノレドテス ト事業 (2/訪日

W)) で太陽光発屯は公共用途仁、 93年利子補給事業てで太陽光発屯や

)1¥;) 発屯も民間) I - J 途に参入。94. 1 1 " - には太陽光発電のモニタ 一事業

(1/2*ilill ) J ) て住宅n-I途への持及ヵヲ告についた。

モニター ［ｪ ｆ 業とは、住宅の屋桜に太陽 ｦｅｩ 也をのせて住んでいるイ ｉｾｉ

人に、 発屯i Eなどを報告するい、う条件で、設備費の 1/ 2をWJ )友する

ものである 。 Ｍ ｛ 王 ｉｾｐｪ を合む住宅用太陽光発屯システム Ｓｫｗｉ ーＱＧ ， ［ Ｉ の市

場イ副主、 ll)mの前年の93"p{ こがJ l 千万Pl していたのが、助成の 3年

後の96"1三にはおよそ 4007i P1を切るレベルにまて" 下がった。導入立

も累計で l 万 3二千kW( 約3，400.所椛) になった。97年度は一気に この

3倍ぞ対象に、設fil1i Pj の1/3をWJljX:し、 今後2001年を目途に市場の自

立を{)i す3)0 ) . a. ¥力発氾 (図 2) にも、 97年度から貿7E事業m途の設fi l1i

yJj の1/3を助成し、 *'I' に地域への集 '1' (1' )な導入を促す。

97ゴH ) ' l には「新エオ不11)1- J等促進法J が成立した。 これにもとづ

き、 97年秋には、行政 ・産業界 ・消費者の責任や努力毒筋先などを合

む 同IJ fI' J折告j - J が定まり、胞行に移される叫。

l自治体や民聞からの援助も

静岡県七けつ;守'mは、 95年から住宅刑太陽光発泡システムに対し、

同の1/2争Ili W)に上釆せして、独自に 1/ 6*i I i 助を実Jj 也。すでに 7'1止，出の

出士広 rli の太陽光発屯モニターは、 全匡|て" .Lt支も手厚い2/3の布! i ll)) を

受けた。97年度から泣;士広rii は1/ 12相lill)) としてより広い府に普及を

狛う 。 広島県呉 ､ｩ てＢは ＹＷ 年から Ｑ Ｏ Ｖ 補助、 ｴｴｦ ヨ三 ｊｾ 川 越ＱＧ Ｑ Ｑ も Ｑ Ｏ Ｙｦｩｬ￬ｬｬｍＢ

始めた。U1' -'県下|剥市は、 97年度から国のモニタ一対象 l二年平11 2 %

のf邸'IJ 融資を決定。長野県飯川市は、 97
.1
，p)支から無利子融資ぞ決定

し、. f，' 後 4"F.IIIJ に350Hニの導入を目指して いる。

94" pから一吉11の製泣者は、セーノレスポイントとして布I i WJ や融資を

ずl ち山してきた。97年度からは民l / i J でも、各種の支援が始まった。

3つの非常利| 叶体( 市民フォーラム 2001、や11奈)11 と東京の生活クラ

ブ生協) カ汽; : : ; : ; ) 会主1: の資金媛肋を得て、 1/2補助( 民間資金なので潔

ｆ 見対象となり、実質 ｦｩｦｮ Ｏ Ｓｾ￯ｬ￬ｗｊＩ の希望者を会主主した性協は剥 Ｑ 令

長であることが粂刊) 。これ らの所副j を核に、市民レベ、ノレの日オil ，府jYcg長

( グリーンフアンド t いう) も ｾｉｬ うの力製所払
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図 2 風力発電 ・立川町一日本初の民営発電所一

山形風力発電所は、出力 400kW2基の風車による発電の運営デー

タや情報を開示し、風力発電事業の援興と啓発を図っている。

( 提供エコロジーコーポレーション)

行政や企業とともに消費者も、環抗保全に一翼を担う自主的な芽

生え、それも対立でなくバートナーシップを自覚した到j きが、1 : 1:本

て許も Ｑ ＺＱＧ， てきたことは ｩ ｾ 注目される 。

l電気lこ色を付けて員う消費者

tj J氏が政J l I をi I T. 抜負組して新エオ、ノレギーを支援する重) )きは、海外

が先行している。 ドイツのアーへン市では、何年に屯力公社のまUrエ

オ、li: ';::;: ｦ ｩ ｬｬｩ 絡守約 ＱＰＱ 帝まて 二 ｌ ‘げ、有ｾＡ｜ ｲ［ｻｦ 言 わさず ＲＰ 年て冗を取れるよ

うにした。 そのうち下がるからもう少し待とう t 言わせないで、今

すくー投資することを促す制度である。注目すべきは、その財羽京をす

べての位氏や企業が、 11力料金を一律に 1%多〈支払って支えて い

ることである 5) 6)η 。 日本の標準家庭で 1% 1: いえI. :r、せいぜい 月

ＸＰＭ ＱＰｑｉｊｊ 干 ｾ ｕｾ の ｦｬｴｬｬ てある 。 こ の重Ｉ Ｉ きは、ドイツ囲 内やスイスにも

J瓦カ f っている 。

もうひとつ注11すべき動きが、海外では活発である。消費者が自

主的に: B; i:l"Jz;ji '1金を_I -釆せして氾力料金( グリ ーン料金い、う) を払

い、発fE会社がそのl ! ; ; J i 目! て太陽光発屯システムや) ! J I ( 力発電設備を設

計九Ａする重Ｉ Ｉ きである 。 米カリフオノレニア ＮＺ ＯＰＱ、 ｼ サクラメン卜市のｾＺＺ［Ｚ［ Ｉ 公社

スマッドＨ泊 二 ｬ 疋も経常隙に入る第 Ｔ セクタ ー Ｉは、 ＹＳＢ Ｇ Ｑ ｾ からグリ ー

ン料金として )-J平均 6 ドノレ1J11F，rして支払う住民の屋根に、 4  kWの太

陽fG池を街宣している。97年 1 )i fJ t(:[、 この種の出| 肢を導入する屯

; )会担は昔ヴ択で13t Hこ達し、 参加者は約 17]' 8千所干ii ‘ という 8)。ドイ

ツ最大の発屯会主|φも96" 1".7 けから実施。オランダ、スェーテ、、ンのほ

か、オーストラリア、ニュージランドでも、同様の却J きがある 。

'i<.' い7E力事|金{f ' i /l む一方で、段境保全刷会流する消費者の側から、

1' 1ヰ:: (1")にfE気に色をイ、j " けて日いたいという到Jきがある。 これが新エ

オ斗F及の一翼を担い、 '; [j: j) 会社がこの仕組みを支援して いることは

注目さ れる。
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同

日fl

亡コ a) 正面の - D b ) 側面の

|  風圧係数 風圧係数

図 1 高層建物外壁の風圧分布

( 矢印は風Itl)

l耐風設計の重要性

近年の建築椛造技術や建設工法 ・ 施工技術の飛ｊｉＮ￬ｾ的な進歩に伴い、

娃物の高層化と i隆社化が促進されている。処物が市 くなると作m) !i¥¥

カカ苛ｦＧ Ｑ 対 Ｈｉｻ ｊ に爪Ｇ加し、建物力対ｾくなるとｊＡｩｴ｜による振動も ｾｴ じやすく

なる。 その結果、雄物の設青|刑水平力と して地i束力より風)J が卓越

する場令も生じており、耐)!i¥¥設計の重要性が認識されつつある。

また、近年外壁の大土|立をガラスて被う建物が前 刊・されるようにな

っており、壁而に作mする風圧力の性状の但好が、外装材 の設計J :

必要に なってきて いる。

構

造

の

頁

一 一 一 風方向変位

風直角方向変位

100 

風による建物の振動1. ; 1: 、大きく分けて)rrt¥方向の振動と風と直jf l方

向の振動とがある。j瓜方向振動は般近流の乱れが)!i¥¥方向の変f f i ! JJ 1( :;J J

として、風直}:I'I方向振動は建物の1J!1J而及び背後に放山 される大小

J様々な ili ，¥が風直角方向の変到H易:;J J として、それぞ、れ建物に作mする

ことにより さ1: じる。 また、建物に大きな偏心がある場令には、 )!i¥¥ブ7

|台lあるいは風直角方向の振重!J I : 速成した振れ振動力主発生し、建物I!/J!I

1記l古jlの応答カ唱 しく明大することがある 九

なお、建物の質立、問 ＱＱ Ｑ 生、 減 哀が 小さ くなるにつれて、振重 Ａｊ ｊ［ｾ［ 答

が増加i し、これに伴う付加I(I {J な空気力、いわゆる非定常空気:J J が発

生 し、 主 ｴ 物にフ ィ ード パック 的に作 ｭ する こと により、 ｉ ｾ ｉ ｉｊｊｊ ｊＨｉｻｊ な振

動力汚 |き起 こされる。 この振動は空力不安定振動 tu平ばれ、主!!物の

主体構造に致命的な被害を与える場合があるが、通常、非常に細長

い高層処物やタワ ー、煙突、外装Mi ，J き欽I符等のi熊i造物以外に はさ1:

じにくし、。

図 3 Ｑ 立、 ｉｾＢｊ 府 建物の Ｉｦｦｩ ｖ ［ Ｑ伝符と ｪ 孔速 の ｼ 共 げ系 を示す応答 Ｚ ｉｕｉ 線である 。

高Jf 9建物のJ ! i ¥¥];IS答変位のtit大値1. ; 1: 、ある思L速までは平均変{ 立を? ' i め

た風方向応答; が) ! ft¥jj'[ jfl ブ')1布])必答を上|百|るが、その限界j風速を越える

と、両者の応答値は逆t伝する 。アスペク ト比が大き くて、回有振動

数の低い建物では、 i通常その悠物の設計一原国i内に風直角ブJI む! 応答の

卓越する忠明威力f入ってくるため、 この娠動の応街 'i ii .を求める こと

が必要になる。なお、長方形断T( ri をもっ高層建物の風方lIi I並びに)ffi¥

直角方向 の 振ｦｦｩＡ ｊｨￍｓ 谷 千訓 ｈ￯ｬ￭ Ｎ とそれに対応する設 言 ｉ Ｍ ｗｊｊ ｦｦｩ ｜ 荷 重の ｾ ｛ ｬｬｬｬ 方

法については、 建築物荷重指針 . JTI J解説ぞ参照されたい 3) 0

風速 ( m/ s)

図 3 10 I一一

風速と応答変位

の関係

10001  

E  

組

側

+< 1001← 

E百

10 

10000 

l風による振動
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l風力と地震力

風:;J J U也尽力の本質的な相違点は、前者 1.;1:建物Jの外主: 1: ( こ作用する

のに対し、 f走者は基礎に作n J する点て、ある。桃J立設計の観点か らす

れば、以下の中FI i:!Ji;点が挙げられる。

1  ) 地震力は動的な力のみであるのに対し、J ! rt¥:J J ｬ Ｎ［ｉＺ ｩｾＨＧ が ＰＩＧＦ び却が ｊ な

力の合: ; J J である。

ＲＩ 風力 ｬ Ｎ［ｉＺ ｪ ｴｬｬｨＮ ｾＺｊ ｊ と は逆に、建物 ｪ の固有周期のｊｬｦ ｬ Ｑｊｉｉ (こつれて大きく

なる。

3) 風力は地区:;J J に比べて、対象，建物の形状のみならず、その周囲

の建物や 地 Ｉ Ｑ ヲ等の ｊｩ 開ｾ ｾ ｾを大きく受 ける 。

4)  ｩ［ｾ リ鼠の制必ず Ｇｄｉ 寺 Ｑ ｩ｜ｊ は、地震に 比 べて極端に長い 。

ＵＩ 日本では、地 ＲＴ の発生Ｚ￞ＮｩＧ ｕ Ｎ支より台風の襲来Ａ￞Ｎ￭Ｇ ｕｾ の方カヤ Ｂ Ｑ い 。

市 ｾｲ ｪ 也に 立つ許 ｪＩ 荷 主主物壁而のＩＡｩ｜｜圧係数分不 ｬ￭ の ー が ｉｊ を 図 Ｑ ( こ示す 1)0

風圧係数 Cρは、Cρ= (ρ 一仇 ) / q で表される。

ここ で、 pは壁而i圧、 Tol ま大気の前?圧、 ql ま速閲主 (= ρU
2

/2、p

は空気密度、 Uは建物項苦1IてやのエjL.:J;主JA¥速) を表す。 Cρ が万二のとき壁

而を干Ilhj ブJ GEFF . と呼ばれる) 、 1当iの とき l吸うブJ (tl 圧) が作)TIする 。

j瓜に直前jする壁而の Cρ は正 となり、正而の3/4市さの点て ldd三の

正圧を示す( 図 1 a) 。この点は淀み点 t 呼ばれ、流れが! AきJ I : . めら

れ、流れの運動エオ、ノレギーがすべて圧力に変わるために圧力が11立も

布くなる。 このときの建物周 りの流れは図 2 のようになる 。

Ｑ Ａ｛Ｑ ｊ 壁 而 の ｣ｯ はｦＢ ｴ となり、風上告 ｛ ｉｈｾ /::. 負圧が大きくなる (凶 1

b) 。 これは1Jl I陛而の前級て最IJIll II :した流れ( ネIj 自1I設は呼ばれる) が速

くなることやその争IJ 肉lIi束力消さるil，;，¥の)1ヲ!蕊イ立置に関係する( 1;，:( 12 )。一

方、 1![1陛而の Cρ は鉛直} j 向にはほぼ一段 t なる。また、? ? 而におい

ては、 Cρ1. ; 1: 全両にわたり f"lの一定値を t る (凶 1 c) 。 このことは、

接近流の鼠唱i は鉛直方向に明大するにもかかわらず、建物0[ 1] 壁而と

背商に作刑する )l VT. :J J ( ここでは負圧) は鉛直方向には変化しない

ことを示す。

風が建物のｾＺｮ ￺￯ にわずかに斜めからあたるとき、 Ｑ ｪ｛Ｑ ｊ 壁 ￯￺ ｩ の ＩＡｩＧ ｕ ニ Ｑ ｪ｛Ｑ ｊ

IIIJ¥5"1官1Iにおいて、淀み}，IXの刀:.Ef.を絶対値て J 二III Iるt li I が生じる( j ; ; ! 1

1  ｣ＱＩ 。 こ の 負 圧は ｊＢｪ 苦 ｉｬｦｬ 圧と 呼ばれ、最 ｉ ｊｩ ｾｬｴ ｩＪ ｴ の作る 渦が ｪ 瓜ｊＮ ｪ ｪ｛ｬ ｊ の ｻｪ｛ｬ ｊ

壁面 ｦ 寸近に ｊ ｉ ｾ 成されるために生じる 。 こ の と きの Ｉｦｦｩ ｜ 向列 はグランシ

ング角と呼ばれる。このため、外装材をi耐風設計する際には、 この

局古Ilfl 圧を考1邑する 必要がある。

l外壁に作用する風圧力



建築文章作法国

山 田 修

修 建 築 事 務 所

文章の遊び

写 2の文22は，建築と相会 (1996イド 4 ハサ) にぬ・| 長された「平成

8年度'1>; 業言I-j百uの一文てある .

:O;i:i l体が同い. 少しいばっている感じもする . この頁は読者が

興味を示さない附所ゆえ，安易に例作の文立をまねた， とJU、う . こ

れでは， ｾｉ［ｾ 、会ＮＮｬｊＮにアピーノレしない Ｎ オ干し、会員をふやそうとして い

るH寺だから，文章はf肘l三おなじようなことは51Fかず，簡潔 ・新 鮮 -

i丹) J あるものに変えていかなければならない.

わたしは，せんえつながら次のように作ってみた.

mOl1 4丈建築協会は， 1917年( メ. : Jl : 6年) に創立し， ｬ ｬ Ａｩ ｾ ￯ の公説

法人 M 設省の所管・これはとったほうがよし、) として 80年の歴史

をもっている .

，辿築w以外の人を合んだ会員仇! ぷと五[ ' ; 常は，社会全般にひろく受

けし、れられ，社会に役だちながら発展してきた.

伝統をもっ本会のこんごの目棋は， 1997年の自1I立 80mli l三をワンス

テップ t し，きびしい経済状況のもとで飛脱 ・発展することを願い，

つぎのよ うに定めた.

① す? い会只をふやす.

② 会..l J .羽田;のつながりを密にする.

③ 支 部 の創llr&. 1剥係11>;業と協力して事業の充実，新い、事業に

とりくむ.

④経常 収支は ｩ 盛 ｌｔｅ Ｎ 安定ぞめｾＧす Ｎ

、1'1会 lま， ＭＧ Ｍ｟ｾ ￨ の ＱＱ 棋を也友するため ， つぎの 事業を行う Ｎ

2)  r建築と社会Jの文章

ひまなものだ、

あいさつ文

1  ) 箸13i くろとビール缶

御米町nJ J i吉イi 日I f う御N! います

ごゆっくりおくつろぎ下さい

r: 0224- 87- 2101 Ｈ ｦ ｾＩ＠

蔵王国定公園

ノベ ¥
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写 3 の文立は， T1ii 文と同じ頁に掲載された一文である.

わたしは，次のようにイ1=ってみた.

「、1'1会は，業務をなめらかに進めるため，主主築|剥係の友好諸| 卦体

とｼ均 Ｉｊ ・ 協調をはかるＮ他会の適当な τ ｉ Ｇ［ ［ＧＡｉｾ には後援 ・ 協伐をする Ｎ

、11会の会議室r. t . ，連常仁支承のないかぎり，会. . l J . ・→ 1生人に |J}似

する .

文｝ｾｩＺ ｌｩ ， ちょ っ とした気酒Eりとやさしさが必要である ， i!. :: <人は，

読み手の立場て刊ーかなければL 、けない. 〈11・L、たあとは， もっ とやさ

しい文なが作れないものか， と何度も f仙波する.

文2目立， 7f'f.' r定多数の人が読む，こと を第一に考えて作ろう .

( ゃまだおさむ)

仙 ｈ 与姐策協会 ｉｾ ，Ｉ巳， ｲ 6  Ｇ Ｑ Ｂ に制 ｾｲＮ ｾｴ ＱＮＮＮ 娃波打が

Ji1fR-t 6J a，'jの公ぬk人t してω' 1-に&ぴ、また

Ｑ 也に矧を見ない組合的総合的な会 ｬｈ梓 Ｑ 且 ｕｾ 問

形態で. 住2拒W. のみならずわヵq叶付金の併般にわ

たり大き U l 献して告たと ζ みである.

ニのfム純ある本会の今後の IJI軍t しτ. や.'FJ.正

ＧＢの刷、 ｴ 初日 ｉＢ Ｇ ｾｾ 岐にさらに成制・＿自民を凶る

こ U L、/'i JI・Mの会nm強に> > 的るはか. 会JI制1

": の'AI持をよ 0強化する k ともに文部制燃や支部

関係'I i. H 協調して. 悦: / 1の ー附の光: JH p.wtl こ

1111 ｌｦ ｾｦｒＯｾ なＡｊｉＮｊ Ｚｘｉ こ ｉｾ 勺 ｦｾＧｉＨｬ￬ の ＱＱＱ 制，，Ｉな ｪｦｬ 辺 ｊ ｾ

Mんまた. 併せτ 厳い・緋1月状勢ドにあってfl ' 1此

収立の ａ 直 ＱＱ ＺＱヒ ｴ 安 ￭ ｩＡ Ｎ化ｾｬｉ ｭＭｲ Ｎ

I.; t!の) j 針のも t に以ドの，11躍を実ぬする.

文
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有り昔官 ; ｴ Ｎ りいホ ｔ ， ｾ￞Ｇ 2 1 X  可o Ｎ ｾＮ＠

国 ｾｮＧ Ｍ ＨｊＨ［ 札る

@  ご来官官H 走疋' 書£りがとうご';>' <)ます

増'!<を柑ゆと絡がり1=用" 止

ＲＧ ｾＭ ラ＼ｉ＿ｔＺ［ｾつ呑ぎ下さけ
豊館が!!t<.フ r.fi ) T'-t?J( ;t

14  r. 80 息

ＨＱＮ Ｕ 棋， ｾ� Ｂｴ ｈｶ ＨＩ

③ て3 ，，，>1'、ん I員事ありがと うござ山ます

珊 ｾｉｊａ 廿 Ｈ＾ＧＧＧｶｴｾＩｈ 鈴ｴＱし，

さゆ勺くりお〈つろぎ〈だ吉山

ｾＧｴＺ ｉ ｦＮＮｴ Ｍｉｖ ｬ＾ Ｕ 仮名札食純 ｬｨ ヨx 90 t ， 

と和v M官 ( 0 6

@ ご51) 11主タ窓、きありがとう ござ" ます

辛倍。を館吋ごり')11 華妨

ごゆっ〈りお〈つろぎ〈た. さ り

世ｾＺちりとうＨ Ｚ ＨＮ通， Ｍ ι ぅ， ＩＮし Ｎ 量［，ＷＧ Ｑν
3 毘 90 主

川肺 t f Mト凪J，;r，t.

たまたま，東北地方に旅して某ホテノレで- it l した.

から，夕食に/ 1 ' ，た答ぶくろ( 写真 1参照) を手にして，

を何度も読みかえす.

その文1 ; . f : r . t . ，音読すればどうということはない. が，枕j fιt の文

章の釣り令いがおかしいのて、ある . そこで， ( 大のような文誌の遊び

(図 1参照) を試みた.

採点 l.t.， わたしの一存で行 った. 器準は，t災' f : の使用率 υ見立上

のバランスによる ，@ は，ご らいほう→ごらいホー ( ご来ホテノレ)

としてもよいが，ちょ っ と遊びすぎると思い，やめた. @ がベタ ー

である .

文2Eの訓練は「どんなところにも転がっている J ということ Tご.

写 l

若，( ，' くろの 」主 宰

図 |

図 2 は， ビーノレ ｻｦｲＨ こｾされているお［主である Ｎ 漢字が Ｓ 字 ｴ は

Jさじがよい. すなわち i { G ・Ihl ，) J J l.t. i あき {fTをすてるなに協力せ

よJ で，ひら仮名がなくてもr . ) ( 角平できる . itfi てる J の漢字があるの

に使わないところがよろしい Ｎ 漢字を大ｾｉ［ｉＩに ｴＦ っ ているため ｦ ご Ｎ

｀は ｾ ｈｩ Ｚｪ 盈の苦ーき方 ｦ ごが，台形に有 ｩ みあげた ｀のの 方が，デザイン

上はベターである . ビーノレ工場てビーノレびんを制みあげた姿まてE1

{象することができた.

写 3

14. その他

討奇のf ' 1滑なjf uI ! J のと時住第l則係UH. r. I，IIf1' と

の ｬ 晶 Ｉｊ Ｎ 協よ聞に労めＮ［ｧｪ吋な Ｇ ｬｩ ＱＡにム ｊｌτｉｾＮ 1主

t寝. I品貨を1Tう . ｈｾｉ 品会 ｩｦ ｊＮ｜Ｇ に ｊＦ 唱のい、か ｹ

ｫ 企Ｎ花賞ｾ企 ｩｗ Ｎ ぴＭＪＮｴの ｈ 川 に ｦ ｊｴするＮ

あき缶はすてまけよう

ごホ品カ UE・きり

図 2
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衛 生 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方図

河津隆之

河津隆之事務所

設計図の理解 - 4 -
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ループ通気管

( 配管平面図・アイソメ図) 、

図 2

けられています。図示記号の破線て拙かれているのがそれです。

すなわち、排水2慨において、排水を円滑にし、かつ排水によっ

て生じる管内気圧変動か ら トラッフ主ウドを保護し、 li 皮封を防〈、、こと

を主たる役目とするのが通気管: です。

これにはいくつかの方式がありますが、我が国ではノレーフ。通気方

式( ノレープ通気管を主体とし、 これに通安ピ立て営、 やl' 項通気管が加

わって椛成されたブ7式) を基本としています。 このノレーフ。通気管と

は図 1、図 2の1:1" の似OJ 誌で示したような配管で¥最上階では仲項通

気管に、次の下の階か らはj通; ru L て管に、 それぞ、れ天井で按がしされ

ています。

55 

*  

きて、衛生設備編は この第 8匝lをもって終わりといたします。頁

数のj l J lJ 約や編集上から、全体的な樹脂図が掲載できず、記述も 言葉

足らずに終わりました。多少ともご理解の- fI) J になれば望外の幸せ

です。

建築と社会 ・1997 .8

たかゆき)( かわづ

再び本講座第 1 巨|に掲載した{邸 fr詳*11I 図を見ましょう 。給水管 t

I.:t.逆に、排水が流れる上流からたど って いきます。

和lJ l¥.大便器への入り口 付近に COA100 !::. 警かれた床上掃除 口の

図示記号が見えます。 この場合は C Oの次に A!::. 告かれていますか

ら、防水受け用鍔がやl いていないものでー防水層がある位|所に は取り

やl けられない掃除口の意味てす。 したがって床に防水屑がある場合

は、 COB にするよう設備似IJ に申し入れしなければなりません。

掃除口は、' N1'7. K 管内の定J抑制 帯除や詰まったときの掃除用ワイヤ

類を挿入操作する関口部ですから、 行喋が容易にできるようその周

囲にあるブースの壁 t か{J!l J壁などの障害物 か らは排 水管径が65mm

以下のとき lま0. 3mだL 仁、 官ー径 が75mml.; μ このときは 0. 45m五μ 二、管・

の配管方向に対して掃除用空聞を取っておくようにします。特に最

近は作業の効率化のために電動型羽ド水管掃除僚の使用も 多くなって

きたようてすから、少なくとも この寸法がある かチェ ック しまし ょ

フ。

この掃除口は、持1' 7財務枝管( ' N1'7ド悩管のうち、器具排水管からの

羽 ｬ Ｇ 水を集めて排水立て管あるいは ｴｾ Ｑ す ド悩 主主管 へ導〈管・をいう 空気

調和] ・術生用語昨典一空気調和 ・術生工学会編) および持1' 7I';fg( 主管;;

( 排水立て管を接続 し、知也排水省ーに至るまておの排水陥イ皆、 一般 に

は、建Z築物の 1 階床下に設ける屋内排水配管の こと : 空気調和 ・衛

生 用語制ト 空気調不 日 ・ 術ｾ 三 工学会編Ｉの各起点には 必 ず取り 付 け

られて いま すから碓認 して下さい。 そして、手もとの設備図でこれ

らの掃除口から 色官民l: t でたどって いきますしパイプシャフ 卜内の

耕一水立て管 ( HASS 001- 1991図示記号参照) に行きつくはずです。

2階巨人との階の分I. : t . 各線具からの排水は器具排水管( 衛生全長具に

付属または内蔵するトラッフ。に核おしされた持ド7 I ' 管て、大力か、た lはま上比七凶t校変

的t制制11旧11 < 曲がりが多い菅管.です) および

流れ込み、 11街の床下まで流下し、そこ で大きく方向変換し排水横

主管を経て屋外に設けられた汚水ますに到達する こ とが、その後の

色童簡l によるたどり作業でわかっ てくると思し、ます。

1階の使J i J iの排水管は、 2階巨人l二の排水を流T させるための排水

立て管 には l 階の床下て干訴えされていないはずです、チェックして

下さい 。 もし接続された図てあれば Ｑ 階の使所の排水管は単ｾ Ａｬ Ｑ に 屋

外に出し、 屋外に設置されたます同士てや核統するよう、設liN; サイド

に訂正ブ'71旨示して下さ い。

理 l主11.:t.、 Ｒ 階よりの排水立て管がＱｉｩ皆床下てや ｬ 階 の ｴｾ Ｑ フ ド 管に接続

されていますと、排水立 て管内の汚水の流下l時、 立て管管内気圧 の

急激な変動により l 階のトラップ( 衛生器具または排水系統中の装

置としてその内部に土T .K音1Iをもち、排水の流れに支障を与える こ と

なく、排水管 内の空気が排水口から室内に侵入してくるのを|旺I l す

ることができるものをいう 管工事施工管理用語集一管工事』包工管

理技術研究会) の般討( トラッフ。の封7. Kが減少し、 空 気 料71t j通しう

るようになる状態. 建築設備実用語辞典「 作上書院) 現象につなが

る恐れがあるからです。

ここで通気管の話をもう 少ししておきまし ょう。設置 された術生

総具類には必ず造り 付 けか、取り 付 けを間わずトラップがやi いてい

ます。 また便所内の賢治: を見てきますと通気管 による通気系統が設

l排水管および通気管( 便所詳細図における)



広島の近代文化遺産

瀬戸内に残された砲台跡を訪ねて- 2

R E P OR T  橋本秀夫

白本建築協会中国支部副支部長側門出工務后取締役

金.

4 3b  
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l 芸予要塞/ 大久野島砲台

大久野島 砲台 ｬ 立、紀 ｪ 炎ｼ雌 ｉｉ ライ ンを突破Ｎし ￬ｾ 炉内海にｻ受入した敵

艦制旺止し、広島湾海域の| 坊設をはかる 。 島 内 の 3盤lal .t 海 市 制 見

み、砲列を敷〈 。

芸 予 要 塞 大 久 野 島 砲 台

北部砲台 24糎加農砲 4  

門、克式12糎加

農砲 Ｔ 門、Ｎｾ

1則庫、地下兵舎、

唐人笠探照灯、

発電所、崖上観

測所、浄化貯水

倍、火薬庫( そ

の{ 也)

中部砲台 克式28糎檎弾砲 6 門、砲側庫、地下兵舎{ 医務室、司令室) 、観測所、

砲台長、指揮計測室、小隊長位置、小火薬庫. 浄化貯水借、その他

南部砲台 斯加式 9糎速射加農砲 4門、 24糎加農E包 4 門、砲側庫、地下兵舎、

灯台裏探照灯、観;ftll 所. 大小火薬本庫、繁船場、その他

l要塞の完備へ

文政 8 五 ｉ ｾｈ す「夕刊主ｼ船打 ＭｾＱ 、い令 ｪ を ， ＧＱ Ｇ ，し、ｦｉＧｩ商工大ｼ坂、 ｩｄ Ｍ ［ 、副 料 τ に台 ｴ ｊＩＯｾ， 凝

を命令。

出品物汎 ｩｬ 戸 ｬＮＧｍ ，ｬｊ ｈ て ￯ｬｱｩｾ Ｎ ｊＺ ｜前線、砲仲間 ｬ 献を版 ｬ Ｍ ｮ Ｎ ｊ ｯ

J.9&l1-': j，:: 、jlljttiJd:1W地編、 jJd:j'W館盟主|両側約; の捌訳:g { f 比す。

ｪ ぶ，Ｈ，｟ ｾ Ｑ 事 ｬ 正当ヨ，Ａｦ係に命じ、長ｾ，者で針し誌の交易にあたる。

「災医師 ｦｩ 術 ｬ 防之街地ｾＧｪ により、 ｊｬ ｜ ｦ ｾｾ ｪ で大仰 ＳＱＢβ［Ｉ ＯＮ 応、ｩｔＮ￭皮、ＩＧｪＭ ｉｊｉｓ と ｩ 1: 

戸て7試射する。

佐災地主 ｬ 拘 ｬ ｲ ｦＮ 鑑に刺ｽし、［ＱＮ，ダ哨刻、艦 Ｉ Ｑ 似ｾ兵 士 ｼ の諸機防兄こん特 ｬ こ

艦長より f111艦の大砲は60ポンド (27kg) 以」が必要である」と教

示をうけた。

広島 ｶ 棚上 ［ＭｩＧ ｾｊ ゆ ｩｬ のため大雌 ｬ 地 ＱＱＱ 辛ｼ側、錫、 ｭ 品、 ＱＱＱ かね、地主守Ｉ

のilit. l:. 命令す。

! よねi栴械下i内出一同 f，' J i <同船打払t 、j を距OCi い、大砲をナ献上する。

Ａよ勾ｾＪ叶号付 ｬ こ ｅｉ ｊ￭ｾＱｩ造工場を設置 。 城内に ｉ 芋好以主ぴ大 ＺｦｲｷｲＨ 台の製足 ｴＮ｟｛ｽ，ｖ ｪ

を設i丘する。

広島孫、奥ry{J:;{.:(f: ，日"I I OJ l 虫て小銃を事2作する。

ｪ よ Ｑ ，［止溝、 ￯ ｬ￯ 畑 ＱＱ ｛ＱＩ介 Ｑ ＲＺｩｩｬｩ ｾ･ ＾Ｇｊ停止を製造し、特主に ｩ 紘 ｬ する 。

広ね端、洋式小銃の製造をIlトIMi ，

Ｑ ＱＮ ， 川 端 ＺＮＺｲｦ ｬｴ［ Ｑ Ｑ 改革 。 Ｑ ＩＱ 州 ｭｅ から耐ぷ ｉ ｍＧｉｈ こ切り仔ぇ 。 お向上手首 ｉｙｴ ｾ 長淵べ Ｈｦｩｅ

美， Ｈ ＺｪｬＧ ， Ｇ Ｚｪ Ｚ ｴω￮ ＱｬＧ ｎ の 弘、大 衆 ｩ Ｇｊ［ｾ た 布＿［ Ｎ子 ｩ ｩｬ￬ の 外、 ｼ 百 ｬλ んまの必、小 ｾｾｪ Ｑ［Ｉ ミ 点凶

両向、厳， ￇ Ｚ ｩｬｬｾ 制、 ｉｦｯ ｉｗｩ の具足平 Ｉ Ｐ ｊ［ｾ 兵制 』 刊虫の字 ｩ 調査 。 ｊ 成品 ｌ て宮刈 ｪ 潟制ｻは

じまる。及伺汽酬持入。長崎で洋銃を購入。ゲーベノレJf(製造所を臨tllllT

に1m説。宗像十太郎、 l t it i山字符附で24) 宇 (10 ，9kg) 六百も!iJi 造。砲台守

兵捕己f l ι J成羽今| 吋の外、太日 IJ iI でA抗意f事主主主J宝。火事I Nr.¥またJI昨人。

広向 ｩ 帯、大筒奉行を置き、大ｊ￭ｦｩＱｽ ，馳技師 ・ 帥 ｴ ｾ 制改 ＱＱ を玖Ａ ・ 却 Ｂ ｉ ￬Ｚ Ｇ［ ｪ 側、 ｬ

近に住まわす 。天 文 ｩ 服部 ｦ 断片 ＺＧＺ Ｑ Ｑ 自監 ｪｊ に移し、砕 ［ｪ［ｾｴｉｴ 武 ｽｩｪ ｲＭＭ｣ 樹宣する 。

北 部 砲 台ー克12加 4 門、目包側庫、指揮官室等が並ぶ

中 部 砲 台ー右 7 連地下兵舎、左右山上動哨道、左四角は浄化水槽

観 測 所 の 報 告 指 令 を う け た 南 北 探 照 灯 は 5 mの昇 降 路を 昇 り、 敵

自監に光芭を浴びせる 。 ｾ ｉ ＺＡ 郎、海流、航速を調べ、 ｊＩ ｬｴ｜速もあわせ ￬ｗ ｉ 儀

計算を行い、 i自幼監位置を決定。 司 令 と 砲 台 長 は 各砲 台 に 下 命 し、砲

撃 14fl始 する 。

1)  ＲＸ 榔は仏式要塞てい、 ｦｊｊｩｩ 託研 ｾ ￭ Ｍ の谷間に平 ｬ ￭ ｾｪ ｬ ￍｯ＠ ｾＡ￬￭ 九は山を飛びこ

え市対l監をJ品沈する 。 突然の|至砲 攻 撃 にffi}服し、 tr制廷は浅瀬に釆

芸 予 要 塞 大 久 野 島 砲 台

ｾｊｪｪＡ ｩ首 ｬ ｩＧ 凶書館Ａ原氏作 ｩ 雪 ｬ

ト

正

o

t

u
庄

Ａぶ向指ｻｽ人中Ａ神崎に大砲 ｪ ｊｴ Ｎ￬￭ ｌ ｲＮ ｪＭ ｾｪ を予 Ｉｩ［ 没、 ｲ 洛 ｪ 二 にライフ ノ レ銑ｉＺ ｅ 芯 ｾｉ 出入守す

すめる。

ｪ ぷ ｬＧ Ｐ ［ ［ ｾｾ 削・ ＱＧ［ 止上柑 ｉｉｉｉ ｊ に詳ｏｪ￯ｊ奇兵隊 ｨｩｧｬｾｬ 坊を新込Ｉｽ，占北大芝 ＱｉＧｻＮＺ ｪ て、知 ｬ 肋

介、 ｉ 也Ｇ ，Ｉ ｦ 火、ノド ｾｊｾＧ 火の試ｾ･Ｚｊ［［ ｊｊ 品 。 制 Ａ日 欧を編成し側兵式をス』もする 。 新

ｉ 見 ｊｉ ，ＧＯｩ入Ｏ部 ｜ ＲｾＪ ，日 泌に ｦ ｬｬＮｻｩ ， ifiJl IIiijj-をノド i_:l ll J におく 。洋式小銃] 場の

充実と製造ピッチを_ I -げる。

ーλ 放ボj立により 9 月 8 111リHTi 兄，slo1: l次元。iりJi i ' 凶rr.誕生。

ｩｦ ￬ｩｊ￭セ耳 ｦ 耳 ｌ ｉＩｪＭｦｾミ設置 Ｈ Ｑ リ ｈｨ 泊三 Ｑ Ｑ のはじめＩ。夫人フラックモ ー ノレをｪＨｻき共学

及び練兵の教授をうける。銃l以}. E軽 i 組を 100:(，とし 6組編! 求。以北大乏

でＧＧＭｉｊＮｴ式 ｾｲ ｦＮ 隊 ￼ｩｴｾＱ を夫純。 ｲ 需主、広 ， Ｈ， ＡｩｲＧ 栴知 Ｇｉｾ に任命される 。

M 3  小 山'11¥1鴨 川 税 引ILj 矧iに制I1 し、|日1[ 腕 E製f' f rl : 酬七

"  5，11 令|卦徴兵令公布、名地に徴ヂ」刀、Iの fJULA見. --j }U おこる。

12月 3 11 を太防! 仔に改め、 "I J治 6年 H l l l l とする。

"  6 ， 1  ) . よね鎮台を; 泣き、広，r. :j w- 兵 l uE隊I : J l 41'li l}L( 11歩兵12i 主隊をj 市hとし、砲

fod大隊、工兵 l 小隊、車mifI 兵 I 隊、海iilli 包兵 I 隊( 哨1，).4340:(，、lli!iJ I，¥

6390名) 。

"  Ｗ ， ｬｬ ｗￆＧＭｬｉ ミユニェ Ｍ ＧｉＧ ｦ Ｑ ｛Ｎ 、牧野 ・ ＡＡ， ｜ ｉ ｕｰｬｾ 少佐は ｉｬｬｭｾ 止耳切附 の 指 示により Ｖ

｛ Ａｊ ＼｝ ｭ に ｬｩ 包台の位低調査Ｇぷ給、永久築城として ｾｈ 性をもたすＨ火 ｦ 弘

主ｬｉＮ ｩｬｬｬ ｬ 所 、 Ｇ［Ｑ｝Ｚ幻 ｆｽｲ 、 Ｇｪｉ ｾ Ｉｌ 火［ｊ［Ａ［ ｨ ｬ ｌＮ交 ｪ 邑 ・ 通仁肱設及び Ｈｲ 市施設等の光 ｦｬ Ｑｲ ｄ 。

"  9 . 1 M 31ぷ，( !i m-I 仁の1&獄製TJi P}rl .:l. 48j j }i ，正あったが、 M9双三1111、M2211，)¥HilS

大苦悶;25M Ji をf&:'r¥支局として{ 慨をすすめて L、たが、 M20tJI に街 ITFJ:¥

製 ｪ ＡＡｊｩ止に追われた 。 ｊ ぶ ｴｩｬ 打 ｦ ド市長は ｪ ム向に Ｇ ｉ｜ Ｇｴｾ［ 製鉄 ｦ Ｇｦｲ誘欽述 Ａ 日 ｊ をおこす

が、五ヂミ太( 石炭) ｩお ｉ Ｇ，Ｉ ｊ のい、ｩＧｦｴｆ ｬ Ｑ［ｊｪ 也 ｉ 灯 、は 近 ｉｴ Ａｬｊｾ欽が剛 ｦￊ となり、

ＱＧＱＧ 市長の夢 ｬ ＮＺｉＮ ｩｪＧ￭λ 、Ｉｬ［ｈＭ Ｑ 八幡 Ｑ 也区 ｬ こ草弘、とられた 。 ｍＳ Ｓ 八申請書ｾ［ｴｊ｜れま操

業開始する。広".;i i' 術劇時代以降の'iF喫欽の火がii'iλ た。

11 100 9 阿南ljijt役はjA失礼武士= 徴兵事隊のl勝利 QI 投資4，157))O)l ! / M 9  i反政

民、!必 I

11 2  

11 4  

M 2  

天保12

品1ノ.k 3  

建築と社会 ・1997. 8

11 6  

文久 I

11 2  

11 3  

元治 l

11 6  

11 2  

11 4  

'ム主主 l
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ー，. ，. - ｾミ ・ Ｗ ・v  

に振り [n[しながら「マダ伐ットノレ ?J 1: 1駈比しそうにして以制定

し、また一段と強〈振り払っていた。「本日休診」 は、昔Iニガス研究だ

った。砲台研究をしている今、改めて71i ガスの恐怖を知った。

ｬ｢ の ｡ 資料館は ｬｪ 拘時 ＧＱＧ のヵース製造 ｼ ヌ ｼ や総ＺＡｾＮを展示し、 τ 向 Ｑ Ｑ 学科教 ｦｦ

lこ倒刊している 。ち祉、日比 ['E[l 止1，*111刻、l l : なり、綿玉のようなチう

ささ、が跳ね回り、平和のそよ胤と笑顔の花を咲かせている 。

{必丘、 ;It昔前泡台発' ;r;: fi Ji跡、から 1111物が允凡されたが、化岸11')処J' Ilに

より iドi える ことを願っている。なお飲料水はすべて忠海沿から摘む返

しているとのこと 。

l 幕末から明治一国産兵器の誕生一

ト

庄

O

止

凶

庄

スペイン、ポノレトカツレの大航海11，¥代、臥: 1+1タIJ 国は宝，九を求め我欲

のu ' くまますべてを掠め、アジア太平洋rl 'l'itω 或を自; 我の法て千え似l し

た。東南アジアて昧をしめた| お伏人 l主総隊をつらね巨砲を振り JnJ し

て " * 列島各地を同遊しはじめた。

「鎖国J のお題目をとなえ外凶船を阻み絞けたが、ヂIJ同はあの手

この手と詰めよってきた。その ころ関学て迷l脳 克(1')学科を修めて い

た幕府は、国防の重大きに気づき江戸rf¥Jにお台場を設けたo 1!1，f; JVJ1JW 

の泌IIITは票、自合の子守l戒をi行び、 iJ4えあがった。

近代Ａ践に無策のＪ， ｾｉｈ は、臥 ､沫 と ｬ川 ｬＧ 斤干 ｬ

しfたJ 。諸滞も防衛のため兵総をnい、 j刻、I炉杭築仁務涯をかけたが、

耐火煩f . f L の入手に悩み失敗を! I l : ねながら、青銅司li 包から鋼鉄砲へ、九

日lj1から尖頭蝉にすすんだ。新火薬や砲身T {何支t4浦和リ1I. t瓜lみどろの

研究の連続である 。 lリHfi ' I' JUJごろ|野校重工業手ヰ桁号待の成果は卜ーが

り、国産兵器の誕生をみた。

この実践教育法は、平成 川本の産業主文行の ':1-'( こ再度i舌J l Jすべき中

ｾｲ ｾ Ｚ 態度である 。

南部探照灯ー最上部据え付け場所、左側の勾配て投光角度がよく分かる。手前四

角は電樹奉保存位置? 暫 古? 腰石積ほかは R C造

り上げる 。

2)  9 速J) n!.i 、接近してくる商k上 I:J:I板兵員を掃射する。

3)  27加、克 12加は、槻l夫'1' 央苦JI を丙進する舷fWJ を直撃し、沈没を

l主力百る 。

こ の実 ｬ 陶 ＱＱ 練も ａ 否定 ＧＱＧ の ｩｴｾｾｾ ， 1i J ¥' J 得にあえば菊散は至事ff の業で

ある 。 高対 ｩ 位発見、光芭、 ｾ･ ィ ｩ 包 これて Ｑ 泡台 ｾｬ ｦｩ 挙手は ｊ ｌｩ ｪｬ ｊＨられ、 ｭＧ Ｎｌ ｈｩ 包

台1: ill)j( I'J 遊泳砲の一騎打ちとなる 。砲台は初日lj i . から必草刻i止法をとり

射述、身 ｩ 手ｾ問ｉｴ、命 ＧＱＧ 率、ｬｩｉｊＨ威力的勝利の鎚である。

万 一向 ｕ ニ陸隊の襲 来のときはＧｴｆｬｩｾ向砲で応戦し、革命兵、歩兵が

小火総て撃退する 。 Ａ￬ 決 ｊｾｪ 兵の手術、石設もね内で行う 。 特に閑るの

は飲料水のR悩呆である。追加ゆ!IJi iY，; の雨水も貯水し、浄化して市J l Jす

る。

11(1キ1110年ごろ広品市三IiI(; llI f ICI宅近所の内科医院がよく休診する 。

私の土治 医後藤院長は この 11 もtr後川宅し、 '.1-'庭J郎下で洋HI詑逆さ

5，931万円) 。大|脆l包兵明石fi i! ilf，1!J， ｾ文 ｪ 脳包制宇制幾ｰＮ昨入Ｈ必式、Ｇム式、

15.  67WD。

ｾｲｴ｜ クノレツプ砲製造技怖刊行Ａｽのため官 ｦＢｦＺ ｯ ｉ｝ｾ 庁長。 ｴ Ｑ､￭幻王及びノ ν ツ ［Ｂｴ＼ ￯ ＡｬＡｊ ｉｊ 。

ＡｦｦＺコークスを ｊｔｊｬ 、 ｍＱＳ クルップなにノレツポ事捌Ａｾｾ銑｛場をお丘 。

ＮＡｬｾ五 ｾｬｐｊ 袈Ｇￆ観 ＷＱ 噛有 ｭｬ 砲の の ｉｲ ｙｩ ｾ 匹始まる。 ｦ り也ｾＧￆｦｉ包台を ｊｬｦｦ ｬ￬Ｎ大総設 する。

輸入砲をJ "砲 t する( 仏・スナイドノレ、カオ、一、マキシム、サンシャモ

ン、英Ｎア ー ムストロン夕 、 、 ｾｲｴ｜ : クノレツプ、 tJ' : グレゴリ ー)。

11 14. Ｕ 砲台生ｉＡｾ距仕法通 ｊｉｉｬ 決定 。 仏式より抜品、兄州、第 Ｑ 海盤、観￬ｔ曲有 ｭＳ

砲台進行。

/1 14.  8  Ｑ 尚人ムノレデル、ＢｪＧＺ品築 ｾｴｾｊｩ 恒常Ｇぷ ｊ 庖 ［ｦ ｩＱ Ｑ Ｑ￯悦 ＱＱＧ ， U"Gfl' ifiHi 怖 18} :i余1' 1) 。

11 15. 9  ｊ ，よ ，Ｅ ｩＱ Ｇｊ の似目的政 ｾｴｵＧＮ る 。 ｜Ｇ￯Ｍ U) frl' 11をi:: とし、両XJ l全部隊の攻取に』、t1iCで

きるMi'iJ: とする。

11 15.11陸軍大今取をお左側 18. 3  ｾＹ｜ メッケノレ参謀少仏 凶 の教育により、仏式より

ｾＱ ｜ｩ｜教行移行Ｉ

11 16. 1  11除タタラを-!s鉛ノレツポでまI綱製造1m始。7糎録制御凶攻l瓦 11本件

I也の砲台建設l]11J量:AiJ1!!. 8 カ年記鈎I('j C$ ｾして Ｇｊ［［ ｨ 包Ｈ米 Ｑ ＷＧ Ｑ ・ ］ Ｗ 銭 Ｔ

1豆) 。参説本部、海防)..j 長は、海i ｾ ＡＺ砲 Ｑ ＮｴｦｦｬＺ ｩ Ｑｩｩ ｊｒｪ ｈ 、 ｲ Ｍ ｉ 砲 ｍｾＮＡｽｭｊｾ するよ

う主11品した。

11 16. 12伊砲兵少臼: グリロ ー米側、 ihiiil 砲な凡悦IJ' ，o 24K、19K、12K Ｈｊ ｊｉｉＯ ，ｾ＠

fi 1Q)、 281-I (桁Witli 11) 、24]¥11、15M Ｈｦ ｬｦ，ｾ、イ ｊＧ Ｚクレコリ一社製 ＲＸ ＱＭＱ 今 、 輸

入。。場経同盟百:Ifi '包J (J '/i ，綴械人，(，;1，。 胤i 仁925'針。

11 16. 12大l刻。兵工屈町イJ成寺iβ 止法; で28J-1、24K語t作。 17 M1ま鋼割' !f i包て加九 t 、

ずれも l明リ別Ji治fi2初0が例4可年!ド-守滞11臨伽J iIJ j:'

9 K、9 M む3袈E獅包飢lこJ保抑刷京お制j川IJ のa立lJ:叫、

11 1げ7. 9 字品築記 ｦ ｩＧ才ｩυｊ 工 ］ ｾ呉 ｳ鎖鉱誌淀ＧＺｊＧ再府 ｦ 必処 ｬＷ ￡幻ｲＮ Ｇ ｊサｼ作 ｅ が ｩ屯 ｒ なり仇、 ム姐娃I!設1資奇才料A、労労卜J務背を草?れLい、あLレ、¥、

E 残念勝する。

11 19.  3  Ａ＼Ａ染者が Ｃｾｉ ｉＺさ ｴ ＱＮ， ｪｉｾ ぴ ｕＧ ， ＩｩｉＨ ｉￎ がｃＧＡ吋 ｙＩｈ なる 。

11 19.  Ｖ 呉、佐 ｬ 出来事泌悠 設 ｴｾ として ｩｦ 民 Ｑ ｦＮＱＮ ｾｦｬ Ｇ ｩＵＰＰｽ Ｚ￯ ｐｈ･ 行 。 仏式他台、倦坐を改

常事H する。砲IL叫築印 刷17 ・24}jl' J、M18 ・65) JPIに続くもの) 。

11 ＱＹ ＮＱ Ｐ 臨時砲台建築制 ｩ をｾ｛Ｉ［叫ｾＱ＼Ｇ，ｊＨＧＨ￮におき、全 ｬ 司 Ｑ ，包台建設の ｩ ｉｔＷ ｊ Ｎ￧をする 。

11 19. 11東京i印 刷110何 11'"1 2457jl '];n Ｑ ＧＮ し、脚胤台建築部制斤芯Ｈ時 Ｂｉ ｦＮｾＩＦ

部のはじまり) 。

/1 ＱＹ Ｎ ＱＲ 陸軍参謀木部Ｑｉ ＰＰＺＺｪ 城 ｌＧｾｾ 少佐 Ｍ ｪｪ が米 Ｑ ぷ 。 ｊ よ似焔告台築造 ｻ 注目の ［ｊｨｬＱｩｯ

厳おｾ古 ｅ 英仏 ＭＱ Ｑ 川 Ａ ＮｾＭｦｦ ｴＮＡ ｴ ｲＮ ｾＭｩｾ 頼 ｊτ ，ｦ，｟ＺＩＭｾ日必の砲位 ｩ 丘 Ｇｊ宅地検分する 。

刊具 ｬ 砲台 ｛ＧＡｾＱ ￍＢ ｲ ＺＮ 社Ａ日、 Ｑ Ｑ Ｑｬ ｾ｢ ｊＩｦ Ｑ 始するが、 ｬ ぷ討作、去 ｉ にほか ＱＵ カ所

見合わせる。

11 20 辰野金者「処築JI 似n1' "W' W二必J ｾＱ 舗 。

/1 20. 5 私設鉄道粂似l公哨io ｉｬｬｭｴｬ ｩ￬￭Ｚ ｋｋｴＧｉＧＩ［ 以附 の ＡＱＩ ｸ［ 北認 ｮｦ 。 ナローゲージ Ｓｊｾ

6寸、広，(': j - 民- 9 'IL余、 300}jl ' J、!ム，匂mJi'l こ敷設IJ 焔」

11 Ｒ Ｐ Ｎ Ｕ 砲古 寺市 艦即断 Ｑｾ ｬＡｴ ｊ ￆＺ総テレメートノレ Ｔ 側 ｬ 昨ん神戸 ｏｕｉ 硝 ＱＱＱ 近傍て‘川以Ｚ

施 。 大 ｉｬ￟￭Ｆ 兵｝孤 ｾｩｦ ， ｈｩｴｦｩ 包 ｊｊｉ 込 。 ＲＸ ＱｬＮ ｬｩｬｩ 包鋭 ＷＱｩ 同制包台で文身 ｴ ，，ｾｴ，火砲は

ｾＱＱ ，Ｑ￯ Ｑ 通りまＱＡ￬ＱＡする 。

/1 20. 5 陸軍干i海防費、新設12カj刑 l 5i.J 700- 1800' 7 20007刀'J 余。このうち第一

イ ｾｩＺ Ｎ工砲台はｼ川 ｬ 司、ＩｬｊＩ Ｋｪ より起仁 ｴ なる ｀ｪｬｬ 東京辿 ｻ［ｪｍＲＰＮ 5. 7) 。

11 20 

11 11 

μ 1 3  
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幕末から ｬ ザ ｊｩ 台前期のｾｾ ［ド先 ＺＱＱＱ Ｑｩ に近づく紘子を年代 ＩＱ 聞に挙げた 。 出

れの Ｇ ｉ ｾ Ｇ から立ち上がり、 Ｑ ｉｊ Ｇ［ｲｲｬ 同 の ＱＱ 却下半 ｛ｩＺ ｊ を学び、失敗を繰り返しな

がら近代産業を習得してきた明治の人々の力強い生きず、マがみえる 。

( はしもt ひでお)

iU 本縞その l は、 1997年2 川りに側松。
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供する昔11分は含まれない。 また、 エ レベーター も含まれない。

なお、車いすmスロ ープ等の階段に代わる傾斜路も含むが、昇降

機 樹 政室|精段な E特' 9-*のHJ途にmいる階段は含まれない。

(3)共同住宅とその他の部分が複合 している建築物の取り扱い

任月三ら住戸の利用のために供されている共用通行部分は、緩和の

対象となる 。たとえば、 一定の階のすぺてが共同住宅の用途に供さ

れている場合、その|惜の共m通行部分が緩和さhれる 。

｀ＡＺ ｦ ｾ 務所や庖告Ａ日など、専ら住戸以外の 利 用に供されている共斤ｊｩＮ並

行部分は、緩和の対象とならない。

③ 住戸 と事務所、! 古街Ii などのどちらにも利用される共用通行部分

は、建築物全体に対する住戸部分の割l合を釆じた面積が緩和 される 。

(4)既存の容積 率の特例制度等との関係

① 自 動 車 軸11等の樹氏率緩和との併用 1: :1:、可自E。

②高度利用地区、総介7指 11制度、判定街区、地区計画、住宅地高

度利用地区言li直|、再開発地区青l'il l I l 、沿道地区言「画、者11可読|画区域以

外の区域内の建築物に係るl I l lJl Ui l 及び一 団地の住宅施設に|刻する都市

計画において桝1'(率の最高| 町立が述iffl される; 場合は、共同住宅の共

用j通行部分に係る緩和l措置を退リ IJ したうえで、それぞれの規定に基

づく 制限が迎JfJ される 。

@; l 民間住宅の共用illi 行者11分に係る緩和措置は、容*1' 将Eの最高限度

を適用する場合に限 られ、高度利用地区や地区言一|画等で 樹i1率の最

低 側支を適用する易治には この緩和措置は述mきれず、共HJ通行部

分は延べI耐1'1に算入される。

(5)f主宅部分の用途車調 防 止

共同住宅から共同住.宅以外への用途変更による容積率違反を防止

するため、者Ilj 道府県及びrli lll] 村 はi大の点に留意する こととされてい

平成 9 i
]三6 月13日、土地の有;;:J月IJ mを通じ、良質な共同住宅の供

給を|三|り、職{主主Z接の者11市構造を実現する こ とを目的として、者11市

計画法及び建築基A降去の一部が改正された。

その内容は、高層住居誘導地区の創設及び共同住宅の共J l ' J通行部

分の容積率緩和の 2 点に加えて、総合7訴 I-f，l l司港J ! l Jの一部改正の 3

点である 。

今回の改疋は、 3 月に 出された建築審議会の答申を受け、集団;規

定の一昔11が先行的に改正されたものである 。.] 1きお品、建築基準の

性他規定化、建築(1'(( 認 ・検査事務の民間1m放などに|立lする建築恭準

法の改正が来年度に予定されている 。

る。

①建築事院忍の縮空lこお し、て、共同住宅のJ f J途に供されることカ税

実である ことを慎重に判断し、緩和 を受ける共用通行部分を特定し

たうえで、台l阪を作成する こと。

②当該建築物の所布者または管理者に対し、定期報告を求めると

ともに、適宜J JV白調佐を行うことにより、その用途の玖引犬を把J援す

るこ と。

③活L反カヲe =oされた場令、迅速に措笛命令、使用禁止等の必要な

措置をとる こ と。

者1I汁i 仁おける居住機能の適正な配置を図るため、高層住宅の主! ! : 設

を誘導すべき 地区を者阿南 1亙lにおいて高層住居誘導地 区として位置

付け、制 ｦｩ 率のヲ ｼ き上げ二釧ｾ 制 限の緩 和 、口ＩｾＨ湖 ｴｬ ｩｬｊ の適用除タ博

が図られる 。 この改正は、公布日から 3 カ月以内に施行される 。

(1)対象地域

第 1種.1tl 苦:l t!!)成、第 2{重自由也I成、準住居地域、近隣所業地域、

準工業 地 械で ＴＰ Ｐ Ｅ の容 Ｊｩｾ Ｎ＿ｩ 容が ｊ 旨定されて ｌ 、る 地 域のうち、地方公

共団体力渚|伺育h匝lて、定める 地区

(2)計画事項

①住宅答IJ 令 2/3J_;J J ニの建築物の容積率の最高限度守政大600%ま

で指定できる 。

② 市街 地 の線写 ￭ Ｈｬ 制来のため 必 要な ［ 場合には、長 ＡＡＺ ぺ い率の ｬ ｬｪ￯ｾ ｾ 限度

及び正知也而般のtiE低限度を定める ことができる 。

(3漣 築 規制の特例

① 地 区内においては日 ＩｾＳ 規 制 が迎 ｉ ｉ Ｇｊ 除外される 。

② ｦ ｴ 宅部分の Ａ 荊蹴 ｬｾ が 全 体の Ｒ Ｏ Ｓ 以上の建築物に つ いては、 ｩ ムＺの

tli lJ 限が緩和|される 。

- 桝 fi 率 . 住 宅5リ合に応じて制i宵1を11;0→600%まてり |き上け

. 道路f f ; it泉市IJ 限 ・勾配を 1. 25から 1. 5に緩和l

・ 前 ｉ 街道路 ｬ � ｦｦｩ 員等積率 制 ｉ ｾ 艮 Ｚ 幅員 ｸ o.  Ｔｾｉ ￞ ｦｦｩｊ ＧｩＮ ｸ＠ 0.6に緩和|

l高層住居誘導地区の創設

法

令

コ

ー

ナ

ー

l総合設計についての運用改善

「総令設計制二百T11主JII JJ 及び 「総令設計許可準f!l Hこ|品lする技術主準」

が法改j]こと同 じ6 月13L1 に 町Eされ、総合設言|制 度において蜘也規

模が大きくなるほど容相当 Ｑ の ｾＡｩ ｉ ｊ り憎し力主［千万くなる基準カ ｦ 新たに設け

られた。 この告11り哨 しは、 l  低、 2 低、ユ業及び工専以外のIli 途地

域 内て迎11'1される 。

たt::" し、総令設計の日|司ーは、 3 カ月以内に施行される市居住居誘

導 地 区における容積率等の 特 秒 Ｑ Ｑ とは Ｑｾ Ｑ 刑 する こ とカ ｦ できない 。

なお、総令設青|については、特定行政庁ごとに五割助主設けられて

いるので、実際の許可に 当 た っ ては作 ｼ 守定行政庁に イ Ｑ ｾ Ｑ Ｕ ［ｉ ｈ こ 相 談して

くfごさ し、。

( すみさき っとむ)

共同住宅の共用の廊下または階段等のj並行部分については、容積

率の算定上その延ぺ面積に算入しないものとされた。 この緩和措置

は、公平II の 日から施行されている 。

この緩和惜置によるまjJ* として、共庁!の廊下または|併段等 が容積

半に算入される :場合と よ凶変し、 1. 21音程度の共同住宅が建築可能に

なる、また住戸 専f l ' J古1I分でf史Jl 'J可能な床面積が拡大するとともに、

高齢社会に対応したゆとりある廊下等を1ii! iえた良質なマンションの

主! ! : 築が促進されることカサ別待されてし、る 。

(1)対象となる共同住宅の範囲

分譲、賃貸の 別 は Ｑ ＱＺ Ｇ Ｑ わな い が、共 同 住宅の住 吉 ｉ て 三 ｉｾ 務所 等 を兼ね

るいわゆる策用住宅につ いては、適用 されな い。

(2)対象となる共用の廊下または階段等の部分

緩和の対象となるのは、共用のi並行部分に限定され、廊下、 階段

のほか エ ン ト ランスホ ー ノレ及び エ レベータ ーホー ノレてＢＺＺｊ ｾｭ のものを

合むが、 収 納スペース、 ロビー として区画された通行以外の用途に

l共同住宅の容積率制限の緩和

建築と社会 ・1997. 858 
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工事監理等に係わる工事用材料試験の受託システムの一部変更について

一試験体の適正化を徹底させるために-

当語版主所て Ｑ ま、平成 Ｙ 年 Ｗ 月 ｈ ｉ より、工事民理に係る材料詰 Ｇ ｜ｊＮｉＮｾ

なE の受託システムを一昔11変更いたします。この変更は、 t欠のよう

な ｾ ｊ 予防によるものです 。 ｼ 長げ系各位におかれましては、よろしくごｊＧ ｗ

解の上、ご了 jjk くださいますようお願い申し上けます。

イ Ｎ 工事 ｪ 監理に係る材料部検の主 Ｎ ｾ主体は、本来建設工事の現場にお

いて採取されたものでなければなりません力士 H寺にそうでないと忠

われるものが当所に持ち込まれることがありました。

試験体が当該工再現見場において採取されたものである こと を町自立

する立任は、木来工事j官理者にあり、原則として試験所はそれに|品l

与するこ t はできません。 しかしながら、当該工顎見場で採取され

たものでない ことが明 らかである言Ｎｾ主体を試験する こと は ｩｬｩ｜Ｉ 殺の本

来の目的に反しまた、そのこ t を氷知の上で成績蓄を発行するこ

とは建築主への背任行為であります。 したがって、副換所はこのよ

うな行為をしないよう厳しく自戒しなければなりません。

こ のような 枕点にた って、 ｦ 泡長、当 ｲ ｾ￭ Ｇ においては、そのような不

務を抱かせる供副本幻視したときは、イ叫賭 lこ秘主{本の述Li Eさに

ついて問いただ. し、不適なものは受入を断ってきました。 しかしな

がら、言撤体の適正さについての判断に不統ーがあった憾みがあり、

主｜ｊＮｉＮｾの公平性 ｗ 制呆 のためにや ＱＱ 羽詰凶主を ｉｉ ｦｉｻｩ慌に する必要がありました 。

ロ. 平成 8年 4 月 1 日に ] I S Z  9325- 1996 ￭ Ｚ校正機関及び ｩｬｩ ｾ 質所の

能力に|到する→投要求司明」が1 I l lJ 定され、第三者として証IリHJJ芳三を

行う主¥) 験所がもつべき業務システムの規格が定められました。この

規絡によれば、第 三 者として 』 釘 ｅ な前検を行う言｜ｊＮｉＮ ｾ ｾｲ に は、ￎＢ ｊￍ￭述 の

ような本来の目的にそわない議弘主を受託する こと は許されません。

ハ. 当試再結i斤では、 H宇年来、 ] IS Z  9325に適合するように業務シス

テムの整備に努めてきました。 その結果、 このたび明雌な基準にそ

って語切支業務を受託する{本tl，IJ が濃い、 7 月 1 EIからそれを実施する

に至ったものであります。

1 . 工事E 里に係る工事用材料試験の受託に関する変更

抑j 造体コンクリ ー 卜の圧縮側主主U験及び鉄筋コンクリ ー卜用抑 l翌

十料開ガス圧接継手引張試験の受託に際しては、試験の目的力丸底辺の

ｸＮｾ力管理の為かを依頼者 ｬ 才師思します 。 工事 ｪ 誼理を目的とする割減

表 ー l 工事管理を目的とするガス圧接継手の引張試験データ シート

依明会社名

E賢 在 増

工原E 理者 会社名 民名 111 

鑓 療 廃 惚 確II喬号。費時 't(受付iI 句・l!I 時 }

工
' 名

施工瞥色

以験の目的 l ロ γ トの憤査 2.篠原健U 3. (  

t案取関所 I.t la 刀 法 1. I反取り民殿Jt 2  その他

健 三手権工 会社名: 平成 年 H  日

呼
ぴ 名 11111 の記号 毛色 Jt 圧 降 省 名 そ の 他

3依

本

本

* 変更箇所
{ 依頼宥記入による〉

の場合l立、民理者及び主l ! 築j ，' ( I i 認番号の記入を求めたうえ、以 |、・のよ

うに試験を実施します。

1  ) 持ち込まれたf.i ¥) 刑判ま- 11受理し、コンクリ ー 卜については

事 Ｎ ｾ主日まで指定の養生を ｮ Ｎ います 。

ＲＩ 主臓のおｾＱＡｩ前に試験 ｛ 材点検し、その結果以下のような不得

な点がある t きは工事民国者にその旨報告し、その指示を仰

ぎます。

イ Ｎ デー タシ ート 記載の材質Ｈ干政局と註Ｎｾ主体の材質 Ｈｈｬｾｾ ｲｄ

が異なる。

ロ. 圧樹打、、 Ilfl らかに一本物の疑いがある。

ノ¥圧接部の形状が規桁から著しく外れている。

ニ. そのf也事¥) 樹高架に重大な品姥11を及ぼす不審な点がある 。

ＳＩ 主 ｴ 験の結果 ｴ こついても、事 Ｎ ｾ主体の適正さに ｼ 剥して不等なｽ， ｉ Ｇｘが

あった t きは、同じく工事院理者に報告します。

4  Ｉ上記報告の結果、 ｟ ｮｆｾ 時 ・［ 問者の指示があったときは試験を ＱＱ Ｑ

止し ます。

5)  ｦｩ￯｜Ｉ 殺を実施するよう指示された場令は 、 ｦ 共試体及び言｜ｊＮｉＮ ｾＪ￭ｬｩＪ

に閲する不審についての附械を報告書ーに記載します。

。庄由。
2 . 施工品質管理に係る工事用材料試験の受託に関する変更

l泡工品質管理に係る試験の受託についても上記 2. に準じて変更

します。たfごし、試験{ 本のi直正さについて不審があるこ t について

の通知又は連絡は、 言Ｎ ｾ主の依頼者宛てとします 。

3  . データシートの書式の変更

吉 凶金受託の際に Ｑｴｾ ↓貞者に従 ＱＱＧ ， をお ｗｴｬ いしているデ ー タシ ー トに つ

いて、上記変更に伴ないその ｴ ｬｩ 戒を変更致します 。 工 Ｎｉ ｊ｜Ｍｪｾ Ｍｩｩ却をＢ的

とする試験の申し込み|時に健11'1 していただくデータシートをぷ- 1

および表 ｾ Ｒ に示します 。

. お問い合わせ先

上記変更についてのおlU1 l 、令わせは下記へお願い致します。

材 料 検 査 部 長 高 橋 利一

T E L  06- 834- 0561 F A X  06- 834- 6657 

表 2 工事監理を目的とするコンクリートの圧縮強度試験データ シート

*  

*  

依側会社名

面 在 地

工明監理聖者 創 出 氏名 111 

錨! I I ! 蔓 阻 E置認書写 : 那 守〈畳1'1骨骨吟 第 旬}

工 IJT 
名

総 工 者名

猷績 の目 的 1  隅遺体コンクリー ト強直惟mm 2.( 〉

強度菅理初節 臼| 酎例制 1 ｾ寸桂ふ ＾ＱＶ
3‘  

打込年月日 平 成 年 H  F 以駿年月 訂 明 年 月 日 |附 n  

製泊信会社名

¥Ii ，-! 'AI' :t H- fn呼8方 眠' "例〈材)簿の開閉

区 会} IT 込 附 所 ll! 主同 |紋 畳

A" 軍車 偲{ 内場司開空地水ke1中I1，， a  国sAl湖a水11中"  

一日

C :  ￦Ｚ ｾＪＱＱＱ＠ 0  

E ， 

E  F ， (  )  

そ の 他

*  

*  

* 変更笛所
(1/i I責折紀人による}
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神鋼溶接サービス株式会社

本 社 干251 綴沢市宮前字裏，可内 100-1 ToI0466-20-3270 

関西営業所 干541 大阪市中央区備後町4-1-3 ToI06-206-6409 

( 御堂筋三井ピj レ5階)

異形鉄筋のエンクローズ.溶接法

K EN- S H継手工法225  

卜卜¥ト¥卜¥卜¥卜¥

新建材の頁

1  ) 呉形鉄筋は D 25- D 51及びD57、 D64の極大径まで鉄筋の程

類、フシ71ヲ状、径差によらず接合できる。

2) 継手外径は鉄筋のiたた径と w. t . " 同一であり、鉄筋の呼び名に応、

じた制密配筋力可I能。 またf克仁程てやのフープ筋の配筋施工が可

tiEである。

3) 国定された鉄筋間での継手施工が可fiL したがって先組工法、

プレキャス 卜工i日講躯体工法との組合わせが容易である。

4)  7 ] ( 平筋、垂直筋継手いづれの場合も鉄筋金J ¥' i lにわたってI割妾 ビ

ードヵワ|ヲ成されるので外義財食査カ可権実に行なえる。また内部検

査には超音波探 傷事U検が適用で、きるので、 両者を刊i用して継手

品質のー|分別館立が行なえる。

5)  i五討委斤li台具は小型、軽量なので持ち運びが簡単、高所や狭溢昔日

での札仁も可也

I  K E N- S H継手工法の特徴

近年、土木・建築桃造物の大型化・ 超高用化に は著しいものがあ

る。 これ ら桃造物の躯f利泡工の合迎化は主! ! 設分野lこおける重要な課

題であり、その生産性向上をな図したわ恐の合J ! [ { ヒ躯体工法がゼ、オ、

コ ン各社により ｆｊｾ ｉ 発 ・ 実用 化 されている。このｩｦｉｬ，｜ｦＺ本配筋組立におい

ては所定の寸法に切断された呉形鉄筋の接令が必汐頁てあり、特に令

J]! 化工法においては鉄筋継手b正Eが躯休胞工会体の』臼川会支配す

ると需える程、 その重姿性カ宮市い。

今同制介する異形鉄筋のエンクローズ} 容桜法 i K E N- SH 継手工

法」は太径} I J ，; 筋i割安継手の高品質、市由民主をi玄|った工法で今 日的な

ニーズにマッチした方法 t 言 える。以下木工法の相! 胞Eについて紹介

したい。

I  K E N- S H継手工法の概要

木工法は奥形鉄筋fffl の核合部外J f flぞまlil 当て金て困い、 j制度金属が

ｩ 糾抗 日から ￬￯ｴｲ れ ｉｊｾ ｉ な い ようにして述杉山 ｊ に ｩ 糾妾を行う炭酸 ｹ ゲスア ー

クj糾安ベースのエ ンクロ ーズi糾安法である 。

f K E N- S HJ 継手工法の適用範囲

[ 評定番号 B C J - C1253 ( 追 1 ) ( 追 2 )J 

車 手 性 .1 A  

置 羽 5 0担S 503由 504田

E 略
ぴ 名 025. 029. 032，035. 0担，041. 051，[ 町工刷 019，0担 025，029. 032. 035. 038. 041

銭筋 形 状 J I SG3112-67  r銀筋コンクリート用峰鋼』に螺定のもの

佐官E 鰻 定 ( 伸 び ) 四% 以上 18%以上 14961U.よ

J I SZ 羽 12・93
待戸製鋼1! 169( 刷' ' ' ' ' ' 神戸割鋼腿" . 別/ 聞が

溶 沼 媛 ワ イ ヤ YGW. 21甑 当 組高彊力割周ソリヲドワイヤ 級肩11カ鋼用ソリッドワイヤ

溜

MG60. 1. 241 MG.70，1. 2 o  MG-80，1. 2 o 

ｉｾ＠
震 当 将 伺戸酎銅製，. Dま周専用品

使用シールドガスR ぴ流血 シールドガス J I S K  l1Q6. 78.3櫨 W. J l :1凹i /，醐位止上{ 風速' " 由来満)

使 用 洛 11 周 電 車 得戸副鋼所製入力制御蓑置付をガスシールドア ク耳蜂悶

纏ぎ合。也ょうとする2志の銭節を所定の治且を用いて. 所定の関先闇腐と開先角度を

‘盤
李 万 ，釜

連続的! こ炭麗ガスシールドアーク溶盛を行い銭AO凋Eを縁台するもの.

" 1，釜伺 111 手 の 箆 匝

025- 0四，029- 032，0担・035. 035- 038 I  ｾｾｾＭｾＺＺＧｾＺＺ・ ＰＲＵ ， ＰＲＵＭＰ 目
038- 041. 04ト051，051・057. 057・064 1  029- 0担，032- 035，035・口調

口調-041

表 1

浴後入力変化法の原理( 模式図)

沼

崎

市

電

埠

新

建

材

の

頁

表 2" ' 水平線筋

図 1 K E N- S H継手工法概念図

開5 t 形伏

園田

l 形

歓筋侵

略ぴ名

t  
低条件

18V 

- 2 2 V 

( 1) 水平筋

( 2) 垂直筋

裏 ピー ド外観

水平筋継手 垂直筋継手

写真 1 K E N- S H 継手工法継手断面マ ク ロ及 び裏 ビード 外観

( 矢印は作策方向を示す。)

f K E N- S HJ 施工可能な継手の範囲図 3
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[ お知らせ]

「都市空間のA to ZJ 開講

スペースデザインゼミの今回のテーマは「都市空間の

A  10 Z  J。都市計画のケーススタディーを通じて、

様々な立場からこれからの都市のあり方を考える。

• ｂ 月 ＲＷ 日 嗣「者日市計画 ｾＲ ｏＭ世紀の都市づくり ｾ ｊ 富

安秀雄氏 ( 市浦都市開発建築コンサルタンツ)

・ 9 月 5 日働「こ れからのまちづくり~スト ックを

生かす街の再整備 ｾｊ 凝固邦昭氏Ｈ都市問題経営研究所 Ｉ

・ Ｙ 月 ＱＲ 日働「都市計画の話ｾ大阪のまちづくり ｾｊ

土井幸平氏 ( 大阪市立大学教授)

・ 9 月19日働 r2 1世紀の都市生活~都市の余暇空間

とライフスタイル ｾｊ ; 者補修一氏( 三室大学客員教授)

・10月 3 日悩「都市計画のこ れから~新しい都市の

イメージ ｾｊ 富安秀雄氏

受講料 35，000円併記2 > み)

定 員 30人( 定員になり次第、締切)

会場大阪ガスインテリアデザインスクール ・事支室

大阪市中央区備後町3ーか 14 備後町オーク

ピル 6F 。開講時間は 18: ＳＰｾＲＰ Ｚ＠ 50。

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール

(TEL06- 262- 4089、FAX06-262- 7202)。

開放講座「住宅をまるごと学ぶJ

文部省助成開放講座として今年度も引き続き、過去か

ら未来へ、王監古から創意工夫まで、 f主宰に関する多く

のこと 家相、 i去律、施工、インテリア、音、設計等

ーをわか りやすく語る講座が、大阪工業技術専門学校

の主催で関かれる。受講無車ヰ。

期 間 ＱＹＹＷ 年 Ｙ 月 Ｕ 日 幽 ｾ ＱＲ 月 ＱＵ 日 総毎週金曜 日

時 間 | 時限 18 :  ＲＰｾ＠ 19 :  10 2時限19 : ＲＰｾＲＰ Ｚ＠ 10 

会 場 大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 l 号館

大阪市北区天満 1- 9- 27

対 象 →2社会人50名程度

講 義 フ リント、ノ マネル、スラ イド、 OHP 等

申込先 8 月27日までに、大阪工業技術専門学校 ・開

放講座係 (TEL06- 352- 0091、FAX06- 352-

2861) へ。定員になり次第、締め切り 。

建築新技術展/ 国際セミナー

建築 ・建設分野のコンヒ.ユータ有効利用にテーマを絞

った展示会「建築新技術展/ 国際セミナ- A/ E/C  

SYST E MS  J APAN' 97J は、今年 12回目を迎える。会場

は東京ヒ'ッ グサイ ト ( 東京国際展示場) に移し、情報

化の最新動向を企画展示ブース、フレゼンテーシヨン

ステージ、セミナ一等を通して、来場者に伝える。

会 期 ＱＹＹＷ 年 Ｙ 月 Ｒ 日 伏ト Ｙ 月 Ｔ 日 同 ＱＰ Ｚ ＳＰｾＱＷＺＳＰ

会場東京ヒ. ツグサイト ( 有明/ 東京国際展示場)

テーマ 「見えてきた情報化による建築/ 建設の新し

いスタイル ・新しいプロセ ス」

入 場 料 展 示 会 一般 1000円、学生500円

n f o r mo l I o n  

パ如、yクアート・フォーラム定例会 「海の手のまちづくりとパブリックアートの可能性j

大阪湾ベイエリアの魅力ある; 毎辺j景境のあり方を求め 515 TEL06- 300- 4839、FAX06- 300- 4840) へ。

て、神戸の人工島 ・六甲アイラン ドでパブリックアー 圃プログラム

ト フォ ーラム第 4 回関西定例会が開かれる。 ・基調講寅「六甲アイランドにおけるアー トと海辺と

この定例会に都市、 建築、芸術、企業、行政、市民な の出会いJ/' 宮崎みよし氏 (リ・フォプチーム)

と・桟々な立場の人々の参加を募っている。 ・報告 1 rベイエリアの地域づくりーなぎさ街董- J /

日 時 1997年 8 月 9 日(が 14 :  ｏｏｾ＠ 1  7  :  00 佐野正明氏 ( 大阪湾ベイエリア開発推進機情)

会 場 六 甲 ア イ ラ ン ド アーバングルメポ ト4 F  ・報告 2 r海の手のアートのおもしろさ J/.麻谷宏氏

R ' I・C ホール内 l ホール ( 出品作家)

参加費 l∞0円 ( 餅4代含む。フォ ーラム会員無事ヰ) ・パネルディスカ ッション r; 毎の手のまちづくりとノ f

ただし懇親会費2000円は別途( フォ ーラム会 ブリックアートの可能生j

員無料) パネリスト / 小林郁夫氏 (コプラン)、堀尾貞治氏 (出

後 援 神 戸市、 神戸市教育委員会、紛日本建築協会 品作家) 、シャー リーン W ダイヤ 氏 (1) ' 7 ォープチー

申込先主催者のパブリツクアート ・フォ ーラム関西 ム) 、橋本敏子氏 (文化農場)

事務局( 〒532 大阪市淀川区西中島 1- 11 - 16- コーディネーター/ 田中直人氏 (摂南大学)

大規模建築物等の新築等に届出が必要

大蜘存泉佐野市は、泉佐野市都市景観条例に基づき、 超えるもの、 ④工作物で、高さが 10mを超えるもの)

対見模建築物等に対して誘導基準を定め、届出制度を のq漸 築 ・増築 ・改築 ・移転、{ 隣善、模様替え、タ峨

設けて本年 10月| 日から施行する。 の色彩変更、 ②広告物の表示、変更、改造、移設、色

このため、大規模建築物等 ゆ 高さが 10mを超え、も 彩の変更、 ③工作物の続完増誌改造、移設、外在見

しくは、地上からの階数が 4 以上または建築面積が の色彩の変更、 @渚H市景観に影響を及ぼすおそれのあ

1000m'以上の建築物、 ②高5 が 10mを超える建築物に る行為には、建築確認申請等の手続きの前に、関係図

設けられた広告物で、表示面積が30m'を超えるもの、 書を添えて届出する ことが必要にな った。詳しくは泉

③広告物などで高さが 10mを超え、表示商積が30m'を 佐野市都市政策部都市劉蒲課 ( TEL0724- 63- 1212) へ。

「医療福祉建築賞1997J 募集 第 6回公共建築賞の公募

「医療福祉建築賞」への応募者は、当該施設の開設者 公共建築の水準向上に寄与することを目的に、船公共

または宮里者、設詐首、施工者のいずれでもよい。 建築協会( 会長/ 渡i豊滋氏) は、優れた公共建築を隔

平成 6 年 4 月| 日~平成 8 年 3 月31 日の 2 年間に新 年に表彰している。

築または増改築を行った医療・福祉施設、{ 新樹信宣で、 今年は、平成 2 年 4 月から平成 6 年 3 月の問に竣工し

建築として質が高いこと、利用者側、職員側にとって た園、地方公共団体または政府機関なと' が施行した建

快適て憤い勝手がよいこと、中身と器が調和し、いず 築物の事業者 ・建築主 ・施 苛 翫 錯、話博、 施工者

れにおいても優れていることを応募の条件とする。 を表彰対象に、公共建築賞への応募を呼びかけている。

応 募 ＱＹＹＷ 年 Ｗ 月ｼ日 ｾＸ 月末日 Ｈ 当日消印有 効Ｉ 賞の種類 ( 1)公共建築賞ー---([;行政施設部門、 ②文化

提出資料①応募申込書、 建築概要害、窃宗十主旨、③ 施設部門、母注溺伝支部門について最も優

配置図 ・平面図 ・断面図など A 3判、@淳真 れた建築物各| 点

日葉以内 ( 周辺環境がわかるもの、室内につ (2)公共建築賞・特別賞ー- - - - - 4 寺に{ 憂れた特徴

いては家具 ・機器等が設置されているもの) 、 を持つ建築物 2 点内外

比んヒを A 3判クリアファイルにおさめて、 (油 (3) 1 憂秀賞ーーイ憂れた建築物30点程度

日本医療福祉建築協会( 干 108 東京都港区芝 応募資格公共建築協会会員。会員でない場合は公共

5- 26- 20 TEL03- 3543- 9904) へ。

応募糾 | 作品につき 5万円を応募時に納入。

選 考 池 田 有 隣 氏 佳 塚 造 形 芸 術f大学) 委員長一

伊藤磐根氏( 久米設計)

上 田 茂氏( 厚生省健康政策局)

高橋公雄氏( 公共施設研究所)

中里子 明氏( 京都女子大学)

中村彰吾氏( 聖路加国際病R帰宅、合企画部)

』馬杉貝IJ 彦氏( 梼兵労災病院)

建築協会正会員の推薦を必要とする。

募集期間 1997年 9 月 1 日伺ト11 月10日明)

提出先応募する建築物が所在する全国 9地区の公

共建築協会地区事務局

審 査第| 次審査( 地区審査委員会) を経て、第

2次審査( 審査委員長 ・高階秀爾国立西，羊

美術館長、上里子卓男大劇存営繕室長ほか 5

名) て港考。

問い合わせ拙公共建築協会 Ｈ ｔｅｌＰＳ ＭＳＲＳ ＴＭＶＲＶ ｾ
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理 事 会

第 Ｒ 固定ｦ＿Ｑ｝ｩｾ里事会

28日 Ｔ 時 ｾ Ｔ 時 ＵＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か26名

議 事 ( 1)平 成 8 年度事業報告承認のイ牛

(2)平 成 8 年度決算報告承認の件

(3)"手成 9 年 度 第 l 固定時評議員会開径の件

(4)' J2成 9 年 度 第 l 回通常総会開催の件

(5)入 ・退会者承認の件

(6)f，圭援 ・協賛名義使用承認の件

(7瀬 告 事 項 そ の 他

第 l 国会勢狸事会

28日 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほか 7 名

オフ'ザーノて一市川会長、三品副会長

議 事 ( 1):会員入退会状況

(2冶 員 増 強 へ の 対 策

編 集 委 員 会

第 3 回会員企画小委員会

6 日 Ｗ 時 ｾ Ｙ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長ほ か 6 名

議 事 ( 1)シ リーズものの報告と掲載予定

(2深庁しい企画案について

第 2 回 計 画 分 科 会 建 築 系

6 日 Ｗ 時 ｾ ｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 5 名

議 事 9 月号暢草内容案の検討

第 l 団法令分科会

7 日 Ｒ 時 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1)5去令分不十会幹事の選出

(2) 6 月号 ii 主も空間の復興J 特集経過報告

(3)併 捨 の 定 側 ヒ

(4)  r法 令コーナ ーJ の 企 画

第 2 回構造介手捨

7 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 ・ 於本会会設室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 6 名

議 事 「概隼の頁J の 企 画

第 2 回施工材料分科会

8 日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 崎 委 員 ほ か 4 名

殺 事 ( 1施 工材料介科会幹事選出及び委員交代

(2)  r施工材車初コ頁J の 企 画

第 l 回広告企画小委員会

8 日 Ｕ 時 ｾ Ｖ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 奥 謝 野 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1)1' 虫自特集企画伍邑報告

(2) 1 乍品作風朗係報告

(3淑 支 状 況 報 告

第 2 回編集委員会

8 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時 半 ・ 於本会会議室

出 席 者 興 謝 野 委 員 長ほ か 6 名

議 事 ( 1) 6 月号 ff主む空間の復興J f住都公団」特集

組畠報告
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月間の動き

(2) 7 月号「紫材の不思蛾J r大 阪 ドームH 家集

路 島 報 告

(3) 8 月号「新エネルギー」特集企画

(4 ) 9 月号「ク ロスワード都市ー O SA K Aー」特

集 企 画

(5) 1 . 乍品作風殺告

(6漸 シ リーズ「社会の眼J ( 仮称) の企画

第 2 回設備介科会

14日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 桝 井 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1) r設{ 績の頁」の企画

(2湛礎講座のイ牛

(3凍年度の設備特集の件

(4) 8 月号「新エネル ギーJ 特集報告

第 2 図作品作風小委員会

22日 Ｖ 時半 ｾ Ｙ 時 ・ 於本会会議室

出席者富士歯リ委員長ほか 5 名

議 事 ( 1) 1 乍品掲載1犬況並びに掲載予定報告

(2) 1 乍品の選定

(3)  r GalleryJ 、 S KE TC H BO OK 欄掲載報告

(4) 11月 号 “会員作品特集" の件

第 3 回計画介科会一建 築 系ー

26日 Ｗ 時 ｾ Ｙ 時半 ・ 於本会会機室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 4 名

議 事 「ク ロスワード都市ー O SA KA一地下街の魅力

を探る」特集内容検討

事 業 委 員 会

第 2 回見学会小委 員 会

8 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時半 ・ 於本会会械室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 8名

殺 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2):実施報告及び今後の予定

第 2 回若い会員の集い小委員会

13日 Ｗ 時 ｾ Ｙ 時 ・ 於本会会験室

出 席 者 飯 田 幹 事 ほ か 8 名

検 事 ( 1漸 委 員 の 自 己 紹 介 ・挨 拶

(2)実施報告及び今後の予定

(3)5委員の時間

第 2 回広報小委員会

14日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時半 ・ 於本会会験室

出 席 者 伊 政 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ( 1尉回事業委員会の報告

(2)今後の予定

第 2 回事業委員会

2 1日 Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会機室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

出 版委 員 会

第 2 回出版委員会

15日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時 ・ 於本会会続室

出席者 山田委員長ほか 7 名

検 事 ( 1) <プロのノ ウハ ウ〉 と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)第 17回 〈プ ロのノウハウ〉講座

【平成9 年 5月分】

建 材 委 員 会

第 2 回建材委員会

14日 Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長ほか 11名

材市i十説明 シート 防火耐火屋根4砥去/ 担 当 河 津 委 員

殺 事 ( 1)今後の検討樹オ

(2臥 期 工 場 見 学 会

見 学 会 ・講 演 会

京事陽尺ピル見学会

10日 Ｒ 時 ｾＵ 時 ＱＵ 分参加者 Ｖ Ｘ 名

茶室見学会/ 大 徳 寺 ・玉林院の蓑庵と 霞床 席

17日 Ｒ 時 ｾ Ｔ 時参加者 ＴＹ 名

近代建築見学会/ 大阪倶楽部 ・中央電気倶楽部の建築

31 日 Ｒ 時 ｾＵ 時参加者 Ｒ Ｗ 名

詩 演と見学の会

2 7日 ＱＰ 時半 ｾＵ 時参加者 ＵＰ 名

¢淫草津市立水生植物公園みずの森 ・ロータス館

講 師 城 山 島杓草津市立水生植物公園冨l惨 事

楠 和 夫/ 創 造 社中部事業部長

@ 設賀県立箆琶湖↑ 税指館

講 師 布谷知 夫A 置琶湖1専物館統括学芸員 ・事業部長

建 築 家 に 何 が で き る か

第 4 回「阪神大震 災 ・被災地の現場から考えるJ

「支援 まちづくり専門家の役割J

鶏 崎 輝 行/ 翻崎建築設計事務所主宰

3 1日 Ｒ 時 ｾＵ 時参加者 Ｒ Ｗ 名

建 築 ク ラ ブ

第 30 1回朝食会

13日 Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 於リ ー ガグランドホテル

演 題 「染 めJ の文化

講 師 福 本繁樹 氏 (染 色 家 ・大 阪 芸緋T大 学 制受)

参加 者 48名

80年 史 編 纂委 員 会

第 l 回 80年史編纂委員会

12日 Ｒ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 剖3委 員 長ほか 7名

検 事 ( 1): 長谷割3委員長樹車

(2脆 i t i ! J 説明後、意見交換

〔団体会員 |ヰ心

情松村キ紙宣言十函

〔個人会員 6 名〕

岩 城 光 一

( 治雄光一. 蝿睦肘l I [ )

;兵里子 幸雄

( 京輔府土木由植田)

〔準会員 2 名〕

笠 原 正 代

( 大阻ェ. " ' ，幹}

司会員の計報

入 会 者 ( 敬称略)

上 村 耕 蔵

{ アトリ エ K一 割 市

量 購 段 計 事 輯 踊 }

安 井 正

( J盛田瞳暗置計事輯所)

原 山久 美 子

( 大匝市立大学〉

植田正三郎( 植回建築設計事務所)

杉本盤次( 杉干臼議室)

国 本 暮 春

( ' 1イド エンタープライズ}

音 田 勝 美

( 音田趨腫}

1997年 6 月27日

1997年 3 月 19日



特集

住宅・都市整備公団改革への提言

「住宅問題懇談会J は、関西在住の住宅研究者や実務家など 9名のメンノ f ーからなる研

究グループ。である 。隔月に定例会を聞いて住宅問題に関するテーマて守結命を交わしてきた。

圏内 ・匡|外の住宅事情の視察に 出かける こ ともある 。

木正同IJ めから、住宅 ・者1I市重量的公団問題がJl ! J ，¥語、を告げる情勢となって来たので、緊急

にこれをテ ーマにとり上げる こと になった。 3巨|の例会で意見を交換した上で、各メンバ

ーがそれぞ tν j、論を執筆して本特集を編集した。

住宅 ・者1I 市整備公団の これまでの業績を高〈 言刊而し、大きな改革を行なったうえで今後

の活動に期待したい、 !: ，、う大筋では、懇談会メンノ f ーの意見 1J: 一致している。しかし、

改革の方向とか期待する 内容については、各メンバーの個別性がある 。住者1I公団問題につ

いての論説はすでにかなりの数に上っていて、忠信命的な意見1J:!J J ，つくしているい、う感も

ある 。 そこてー今回の特集てi 立、できるだけ各論的な意見を J出そうと申し合わせたが、結果

としてはさまざまなスタンスの言命文がまじり合っている 。

住者11公団の改革は これから本格的な検討過程に入るものと恩われる 。本特集が改革への

審議に何程か役立つ ことを心から願っている 。 ( 巽和夫)

• 
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住宅問題懇談会



住宅・都市整備公団- 組織変革の論理

住 田

1 . はじめに

去る 6 川 9 11 の|長l議決定で、住宅・都市雅備公| 寸1 ( 以下公匝I!: ffl 各)

は、平成 l l i l三の通常国会の法律改正て"}i[ 止され、都市開発 ・再開発

業務について、現在の賃貸住宅作現業務の引継ぎも 含めて業務内界

が訓撃された」 て 、新たな法人に移ｾｾＺされることが決まった 。

この段附て¥改めて住抑公|寸|の符廃の議論をしても手遅れて、ある 。

今は、' r I iぶらりにな った、このtW9，*ゼミ人を虫11何に |主l民の納得て。きる

方向ていし っかり新地させられるか、そのことについて、いま住宅政

策にi n I が必要ヵ、の祝j尽力 3 ら詰めてみた L、。

政府の行財政改革の進め方をみているしれ告から 一律に一、二

の 特殊法人を ＡｉＧ，ｾ せ、それ ら に少しのメスを人れ、お茶封筒して終

わりとなるように思えてならな L、。挫設行|共l辿では、住者11公団がど

うも人身 Ｑｾ Ｇ ｐｩ ｾ ｬ ｾ にされた ｊ 惑がある 。 何となれば、 ｢ 文 ｪ 邸 主営だ とし、 って

組i殺を少々いじく ってみても、 この川j国は、 イi 宅1111題 の構造に原因

があり、そこに入り込んて Ｂｦ， Ｚｻｾ論しないと芯 ｊ 床がないわけだが、どう

もめ1( ;11:ぴ(I{JJIヲ式論lこ終始しそう fごか らである 。

公常 ・公同 ・公庫を三木材てとする引 卜‘ の住宅政策体系は、はっき

りい って、 祉の住宅問題に固執した Iｾ＠ ，'J 度成長JVIの住宅政策の造物と

化し ている 。二一一|世紀制限前にして| 王| 以のit のニーズが大きく変貌

する '1' で、 H::J11ほ 阿|のf釧は木当に終J . ! - t に 向ヵ、ってし、るのか、 J:i l ｾ、

直す必要があろう 。

2. 住宅市場と借家問題

公|寸|の賃貸住宅に ついては、民II ¥J 顔負けの出家賃住宅が01i 給され

ている ことカ ｾＱｉ ＱＱ ｊ 直視されているが、公 ｼ 寸 ｼ の全賃貸ストック ＷＲ 万戸の

平均家賃は、 5755 千円であり、全体的に凡る| 恨り、 家賃のiM' li:1ヒ

に寄与できている 。 はっき りさせておかねばならないのは、独立採

算を前提にした、公|司|の賃貸住宅1 I J 11J. : i t のもと、大都市i ' l'Hili yfill で土地

を新たに ｭ Ｇｬ ｾ 人して ｴｕ Ｇｈ主宅を官 Ｑ 非合することは、 そもそも主主営(I{ Jに成

り立たないことだ 。 それも、民 川 令利より，Ｇ， Ｚ， い ｈｾ 投資金を使 っ てい

ることで、かえって経常を悪くしている 。右手口住宅|立|地の娃杯えて

土地の手当てが安らない場令であっても、佐竹え後の家賃は、例外

なく ＳＱ 者くらいに ｾＹｾ ね上がる 。

財投資金を使いながら、なお 一 般会 ｾ ｉ Ｍ か ら 政府宇 ｬｩ ￬ 給金を Ｑ ＵＰＰ 億 川

繰り入れて、品 ＺｩＧｾ 品川家賃住宅しか ｩＺＡｬ Ｚ［ｴ，合できていないと 批判 があるが、

この補給金は賃貸ストック全体の家1'5: "fl 111. の軽減化に III Iされている

わけだか ら、これがなくなるしその分家賃のコストアップは避け

られなし、。要するに、いまの公|寸|の11貸住宅部門は、どんなに経常

努力を行っても、高家賃化する構造を システムに抱えている 。

64 建築と社会 ・' 997" 8  

公団はすでに歴史的使命を終えたから出してしまえという極論が

ある 。 しかし、それを今実行したとしても、大都市圏でrl' lI¥J 用向け

の良質借家が不足しているい、う、厳然たる住宅問題の謀題は伐さ

れたままである。 一民開業者として、 l l:r，! :交的低家賃の住宅カ市場合で

きるとすると、それは、住宅規棋を抑えるか、住環境基継の水準を

落とすか以外にはない 。 小 か ｕｾ 賃貸マンションが激増している所以

である 。中規撲の賃貸住宅培t強策として特優賞住宅があるが、いま

非常に苦戦している。

公団設立来、その賃貸住宅制度は、下|寸前層向け住宅対策としての

1%与11が明11京にあったが、 この! 習の住宅問題は依然解消されていない

のである 。公団の業務が棋本的に洗い直されるなかで、 公的賃貸住

宅。 ｾ 給の役割 ｉｉ ＮＺｊＺＮ、再利 ｩｬｉ ￮ されるべきてある 。

3. r住宅J 概念の再定義と社会資本の供給者

公団は分譲住宅業務から撤退することが決まった。 この点に梨論

はな い。

公団の分譲住宅は、民間業者のものと 比べて、住宅と住耳目境のノJ<

準において一期 也抜 き/J ' ，てし、るか ら、建て方のモデノレ解を劫掠する

い、う社会fl{1f 鵠リを果たしている ことは間違いない。 しかし、近年

の ｩｾ ＱｊＮ合実績をみると、あきらかに賃貸部 門より分 譲部 門に傾斜して

いて、民 間 の分譲住老 ｩｾ ｊｪＺ合と 競令して いることは確かである 。 持ち

家取締府への支援は、せいぜい金融税制n ' J i の範囲で行えばよく、供

給而まで公的な支援を広げるのはやり泌さ「であり、この際、分譲業

務からf放退するのは妥当として、 しかし、それで終わるのでなく、

前節て示したような理 ｉｾ Ｚ ｉ から、賃貸業務へ再シフトすることを強〈

望みたし、。

新法人が、その業務の 主 ｗｬｨｾ 者 ＱＱ 市開発 ・ 再開発業務に絞 っ ていく

ことには賛意を表するが、その業務は、 1981年に住宅 ・者11市強制j公

|寸!と 者収が変わって以来、「者|叶7強制i J としてはすで1こ続けられてい

ることだから、その内符が抜本的に洗い直され、1 I J IJ 度的強化が12<. 1ら

れなし士、f f J ! 織的経営的な苦戦は避けられない。

来rr法人の業務分野1.:J:.、者1I市Hf.l Jをよりも者1I 市再開発分野に重点が置

かれていく こ とになろうが、その予凡に 立っ と、公 ・ 民の ＰＱｊ 給役 ｾｬｩｬｊ

分担に関わ って、「住宅j の概念を定義し直し、住宅供l辿司喋に つL、

てのネIliil } J や公的融資に新たな考えカーを導入しないと、事業カ中J スタ

ートしでも、たちまち行き詰まることになるだろう 。

それは、住宅は集合性が強 まるはどに、公共財 fl{)' 性格も強まるこ

とである 。住宅を専用部分と共同部分に分けてみた場令、これか ら

の都市再開発においては、共m音11分の扱いがキーフ アクタ ーと なっ

てくるのは間違いない。共間部分は、空間的にみて用途的コンプレ



ックス化は必然の方向てあろうし、構造的には長期耐用性が求めら

れるであろう 。 その過程てやコストアップ。は避けられなし、。共用部分

は建築航法部分からオープンスペース部分に連続していくが、それ

ら寸車の空聞を公共財( あるし、は新たに共用財) と認め、その部分

の構築に新法人がコミットしていくことの意義カ苛'(Ii 認される必要が

ある 。

極端な言い方をすれば、共用部分は原則として公共資金を使い、

公共セクタ ーが分担し、専用部分は民間業者が入って、公民のパー

トナーシップですすめていくような再開発事業などを中心に新法人

が参画していくことになれば、新法人の業務の意味は非常にすっき

りする 。 その点が制度的にあいまいに残されると、共用部分のすべ

てのコス トは、すべて分譲価格あるいは賃貸家賃に組み込まれ、 事

業の行き詰ま りは必至である 。

4. 官僚制と組織の論理

公団は 72] 5 戸の賃貸住宅を抱えた| 立界ーの大家てい、その組織は相

当に肥大化している 。職員数は約 5 千人であるが、関連22i法人を合

わせると約 2 }'j 人になるようだ。

庁掛裁が巨大化する t 、それ自体が自己増殖を遊け¥事業の進捗ペ

ースは落ち、縦断比内音11の風通しが悪くなるとし、ったことカ可思 こりや

すい。 しかも公団は、基本的には、 匡lの財投資金を使い、国の事業

を進める特殊法人なので、事業のいちいちカ激しし、国の昨陛下にお

かれる 。図体は大きく、事業はいわば身内だけのチェック、関連業

務は下請けに出されるような71ヲとなっているから、市場の原理が入

る音11分は E うしても少なくなり、事業はえてして効率悪〈、コスト

高に陥りやすい。

公団は現; a 、業務的には 5 つの支社に分かれ、首都圏、中部圏、

関西圏、 北jω 卜|匪! の 4大都市圏を 1:1:
1
心に事業を進めている 。 これ ら

支社ですすめられているすべての事業が、設計図 l 枚にいたるまで

本社理事の承認を得なければならない建前になっている 。住宅1:j Jd:合

なE の事業においては、このように、すぺて本社に権限が集中する

程織のあり方は、あまりなじまない。

それは、クルマや電気製品などの一般耐久消費財の市場がナショ

ナノレ、あるいはインターナショナノレてゃある のと奥なって 、住 宅 ｲ ｬ ￯ Ｚｴ ｾ告

が非常にローカノレであることによる 。電気や方、スなどの公訴事業が

地域に密着して いて、 事業体は地域単位に独立した組織になって い

るのを見れば、よく理解て》る。匡|鉄が J R各相に分j1t IJされたのも、

交通業が地域密着型の事業である ことか らみて、 H音示的てある 。

住宅需要の顕われ方は、 WIJ えば首都圏と| 長l西圏を比ぺてもずいぶ

ん違う 。同ーのプロジ、エク トを匙加減だけ変えて両方てやるい、う

宅ft泊二のあり方より、 両者てやまったく違った施策体系を組み立て、ス

ター 卜の時点でそもそも違った方向を目差すのでよいのではないか。

住宅問題の中|床からいうと、首都圏と近畿圏の深刻lさが突出してい

る。 その点において、公団は 2 つの告は合事業体に分割するのが妥当

とみなされる 。中部圏! : ;1t:1ω|‘| 圏は県住宅fJU合公社に公団の機能を

附加させればよいであろう 。

5  . 中間セクターの活性化に向けて

80年代から 90年代にかけて、先進国の住宅政策はいすれも大きな

，lll がり角 を経験した。周知のごとく、イギリスは公営住宅の幸庁供給

を止め、払い下げ政策に転じたし、アメリカはHUDの低月r得者向

けの胞策はことごとく取り下げられた。 これ らは、量の充足にとも

なって古典的住宅問題がほぼ解消される 一方、永年続けられた胞策

が制度疲労を起こしたこ t の結弟巴こったい、う文脈て見ることが

必要だろう 。 日本もマクロには同様の状況に置かれている 。

そういった視点にた立っしこれらの国において新たに必要にな

っている 中低所得層向けの、 多様なく質〉の問題への対処がうまく

展開しているのかが問われるが、それが必ずしもうまく進んでいな

いのである 。 イギリスでは、公営払い下げf ; r十l直iがうまく進まず、ノ、

ワジング ・ アソシエ ー ションなどの ｎ ｐｏ を ｦ ｬｾ ［極的に支援する方向

にシフ トしている 。アメリカも同本長て、、ある。

これから都市居住の中低所得層に顕われてくる住宅ニーズ、住宅

問題は、きわめて多様なものとなり、政策スタンスは、基本的には

住民参加的苅法を取らねばならねてあろう 。 ストック対策カj " rll 心と

なると、公共セクターも民間セクターもプロジェク卜は将 Ｑ して小 ｾｊ ｉ，

模で手間のかかるものとなり、ノ f ー卜ナーシップによる展開が求め

られるようになると思われる 。 そのような状況のなかで、地元自治

体や地域の NPOの存在がj間消'i lll として 重要な役割を果たすよう

になるであろう 。住宅供給にかかわるプランナーやコーテV オ、ータ

ーの役割がクロ ーズアップするに違いない。

公団は、現在は広域的な住宅イ共給主体 として の役割をもっており、

その技術力、計画調整力などには大きな蓄積が認められる 。 そのよ

うな役割の発展として、おもに 2大都市圏を対象に、地域の市町村

自治体や伝説: 合公社などの技術的サポー ト、さまざまな NPOのオ、ッ

トワーク化、公共と民間の ｉ Ｚ ｉｾ 聞に位置して、そ れら各供給主体を繋

まつつ、公民のパー トナーシップをまとめて L、〈住宅供給の「地域

センタ - J 的な方向に ｊ ｊ 見皮していくことが ｾｴ 月符ーされる 。

( すみた しょうじ / 稲山 i li if. I，t:. -(- 短 J Ul ki !::' j ' : 長)
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住都公団の大きな力と今後の期待

富 安 秀 雄

1 . 私の視点

手 ｬ 、が大Ｚ 学 を ， ｾ ｉ ｾ ，たのが ＱＹＵＴ 年、住者 ｼ ぼ団の Ｗ 出 ｅ が ＱＹ ＵＵ 年 。 私の仕事

が主 として公共共同住宅や、住宅団地の計画とい った住環境に|到す

る分野ていあ った放か、私の これまでの仕事の車強制立、住都公団業務

の展開と 一致し、又多くの公団の業務にも参加させてもら って、種々

学び、 i 't重な素晴らい 、友人も ，'1'，来た。勿論1:1::事 l立地方 自治体のも

のや、 一昔11民間や、海外業務もあ ったが、 こうした計画 ・設計活動

を通じて、住都公団の ｴ ｾ ￮Ｇ 性やその存在意義 、 諜 Ｓｭ につ いて述 べ、今

後の発展) ' j 向について考えてみたし、。

2. 公団の展開と実力

住者11公団はよく知 l られているように、第 2 次大戦後の我が国の復

興と発展、それに伴う大都市への激しい人 1--' 集中、住宅不足と劣悪

な居住水準環境改善のため、者11市勤ジ箔4 への住宅伝説合を目的 t し

て凶が設立 した公的住宅供給卒業者である 。

公団の事業は、我が固で一般化し ていなかった耐火共同住宅の供

給に始まり、それを広い用地に屋外環境と共に建設する団地計画を

進め、さらには FI常生活に| 剥辿する諸施設一式を持つ柱Tづくり、都

市づ くりである ニュータウンの開発と展| 制したが、 これ ら業務を主

として大都市郊外部て、行ってきた。一方都市内では、商業 ・業務施

設と住宅の複令化に よる土地の市度利月 l、関与目的it を市街地住宅と

して行い、やがて産業構造の変化による都市内工場用地等を対象に、

高密団地計問、いわゆる面開発を進め、 tl ; ( 成都市の中心部における

人口同復、環境改善に貢献し、その経験と 実力で、都市内要所にお

ける本格的都市再開発に取り組み、住宅 ・者Ilrl i整備公団の名の通り、

昭和30年代新しい都市生活を示した団地

Ｈ Ｊｊｪ ｩｾ＠ . 京久的米u:ml 公団) 一般影 . 日1証
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住宅から者|巾まてゆ広い範囲に居i H環境の改善を行って、我が国の

都市 ・住宅の発展を支えてきた素晴 らし い実航 と実力がある 。 しか

もその対象としたプロジ、ェク トは、 公的デイ ベロ ツノ f ーの立場から、

都市構造上極めて重要な位世で、かっ大規棋なものが多い。 この結

果、こうした経験を通じて、民間卒業者が倒換し得ない既成市街地

再生の実態と、 その訪討垣 ・対応のありブ荒卒についてのブア法や技術が

蓄積され、 同時に多くの人材が育成されて今日 に至って いる 。

このこと は、公団の内部苦情でもあって、意外に知られていない

が、 この力が如実に示されたのが、 1995年の阪和I1大員災とその後の

復興計画てあった。

阪和1
11m諸都市で同時に進められている多くの主要復興プロジ、エク

トは、住者日公団の力を借りていないものは少ない。

これは公団が公j 明王業休てあ って、営芳IJ を目的としていないため、

自治体が公的立場て安心して情報を交流し、協力を4制真{ て弓る事情

が存在するが、公団以外にはこのような大規撲な市f却也再生プロジ

ェク卜を同時に複数、 しかも| 浪られた|時間内に進めることの出来る

総令力を持つ事業体がない ことにも よって いる 。

この総合力には、企画 ・続 |ー・卒業化 . A:峨管理運営と也統した

流れを把握し、その段階に応じて適切な外部専門 綱花 プロジ、エク

卜に参加させる強力 なえ、ッ トワークの存在があり、 一朝一夕には築

き待な いものである 。

3. 我が国の住宅・都市問題と今後の方向

我が|主lの住宅や都市居住環境は、第 2ik-)( 戦後改善され7陣 も 土

井したが、 一方取り残された密集過密住宅地や7JQ:1主の低い住宅も各

所にあり、特に大都市に多い。 これらの問題には、民間事業者が市

1980年代都心遊休地の開発、淀川 リバーサイド (35. 6ha)

(i li 業主体 大阪m・IIi 公社， 11，閉』公開)ー 凶魅力あ吋 Il iIi のT'i 生日 1I造" 住都公開l瑚両支社より



; 場の原理て' 1{yz り組むことは国型!tて、公的支援が不可欠であり、公団

を含む公的司l 業体が必要な理由てある 。

今や住都公団の年間新築戸数は、全新築戸数比てやせいぜい 1%強

に過ぎず、立の点てやは公団の存在は微々たるものであるが、新しく

求められている住宅や住宅地の質 ・性能の向上の点では、公団はそ

のあるべき姿を実際に示す ことで、民間住宅事業者に注目され、評

何IIされており、そのy附主向上への5縄問は大きい。

又、公団住宅の総数は、針主宅ストックの 4 %近くを占め、公団

が管理している賃貸住宅だけでもその半分 2 %あって、 この改善の

f捌 も 大 き い。

今後我が国は ＲＱ 断己初頭をピ ー クに人口減少に転じる 。 訓告似ｾ Ｚ

会にも既に入っている 。大都市圏では既に人口の政かが起こり、郊

外へのT附抑制広大は減少し、住宅 ・居住環境改善の対象は、既成市

街地が ｬ ｩ ｾ Ｇ 心的舞台となろう 。 老中税制、住宅や劣悪市街地琳克改善 ・

再生や、都市内での遊休 ・低利用地の高度利用 ・有効利用 ・土地利

用転換、都市内てゆ自然環境の再生や公共、ぃ、ったタイプのスト

ック改善事業が これからの我が国の住宅 ・都市問題角仰との「↑ 1心とな

る。

4. 公団事業への期待

ス トックの改善は、 個々の建物でも行われようが、環境の改善は、

大規j英に広い範囲に行われてはじめてその効果がある場合も多い。

、1/ 然その場合は直接 ・間接に関係する市民 ・住民も多〈、者1I市の公

共施設である道路や公園 ・1ゑI也・諸公共公益施設も |羽: i ! ! するか ら、

地方自治体が中心となり、国の援助を受けて事業が行われよう 。 こ

れは後「づくり、都市づくりそのものであり、営利を目的とする民間

卒業者が参加することはあっても、 主 体は自治体とこれに Ｑｾｴ 力する

公共Z持制本となる 。 この例はこれまでにも数多い。住都公|主|がこの

程の ｾ ｮ 喋主体として、総合的実力を持つ唯 一 の公共事業 体であるこ

とは、各方面てや広〈認識されている 。

更に既成者11市を対象にする ことを考えると 、そ の大半の空間は住

宅で抗成されている 。 これまで再開発と云うし駅前の商業施設や

主要交通施設劉痛が頭に浮かぶが、これからのストック改善は、よ

り広い範囲の都市空聞が対象になり、低水準の住宅ストックを合む

場合がーー般的になる 。街づくりは、住宅の改善とリンクしてはじめ

て実現しよう 。 この意味からも住者11公団は、都市再開発整{ 牒: j J : 業の

ｲｬ ｾ Ｑ て ヲ亡者 日 ｲ ｬ ￮ 居住問題と正面から取り組み、これを解放する制度 ・ 手

法の倉l肢を含め、公共住宅事業者の特|企を活用して、研究 ・|非院を

進め、その成果を具体的プロジ‘ ェクトによって示し、我が国の都市

住宅問題の解決をはカ 3 ってもらいたい。

この際対象となる住宅の多くは賃貸住宅であろうが、場合によ っ

ては民間事業者て、は手をつけられない持ち家層に対して新しい型の

分譲住宅を考え、それを笑現することで、今後の都市住宅のモデル

を示すと云ったこともあってよいと思う 。

“住Eと・か ら街づくりまで" が、ス トックのl時代に住者1I公団に求め

られる姿である 。

5. 公団の力を発揮する上での注文

ιλ 上、公団の実力や今後の我が国て、. の街づくり、者11市づくりへの

公団のf鰭 IJ について、その期待を述べてきたが、ス トックへの対応

は、これまでの郊外の新住宅地開発に上凶変すると、進かに困難で多

くの問題があり、住都公団もこれまで以上のカを結集してこれに 当

たる必要がある 。 この意味で公団に改善してもらいたいこともある 。

その主要なものを以下に述べた L、。

(1  )各専門部門の協力

公団発達の歴史の中で生まれ育った住宅計画設計官1I 門 ・宅地開発

部門 ・再開発部門 ・対師寺管理部門 ・研究開発部門等は、夫々優れた

能力 ・経験を持つが、その部門聞の協力体制が極めて弱 L、。都市再

止に対 しては、すべて の昔日門の一致協力が必要である 。是非実現し

て谷大しい。

(2)公的事業者であることの認識

公的事業者であることが、住者11公団カ満開発 ・待Tづくり事業者と

して信頼され、1 h J ，カを要請される 重要な条件である。匡|の機|羽であ

るから当然国の政策 ・考え方を背景にして立つ組織でなくてはなる

まい。 しかし一方、公いづ意味には、自治体に代表される市民 ・

住民の利益を第一に考える d生li 散であることが求められている 。 この

ことがブヴ1であるが、これまで公団は、 地域や住民を軽視する傾向

があり、これを改めて欲しい。

(3)賃貸住宅建替と住民の意見の反映

賃貸住宅ストックが70数万戸あり、公団は大家主でもある 。 この

老朽化した団地の多くは、かつては郊外であ ったが、今や者11市内の

立地に変わ っており、この建替は今後の住都公団事業の重要な柱の

つ t なろう 。 その住民には公団を愛し住み続けてきた、いわば公

団のファンも多い。大事なお客きんである。ところが、建替に|探し

てこの人々の定 ｾｊｾ を反映させることが認められていない 。 住民参加

といっても多種の段階があり、やれる所から始めるのであろうが、

とにかく住民参加を是とする方向にして欲しい。 ス トック時代の計

画は、住民参加の計画|でなくてはならなし、。

住宅の管理を通じて住民の実態や要望を把握し、これに131極的に

対応するこ t は高齢伯時代の新い、都市居住方式排除に直結する筈

である 。 ところが公団の管理部門も在来極端に保守的であ った。 こ

こも改めなくてはならなし、。

(4地域性の把握と反映

公団には全国に支社があり、人事の異動も多 L、。地域の特性とい

うものは、そこで生まれ育った人よりも案外他所から来た人がその

違いに気付き、正確に把握することが多いものである。

公団の住宅や団地の基本的な住性能や質は高いが、その基本が飾

ることなくそのまま外に表れてしま って、地減収i牲の反映に乏しい。

これからの公団は支所の存在を活用し、 地域性を把握し、全図的レ

ベソレてやの質の良さに加 えて、 地域ごとの表|背を盟かに反映した住宅

やf封づくりをして谷大しい。

(  t み やす ο て 、 お Ｏ ｦ 仰 ､￯ ｩ ｬｬｩ 行 ｉｬ､￯ｬｬ ｦＮ ｉ ｾ ｍ ｬＡ 築 コ ン サ ノレタン ツ ・ 会 長Ｉ
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住都公団の実績とこれからの役割

立 岡

1 . まえがき

住宅 ・都市整備公団の廃止、民営化の議論は、 1997年 1 月22日の

亀井建設大臣が衆院本会議と答弁で、①分譲住宅事業からの全面撤

退②賃貸住宅は一部を残し撤退③今後は都市 ・i' h11r地の再開発に重

点的に取り組むーとの発言に端を発し、 3 月27FI には自民党が行政

改革推進本部の寝間k法人合理化案てい99":1二に住者11公団を廃止、者11市再

開発などの業務は羽町仁7酎 Lする法人に移管する発表されるに及ん

で子百発にな った。

さらに、亀井建設大臣は 5 月13円、閣議後の記者会見で、住宅 ・

都市強仙公団を 99年の通常国会て法改正し、廃止するとする、自民

党の行政改J ' j'e=t i副主本部の特殊法人の整咽! 令迎イヒ案 lこ対し、「できれば

来年にしたらいい。秋までにまとめて、来年の通常国会に法案を出

していくい、うペースが一番望ましい。1111に合うと思う J と述ぺ、

より現実的なものになってきた。

住者 ＱＱ 公団は、大都市圏を中心に、 ｲ ｬ ｾ Ｇ 竪勤労者に良質で安 価な住 宅

や宅地引共給するこ t を目的として、 81年に n本住宅公団と宅地開

発公団が統令して発足、賃貸住宅や分譲住宅の供給と都市再開発を

主な業として、 96年 3 月末までに賃貸住宅を 75万戸、分譲住宅を約

25万戸f射合してきた。

その住者11公団が行革のヤリ王に挙げ. られるようになったのは、 も

ともと「安くて良質J であるはずの公団住宅が、パフツレ期に建設さ

れた首都圏の物干| を中心に、分譲1illi 格、 賃貸の家賃ともに民間マン

ションなどより割高になり、売 ｾＱ 桟りや空室を抱えるようになった

ためである 。

本年 2 月末には賃貸の空室が6，700戸、分譲の売( l J 受りが1，600、

完成直前で工事を 中断したも のが3，000戸を上回るよう にな った。

こ のような呪 状に対し、民間マン ションの売れｊｩｾり に対する赤字

j仮売と対比、税金を使い、非営利団体である 公団が供給する住宅が

民!日j-;> ンションより割高になっているのは公団の硬直的な「原作li 主

義J の価格決定方式が原因、賃貸の家賃にしても、建設費に金利分

や諸経費を」 二 釆せした原 Ｑ ｩＱ ｩｪｾＷＰ 年て Ｑ 抗ま ｰ することを原 ＡｬＱｊ としてい

るので染駄な対応ができず、民| 悶との逆ili 去を生んでいるい、 った、

住宅到 至 ｉ ｾ 出 ｌ の基本、本来の目 的か らはず ‘ れた批判が，ＧＺＱＺＧ，てきた 。

住宅公団設立当初と社会環境が変化し、住都公|宣|に求め られる使

命も 当然変わってくるので、 これに令わせ経営方針を改革していく

のは必要であるが、住者11公団が、わが|玉|の住胤境誰備の先駆的立場

にあ った膝史的事実を否定し、先行き果たすことを期待する住環境

刺市j向上への役割引日見して、 一撃 に 縮小 ・統廃合の議論的台めて
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良いものであろうか。

住者11公団の将来について、これだけ広， 'ffi ' s 囲て常務命されているの

に、住者1I公団内部から改革案が出てこないことも民間企業からみれ

ば:不思議なことであるが、 |日国鉄、 NI-I K、N T T 等の技術開発が民

間の事業開発の基礎的なところで" わが国全体のレベノレアップに貢献

し、社会に貢献 したように住都公団の将来の事当宗十画が、単なる行

革の目玉として論じられるのではなく、住生活の長期的な向上、よ

り良い国民生活の実現に向けて策定されることに期待したい。

2. 公団の実績

公団は、高度経済成長期に大都市に集中してきた中堅勤労者に良

質な耐火造集合住宅をイ共給する目的で1955"1三に設立された。

その後、者11市挫倫事業にも重点を置くよう になり、住者11公団に変

わった 。 発足当 ｈ 寺、Ｚｴｊ ｾｊｪ 去による低Ａ冒木造住宅だけしかなかった

わが国社会に、公団は耐火造rl' 高用集合住宅を定着させ、 D K.L D K

て哀- 現される住宅平商型を生み出した。

食事の場と寝場所を分離した食寝分離による生活の合理化、家事

軽減を果たしわが国の住文化の近代化を団地による新しい都市居住

様式によって定着させ、住宅生産の工業化を推進し、マンションの

|魁!与は、 公団の こうした貢献に負うと ころが大きい。

( 京大 ・巽名誉教授)

公団住宅は 「高 ・速 ・狭J と批判されているが、「広い」ために高

価格となり 売れA支りや空室が培' える l京国となって いる 。

「高いJ と持伸lされている公団住宅も、単位面積当たりの1iHi格て苅

みると賃貸も 、分譲も民間より 安い。

また、公団分譲住宅( 首都閤) の一戸当たりの敷地持ち分面積は、

民間の2.6倍あり、建て替えのための容積率に余裕を残 しているこ

とは知|られて いなし、。

住宅政策の目標に沿って居住水準の向上を計り、コストダウンの

ための住宅商積の縮小や、基木性能の切り下げを行わない公団の姿

勢は、商業主義に流れがちな民間企業の指針と訊守illi されるところも

ある。

分譲住宅のfJ1t給にあたっても、民IM'I住宅にはない一定の水準の品

質や性能制! 問、景枕判地t み制制糸、 f変れた住環境例制: 合に笑績

をあげてきた。

住宅問題評論家の佐J(l 英妃MtJ王Ll: 、「質の高い、広い住宅を官は: 合し

てきた住都公団の果たしてきた御I j は大きい。パフツレ崩壊後、民聞

が狭くて、総得iを抑えたマンションをl仮売するなか、公団が質の向

上を担ってきた j と、公団住宅の謝立を高〈刊日li してし、る 。 (表 1)  



3. 公団の実態

公団の分譲は、平均専有国平氏が ＸＰＭＹＰ 平方メ ー トノレて Ｇｬｾ ｊ ｍ Ｇ ｊＭ［＾ ンシ

ヨンの平均 ＷＰ 平方メ ー ト ノレよりかなり広〈、 価 格だけで単純に 比 ｾｾ

できないが、良質の名の下に、現代のニーズとミス マ ッチするもの

を作ってきた。現在では核家b剣 ヒも進み、そんな に広くなくてもし、

いから都心に近 い方がいい、民聞は、 仰i絡や広さなどバランスを考

えて造るから、表面的な仰li 格てやは、公団のほうが高くな っている t

指摘する 芦 もあり、公団の事業 は、やり方も委託先もすべて法待町、、

縛られていて、当事者能力がない。銀行より金利 の高い財政投融資

を使う ことも含めてムダなと ころに金ヵマ荒れている 。民営化すれば

運営コストカf下がり、分譲も賃貸も、 価格を下げる ことが可能と、

白 燃 が 国 民 生 活、社会環境の主計ihとリンクし、住都公凶が実践し

てきた ことから離れ、 利益重視の立場から民営化 を推進する意見も

ある 。

住者11公団は損益計算書や貸借対照表を公表しているが、会計基準

が民間 t 異な っている 。

週刊ダイヤモンドは、住者11公団の決算報告を通常の企業会計基準

に組み替え、民間企業との比較を行ない、住者rl 公団の経営の特異性

を分析 している 。

住者 Ｑ ｉ 公団は 利 益計 一 色 さず、 収 書問 ｻ払 う経営が求められ、手 ｉｊ Ｑｾ 主の留

保もなく、賃貸住宅は 70年間の “逆定率" で減価償却し てし、る 。

当初j は負担が畦〈、 50年を経て、 70年までに償却が大きくなる 。

また、住者1I公団は、内部留保がないため、 ( 投資) をすればするほ

ど、借入金が増える構造にな っている 。

しかも、事業採算を考えるとき、建設費と、用 地 ｾ得費の金 利 分

だけを回収する ことを前提に、収支計画を立てて いる。

プ ロジ、エクトの採算に、土地代は考慮していない。民間企業は土

地取得費を含めた事業収支計画を立てており、住者1I公団の経営の特

奥性が見られる。

このような会計処理が住者11公団の民常化 を推進する根拠の一つ に

挙け、ら れているが、匡lの事業が民間企業と一線を画し、国民の樹' 1 l :

に資する ことも使命のーっ と考えれば、住者rl公団が利益追及を基本

とした民間企業 t 競合しながら、住老供給してきた功績は割引liに値

する 。

表 1 公団と民間分譲住宅の比較

公 開住宅 民間住宅

平均価格 46137JFl j  4148万円

平方メ ート ノレ当 たり の単1i Hi 52 ，6万円 61. 7万円

平均専有而11' 1 87. 7m'  67. 2m'  

平手H1rto 150%  200%  

- r'当たり の敷地持ち分而1i1 86m'  33m'  

一団地当た りの住戸 138p  39戸

駐車場設i萱率 95. 5%  57 .4%  

集会主主設置率 100%  33 .6%  

公l調設i i 'U事 100%  18.2 % 

*  Jl.ui(r，j) 、やl'衣川| 娘、千楽! 日、I奇 fdHが対象。氏11¥1分譲住宅( マンション) は

不動産経済研究所、 CRI の調査。

4. 公団への期待

公団の業務改革に対し、 居住者からは家賃 ばかりでなく、住宅の

修繕や環境整備も 笹川 本位にな って入居者負組カ吋え、今は無事1.てや

している安全手すりや車いすリフ トの設置など高ili 儲 A 対応の措置も 、

受益金者負担になりかねなし、。

Ｈ 全国公 団住宅自治会協議会多平 ｮｬ 到栄治代表ｾＡ情主Ｉ

民間の競争原理て快建てれば、建築費 1. : J :下げ' られるが、資材や配置

などに制限が加わる 。阪神大震災てやは、民間マン ションの 21%が倒

壊したが、公団住宅で倒壊したのは 1%にも満たない。採算 '1"心の

民間では、 コミュ ニティ ーの形成が難しく、いい径子づくりができな

いと 心配する 声 もある 。

こうした居住者の不安に対し、現在の居住者カ苛伺 JJ を失うと い う

こと は今の 日本の法得士ではない。合理的なfι t げ、ならやむなしとす

ること も必要。 それもダメでは既得権を持っている 人たちばか りが

いい思いを続け、今の公団住宅は同じような j習の人ばかり住む街に

なってしまい良好な住環境の形成は困難と 言 う意見もある 。

( 法政大黒田教技)

さらに、借金を減 らし税金への負担を減らす こ t を原J ! i J にし、住

者11公団を即廃止すべ、き、甘諸1I公団は民間てやるべき事業分野営奪っ

てきた。カオ、をい くらかけてもい いのfごったら、民間てやもてやきる と

住者1I公団初則の構想から離れた主張もある 。 (民主党 石 井 議 員 )

公団といっしょにピジオ、スをした ことのある民間デベ ロッパーの

中には、「コスト意識は民間のほうが上。社員のf!ll )J き方ひとつを見て

も、まったく違う 。 コスト競争ていわれわれが負けるはずがない。市

場のニース、、にあ った住宅造りでも民間のはうが勝っている J 1: . 公団

の本来の目的以外の t ころで托凶当lする声もある こ t も念頭に置く :必

要がある 。

ただ、住都公団の再開発てゆノワハワは高〈割引きれ、阪神大震

災後の復興でも、公団は職員270人を羽陥主、自治体の要請を受け、権

利調整や合意形成、容砧率の変更など公団のノウハウ活月3して、再

開発事業、 区画重量理事業などを 22地区で行なっている。 「公団には絶

対的な信用がある 。都市計画を変更する力もある 。今後、インフラ

の整備を担い、国や自治体と民間の接着剤 としての役割を果たして

もらいたし、。公共的な要素が強いので、民営化 よりも、 パ ブリック

サ イ ドに立った品Jl 織休が望ましいJ とする意見も公団の今後を示唆

してし、る 。 (森ヒツレ森社一長)

公団は建設省が企同 ・立案する施策の実行部隊である 。公団は民

聞と競争するのてやはなく、住環境の向上であり、虫食いの土地の整

理ではない。公団の歩むべき道のマスタ ープランを持ち、匡|の政策

の下でl I J くべきである。

住宅 ・都市整備公団 U: 戦後40年にわたっ て国民の住生活の向 [二に

功績を果た してきた。 その目標がすべて達成されたのであれば、改

i j1i:も 必要である 。

わが国の国民生活のなカ、て1並読境の改善は最大の諜題である 。 E

うしたら日本の住環境が改善されるか考えなければならない。

ニュータウン建設や再開発などの街づくり事業li 、①一般に 15年
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から 20年にわたる長期のプ ロジ、エクトになる こ と②その実施には

専門技術を統合しなければならない こと、さらに③行政の領域と企

業や住民などの領域を調整しなければならない事業である 。

こうした事業をね企業が担うのは経営と品質管理の点て事ft しく、

地方公共団体でも②に関しては、区画整理、土木、法体経済、鑑

定などたくさんの領域にまたがる投手l'硝A を育て、抱え続けるこ とが

きわめて国製Hてゃある。さらに③のコ ーディオ、ータ一業務については

私企業佃人としての コンサルタン トに限界がある 。街づくりにとっ

て官民協調は必須条件である 。

住環境の改善のために公益性を重視した事業体である 、新い、機

動的五雌裁に住者[1公団を立て直す必要があり、 このような制度をつく

るのも行革の仕事であろう 。

公団は民間に対しては競争力がないと 社伸lされているが、公団は

完全に自立しているわりて祉なく、法律でその目 的、業務内容を厳

しく規定されて いる。

その枠があるままに採算ペースを考えて民間と競争しながらやる

事は困難である。

公団が民聞と競合し、 比較される場です喋を進める ことの是非を

考えると共に、公団であるがために行う事業を明確にした1邸哉運営

が必要であろう 。

財政投融資資金が余る と、消化 を押しつけられる とし、った財政術

造的なものや、民間と異なった会計処理による特異な財1釘本質、事

業に対する規制等特殊法人なるが放の有利性を上回る不利 も解消し

なければならない。

住者11公団は民間と違い、建設省の政策誘導にしたカf って事業を進

めなければならない。建設省は、質のいい高規格の住宅に向かう政

策を進めているので公団の住宅はこの枠内で建設しなければならな

い。 しかし、そういう住宅を受容する層の所得力河中び悩み、思った

ほど需要が伸びなヵ、ったため、住宅の売れJ支り、空室問題が発生し、

批判カf続いているが住宅政策の変更はするべきではない。

また、公団の事業 li 収主主性の低い賃貸住宅や、長期にわたる大規

模開発が主業務で、資本効率カ清い経営ではない。公団が再開発事

業にシフ 卜する こと に異論はないが、分譲、賃貸住宅事業も実胞で

きる組j制本とすべきである 。

住宅問題には市場原理に基づく産業活弱IJIごけでは解決しえない領

域があり、適切な住宅政策が求められている 。分譲住宅や宅地の供

給の分野はともかく、市街地の再開発や都心への住居問題、高齢 ・

少子社会への対応、新しい伊議企方式の開発などと結びついた先進的

な分譲住宅似合は、住都公団の大きなf嬉町、ある 。

住都公団の特質は、国の住宅 ・都市政策を受け、匡|や地方自治体

の計画を踏まえて都市開発や住宅建設を実施する t ころにあり、今

後なお取り組むべき事業は数多い。例えば、老朽低質住宅が密集し

た市街地の開発や大規J莫な工場跡地などの市街地 としての再利mな

どは最重要請姐であろう。

その際、公団と自治体や民間 t の密按な協力関係が不可欠であり、

日本の風土や文化に線差した新しい都市型集合住宅モデノレの開発と

事業化をはじめ、次1射てへの展開をめざしたニュータウン造りや大
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規模団地の再生、膨大な戸数に達している集合住宅の改善 ・更新な

ども、優れた計画、技術能力を保有している公団ならて" はの仕事で

ある。 こうした事業引制主するためには、多検で複雑な事業手法を

駆使して相当程度の事業量を手がけなければならない。

「分譲住宅の供給はいっさい行わない」 い、った著号制E囲を限定

するような規制的な方向てやは、本当の改革にはつながらないのでは

ないだろうか。

このように賃貸住宅 t 大方針英開発は完全に民間企業に任せること

は困葉m-( ある 。住宅供給の中では楠止的な、公的な賃貸住宅も必要

である 。一方、長い時間のかかる大淵業開発も民間では困難である。

今後は、地価上昇インフレによる利益を期待した開発計画は成り」

たず、土地への付加価値による収益て運営する開発計画でなくては

ならない。

民間や地方自治体て実行困難な事業は引 き受けなければならない

が、 1民主主活動と分間lできる組織とし、国の事業の代行と位置づける

ことが今後の健全な経営につながる 。

経営問題の根本は、公団の経理を明確化 し、事業成果カ朝刊iUiでき

る仕組みとし、公企業として民営 ・官営としての区分ではない新し

い形態を摸索し、公共性を品i闘ーしつつ、効率性を追及できる主主l織に

する 必要がある 。

行政機構改革の目玉商品として住宅 ・都市整備公団の取り出しの

話カ守荒れ、匡l民がこれを当然のように受け取っているが、住宅 ・都

市盤備公団の機能、機構の変革は必要て、あるが潰したり、 他の機構

と統合して住生活の向上に対する国民の今後の期待に沿う こt が出

来るのだろうか。

わが国にはまだ、首都東京超過密圏の住まいづくり、街づくりと

言 う最後にして最大の宿題を残している 。 そして この宿題は、内な

る国民の真の豊かさ、幸せのための到達点であると共に、わが国の

匡|際的位置付けの基本事項でもある 。 この宿題をさらに煮つめれば、

都心居住のテーマに行き着〈 。

山積する住宅問題を解決するために、住宅 ・都市整備公団の機構

を変え活用されるべきである 。

東京都はじめ、 地 方公共団体の機能のみで解決できな い ｾＡｲｵ，国を新

しい手法て? 広範な制度インフラの改縮技案を行い、民間市場の機能

に繋がるプロセ スを巻き起 こす仕組みを、公団の機能、体質を変革

して実行する 必要がある。

住宅 ・者11市整備公団は、大都市地域の都市勤労者向けの住宅官崎合

機関と位置づけられているが、公団の挙け、た実績の最大のものは、

数の供品合τはなく、大都市居住形態の新たなノ f ターンのかJIJ :'dこあっ

た。

これからも新い、住まい方を創出 し、豊かさを実感できる住環境

を形成できる組織への変革に期待したい。

(た つおか ひろし / 大池工業(仰JilIU::J)



東京・大阪の共同住宅が住まいの課題

中山

1 . はじめに

住まいづくりは人づくりといわれ、人絡形成の幹となる住まいの

重要性の Id J いことは認められている。 このため住政策の基本方向は

立の確保を果たしてから質の向上に ]1辰換し、居住水準をガイドライ

ンとして設定した。 しかし実効に ついては、いくつかの改善はみら

れるものの、目標2000年達成は必ずしも楽観できない。加えて持家

借家、分譲賃貸、戸建共住、都市地方などに層別すると、その格差

は 二 車ｾ ，化して ノ ｦ ラツ キはｾ日見て Ｓ な ｌ 、現状である。

産業経済の構造調整の必要性は 1986年の前川レポー トでも論じ

られ、これを支える柱としては、社会資本の住まいを第 l に挙げて

いる 。21世紀のあるべき 日本のために今行財政改革がいわれている

が、国家国民にふさわしいこれからの住まいを笑現する住政策の計

匝! と実胞のあ り方に検討が及んでし 、るのは望ましいと いえる 。住ま

いのこれからの姿については多くの研究成果があり、阻害要因もあ

きらかになっ ている 。残された訪日坦は、ここにいかにして重点志向

し145力を結集できる政策に集約て3 るかであろう 。

2. 豊かさのなかに低い住まいの満足度

戦後の荒廃のなか、国策としては乏しい国力をfお斉復興に集中し、

住まいの建設はその大部分を民間の自力に任された。 この20年の活

動て"1965年 G N P は900億ドルをこえて経済力は英国に並ぶまでに

なったといわれたが、人づくりの住まいについては住宅難 ・住宅困

窮世格が2300) ] 世帯の半ばを こえて大きい社会問題 t なっていた。

ｾＡ 料題解決の住宅建設 Ｕ ヶ年計画は ＱＹＶ Ｖｩ Ｑ 三 に始まり、 Ｖ 期を数えて

440075"戸 を建設した。 そのIMHO年を経て誌の問題を解決、あ包は量

から質へと転換し、質の基準となる居住水準を設け満足度とあわせ

て尺度としている 。

国民総生産と平均賃金 OE CD 

'95 JJ 木 米 匡l 英 国

GNP {怠 ドノレ 51 ，500 72 ，400 11 ，150 

l 人当 ドノレ 41 ，000 27 ，500 19 ，000 

平均賃金 ドル/年

44 ，100 24. 700  21 ，900 

'94 

G N P は' 95年に 5 兆ドノレをこえて米|主|に次ぎ世界第 2 位となり、

国民 1 人 当 りの G N P は 4 万ドノレてや第 l 位、製造業の平均賃金は

4. 475 " ドノレてや先進国の約 2 倍の高いレベノレて、ある 。

一方住まいの質の基準とした居住7同監の達成度は、全国平均4 0 %

にとどまり大都市でなお低いレベノレである 。 このため、住まいのiI; i¥j

足度は 5 0 %に停滞し、臥オザIJ 国の 7 0 %に比し低位にあ ってなお向上

孔

のきぎしがみられず、持家 ・ 借 家 、 戸 建 ・ 共住などの住宅ヰ即 ｾｉｊ の格

差 と共に豊かさ のな かの住まいの課題とな っている。

住 まいの満足度

種 別 '83 

全住宅ｾ 53. 2 

共同住毛; ｾ＠ 43. 3 

'88  

47.6 

38. 2 

!ill:iX干T

'93 

49. 3  

43 .4  

3. 土地利用と都市居住の不均衡

日本の国土の 7 0 %は山林で土地利用の主力となる可住而私ーは 20

% にすぎず、米国 ・英国の5 0 %・9 0 %に比して低いレベルにある。

これは土地利用を考えるときは、ド淵切IJ 国の先例にない日本独自の

検討とチJ策カf いることを表わしている 。

可住面積 [1¥1 tJ i"  

'93 n 本 米 国 イム |王|

総間秘 }Jha  3，800 93. 700 5，500 

可f主E附fJ 万ha 800 47. 800 3，400 

人口 }J 人 12，500 25. 800 5，700 

可住而初 当り 1，550  55 165 

人 n 人/ 回

日本の可住面積当たりの人口密度は区大米の1 0 - 3 0倍と市いレベ

ノレにあるのに、都市の人口密度カヨｾの主要都市の Ｒ 分の ｬ 以下で

ある 。 この こt は、極めてアンバランスて渚日市居住のあり方につい

ては解決すべき大きい謝直があるといえる 。

都市の人 口密度 !ill;没干?

'90 

東 京 ニューヨーク ノマリ

7[ぎ マンノ、 ッタン 20区

人口 万人 111 151 215 

而積 km> 97 61 105  

密度 人/ha 115  250  205  

豆l策も この都市居住に重点志向しつつあるが、このギャップをう

めるためには、平坦にスプロ ー ノレしてなおとどま ら ない都市を 制 ｾｩｬｩ ｰ

する社会的規格IJ など、 ドラスチックな抜本策の施行なくしては難し

し、。

4. 構造改革のなかの内需と住まい

産業経済構造の改革は果たすべ、き 大きい説唱であり、 多 くの研究

や提言があり正に決断と 実行にあるい、える 。 その大 きい柱はやは

り国家的関直である人づくりに役立つ住まいである 。

フロ ーからス トックへといわれて久しいが、住宅建設16075" 戸住

宅増加は 80万戸、その結果として 80万戸の住宅を壊失しているのが

現状て¥依然としてフローを JHt していない。生活最小限住宅をめざ

強 築 と 社 会 ・1997. 8 71 



したlji)<' i ; 去の住宅は、生活の豊かさを志向する社会的ニース工応えき

れず、建替えが50%に達するのも止むを得ないといえようが、新築

される住宅が市場原型にまかされ居住y同創立低いままでよいス トッ

クい、えない現状は問題である 。

よいス トックとなる住ま いの条件は永用性の高さにあり、あるべ

き住まいのカ1 ドラインとした居住7)吋岸は必、須である 。加えてアメ

ニティ 11切るく 風通しのよい緑のなかの広い住まし、」を(i'{fff呆

してアフオーダピリティを高める方策は、多くの研究がされており

可能性はある 。

400075戸を こえる住まいの満足度は 50%と低いが、こ れを臥沫レ

ベノレの70%に近づける住まいの社会資本の充笑は構造改革の大き

し、』主となりうる 。

5. 都市の住まいは東京と大阪

円本の住ま し、の課題は東京と大阪の共同住宅・に集約される。都市

人仁lは9800万人、東京 ・名古屋 ・大阪50km圏は 540C万人て弔1¥市の中

核をなす東京都 ・大阪府の居住水準達成E.y:.i lまそれぞれ26%・30%と

全国都道府県のなかで最下位てある。 一方東京区部 ・大阪市の共同

住宅率は 69% ' 63%で、満足度は共に 35%で全国平均に比 して低

い。 これ らは住まいの課題は東京と大阪に集約される い、える 。

住 ま い の 満 足 度 主I ! 設省

全 住 宅 失 |日J 1j ゴ宅

'93  満 足度 水準達成率 ｾＱＺｉｾｪ 土 ￈ｉ Ｎ立 共 同 住 宅率

'88 

昔、 1:1，1 49 .3 % 40. 5% 38 .2  35 .0  

ＪＩ［ ｾ 占 ＱＱ 45 4 % 25. 8% 35. 2 68.9/ 区

大|荻原l 43. 9% 30. 1% 34. 6  63 4/市

者11市活力の原点である人口は東京区古1¥・大阪市て1出戚含つづけ特

に者 Ｑ Ｑ 心人 ｉ ｾ ｉ の低曲線は古川、。また者 ＱＱ 市 の公共施設は整備されており、

この地域の人口減は公共投資の効率カ 3 らみても不経済である。

この主因は、経済的付力I l {illi 値の高い業務担E設と市場原理になじま

ぬ文化的付加l1i11i値を認めるべき居住施設とのギャップが、市場原理

により、増幅した結果である 。

市場原理のみに委ねた都市経営てやはこのギャップをうめる ことは

できない。都市活力復活のためには都市居住J広大にシフトした社会

的規tlil) と魅力ある都市のための助成促進が重要で、ある 。

6. 廉・近・広の共同住宅に公団の役劃

都市居住を促進するため容積率の緩和など助成策が胞行ーされてい

るが、社会的規t l J l) を考雄、しないと効果を挙け、にくい。理由は業務施

72 

設と居住施設では家賃の負担力に車守倍の差があり、せっかく住まい

のために助成措置をうけたスペースがオフィスなどに飢粂件のまま

転換している例もある 。文化的付加価値と経済的付加 l{ill i1，直が同じ尺

度てやはかれないからてゃある 。

用途の1li王換を担保するためには、公の出番がある 。幸に共同住宅

に豊富な経験と 優れた能力をもっ公団の果たすべ き仕事であろう。

一方公団は、住まいの大きい ニーズてある居住水準の向上に謝: 責

をあけ、つつも、市場て、優位でないといわれて c ' O。土地の入手に当

たっては税の{出劇昔置があり、民間資金も採用可能で、原初li主義を と

る NPO・公団にしてこのす占|大は理解しにくい。

実力を発tlI ! しきれない要因は既に把握されているときく 。阻害要

因を取除くための兵撃な活動があれば、国民のもとめる住まいが民

間と同額てや10m'広〈、職住近接も可能である。))l'!t . 近 ・広の東京 ・

大阪の共同住宅の向上に重点志向して、その能力を集約すぺきであ

ろう 。

7. おわりに

「住 食 衣J - 友邦ドイツは、 この生活の 3要素の!腕芋を日本

の逆にして住まいのウエイ卜 を認め、首都ベルリン改造の基本とし

ている 。 そして「住まいの これから J の尺度は、物から心へ、量か

ら質へ、栓済から文化へと シフ トし つつある価値観である 。

「住まいのコスモス j といわれ、 この空間を公 ・共 ・私に層別し

公的空間は緑のオ ープンスペース、共用空間は語らいのコミュニテ

イスペース、私的空|聞は挨拶のあるリピンク、、アクセスを実現するこ

とが、住まいの これからの基本的な粂件てあろう 。

これか らの住まいのため新しいオリ エンテー ションについてのf義

論が進められており、よい成果カ吠月待て3 る。

「住まいづ くりは人づくり」→柔あふれる魅力ある都市のなかで

明かるい活気 にみちた次世代の生活空聞を夢みたい。

( やまなか とおる / 建築家、・千々 ，・;に巨事)



地域別街づくり公団の設立を

相 座 正 イ言

1 . はじめに

平成 6年秋頃から、それまで幾度も声が上っていた住都公団の業

務について、民間でやれるものは民間に任せて公団が為すべきこと

を改めて検討すぺし t の定、見が大変活発にな っていた。本l、は住宅に

関係する仕事をする立場か ら、公団の過去の業績とその必要性を論

じ公団の活性化を期待していたが、平成 7年 1 月阪中11岐路大震災を

機会にその言命議は消えたかに見えた。

大地震に際して、公団は復興の為のRf I i 裁を結成して、兵庫県およ

び村戸市への支援ならびに復興住宅の建設等に目覚しい大活躍を成

し遂け、られたことは記憶に新しし、。流石は住者11公団と手l'1i1! iをしたの

である 。 しかし、関西における応援日本制への見解は、 多 くの地方自

治体や住宅イｾｾ給公社でも人的支援を提供したことであり、その こ と

から考えれば、公団はもっと大. J ;Jt ! 莫な復興支援策を講じることが公

団改革の論議に対する P R作li 伎としても効果があったのでやはな L、だ

ろうかと考えた。 これは東京からでいは、地震の被害の大きさを? 理解

出来ないという 一般のJla湖の故もあったと思われる 。例えば、 J R

西日本、阪神道路公団、関西電力、大阪方、スが地域単位の紺*t&であ

るだけに、どれほどの努力と成果を挙げたかは、復興の遅れに対す

る住民の不満が殆ど聞く ことがなかったことても明らかであろう 。

本年 1 月、亀井建設大臣が住者11公団の業務改廃について意志表示

されたのを機に、今回は本当に公団改革が迫っていると受け止めた

のであるが、その聞に私の予想、よりも早〈改革案が発表される等てや、

従来の住者11公団を対師寺する為の識論は必要ではなく、新しし、kill 織 で

の業務のあり方が緊急に論ぜられている事を知って、世の中の改変

仁川駅前地区第 2 種再開発計画

改革とはこのようにして起るものかと改めて感心しもした。

今、日本経済が大変に逼塞している 1:1-
1
て¥住宅の分野にあっても

これまでのように住宅の質の向上を目指してはいるも のの、建設戸

数或いは量の拡大によって住宅政策の推進を図って来た方向は完全

にその道を変更せざるを得ない状況にある。

そこで、来! 日本tlJ lJ の公団についてその業務体制は如何にあるぺきか

については中央において検討が進められているが、その一部につい

て私見を述べたい。

2. 新公団は「街づくり公団J

(1) 街づくり公団

既に報道されている新しし、公団業務の主体は社? づくりへのシフ ト

である 。住宅公団および住都公団は長い歴史の中で、新市f主主地盤怖

と既成市街地の者11市基事蝕割前ぞ重要言加担とし、何十五して今 FI まで事

業オ{ 縫を図って来たが、 tl元成市{lrl也が{ 呆有する l坑lこ蓄積された者11i' li

のエオ、ノレギーを活用することが出来るメリッ卜より、 どちらかと 言

えば新市街地開発が優先されていたが、今日てi ま事情は変わり者11市

再開発が重要課題となり、 一部の与論は、住宅建設よりも都市基盤

整備の業務を 中心とする公団とするような意見もあるようである 。

(2) 街づくり公団の業務

公団の業務は、従来から: tf凶主されてきた“ 者Ili lf再開発" の業務の

範囲制広大して更に大きい枠組の巾で実 施されることが望ましいが、

業務内容については次の点が特に面白卓される 必要がある 。

@ 公団自らが地域のニーズに対応してキメ制かい再開発計画を

策定し、事業を執行する 。

筆ケ崎地区整備構想案

建築と社会 ・1997. 8 73 



@  園、地方公共団体と密接な関係を保ち、特に Irl1J との協力

関係のもとに事業を彰ぱ干する 。

特に@に関しては、従来からも各地において成果を挙げて来たと

ころであるが、今後は更に強力な I:;;JI 力体制を築〈必要がある 。例え

ば、行政の方針の中で公団事業製ぱ子を前提とする施政方針含策定し、

その制Tを公団に業務委託或いは公共事業施行権限を首長が付託す

る等の措置が誹ぜられる 等が実施されるよう期待したい。

(3)  国家的プロジェクトへの対応

以上の事柄を主業務とする新公団であるなら 、従来住都公団が実

施して きた国家的大規挟プロジェク 卜 ( 国土計画の如 き上位計画の

事業) はこ の際、当該プロジ、エク ト毎に時限付手frRID識を設置する こ

とが望ま しし、。 この ことによ つて新公団の業務{範b陀包囲を一層明確に重

要施策とすることに

(件川4的) 街つづ; ( りフプ.ロジ工クトの事業収支

者111' 11再開発事業における 事 動15(支言十画のき びしさは、 11が丘多 くの

事業言十画の頓挫を見ることから l明らかである 。 しかし行政としては

それにもかかわらず都市基骨髄針耐を実施するならば、事業の成果を

安易に開発利益のl吸収に期待することは相当難しい。過宏 において

は一再開発計画理念の大前提てあった開発利誌であるが、これを補完

又は補填する 公共事業費の支，'+'， を予算措置する こと の困難さを乗 り

越えて始めて事業に着手 し完成に導く ことが出来ることになる 。

新公団は、従来から蓄積された技術力、経済力、組織力を充分に

生か して、以上のような事業の調整検討と 事業実施の能力 を有す る

ものと期待されるのである 。

J  R住吉駅東第 |種再開発事業
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3. 地域別公団設立の提言

次の理由で地域別公団の設立を提言 したい。

(1)  日本の住居事情は本来地方性を有し、気候 ・風土に根ぎす住居

型式、住宅性能、規族を有している 。

(2) 戦後の地方公共団体の住宅政策は、匡|の統一指導方針のも とに

あっても、地域毎に差異があり実績 ・成果も奥なっているが、今後

もこの傾向は続くと 考えられる。

(3) 昭和30年代以降、公営、公社、公団の事業主体がそれぞれの役

割を果し、お互いに補完し合った住宅fjL拾の成果は認められるもの

の 、 今 日 は 居 住 職 制j請を柱とする住宅政策において、行政とのタ

イアップの中てやは、 三者三様の住老似合方式を改めて、公的機関一

体となる出或別住宅政策の訂正立と 旬以:合カ対食言すされるよう 望まれる 。

(4) 国鉄改革は国民注目の中、 J R 6社の誕生 という期日本制へ移行

したが、そ の成果は顕著である 。ちなみに、関西では戦前から 「私

鉄王国J い、う 言葉があったが、 J R西日本の大活躍は既にその言

葉を消し去り、乗客は J R に移行する現象を呈 して、既に関西にお

ける鉄道事業経営のトッフ。に立っているとも 言 え、地域住民の重要

な足となっている。

(5) 現公団の賃貸住宅72万戸の刻備管理は、 批判の対象 とな った 日

本住宅総合析と式会社の見直しとあわせ、 一社で管理するには余 りに

も巨大t雌哉てあり、住民サービスにキメ細かく対応する為の分間|僚

が必要であろう 。

(6) 前述の如く、地方公共団体 t 密接な関連制呆持する為にも 地域

別公団の存在意義は大き い。且つ、地域仁親しまれ、愛され、頼り

にされ、その上で21世紀を目指すパイオニアとしての能力を発揮す

るためにも、紺裁をコンパク卜にして身軽な公団とすることカ溜ま

しい。

(7) 新公団が身軽であるためには、経営上も現公団の重荷を背負わ

せではならない。現公団の総資金の 60%を超える政! 削昔入金( 財政

投融資) は13兆円 を超え、その金利は5.9 %とIlf l <。この金額を公団

の経営赤字と称する経済評論家もし、る 。公団の事期又支を見る と、

事業の収入 ・支出に比 して償還金および金利支払の多額きが気にか

かる 。旧国鉄の債務は、匡|鉄清算: 事業団を設置 して J R各社の負担

を軽減したように、新公団においてもこの様な措置をとられること

が必要である 。

< ( ぬぎざ まち のぶＯｾ 的安井主ｉＡ築設計事務所取締役相談役Ｉ



地域に密着し半官半民を活かす

山 本

1 . なぜ公団は廃止なのか

住宅 ・都市整備公団が廃止されるとの割訂萱は大きな衝撃であった。

この→防聞いたとき最初に頭に浮かんだことは、廃止即民営化さ

れるということになれば、利益を生まない採算性の低い音附引ま切り

捨てられ、大幅なリストラ等の問題も避けて通れないのではないか

ということて、あった。

その後、内容が少しつε つ明らかにされるに従って、最初の心配は

紀基に終ったようであるが、それていは何故公団は今、廃止されなけ

ればならないのであろうか。

多くのマスコミ 等で報じられている公団に対する社開lの主なもの

を挙げれば次のようなものであろう 。

①現在の売れ桟り戸数は 1，660戸あり、 j仮売を見合わせている分

3，110戸を加えると約5，000戸が在庫となっている 。 このような事

態はもし民閉会社であれば大問題であるが、公団は何らの有効な対

策も持っていない。 これは公団が国の手厚い援助をうけているから

成り立つことであり、市場原理からすれば考えにくいことで。ある 。

②民間の力がかなりの水準に達している現状においては、民| 習と競

合する分譲住宅部門は全体に占めるウエイトも僅かであり、総て民

間に委せるべ、きである 。

③国の住宅政策の実施機関である公団は官僚的側面が目立ち、 一方

で子会社の工事発注の偏りなど公的な団体としての公平性に欠ける

点が多く、体質の改善が必要である 。

④資本金2，200億円、 予算Dもt英3兆円、職員数5，000人 い づ 大t蛸哉

の公団のこれまでの難責は制而出来るが、近年の社会経済情勢の変

化への対応が遅れその存在意義は薄れたと国民は感じている 。

⑤公団の経営の実態が分かり襲rt< 、債務の累積; 傾は 15兆円ともいわ

れているが、その返還は可能なのか。 また、その中には不良債務が

隠されていることが、危倶される。 もしそのようなことがあるので

あれば大きな脳症を来す前に処理すべきである 。 (*はN H K T V より)

この外にもあると思うが、大まかにはιU二のようなものであろう 。

これらの批判のなかには、仔 ｉ ｊ え ｉｊ 売ｾｾ支りの住宅は高いい、われ

るが、広いI酎貞の質の高いものであるからであり、これは国の政策

に沿った一郎山内に見れば必要な住宅であり昭治的な側当lは当たらな

いのではないかなど反論の余地はあると思われるが、政治の大きな

テーマが行政改革である、住宅い、う身近で分かり易〈民間 t 競合

する部門を業務としている公団が標的にされ、第 l 次の改革の対象

のーっとなったのであろう 。

昭和]30年に公団が発足した当初からの仕事は、営団の流れを汲み

ながら、 2 D K 、 3 D K などの住戸プランの中、高層住宅団地を建

晃

設 し、わが国の中、高層住宅を定着 させた先導的事業は国民の憧れ

となり、誠に目覚ましいもので、あった。

そのお ￯ｬｾ てや民間も力をつけて来られたとい っ ても過 言 ではないと

思うが、 40年を経た現在の国民の眼には過去の業績は過去のものてい

あり、価値制が多校化 ・高度化した現在てやは当初のような住宅分野

に於げる公団の存在感は失われていると映っていると思われる 。

さらに、 - 11宇年発表された国の住宅審議会答申にもあるように、

主| の住宅政策も市場原理の流れの中て、のあり方を重視するべきであ

るという方向が示されており、力をつけた民間と競合する 事業を実

施している公団が改めてその存在意義を問われている |時であると云

えよう 。

2. 新しい公団のあり方について期待すること

(1) 予想される新公団の性格

自民党行革本音111 次案カ芳庁開発表されたが、それによれば、公団

は廃止即民営化て、、はなく、 99年度に法改立され、都市開発、再開発

業務( 政策的に特に必要とされる賃貸住宅業務を含む) は、現在子

会社て、、行われているものも含め業務内容を調整したうえ、新たに設

l L . される法人に移管する 。現庄の賃貸住宅業務も号| き継〈二 とされ

ている。

これを読む限りでは、民間と競合する分譲住宅業務から撤退し、

民間てやは困難とみられる採算性の低い部門を主たる業務とすること

になろうから、経営上の問題は先送りされるばかりでなく、逆に国

の助成がより 一層必要な事態も考えられるのてれはなかろうか。

今後の推移を見なければならないが、何れにしても厳しい状況は

予想しておかねばならないであろう 。

(2) 地域密着型の組織にする

・都市開発、再開発業務は公団がこれまでにも多くの実績を重ね

て来た分野であるが、今後は この分野が主たる業務とされている 。

云 うまでもなく、これらの業務の実施は主 t して大都市の既成市

街地やその周辺地域が対象となるであろうが、大都市における住宅

の更新と住環境の整備を要する老朽木造住宅密集地域は、何れの大

都市においても面積的にも膨大な量であり、これまでの実績からみ

て数haに及ぶ再開発事業は 10年、 20年という長年月が:必要であり、

それらの地域は当然公共団体の区域である 。地方公共団体とい って

も人口 5万人の市から 100万人をこえる大都市まで繰々であり、財

政力、業務遂行力などの商でかなりの差があるのが実情である 。

しかし、 一つの市域内であれ、いくつかにまたがる広域が対象と

なった場合であれ、それぞれにまちづくりの目標を待ちながら日常

の業務を住民との意志の疎通を図りながら遂行している 地元に密着

建築と社会 ・1997.8 75 



した自治体力f対象という ことである。

今後、公団が長期的なあるいは大悲u梨な開発業務を行っていくの

てあれば、地元に密着している公共団体との連繋と協力関係は不 u

欠であり、これまで以上に密接な述携が必要で、あろう 。

従って、生れ変る新公団は、 地域に密才? した組j哉に改革すること

が是非とも必要である t 考える。そのためには、これまでの東京本

社い、う 一極の五雌裁ではなく、少くとも東西二極に分割独立させ、

地域密相主をはっきりした型て京す ことが重要であろう。

・公団が公共団体と連繋して事業を実施する場合には、全両的委託

の場合や部分参加を期待されるなど様々な業務形態が考えられるが、

公団の業務内容については公団が考えている程一般に周知されてい

るとは言し嘆ft いのが実情であろう 。

今後は定期的な情報交換の場を設けるなど j酬を図るとともに、

国大阪市 との住宅再開発事業例( 桜宮 リバ ー シテ ィ)

配置計画図

住宅建設計画( 平成 5 年完成)

地域のニースーを直接把揮する方策などを』食言すしていく必要があると

思われる 。

- 1主Tづくりの事業を進める上てや公団が公共団体との連繋が必要とな

る部門は、都市計画部門、道路、公園等の都市基盤施設部門、福祉

脅1)[' "1等との建設、管理を含め多岐に亘るであろうが、その場合、公

共同体の内部組織との係り方の問題がある。大 ・小の公共団体の内

部品E蛾は多様であるとともに、公団カ祈う事業j具J英l二見合った組織

があるとは|浪らな いのであり、住右担当官11門を窓口として、既存結1

tt&が損なわれないような画Uを; が必要なことであると忠われる 。

(3) 半官・半民の性格を生かす

・これまで糊A司法人としての公団は、法律に基づいて設立された団

体であり、国の住宅政策の実施機闘であることは明 らかであるが、

しかし一般的な理解としては、純然たる固ではなく、また公共団体

民|li ト'1五業{' i

大阪市 11 本勤労折住宅協会

事業主体

住宅供給公11

il:'i: .  r.J 1  di 格備公1 - 11

( 大阪労f上位協)

桜 之 ' : ; ; ; MKO グループ

( 訟下興産側、近鉄不動産側、胸太林組)

般 ｾｮ＠ 令 3聾 分 3買
uιf 4  r， 

貸 う〉 ｊｾ＠ 分 jjl 

ｾｉ 阿戸数 245P 1991 ;  177戸 1881;  304P 

附 数 27附、 12附 23断、 12附 14附、 14附、 12階 15附 41附

駐 '11 台 数 176台 132台 112台 161 fi 225台

総 J li L町戸 数 : 1. 113戸 訂i!!fl人n :  ｾｊＳＮＰＰＰ 人
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でもない公的団体と考えられていると云えよう 。例えて云えば、地

方住割共給公社の図版とし、った見方が一吻史的であり、住宅建設の而

てやは民間でも実施している分野が多いためでもあろうが、匡|に準じ

る団体であるが公共団体よりは自由度が大きく、然し民間ではない

という半官 ・半民の公的団体と考えられており、今回新しい法人と

して生れ変ってもこの性絡は変わらないようである 。

むしろ法的にもより半官 ・半民と云えるものになるのかも知れな

いと思われる 。

こうした性格をもっ公団を公共団体からみれば、民間ではない公

的団体であるから仕事上の協同、| 動力が容易であり、また公団とし

ては民聞との連繋も公共団体よりはやり易い特性も持っていると考

えているのが実情であろう 。

{従廷つて、 この特1性生をこれまてて、五u二に干秘i良1極的に生カ、して Lい、吋〈事力がf 、

今後公団カ守河唯住主宅政策上の新し い

lはまなカか、ろう力か、と思われる 。

公団が公共団体や民間会社と協同して、長期的課題や実験的実施

を要する課題について先導的、モデル的な研究及び実施を行い、そ

の成果を広〈周知させて各方面から検討していくといった公共団体

や民聞がそれぞれだけでは充分なことが出来ない分野、例えば人口

の減少傾向は明らかであるが、 実際問題としてどの様な対策が必要

であるのか、その必要はないのか、確実な老齢化や予想、をはるかに

上廻る非婚、少子化の進行など家k対前成や世帯のあり方はどうとら

えていけばいいのか、また既存の民間マンションの老中' 7'イヒ対策や省

エネ、 環境問題等々、住宅政策に携わる者が謀題として意識しなが

ら、充分な検討、研ヲ閣は実験的な試みがなされていない分野は公

団であるから耳対且みうる |問題であろうとし、多くが期待している 問

題でもあろう 。

・開発業務においては自己完結型ばか りではなく、民間の導入を図

り、また逆に民間の開発事業に公団が参入して協同て清う事業も考

えて行くべきであろう。今後は民間との連繋をより密接にして、新

しい分野の開拓に努める必要があると思われる 。

また、開発事業の内容によってはその地域の実情や事業の経過等

から民間よりも公団カf相応しし、場合は、現在てやは撤退するとされて

いる公団による分譲住宅業瀦を実施して行くべきてあり、その事に

よって事業の円滑な推進が図れるよう開力的な対応が重要であると

思われる 0

・これまでの公団の事業内容は40年とし 、う長年月を経ている割に

はよく知られていない事が多い。 よく聞く話であるが、公団の豊富

な資金力によって建省え施工された公的施設も多くあり、公共団体

にt っても非市に有効であるなどの事例は、住宅関係者の聞でも経

験した者しかその実情はよく知られていない。

このようなケースは公団としては木来は困革fi てゃあるカf卒業実1血上

止むを得ないということか ら実施している例かも分からないのであ

るが、何れにしても公団の P ，R 不足は否めない事実である 。

今後は公団業務の集中整理と公開だけにとどまる こt なく 匡|内、

国外の正確な住宅情報をまとめて、寸賊IJ 用出来る機能等の充実が

期待されるところである 。

(4河主む側の視点から見直す

世界有数の高所得水準にあるにもヵ、かわらず、豊かさが感じられ

ないものの一つに大都市の住宅問題があると云われている 。

一方、住宅政策においては住宅の質の向上と良好な住環境の整備

を重要謝垣として取り組んて3 て久しいが、公団住宅に限ったこと

ではないが最近建設された住宅団地においても、住宅は立派であり、

団地内の環境も優れているが、どうも住み ｬ ￬ｩＱ ｦｾ < 、期待した快適さが

感じられないといった声が聞かれる ことが多い。

この事は近年の社会、経j斉情勢の急激な変化に伴う住宅需要に充

分対応し切れていないとも考えられるが、そればかりではなく需要

のとらえ方が、従来の住宅建設サイドだけでなく、住む側の視点に

立って検討するこ t が重要なことではなかろうかと思われる 。

具体的には今後の検討を要する問題てゃあるが、恐らく、住宅建設

のハー ド面だけでなく居住という商から見たソフト面の問題も多く

出てくることが予想される 。

それらはこれまでの住宅建設事業の範囲を超えた他分野の領域の

問題となるのではなかろうか。

仔IJ えば民生、経済、教育等の分野の|動力による実現が必要となる

ケースであるが、所管の異なる分野の |動力を得て住宅イ共給と同時制

に実現していくことは相当困難なことであり、またそこまで範囲を

拡大することがj直当かどうかの議論も 必要なことであろう 。

何れにしても、従来か らの供給{ J ! IJの札点を変えて住む側の視点か

らこれまでの業務を見直すことは、今後の事業の展開に重要であり、

また欠かせないことではないかと思われる 。

以上、現時点て新公団に対する期待を思いつ くままに述ぺたが、

公団が持つ多方面にE る経験と優れた技術力、豊富な資金力は強力

な住宅専門家集団として、今後とも各方面から大きな期待が寄せら

れているところであり、多くの社伸lは率直に受 けとめ改善を図り、

今回の改革をむしろ好機 t して、国及び公共団体の住宅政筑t必要

とする、新公団てーこそ担える分野に力強く拘凶役していくことを願う

ものである。
( やまもと あきら / 元・大阪市都市灘備局長)
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極私的公団応援歌ーニュータウン住人からの一

川 淵 吉 男

1 . はじめに

住都公団が造成した ニュータウンて暮らす住人の立場から、公団

リストラ問題を考察したし、 。 ｈ 宇 今の ｾ並々な逆風に身を縮めているよ

うな公団へ“ 庖子" からの、身びいきをむき出しにした精一杯の応

援歌だと自分て、、は思って " t.， 。

北摂三田ニュータウンの一つーウッディタウンと愛称されている

ーに転居して丸 4 年が過ぎた。周辺に広がるのどかな田園風景、里

山など緑豊かな自然環境、アメ ニティ の雌保に務めたゆとりのある

ニュータウンの土地利用( 開発面干' i ' i 598haの21.6 %を公圏中お也に充

て、 一戸建と中 ・低層集合住宅を核とした複合機能都市を目指す)

やi術面( しょうしゃ) な町並みは、通勤 ・通学には少々不便で割高

な交通アクセスの欠点( それも 97年 4 月 J R 東西線の開通てやかなり

改善された) を補って余りがあると感じ、多くの住民がそうである

ように、おおむね満たされた気分て暮らしてきた。

ところが、ここにきて、にわかに周囲の状況が! 騒々しくなった。

ウッテ川タウンは97年春、街びらき 10周年ぞ迎えたが、まだ造成途

上にある。計画人口 4万8000人に対して、 今年 2 月末現在の住民は

2万2319人て半分弱。事業完了は 2002年ごろと予定されているが、

公団リス トラの成り行き次第では、これまでの開発コンセプトや事

業路線とは大きく違った方向にずれて行くかもしれない、 と気掛か

りな昨今である 。確かに、者[1市基撚強制;l に関連する複合機能者1I市の

建設は、引き続き公団の主要業務として残す方向が伝えられている

が、それがウッディタウンていの事業路線の品l皇統を立昧する、 という

保証はないのだし、客観的な政治主封斉 ・社会情勢がそれを許さない

かもしれない、 とし、う不安は依然としてある 。

2. 高倍率は昔話

一足先に、好調だった住宅 ・宅地の売れ朽きに異変カち巴きた。一

戸建て住宅 ・宅地の分譲は年f MBOO- 350戸分の募集に対し、パフツレ

経済がiリ1;騰した 89、90年の年間応募者は 3万人を超え、その後も数

千人単位の高倍率を保っていたのだが、今では昔話になりかけてい

る。97年 3 月に募集開始した第25 ( 欠宅地分譲は 114区画のうち 10区

画が売れ成った。同じ時期の第22(欠民間建物付き宅地分譲( 公団の

土地にハウスメ ーカーが住宅を建てて販売する) も 63戸のうち 17戸

が売れJ支って、貰い子を待っている( いずれも 6 月14日現在) 。 これ

ほどまとまった数の売れJ支りは「ウッテ川タウンでは初めてJ ( 公団

関係者) という 。 しかも消費税引き上げ前の駆け込み需要が加わ っ

ての成績だけに、今後の分譲は一段と厳しさが予想されている。
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公団の品互の仕事ぶりにも、イJ ! IJで見ていて首を傾げ‘ たくなること

が増えた。 その筆頭は分譲宅地の而積の縮小。パフツレ期には240-

250m' を標準的な区画にして、大ノトバラエティに富んだ宅地が売り ，'f，

されたのだが、今では全体として 10%程も縮められ、 200m'前後のノj、

宅地を公団は増やしている 。いうまでもなく、分譲価格の抑制が狙

いなのだが、逆に新築住宅 の［ｴ［ｊｪ叶ｾはむしろ大型 化傾向だから 、建て

詰まり感の強い街区が形成されて し、〈 。

民間建物付き宅地分識を例に取ると、第1α欠 (90年 3 月募集、 43

戸) は宅地面桔211. 96- 339 .40m'、延べ床面積99 .52- 153 . 02m't.ご

った。最近の第21次 (96年 11月募集、 41戸) は宅地面積185. 60-

270 .97m' 、延べ} 荊副賞118 .00- 157.26m'。容積率を上回佼すると wi 者

の46. 9- 45%に対して後者は 63. 6- 58%に高まって いる 。

このような数字_l.:)J 二に、建て詰まり感カfq皇いのは住棟の配置に原

因がありそうだ。マイカ ーの複数保有に国U台、 して全戸 2台五Jよ の 駐

車スペースを引制果しているため、限られた敷地の中て住棟は前後ど

ちらかに押しやられ、南北の隣家はひ !::"<t妾近してしまう 。北側IJ の

家は庭先はおろか 2階の部屋て3 えも、冬場は日照を期待できな い。

.i l芙がやや内陸型てや、寒気が強〈積雪 も多めの土地だけに、知らず

に入居すればホソとを岐むことになるだろう 。

新規分識はかつての人気がうそのように冷え込んだ半面、既存住

宅地の中古物件が案外な人気を集め、売り物件を求める不動産会社

のチラシ広告が頻発されている。分譲後10年を経て売買規制の外れ

た中古住宅との競合は今後、やっかいな問題になりそうだ。

おしゃれだが、家並みが窮屈な最近の介譲街区

(ウ ッディタウンゆりのき 台で)



3. 薄れた価格優位性

それでも、新規分譲宅地 ・住宅の売り出し側格は、これまで一 度

も値下げされたことがない 。 パブノレ対 気 が ￬ｾ ｉ ［Ｉ ｦＺ脅した ＸＹＭＹＰ 年当 ｈ 寺の

標準的な宅地の分譲価格 ( 1 m'当たり) は 10万円干到支。近害出也区lこ

数ある公団ニュータウンの中でも低価格が最大の魅力で人気を集め

たウッテ ｖ タワンだった 。 それカ寺区 ｅ は Ｑ ＴＭ Ｑ Ｕ 万円手到支に Ｑ ｾｊ こ がり

した。パフツレ崩壊以後、値下がりを続けている民間分譲地 などとも

価格差が接近して優イ立性は薄れている 。

民間資金より金利が剖高になった財投融資に依存する限り、分譲

価格の上昇は回避できそうになし、。だから売れ筋の側格帯ーになんと

か収めようと、区画面積の縮小を続けてきた公団だが、その限界は

すでいに見えている 。地価神話がHi lれ去った今、 地iil 日高騰が再発して

公団の仰倒 産イ助言復活する可能性は閣]1，( ; といってよい。

それだりに公団には、郊外ニュータウン開発の理念にも逆らった

単純な区匝崎小 などとは別の知恵 t 工夫が求められているはずだ。

使用頻度の低L、2 台目マイカ ー用の共同駐車場を別途に設ける街区

設計は難しいか。狭小宅地の一戸建より、タワンハウス型の低用集

合住宅への転換は全くあり得ないのだろうか。

ひと ころ、大きな話題を呼んだf主宅のiillj 俗破壊、ロー コス ト化に

ついてもウッディタウンに限った場合、お1: 極的に試みられた気配は

まるでない。逆に、ちまちまとした州 Wi の小 宮れいな似庄や植栽な

Eてや飾り立て、商品の魅力付けとされてきたフシがある 。

日本の建築費用は今だに高すぎる 。住宅の建築単価珂孜米の数倍

といった国際上凶l交には、多少の輿論があるとしても、日常の生活の

器である住宅にとって不必要に豪華な仕線、家具 にも似た梢撒( せ

いち) なイ土上げなどが、伝統的な連築コストのあいまいさとも重な

り、 地側高!燐にカムフラ ージュされてまかり通ってきたようだ。 そ

れ五U二lこ生産性の低きが気になる 。大勢の職人が出入りしているの

に、仕事はちっともはかど っていな し、建築現場カ珍しくない。 それ

に号 |き替え、近所にある - ]I f干の輸入住宅の現場は見た目にもすがす

がしし 、。たった二人の外人大工が毎 日、決められた時間、半裸姿で

一心 に働L、ている 。 日本独自の住宅文化などを云々する前に、 もっ

と効率的な建築システム、職能分担を海外に学ぶ必要がありそうだ。

その中心に公団カf いてどんな不者11令があるのだろうか。

4. 口一コスト・基本性能重視の住宅追求を

建てでは壊し、壊しては建てる家づくりカ制A される附イ七ではなし、。

うわべ、のj享イげ庄はそぎ落とし、住宅の刻百本や基本性能の質を問うよ

うな住宅f掛合が求められている 。耐実 ・耐j毘 ・耐久性、省エオ、ノレギ

ー 性に富んだ住宅の供給は資源問題 ・ ＺｴＱＱＡｊＮＺ陪糊 Ｚｾ ｮ ｮ 題カ ｾ￬ 染刻 化 し、災

害の多発が懸念される今後、 一層重要な課題になり つつある 。 その

先導役を務める ことが公団本来の役割lの一つではないか。見方を変

えれば、集合住宅てや試みられてきた 12段階供給J 制度の思想を一

戸建にも適用することに通じているかも女1]れない。

外構 ・植栽などは軽視せよというつもりはない。家屋や街並みに

風格ゃうるおいを加える要素として、むしろこれまで五L 仁に重要だ

と考えているが、新し L 、住人がそれぞれの思いを込めて、 l時には自

分たちの手で刊さり育てて行〈テー? として残す こ t が可能だし、む

しろ望ましい t 思う 。折から大流行のガーデニング ・ブームを息長

〈定着させるには、それなりのスペースを構えなければならな し、。

街並みの調和に不安があるなら、カ1 ドラインを設け、住人グノレー

プの自主管理組織にゆだねるとい った方法も取 り得るはず。 そう し

た街並みづくりや住 こなしへの適切なヨ披サポー l' b、公団が労を

惜しむべきでないソフトな事業分野' の一つだと思う 。

住宅取得者の費用負担を大lt M軽減て3 る定期借:tl!!i 権住宅の導入も、

ニュータウンの良質な街並み形成に有効と考えられる 。 しかし、公

団は この分町' で民間事業者の後塵を拝してきたように見える 。仮に

公団の性格、 lli l
J度等になじまないものであれば、 その改変が検討言果

題 にされておかしくない。 そうした情報発信への有効五姿勢力す、総 じ

て公団には不足していなかったか。

都市勤労者の住宅 ・住環境は依然として貧し し、。if 自足な住宅政策

は不在のまま、内謝広大のための手段として扱われ、野放図ともい

える規制緩和の大波にもみくちゃにされかねない状況にある。公団

は過去の実結ーを諮るだけでなく、 この先、何ができるか、やりたい

のか、民間事業者 U まど こがどう違うのか、を幅広く訴えていくべ

きだ。新たな住宅取得希望者・だけを対象にした情報発信であっては

ならな い。住者11公団の場合と 同様、公共事業の道路建設も縮小 に向

けた議論が高まっている。建説縮ノj 、論をカ、わそうとする、あの手 こ

の手の様々な活動が建設省( 道路局) を 中心に進められているよう

だ。 その中てや、道路務官義会の基本政策部会 121世紀の生活 t みちを

考える委員会J が今年 3 月に行ったという 11:1'問 t りまとめ」報告

が筆者の興味を号 |いた。今後の道路建設について国民の意見を直接、

提言 に生かそうとする 「パブリック ・インボ、ノレブメン ト (PUBLI C

IN  V OLV EME NT )J の考え方を採用したというのだ。その内容を

紹介 した P R広告 ( 4 月231二|付け朝 円新聞朝'1:1]) には 「析しい匡|民

参加型行ー政の第一歩J 1道路のあり方を国民が逃ぶH制てへ」などとあ

る。「道路J i: L、う 言葉を 「住宅J に置き換えても通用しそうな、 と

いうより住宅に置き換えたほうがより説得力のありそうな対談が掲

載されていた 。 ￪ｊｾ を動かす道路官僚たちは 一 枚上手なのだろうか 。

5. 非市場原理の事業P 円を

公団 リストラをめくやる厳し い状況の半面てや、良質の住宅似44合や者1I

市 ・街並み形成に向けて有利な環境条件が整いつつあるようにも 思

われる 。キーワード を借りて簡便に表現するなら、「国民主権J 1住

民・市民参加U 1情報公開J Ｑ 地方分権」い、った 「 主の時代の ￬ｾ リ院が

それだ。公団の事業活動の大きな部分が、市場原理のみにゆfごねて

はならぬものであることが広〈 一般に理解されるなら 、民間事業活

動にばかり好都合な公団リストラは無現なく阻止できる 。すほの公

団が抱えている欠陥 ・欠点 ・問題点を合めて、 明快な情報公開にあ

えて 抄凶 投し、 ［ｾ ｴ ｦ ［ に 地 域や住民とともにある公団の姿を模索して欲 し

い。 そこカ主新生住都公団のスター 卜台になるのだ t 思う 。

( かわぶち よしお/ 兄・11 本経済 新IJl I編集委員)
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民間デベロツノく」に期待できるか

壁

(

1 . はじめに

住者1¥公団社仲間ひ t つに「民間デベロツノ f ーが十分成長してきて

いる ので住者11公 団 の 儲11はもはやなくなった」という訴命がある 。

この詩話命の前提には、民間デベロ ツノ f ーの実体や事業内容は優れて

いると の高い言lif miがあるはずだが、残念ながら これを裏づりるに足

るだけの資料は調っていないように思われる 。住都公団には粧品抜

上 ・経営上にさまざまな問題があることは確かであり、すでに政治

家、学者、ジ、ヤ ーナリズムなどか ら厳しい社開J l " 浴びている。 批判

の内容が当を得て いるかどうかはともかくとして、建設的な批判は

大いに歓迎されよう 。 しかしながら 一方、 仮に公団に住宅供給事業

を止めさせるとか、厳しい制限を謀す ことにしたとして、それで問

題が解決するわけではなし、。公団に代わって民間デベロッパーが、

公団が行ってきたJ ;) J ニの成果を挙げるのでなければ意味がない。世

間て壮、「それは大丈夫だj という暗黙の了解があるのかも知れない

が、わたしにはどうも納得がいかないのである 。「住都公団にはこの

ような重要な役割がある 」 い、うのが正面からの議論だとすれば、

住者1¥公団の競争相手ともいうぺき 「民間デベロツパーにど のような

役割lカサ引待できるかJ とL、った背面からの議論もありえよう 。本 稿

てやは後者の立場から小論を試みることにしたい。

400 

ω  

和 夫

2. 民間デベ口ッパーの調査から

平成 8年度に住宅金融公庫が首都圏の民間デベロツノ f ーを対象と

して行った調査は、わたし自身も関係したが、民間デベロッパーの

業態と活動内容について貴重な情報を提供している 。概要をまとめ

ると次の通りである 。

① 住宅供給規模に大きな企業格差

住宅 Ｚｴ ｕｾ 給企業数は平成 Ｗ 年度で Ｕ ＱＱ 社 を数えるが、年間供給 ＸＰＰＰ

戸にも達する大企業から 50戸にも及iまない小企業に至るまで二大き

な格差がある 。企業数の内訳は、年間50戸未満の小規族企業が 5筈IJ

平到支、 100戸未満のr - I:I;J;J / A 是企業を加えると、実 lこ7 - 8害|好盟支を占め

る。500戸五U二の大; J ; J / A英企業は 6 %に過ぎない。住宅f共給戸数は、 100

戸J;)J ニの準大掛英企業と 500戸以上の大規族企業とて首都圏全体の

7割以上例措している 。

② 市場への新規参入は容易

民間デベロ ッパーは平成 4年度までは300社以下てあ ったが、そ

れ以後急増して 2年間で 2倍J ; ) J 二lこ増加した。特に小規挟デベロッ

パーの参入と撤退の動きカ可放し い( 図 1 )。 これはマンション事業へ

の参入が容易な こと を示 している 。出身業種も不動産業、商社、住

宅メ ーカ一、建設業などさまざまてあり、 企業形態、 事業手法 li 多

1 ・・- 50戸 一一ー- ー- 100戸

ーームーー- 500戸 一- - - - - 500戸 ~

350 

300 炉・... . ...

• 
・E ・ e  ・ ー・ー. ... ... ............ ー・ー・・ ー・... .._..

250 ｾＮ ＮＮＮ ＮＮＮー。

200 

4・
・ ・.. .... .. ... ........ ・ ー ー・ーーー・ ー. ・. .. .. .. .. ー ・・・・・ ーー ー

. + 

+. ・ .. 

150 卜・・ ーｾ ＮＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ Ｎ •••• ー" ー ー… ・ J ♂・‘ …・・ . ι .  • 
9  

100 r ・

+  

50 

。

85年 l支 86年度 87年 度 88年度 89年度 90年度 91年 度 92
S
l
o
!支 93年度 944二度 95年 J3t

- 50F  154 89 75 132 162  143 191 159 214 357 278 

- 100戸 43 44 35 49 35 56 41 50 70 114 105  

- 500戸 77 68 48 43 54 53 50 49 75 96 95 

500戸ー 12  15  15  10 13  12 8  10 16 36 33 

286 216 173 234 264  264 290 268 375 603 511 

図 1 供給規模別企業数の推移 UI' ，sl f: 11宅金融公/ ! l I資料)
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様である 。新規参入が容易になる原因は、H = J 地取得、近隣交渉、商

品企画は自社が関与するものの、特に小規J釘並業て。は、設計、施工、

販売、管理など大部分の業務を外音11に委託しているからである( 図

2  )。

③ 経営は景気変動に敏感

バブノレ期にはキャピタノレケpインを前提とした考え方をしていたが、

パプノレ崩壊後は堅実性 ・I院主性 ・安全性を重視するようになってい

る。事業用地の取得州絡やj仮売価格の設定に際しでも、マ ーケット

を重視し、売れる側格の設定を最重要視してし、る 。住宅購入者が買

える範囲内に販売価絡を設定し、それから逆算して用地取得仰II 格を

決定している 。一次取得者! 習を対象として、平成 5 - 7年度には 3

L DK- 60m'台- 3 .000万円台後半の住戸が大量供給された。大規j莫

団地は敬遠さ ｲｶ ｊ ゆ ｴｦｾｅｉ ｉ 地 に向かった 。 各デベロツノ ｦ ーの Ｑ Ｚｊｊｊ，合 Ｑ ＳＧＺ戸

は類似なものになり、低質化し、企業聞の競争力f激化した。

④ 事業の中，心業務は用地取得

用地取得カ普エ業の成否のカギを握っており、好条件の土地には数

多くのデベ ロヅパーが競合する 。各社とも地場不動産業者 t の繋が

りを強めて用地情報のオ、ッ卜ワ ークイじを図って いる 。マンションの

規J英が小型化し ている傾向ぞ反映して、地場不動産業者ヵ、らの情報

への依存度が高ま っているが、大手デベロツパーにおいては建設業

者や個人所有者からの直接の情報入手も多いい、われる 。

⑤ 技術開発はゼネコン、設備メーカーに依存

大部分のデベロッパーは内部に技術スタッフを擁しているものの、

その主要な業務はゼオ、コンや設備メーカ ー との技術商での調整業務

である 。既平討; l i : W' i の組合せて、商品開発を行っており 、 自ら技術開発

を行っている企業はほとんどない。建築技術はゼ丸、コンに、設備技

術は設備メーカーに依存しているのが笑態である 。特に、中堅以下

のデベ ロッパーは企画段階か らセヌ、コン、設計事務所に依存する場

。% 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 100% 

¥. ｾ＠
塑怒沼丞盟国園田圏直

上 位 100社

合が多い。

⑥ ストックの維持・管理を重視する方向

住宅の量的な充足と質的な要求の高まり、高齢社会の到来などの

事情から、現在、マンションの紺持 ・管理問題に関心が集まってい

る。デベロツノ f ー各担は、今後の重点業務がフ ローからストックへ

変化する こと を意識しており、細寺 ・管理業務のほか、 中古流通、

リフォームが新業務の検討対象 とな って，，7. >。 こうした業務にどの

ような組織態勢で臨むのかカf今後の詩唱であるが、多様でヨE軟な対

応、が可能となるところに民間事業者の大きな強みがある 。

民間デベロッパーの特質

この調査」結果を総合すると、民間デベロツノ f- OY持質は、目 前の

需要者の需要動向に沿って 「商品J としての住宅を企画 ・販売する

ところにあり、居住水準の向上、社会的課題の解決、住文化の高揚

とい った長期的な展望に立った住宅政策的|美! 心は希薄だ、 といわざる

をえなし、。

住宅需要への対応はきわめて鋭毎灯、、あんたとえばノ f ブノレ期には

床面杭70m'台を確保し設備機器やインテリアを充実 した高価格商

品を似合したが、パブノレ崩壊後は、 一転して床面午前Om'台に 切り下

げ、装備をシンプノレにして価格の引下げを図っている 。プロジ、エク

トには少数のスタ ップカ可 ｲｾｴ 温み、企画 ・ 設計 ・ 建設 ・ 販売 ・ 管理の

事業プロセスを一貫して手掛ける体制をとっている。プロジ、エクト

への着手から販売まてやの時聞を極力短縮し、非採算部分を圧縮し、

建設コストの削減に努めている 。土地取得と住宅販売に事業の重点

が置かれている 。商品への魅力づけという意味から新規性は大事に

されるものの、革新的な技術開発は行われにくく、まして基縫的研

究にはほとんど関心がもたれていなし、。

民間テ川、ロッパーのこうした付三質は、「工業的j てあるよりもむし

日% 20%  40%  6 0 % 8 0 % 100% 

用 地 取 得

近隣交，歩
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ろ「商業的J なものである 。同じ住宅産業の中にあっても、ゼオ、コ

ンや住宅メ ーカーが建設過程や生産過程に事業の重点があり 、豊富

な技術陣をかかえ充実した大研究所を擁して、新技術や新商品の開

発を競い合っているの U; J : 根本的に異なる 。ゼえ、コンや住宅メ ーカ

ーが生産者ーとして 「工業的利益j 制生得する目的から、技神対立資に

大きなインセンティブヵ可動くのに対して、デベ ロツノ f ーは、より安

ｦｩｬｬｩ な仕入れとより高知 ｬｩ な ｩ 仮売か らの 「商 業 的 利 ｪ ｾ の獲得に 向 ヵ 、っ

てインセンティブが働くのである 。

有力な大規挟テ川ロッパーは、企業の信用力の品fjj 寺・向上を図る

意味合いか ら、良好な水準の住宅を安定的に供給する努力を払って

いるが、それでも立地条件をはじめとするプロジ、エクト聞の条件の

差異は避けがたくバラツキが生じている 。有力デベロツノ f ーが販売

するマンションの 「ブランドJ { 耐直は、他の商品に比べてさほど高

くないといわれる 。毎年多数の小力1挟企業が市場に出現したり消滅

したりしている現象は、デベロ ツバー業が多少の資本や才覚があり

さえすれば誰もが容易に参入て》、うまく行かなければ直ちに撤退

て3 る手軽な業態である ことをも 示して いる 。デベロツノ f ーの中に

は少数ながら、不良ないし違法な住宅を供給している業者が存在す

る。住宅はひとたび建設されれば長期にわたって存在して居住者や

近 隣 吋織 防 与 え 続ける社会的生産物てあ るだけに、こ の問題は深

刻である 。今 日の情報システム の中では、需要者自身が住宅の性能

や質について的確な? 刷ill iや判断を行う のは容易ではなし、。不良 ・違

法の住宅が、見掛け上の良さや安きで需要者をひきつけ、優良 ・適

法の住宅を押しやり 、「悪質が良貨を駆逐J しているとい った事例

は、枚挙にＱｉ Ｑｾ がなし、 。

4. 公共デベ口ッパーとの役割関係

民間テ川、ロッパーが住宅需要動向に忠実に対応し、機敏に効率よ

く商品としての住宅を供給する様子をみてきた。公共テ川ロツノ f ー

としての住者11公団は、民間デベロ ッパー と全〈反対の性格を持ち行

動している 。公団は住宅企画において市場動|合J( こを也誌であり、 プロ

ジ、エク卜に恥組むt邸哉は大きく、責任体: I l I!l;J: 不明確である 。事業費

コスト 1; J : 割高になりがちであり、販売力は非常に弱し、。公団が市場

競争 において民間テ、、ベ ロッパーに敗れて売り 残り住宅が生じたのは、

必然的な帰結て、あっ たともいえよう 。

しかしながら、住宅事情は当面iのニース。に合った住宅を商品と し

て企画 ・供給 ・流通することがすべてではなし、。住宅は都市の主要

な構成要素として社会的 ・文イヒ的資産と して構築 しなければな らな

い。住都公団が戦後のわが国の住宅難や住宅不足の解決に重要な役

答|陪果た して きたばかりではなく、良好な住環境の形成、都市居住
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様式の創出、住宅生産の工業化などを通じて、住宅近代化への多様

て多大な貢献をなしたこ t は万人の認めると ころである。 こうした

成果は今日、住宅産業界に引継がれ活用されており、公団の主導的

役割lはいちおう終了したと考えられよう 。現今の住宅問題は、質的・

社会的謝壇である。高齢化社会への対応、自然環境との Ｚ［Ａｊｾ 生、建設

コス トの低調よ者11心居住の:t (I或主な どであるが、大都市密集住宅i ' li街

地の挫備 などii 没後の貧しい住宅開発がもたら したひずみの修復作業

もなお重い課題として残ってし、る。このような諸課題は、必ずしも

需要者佃人が日常的に角平決を迫 られて いるわけではないが、わが国

の社会カ 対等来へ の長期展望の Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ て Ｇ￬ ｾ ｊｴ略的に ｬ ｛ 対並 んで行かなければな

らな し、 ｾ Ｊｬ Ｎ壇である 。 ビ ジ オ、ス本位 の民 間デベロ ツノ ｦ ー だけがど のよ

うに奮闘したとしても、達成することは到底困難であろう 。

住宅産業は、民間デベロ ッパーが活動する分野と公共デベロッパ

ーカf役割を担うべき分野との棲み分けと両者の1協tl.

る。世の中には公 ・民にまたがる性質の分野がいくつか存在してお

り、それぞれに適切な棲み分けを工夫しているように思われる 。教

育分野において国公立学校と私立学校とがあり、医療分野において

国公立病院 と私立病院があり、欣送分野において公共放送 と民間放

送力制存 している 。住宅分野において、公共デベロッパー と民間デ

ベロッパ Ｍ ｣Ｎが Ｑ ｾ ｴ 存して、競 争 的で ｼ 動力的な楼み分けを行うことは

きわめて自然なのではなかろうか。

民間放送がスポンサーか らの広告料収入によ って C M付 きの番組

を提供しているのに対して、公共放送である N H K は受信料を徴収

して放送事業を行っている 。放送内界は、報道や娯楽、スポーツな

ど民間放送とさほど変わりがない。 しかし、 N H K は受信料を独占

的に徴収するい、う 特権的立場の代償 として、公共の規ffj ll c. i ' J 任が

諜せられている t ともに、術創j文送、文字放送、国際放送、放送技

術の開発などの社会的業務を行っている 。

住都公団は、あたかも放送業界における NI-I K のごとき 立場にな

ればよいのではないか。公団のt止lji弘や運営につ いては民間デベロツ

パーに多 くを学ばなければならないが、事業内容は民1111デベロ ッパ

ー と競合することを避け、わが国の住宅問題の解決に向つての住E七

政策の実践的役割に重点を置くべきてある 。公団が保有する住宅 ・

都市事業に関わる優れた計何|・ 技術 ・開発の能力と 経験は、その場

面において最大限に生ヵ、されるはずである 。阪1，111・淡路大混災後の

住宅復興に果たした公団の役割lは、まさに公共テ川ロツノ f
ーの特質

を十分に発揮した好事例とし、えよう 。

(た つみ かずお/ 京都大学名作教授)



大都市の立体街区整備を目指せ

高 田 光 雄

1 . はじめに

住宅 ・者11市整備公団の改革に向けての古前義が活発化 している 。今

回の公団改革の主要な論拠は、公的デイベ ロッパー としての公団の

機能にあった とい うよ り、 む しろ、政府の特ヲ1 * 法人 としての公団の

組主哉とその経営にあったといってよい。 その意味では、1止l織聞の改

革が先ず行われなければならないだろう 。一方、機能而については、

公的ディベ ロッパ- 1: して の 御11封印長より 一層Ilf .雌にし、公団の

信頼性と技術力の蓄積を活力、して公共性の己5い事業に専門的に取り

組む ことが求められている。木和iてやは、公団の機能面のl ' ' * l l垣に若目

し、新たな ｴ 蛸哉 とし ての公団の目 指 すぺき役割が、分譲住宅 Ｑｾｾ 合か

らの撤退と賃貸住老供給の縮小と し、った消極的なものではなく、大

都市の積層集住を支える 「立f村矧豆j 控倫への積極的I[llff lみにこそ

ある、いづ立場から今後の公団卒業を素描 してみたい。

2. 大都市における立体街区整備の必要性

(1) なせ。立体街区カ、

人口の回復と良好な市谷孜副|ヲ成に向けて、都心および都心周辺部

に良質な 中堅層向け住宅の供給を促進する こ とは、わが国大都市に

共通した訪姻となっ てL、る。 この課題に応えるためには、居住空間

の稿用化、 高密化、複合化 に対応した安定した都市居住基継と、都

市居住の流動性、多様|主を受け止めることのできるアフオ ーダフツレ

な住宅および居住関連サービスの供給システムの埜怖が必要とされ

る。立f村封区は、直接的には、上記の都市居住基盤を芯、l床する 。 こ

の［場合、住宅や サ ー ビ スの官同合は、立イ村 Ｑｩ 区の ｉ ｾ Ｍ ｉ で、立 Ｑ Ｒ 時＿区整備

とは別の仕組みで行われる ことになる 。

iL17.何者区の整備は、具体的には、而的な人工土地開発のようなイ

メージではなく 、佃別の建て替え事業や再開発卒業を通じて行われ

ることが想、定される。ただし、理念的には、敷地単位、プロジ、エク

ト単位の計画てはなく、街区単位の計何|や地区言-十固などにその小艮拠

が置かれる ことが望まし し、と考えられる 。 これにより、隣接見知也てや

のH寺|悶をおいての開発に| 探して、 11I ] j 旬以成や立f本街路の連続化なE

の可能性が生まれるからである 。

立f村封区の考え方は、スクラップ ・アンド ・ピノレドに代わる持続

可能な都市 ・住宅づくりいづ視点からも極めて有効である。長期

市初 ｾ Ｇｉ 性を有する立予判封区内に可変性の高い住戸や施設を組み込むこ

とによって、住宅等の社会的寿命を立f柄Ir区の物理的寿命に近づけ

ることができ 、建て替えに伴 う資源 ・エえ、ノレギーの浪費と廃棄物の

発生を最小化する こと カ可T能となるのである 。

(2)立体街区の権利関係

立{ 村釘区は、者11市空II¥J を所有力、ら利用へと導く手段でもある 。阪

神 ・淡路大震災の復興過程では、日如血単佐の建築の! k I ! て方と区分所

有とし、う権利関係の限界が大きくクロ ーズアップされた。者11市居住

は家ではなく街に住むことであり、都市の居住空1:.¥1は、主文地主? 越え

た街全体の広がりの中てや考えられるべきものである。街は、私的な

財産の集合体てやはなく、自然災害などの不 ￬ ｦｬｬｬ の事態を ｽＧ ｾ ｊ ｊ 民 し ながら

超長期にわたって継続的に使用可能な社会資産として形成されて い

くべきものである 。

そう考えると、立イ村苛区 IJ.、 その中の住戸や施設の所有とは犯.u I

した継続性と信頼性のある主体によって所有・管理されるのが望ま

しいということになる 。すなわち、土地 と建物という枠組みではな

く、土地と 立{ 棉? 区( スケノレ トン) とii F ・施設( インフィル) と

いう枠組みで佐訓 ｼ 具 ｬ 係を考えるとともに 、 立 ｦ 本街区の ｲｾ ￭ 有 ・ 管哩は、

公的主体等によって一元的に行われる ことカサ例待される。もちろん、

継続性 t 信頼性が担保できる社会システムカ対等来整備されれば、公

的主体ではなく民間企業や住民 ｴ 雌ｾＦ等の ｎｐ ｏ が立例寸封区を所有 ・

管理する ことも考えられる 。 しかし、そうしたシステムも 1雌哉も十

分成熟していない現段階においては、立f村哲区の所有 ・管理は、 地

元自治体の都市 ・住宅政策とのi主将与を前提として、公団や公社など

の公的テY ベロッパーが行うことが最も適当であるように思われる。

(3)立体街区整備の課題

大都市の者[1心および都心周辺古11てoの立f村主? 区整備にあたっては、

少なくとも以下の三点を実現するための技術的検討が必要となろう 。

第ーは、立イ材釘区の社会性である 。 ここで、社会I生の概念は、共

用空間の通行機能や交流機能等に対応した立{村お区の共同利用性と

ともに、災害等の不確実性への対応、 t しての11: 1 : オ端区の永続性 い 、

う二つの要f牛の石fli 保を意味している 。前者は、単品Mヒして言 えば、

集合住宅の廊下や階段等を住Eとや施設の一昔1I ではなく都市の一部と

して位置付けることである 。後者は、構糊岡本が被災したり老朽化

した場合に、確実に補修 ・更新する仕組みを持って いることである。

第 二 は、立 ｦ 村釘区の適応 Ｇ Ｑ 生である 。 ここ で、適応 Ｑ Ｑ ｾ Ｚ とは、技術的

なフレ キ シ ビ リティを ｾＧｾ ｉ 床するが、今後の都市社会においては、多

様な居住者のライフスタイノレやライフステージの変化 に対応するだ

けでなく、家族の再編などの社会構造の変化やそれに伴う都市空間

ニーズ、の変化などに対応する こt カf求められることになると考えら

れる 。すなわち、住戸内の可変性にとどまらず、住戸芳首長の可変性

や住戸集合の可変性、 Jl J途の転用性などが技術的に保証されて いな

ければならない。

第三は、11:1:村よJ区の経済|生である 。 ここ で、経許|生とは、大都市

の都心および都心周辺部で、 1:1
3 ・低所得者を含む多様な市民が取得
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ｩｬｦ ｪＧ ￬ｾ なアフオ ー ダフツレ住宅の ｏｌ 給を 実 現する こ とを怠 ｬ 床すると ｴ も

に、資産保全や住居背負担のブ百去の選択可能性を確保する こと、つ

まり、4緩和JI刻係を考l虫、した経済的なフレキシ ビリ ティを確 保する こ

とを意味する 。 こ のフ レキ シ ビリ ティは、入府 Ｑｉ ｾ Ｑ Ｇ の退択性 ｦ ごけを 指

すのではなく、居 ｦ 封切聞を通じて雌保されるべきｾ択性を指してい

る。

3. 新たな公団による立体街区整備イメージ

(1)，立体街区スケルトンの公共化

上記の立{ 村釘区整備の第一の開垣、つまり、利:会|生の確保lこ対し

ては、立{判lr区( スケノレ トン) の公共化が有効である 。公;! J2( ヒの方

法としては多i憾なものが想定できるが、前述した通り、当而は立体

街区( スケノレ トン) を公団 ・公社等の公的ディベロツノ f ーの所有と

するのが適当であると考えられる 。

業Irたな公団の役割l として これをとらえると、公|寸|が土地 を取得し

て、立f材1 f 区( スケノレ トン) を諮備した上で、 そのrl -'の空111I を貨す

( 耳目念的には利川権を分譲する) 方法と、民1111等の|非| 発に対して、

公|立|が立f村苛区整備 lこ向けての技術的指導を行った上てい、土地、住

戸等の所有1.:J:民間等の所有としたままで、スケノレトンのみを公l主|所

有する方法の二通りを構想する ことができる 。前者は、基本(I{ J には

現行のフリ ープラン賃貸住宅の権利関係1 : lfi lじか、それを発展させ

たものてある 。後者は、 例 えば、民1111分譲マンションの躯体等の失

JI :J音11分だけを公団が所有するような、いわゆる A BA 型 の 糊l閥 係

か、それを発展させたものである 。後者については、笑施例はない

が、現行の区分所有法の枠内で原理的には可能な労法であるととも
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に、不IJ 川権概念カ苛，(rJ'L していない現状においては、住戸等に多様な

権利|剥係を設定する ことができる唯一のブ引法て、ある 。すなわち、公

|ヲ|、 l=j 治体、非' 邑不1I 企業、' 昌司IJ企業、 佃l人など多様な主体が区分所

有名ーになる ことによって、公団賃貸住宅、公営住宅、民間ケアイ寸 き

住宅、ヰ|虫 、 個人持家など、多様な住宅側、合を同一立付哨区内で有

うことがで3 るのてある 。ただし、どちらの加法の: 場合でも、立体

街区|人lの利用権という概念カ可j' (l l i すれば、より明快で多様な権不IJ 関

係を設定する ことがて3 ると考えられる 。

(2輝 体・住戸分離方式の導入

第二のi駒田である退Ui C"1主に対しては、! I I 昼休 ・住戸分離方式、すな

わち、立f村釘区を綱本部分( スケノレ トン) と住戸または胞設部分( イ

ンフイノレ) に技術的に分離する方式の導入が有効である 。 この方式

は、 二段階1M，合方式ともよばれ、集令住宅の住戸 . 1: 1掛Lレベソレの計

阿 . Ｑ ｾ Ｑ 司令手法として こ れまでも試みられてきたものでいある。スケノレ

トン賃貸の攻念に基づく公団のフリ ープラン賃貸住宅や、近年脚光

守浴びてきた定j gl mJ : む権を活用したつくば'77式などもその展開であ

る。海外でも、ヨ ー ロツノ句者国を '1' 心に、オ ープンハウジ‘ ング、あ

るいはオ ーフ。ンピノレテV ングとして』華々な言tみが行われてきたカ言、

近年、マスハウジンク'1UJ の集合住宅を含む建築ス トックの改修の手

法としても新たな li)(組みが見られるようになった。公団が参加して

いる 1:r:1I絞機|刻である CIBでは、オ ープンビノレディングの実践に関す

るタスクグループ も 組Lされて し、る 。剖 村lr区の整備にあたっ ては、

こうした様々な試みと公団自身の経験をふまえ、わが凶の大都市 に

迎令した) ，式として これを発展させ普及していく ことが重要である 。

スケノレ トンとインフィノレの技術的区分については、 5114川設備、住
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図 1 立体街区整備のイメージ図
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戸や施設の外壁 ・戸境壁などの扱し、に注意する必要がある 。 これら

は、内部の間仕切りや内装 U ま異なる意思決定レベノレによる可変性

が求められる こt もあるため、こ れをクラテc インクマとよんでスケノレ

トンやインフィノレ t 区別する ことが一般化 しつつある 。躯体 ・住戸

分離方式に|失!わる当面の技術開発の課題と しては、スケノレ トンの市

耐久化、共用空間の主j 材封路化、設備 ・タ怯壁 ・戸境壁 (クラテV ン

グ) の可変性の確保などを通じて、立f村哲区の社会l企を技術的にサ

ポー 卜すると t もに、住戸怒u英、住戸集合、用途な E の可変|生を高

める ことで、ある 。

(3漬 貸・分譲選択方式の導入

第三の謝遁である経済|主に対しては、立体街区内の住戸や施設な

ど の 樹IJ 関係に選択|全を与える ことが重要であると考えられる 。同

じ立{ 村封区|付で、持家と借家が選択可能であり 、かつ、持家から借

家へ、あるし、は、借家カ3 ら持家への転換が可能であれば、居住者の

様々な主主済状況に応じた対応力市I能となるからである 。例えば、居

住者の*Jr官能力向上や老後の家賃負担唯減のための借家の持家化、

居住者の経済能力低下や定期借地期1111満7 など に伴う持家の借家化、

白住者の入れ替わりに伴う持家と借家の変換などが実現する ことに

なる 。

ただ し、立f柄苛区( スケノレ トン) は公団の所有である ことを前提

にすると 、立f村封区内の持家とは、土地の所有権をもっスケノレ 卜ン

賃貸住宅( スケノレトン賃貸分譲住宅) を意味し、借家とは、従来の

公団賃貸住宅か借り上け 、 Ｈ賀ｾ ' _1:け‘) 型の賃貸住宅を意味する 。ス

ケノレ ト ン賃貸分譲住宅は、現行区分所有法の下て、、は 、 ｾＩｴｴ のにより運

用される ことカf想定されるが、公団がスケノレ トンだけを所有する こ

一次供給主体
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とは難しく、 一定の住戸も所有する ことが必要となる 。すなわち、

公団賃貸住宅ソごーンと賃貸 ・分譲可変ゾーンの組み令わせとして住

宅 ・施設f共給制子う こt カf現実的である 。一方、借り上げ( 賀 L、上

げ、) 型の賃貸住宅には、スケル トンを公団が所有した公営住宅ーなど

が含まれる ことになる 。

t ころで、借家の場合、現行の公団フ リープラン賃貸住宅のよう

に、住戸内の|間仕切 ・内装( インフイノレ) を居住者・の所有またはリ

ースt する ことによ って多様なライフスタイノレやその変化に対応す

る こ とが考えられてよい 。 インフィノレの Ｔ 樹 ｉｊｉ 刻係に選択 ｉｾ Ｚ を与える

ことによって、より多様な ニーズ、に応える ことができるはずていある 。

また、家賃の支払L、ブ刀去にも選択性を与える ことによって居住者の

個別の事情に対応する ことがで3 る。

(4)二次供給主体を活用した住宅供給

ιU二、大都市の立{本街区整備のイメ ージと新たな公団の果すべき

役害11 を検討してきた。最後に、立f村苛区内での住宅、施設、サービ

スイ共給のイメ ージを簡単に述べておきたい。

これまでの検討において、立体街区( スケノレ トン) の建設、所有、

運営、管理は公団によって行われ、その中の住宅、胞設、サービス

などのf均創立公団とは別の後数の主体によ って行われるい、うのが

基本的なイメ ージ、てあった。 ここ では、立体街区|人lで住宅、胞設、

サービスなどの供給を姐当する 主体を二次官場合主体と呼ぶ ことにし

たい。二次官!議会主体としては多綴な主体が考えられる 。住まい ・ま

ちづくり、福布1:関連のN PO、地方自治体、住宅f M合公社、民間企

業、個人など、住宅および居住|共l連サービスの供給が可能な主体 で

あれば、 セクタ ーを問わず二次供給主体 となり得る可能性がある 。

二次f共袷主体の活用により、開発単位に規定された住宅およびそ

の管財; 合管理方式の画一化を免れる ことができ、公営住宅大団地など

に代表される不自然な人口梢成をもっ居住地 をつくる ことなく、多

様な人々による集住休を実現する ことができる 。 また、 二次i;!l<拾主

体は、固定的なものではないため、社会の変化に応じてその構成を

変えていく ことが可能である 。さらに、住宅 U期連施設、サービス

ぞ組み合わせて、立{ 梢よI区内てTJJ 齢者 ・障害者 ・子イ共に対する福祉

サー ビスを ｩｾ 綜合すること によ ってノ ーマライゼー ションのG邸主にも

寄与する ことができると考えられる。

j主) 本稿の内容は、者111' 11住宅学会関西支部内に設置された 「都心居

住促進のための検討淵笠研究会」およびそのワ ーキンググループ会

E設での討言義に負うと ころが大きし、。

( たかだ みつお/ ;;0: 1111大中大学院工学研究科ill 築"(-=1. 早攻助教授)
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解説: 公団問題の論点

竹 原 祐 介

本年 1 月の勉弁建設大臣発言をきっかけとして、再び号まも論カヨ叡ん

になった「公団|問題」については、業I T I l fl、斜i言寄等のメテ河アを通じ

て公団住宅や綱相こ対する糠々な州当lや今後のあり方に関するな見

が述べられている。 ここ ではそれらの主要な論点を整理しておく こ

とにより、「公団問題 ｊ の 全 体像を捉え、議論の土俵をある程度 ｩ リ ｾｬｩｲｾ

に示しておきたい。ただし、個々の主張の_ i E 当性等については本稿

では特に触れず、それぞれの杭点に対する4食言すも、本特集の各論に

委ねることとする。

1 . 公団批判の主要な論点

住者[1公団に対するt出ヨl として、 f回受(I(J なものは以下の 3 点程J支に

集約される 。

①分譲住宅の売れ成り、賃貸住宅の空き家

最もわかりやすい批判として挙がっているのが、こ こ数年の分譲

住宅の売れ残りと賃貸住宅の空き家の大立発生である。

分譲住宅については、 93年度から 96年10月までに販売された分譲

住宅計 1万7244戸のうち、 1851戸、 10，7% (約900応円分) が売れ

残った (毎日新聞1997年 2月 6 日夕刊) 、け間肉されており、周辺の

民間分譲住宅と よじ車交して 1000万円以上rJ j い港北ニ ュータワン、浦安

マリナイ ース ト21等の例をあげている( 週刊新潮11996年12月19日

号、 サンデー毎日 1997
1
f 2月16日号)。

賃貸住宅についても、「未入居J i 空家J となっているのが約 1万一

ある ことヵ可制商されG羽日新聞1996年12月 1 日朝刊) 、 原価主義によ

る価格決定労法によるとパフツレJUJ に取得した土地に建てられた住宅

が民間より布くなっていることがnrH也t されている 。

また、これらの戸数については工事中断による供給調整が行われ

ている( 毎 日新聞1997年 2月12日夕l lJ) 、という ことも tl じ|当! の対象と

なって いるようである 。

もっとも、供給されている住宅をみると、 而杭単iiUiでは民間より

す'f=r安〈、 3 L D K の分譲では90m2を越え、賃貸についても民li¥J てい

は Ｑｾｾ 合が少ない大型の住戸をつくっており、良好な相会資本として

残るものである こと を詞守il!j するものも多い( J 財界にっぽん 1997年 6

月号、朝日新聞 1997年 2月27日朝1' 11 • ｾ￭ 紛目。

G経 常状況の問題

一方、公団の経営体 としての|問題点に言及したものも多い。

まず第一に、公団の経営的発想、の欠如 という 問題が挙げられる( : i 週

刊ダイヤモンド 19971f 5月24日号) 。公団の事業は主に財政的融資

の投入によって行われるが、この金利が市1:1
1
金罪1Iに限りなく近づい

た( あるいは逆転した) 現在ではそのメリッ 卜は少なく、逆に決め

られた金利で投入された財役が強制京理の ｦｾＩＩ かない中て肥大し続け、

それカ市iコスト、高側格につながるい、う折J簡がある 。 また、原市lI i

の積み上げ方式の算定法は市場への対j必力に乏しく 、価格が民間と

逆転した! 時にも、民聞が行ったような告11材の大量発注によるコスト

ダウン等による値下け. ぃ、った経常努力( 状況に作用されず一定水

準の住宅を旬場合していることは詞刊il日されるべきであるが) も行われ

ないことに対する批判もみられる 。金をいくらかけてもいいような

事業であれば民業圧迫につながるという批判も、経営意識の低さか

ら起 こったよ うである 。新宿アイランドタワーの失敗 も、公団の経

営センスに対する疑1l :l l: lljll 度の硬直性を表したものであろう 。

第二に、 経営の不明瞭さ についての投開l も多〈、財務諸表( 打i主主

計算書、貸借対照表、財産目録) 、財務諸表付属明車III 者、事業報告書
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l. t 公表されているものの、 {f i金をわかりにくくしているともいわれ、

情報公開にも消極的であることがji:1越とされている 。

@td首脳二の問題

公団は、その規棋の大きさと国民への知名度の高さから、 特殊法

人統廃合問題の代表 として批判のターゲッ トとなっており、実際に

行財政改革の造タド的な柱として村守BK法人改平を位置づ、け、公団の改

革を特殊殺人全体を見置す柱とすることを主張しているものもみら

れる( 1 : 1木紛都庁|苦11997年2月2 日)。

特殊法人としての公団 ｾｲｵ 般の ＱＺＺｈｩｬｬ 点て涜 ー に挙げられるのが、 日

本総合住生活 ( J S) をはじめ公団出資会社の役員の 4 答"が建設省・

公団からの天下り である( 毎日新聞1997年 1月30日) こt であり、

さらにそれらのつながりについては、公団の保全工事等の多くを J

S 力潜札する( 週刊東洋経済1996年10月191: 1号) ことによりかなり

儲かつており、容防k法人で出した赤字は→l生会計からの補給金 ・補

助金で埋め、子会社の利益を内部留保 ( 子会社が黒字で公団が赤

字) 、という構造に対しては非怖に厳しい批判が集中している 。

2. 今後のあり方に関する論点

J僚々 な社伸! とあわせて、 これからの公同のあり方についても以下

のような 2つの方向性に|刻する提案がみられる 。

①民営化論

相訟おなものでは、 とにかく H[J I:せよ、 というものもある力士 tik も

多いのは民営化 して膨大なキ11即応不要とする経常に移行すべき、 t  

いう意見である 。民常化 t 関連して、公団の土地 ・建物等の資産評

価を11剤耐て"1i ったものも公表されている G明日新聞1997年 2fll 3FI  

朝刊、アエラ 1997年 2月17日号) 。建設朽の割引日では言刊面益は約 4兆

円で、 しかもそのほとんどが百貨住宅が縫っている 用地の地側上升

によるものであるため、これらの資産を処分することは困難で、ある

としているが、刊日li 誌の算定』酬』そ のものへの疑問 も出ている 。

②公共性重視論

一方、( 品目織の問題は認めながらも) 良好な社会資本となるような

住宅f端会と市街地翻it い、う住2と， . 者11市話慌の刻泡機|刻としての評

iilfi も根強く、建設省の指導でやるよりも 計画権限を公団に与えたブJ

が、現在のように大註在庫を抱えるような ことなく適切な官場合が可

能であるという意見もある 。 また、公開を放送業界における N H K

に例えて、 民|昔! と競合しながら公共(I(丘町ill を再挑築すべき( 建設オ

ピニオ ン1997年 5月号) 、という、公岡市業の公共性を強制する論制

もみられる。

なお、今後の業務については、 都市開発・市街士也再開発事業r J l心

い、うのはc t @I Uf共通で、それも大加美なものを行うべきい、う

主張( 週刊タY ヤモンド 1997.i f 5月24日号) が目立つ。 しかし、 分

譲・賃貸住宅供給については、官業としての役割を終えたか、民業

圧迫 t なって いるか、 等によ って継続、臨昼の立見が分かれている 。

3. 公団の体制問題と公団住宅の社会資本的評価

「公団問題 ｊ は、 ｬｬｬｬｊ 度疲労を起 こした 公団 ｾｩｬｬｭｴ . 経常上の諸I::H垣

と公団住宅の公共的な有夜意義に|刻する |ii胞が、 一緒になって論じ

られている。 それも体fti lJ 川越先.1i て准んで、きたために、売Mえり ・

未入居のある公団住宅も十分な検討がされないまま不要論が俊勢と

なっている 、 というのカ宅応在の状態であろうか。

( たけはら ゅうすけ Ｏｊ ［ ｜ ｲＮＡ Ｑ 大学大Ｇ下院工学 研 究科 ｴ ｾＡ ｪＮ士後 ｊｕ ｊＺ ［ＧｍＧｬｬ
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規{ 県の淘闘で オ フ 4 スピル岳町樋で勾える カの俄総書‘ f H1. 6. 6kV 以上とはり 電憂家敏

と ｩ 鍾べ床面 倒 で的 Ｑｾ 畑、約 ω 脱却 ｄｭ Ｇｉ ＧｬｴｬＺ 地内に. . .置 された. . . . 電股舗で鮪明 空調段備

の旭織とはる はどの 0.1'1で劇"mする司l l l ' (策調。 V I1ω V ) に

地 坂 敏 雄 状況により " はるがー鎖的に陽 電 座 ｾＮＮＮＮτ 電 力 ｈ 院鎗ずる受Ｂ 電 . .  備金殴

周される方式他 A 1，弐〈綱内住} また " C 置する‘ '"- . U. . . 気. . ・のゆで. . む大きはス

D 方式 U UE > でめる べＭ，えをとる ｢ ののーっでｾり ＮＱ 皇仰 の島本ｉｴ

守，Ｎ込みｴＡ ＱＺ ｬｬ ｖｬ の ＮＱｬ ｾ ｉａ ねる ため。 繍 内 蘭に大 ￥ Ｇ ｩＮ ｾＮｾ ＦＱ ＱＧすまた 建紛 の 組 能上

位の位置に ｬ［ｬｦ ｊ［Ｎ ｀Ｚ がｾＮ嬰でめる また 場合に 不可欠でｾりＮ . . . 湖周院に j:. l !箆計画上十分

よq て11! U! 量の‘ カ I ! H1鋤する ζ とb ある は吟混が必置でめる 段薦候ｾ温度襖すると 大

が '費用は" 繍主n聞と俗る 8

'

t h伺のめる鳩m. むし{ l ' J : Q何の中< . であ

は釘近年の明l員1I 1・耐か" のニーズの高ま るζ とが留ましいがi 一般的に" 地下ま I:I U I:

りそ受け 関係省庁聞の合 憲のむとに111lu61 上階付近とする ζ とが多い MI - 391援に代後

年からJ t illi 的信槍' . 化が温め勺れているためI 的 l i &. !品目前告示す

今 後 " 需要が高密度で安定している地舗はど . . 気水銀" 電気段舗の白色I i を劣化さ. " ，欽
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昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概
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第 日 章 建 築 と 設 備 の 接 点

外壁，屋根/ ドアガラリ / 機械室/ 屋上，屋

外/ 天井/ 08. P 8/ E P 8/ フロアダクト/

設備更新/ 騒音・娠動の防止/ 住宅用メ タ

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペ ス

I ………本樽醗開……一協叩一銅吋…誌剖一一「峨蛾即鶴蹴即と枇社

社会状，兄を硝帝織量り込み、最新の技; 術ホ狩T情報を盛り込むべ〈新たに害き起こしたものてで. _、較筆には、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力のE釘臨宣言ド者が当たり、編集委員会計甑支を重ねましむ

第一線で活躍する設備設計者が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て雷直した問題を掘り起こしその解決

本書のお求めは、全国の書官で !!

間 日本建築協会 (〒53防 相 前j 区梅田1-1-3

2100TEL06-348-0635、F AX06- 348-0634) 

では、笥月価格( 十送料実質) で販売しますの

で、本会までと注:sz: 下さい。

建築と社会 ・' 997 .8 87 
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トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニンクユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を 一 括 し て ユ ニ ッ ト 化 し た シ ス テ ム 工 法 の ト イ レ 。

工 期 の 短 縮 、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リ モ デ ル ま で 最 適 な ト イ レ 空 間 を 演 出。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

- ビル寿命 5 0年 時 代 : メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクルコス トでは、ラ

イニングユニットが圧倒的に有利 です。

・工期の短縮 : 13職種におよぶ従来工事

の設計 ・工事段階の作業を簡素化、 各 工

- 簡単なメンテナンス 分 割 ・着脱 式の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

T OT O独 自 の 構 造 で 点 検 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱 臭 機 能 : オゾン脱臭と排気脱臭の 2

程での施工養生期間が大幅に短縮、工事 つの方式で、トイレ全体のニオイを追放

管理の手間も大幅に軽減されます。 します 0

・現場の汚れ ・騒音の大 巾削減 : プロッ ・清掃性の 向 上 : お手入れのし易い凸凹

ク積みや、躯体工事、現場加工も不要。 の少ないデザインです。

日中の改修工事も容易です。 ・耐震構造のシステム トイレ : 自立構造

・施工の省力化. 床上配管方式のユニッ で、建築躯 体の層間変位の影響を受けに

トを組立てるだけで、手配や段取りの手 くく、 1G の 耐 震 強 度 設 計 に な っていま

聞を軽減します。 す。

カタログをご希望の方は 東陶機器駒大阪支社までご請求ください。 干530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅 新 第一生命ピル東館 窓口6(364) 1181 



内 装 不 燃 材

ネ土

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸 7 7 トクピル5階)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大 阪市 北区西天満2丁目 6番8号( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

A 、

ｾ＠室 谷 商 事 株 式

本 社

支 庖

輿 Lム マ吉山化工業椋 ｾｧ 社
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 ) 27031的 F AX03( 3571 ) 0264 

大阪事暗所TEL06(391) 1081  - 1FAX 06(395)1109 名古屋出彊新 TEL051(811) 3660

珊i兵宮業所 TEL045(310)4831 FAX045(310)4765 嘩 木 出 張 所 TEL0461(11 ) 1761  FAX0461(13)・1341

埼玉宮業所 TEL048(7J 4)18目 玉 城 出 張 所 TEL0191(18)  0878 FAX0191 (18)  1614  

テトカッバー防水
カ ッ パ ー 防 水 帯 ー コーパータイトオクロン防水格自

資料をご_ > J < 下さい。

τ 告 ｾ Ｈ￰ ｓｨｵｴｴ･ｲ

干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1O( TSピj レ)

T E L  (0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イて)

・東京/憤浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大i章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全面主要都市

キ土本

東洋シャッター株式会社

89 

大阪市岡区西本町 I の 13の33

TEL . 06- 532- 0  4 6 1(("¥: 1<)  

F AX.06- 535- 5 18 1  

天 崎 市 丹 波 市 新 町 4 9  

五 了

与ナ守

るニ 堅 z

Ji  ' r7 ［ｾ 告 ｕ
恨 ζ - i量 ゥ

L j j L 区 ス

目J ｾ 証 事五五
の ，..小 三 六 六

切式E77

?千三〉 二 七 七

1;1: 7-三 番 四 四

社言芸品

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3- 4 - 5

T EL  06 (792)  5858 F AX 06 (792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

結朝日工業社

本社・本' ;5 東京都 港区浜松田TI - 25- 7  電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 烏 卜58- 59 電話 06 ( 302)  2270 

支 応 北海道/ 東北/ 北 l拘束/ 繊浜/ 名 古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲ辺械式会社

本庖 ・士匝本祉 〒550 大阪市西区江戸姻 l 丁目 9 帯25号 電話 (06)44卜 8231

東京本社 〒 102 東京都千代間区富士見 2丁目 15番10号 f世話ω3) 326ト8231

支 社 名古屋 ・縮問

主 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営難所 干 ｉｦ 広 ・ 函館 ・ 背森 ・ 秋田 ・ 盛岡 ・ 前線 ・ 長野 Ｂ ，Ｇｲ￞ 岡 ・ 鑑回 Ｎ ｷ ・ ｾ山

筒井 ・徳山 ・松山 ・高知 北九州 ・鹿児島 ・那掴I

出 張 所 旭川 ・稲品 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下院J . 長 崎 大 分 ・宮崎

海外宣庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354 埼玉県入間郡三芳町大字北水井390雷地 電話 (0492)58- 1511

空気調初設備 / X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 1 /吉、 i 水'<L!: I.盟』包 設

電 気 設 備 マーー""v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 包括 06(202)  3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代凹区有楽町 ) - 4 -' 1 電話 03(3502) 6111 ( 大代)

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・*北・北陸・償浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令三建設備工業株式奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 椋 P l T Ｓ 番 Ｕ 号ｦｦｩＺ ｾ Ｇ 舌 ＨＳＵＲＩ 1  1  3  H1刊

本 社 東京都中央区日本有湖貯脚T 2 - 2 2 危 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 . i Jl I台 ・札 幌 ・ 広 島 ・板| 珂・金沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-・
-
-

調晃ｾ式会社

本 社 大 阪rlill
'
央区場見 ZTJ I I 番61号y イ/2I MI D? ワ- ;l1al; 06-949- 1371 

東京本底東京仰新宿区凶新首 ｩ 新宿住友ピル［ＱｬＺ ｾｲ［ＰＳ Ｍ ＳＳＴＴ Ｍ ＷＹＱＱ

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号¥1! j I ' ; 06-363- 1371  

支 応 仙台 ・横浜 ・t; r' i 庖 ・jl¥r.! I . やI'P ' J.よね ・板間

営 業 所 ｾｌＴ見 ・ 茨城 ・ 大向 ・ 千葉 ・ 山製 Ｎ ｉｭ 司 ・ 縞 Ｉ Ｑ Ｇ ， 滋賀 ・ 和歌山 ・ 松 ｩＱ 長崎 Ｇ ｩ ＧｬＧ 純

日I1 ｾｒ 所 、T森 ・秩111. 盛岡l ・川崎 ・山 tLJ ・岐阜 ・三rri ・鳥取 ・|市川l ・

高松 ・下|則・ 大分 ・熊本 ・宮崎 ・鹿児r. o

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 腕 へ 繍 で 挑 む一 一 一

8  株式会社意書備費

む闘 ・一一-

本 干土 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル 1・2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部 屯 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石川 11 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 m話 (0 3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表

商昂は字気ですo V  ｾ＠
a・・・ 黙と空気のエンジ二ヨコ円ーーーー

〉ー〈J 5空白子蝿工

・宮

空 気 調 和

給 排 水 衛 生 e  
搬送機設備

設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工難撒式怠祖

大 阪 支j苫 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

危 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東京都千イて悶区丸の内 3 丁目 3 得 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 (代 表 )

ガス訟備のき量計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約底

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号' l 1I 0 6 - 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 聞 東 町 9 - 3  'l1I 0720- 49 - 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

C R ; 諮西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・1主談話苛 縞|市l ・7訳者11 ・天Jl.Jl ・川 凶 ・キ，' ，戸

O K U J U  
スペースタ ，， %ィ，ー

呂 箆E 自白容もお島b妥三喜ヨ錨拶窃還

「大規模天井無足場工法J

内外装制作パネル・システム天井・間仕切

間金社オクジュー

本 社

大阪市北区西天絹5 T自3番7号 干530

TEL ( 06)312- 4131  FAX(06J312-7998 

東京九州・備浜 名古屋・仙台宮崎京都
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m 06( 313) ) ) 0)  制車内19ーを議最圭(桑警護

人と都市の快適な環境をつくります

- 空関 ・給排水・衛生設備

空R 同和

工h・配管

水処理

コー ジェネレー シ ョン

クリー ンルーム

・プラン ト

プラ ン ト針轟

システムエ ンジニアリン グ

岨 ＮＮＮＮ ｡Ｎ ｾ ｮ る Ｗｊ ｉＧ ＨＧＺ［Ｂ Ｂ ￹ｊｲ ・

ｾ一一ーミ会主、

。 住 友 電 設 株 式 会 社 2522誌はま官22fi!;; ziz;ぷ:!;??

- 情報通信段備

情帽通惜ネ ットワーク

情岨起理

温情システム

叙送 システム

・電力和通設備

豊宜電

軍空送配電

池中送配電

宮・種目肢肘 ・施 工 監 理

・電気設備

畳宜電 ・脈瞳

勘 カ ・ 嗣 劃 葺 置

電話、抽送、イy ターホ ン

防犯、防虫

中央監視割 田

システム肘11
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大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 1i 皆)

屯 ｾ ｴ 0  6  ( 3  6  1 )  3  6  7  1  ({- t )  

東京都1中央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取締役社長

。

ヰ土

広

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 電気設備

電気段備 ・計装制御段備・空欄段備・クリー ンルーム設備・プラン ト段備

給排水衛生段備 ・エネルギー集中監視システム 設計施工

三宝電機柿式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

F
，
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本 社 干530 大阪市北区中之九三 rn 2  - 4  (靭j n ピJ レ) Ｇ， ｾ話 ＰＶ (385) 1361(仰

大阪営業所 干564 吹 r11 市 垂 水 田r 3 丁 目 34 - 6 屯話06 (385) 136 !({I:) 

京都営業所 干 ＶＱＵ 京都市右京区内Ｚ［ｾ艇高野田 ｲ 21  ［ｾ ［ ＱｩＰ ＷＵＨＳＱＱＩ＠ I  185({1:) 

神戸営業所 干650 神戸市中央区浪花町59( 神戸朝日ビル) 屯 ;5078(333) 7756({  

l -l 本lお代 表 取 締f生

本 社 〒 日O大飯市北区西天満2-6-8鍾ピル) T E L  06(364)1471 '  F AX 06(3倒)5日3

東京受託 引 白賜揺遜恐品目 8- 3ラン作巧高蝿ピル T E L閃(5472>お11 ・FAXω( 5472>∞邸

8ol5115 〒462 名古屋制限金規3-12・14 TEL052( 鈎り日31' FAX白2( 側 )7日S

縄戸支后 〒 ＶＵＷ 得戸市置ｦｩｏｏｬｊｉｪｊ ＳＭＶＭＱＱｋＮｔ ピＧＩｾ TEL078(642)6411' FAX078( B42) 倒16

騨研究所〒590 式飯府堺市三宝町七1 ' 369 TEL0722( 27) 84OB・FAX0722( 27) 1424

社

特殊壁装材製造販売 和室 に最 適

凹一紙跡…ク妙ル……シν山ノルμ ン 以 一 (

練)滴踊oヨコ9ロ2
干583 大阪府羽曳野市島泉 8 ー 17

〒580 大阪府松原市三宅中8丁目 l 番9号

干639-1 1奈良県大和郡 山市小泉町 2 7 4 4

常務取締役支社長

場
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

。 Ｎｮ｟ ｜｜ｩｾＭ 横代の断熱用シｾ人
1易手J ャ・ ＧＧＧＧｊｾ み

目宜バイナリーシート P

目 豆 電 線 株 式 曾 社 割 問 干代田区糊2T13宿泊( 干代田ピル)

綜 式 会 事 土 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 : 東 京 侃 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖 : 大阪市中央区北浜3-2- 23(" 愛ピル}

T  E  L06-202-3294 
-・11

11

Digi tal  Pri -Press 

以ｾ凪劃凪 ｾωｊ ｗＱｵ

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高鹿橋 4 丁目 3番 7 号 電話 大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東 北・丸 / 内・新宿・神奈川・東関東中部 ・九州

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534 大阪市都島区中野町2丁目10番 11号

Phone.06・351 ・5428 Fax. 06- 351- 5299 
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デンカC S Aファミリー製品

-子ニ.I 0CSA ( 膨張性混和材) コンクリー卜のひびわれ防止に

・安二Ｎｉ ＰＢｾ ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト 用無収 縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニＮＱ Ｐ 守 Ｓ ー子園 ｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 ､ ･ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
- Tニ.InE S(土質安定用 意、硬 材 ) 地盤補強用薬注入

- TニJ nI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

曾式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

TEL 大 阪 ( 0 6 )  

?羊光

日本建築協会 4 企画

都市卦固まを豊富E ヲ#す『ツ
巾ロ II ! ! I 広闘の」妙 9 - 1: /

砂目次 四六判・ 2 8 8頁

回法律でいう「都市計画」とは何か

園都市計画では何を決めるか( 都市計画の内容) 定価・ 2472円

固都市計画を決定する・都市計画を実施する( その手続き) ヂ後グヂ溺万三の疹タダ必ダ2

固市街化調整区域内の市街化を抑制する

国市街化区域内の整備を進める 波形ｾ 兵 努 ｾｶ｟ ク表務受ダ芝生
固都市計画事業を進めやすくする ダグえ3A--;e""

図事業を実施して都市計画を実現する( 市街地開発事業)

固街づくりを誘導するシステム( 地区計画等) 拶汚うダのハシメブνク

高木任之 4 著[フ。ロのノウハ ウ]
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四六判・ 288頁

定価・ 2472円

関係法令を建築関係者のために

とりあげた待望の解説童

b 姉妹害「新版建築基準法を読みこなすコツ」

「建築物の消防法を読みこなすコツ」
干600 京都市下京区木津屋精通商洞院東入

TEL075- 343-0811 FAX075-343-0810 
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Day  by 0 日y きっといい明日

都市の明日に、

今日できること。

. 大限措ス

[ 天然ガス]

[ ガス空調]

大型施設から中 ・小型ビルまで、

高効率なシステムをご用意。

[ ガスコージェネレーションシステム]

ガスヱンシ‘ンなと‘で、発電を行い 、

排熱を空調や給湯に活用 。

エネルギーを多段階に生かします 。

/  

--・

¥ 

快適な街づくりのお手伝いをします。

ガスには 、都市 のために「できる 」ことがいろいろあります。

① 環境に、やさしくできる 。② ランニング・コス トを、節約

できる 。③多彩なシステムで、対応できる 。そして大阪ガス

には、快適づくりを細やかに提案できるノウハウがあります。

この都市で、 一生 懸命がんばるあなたを 、もっと元気にでき

ること一 。私たちの視線は、今日も、明日に向か っています。

この都市を元気にすること。

大阪ガスは、進めています。



軽さ・防水性能・耐久性・

経済性等で断然有利/ /

くっきり、鮮やれ

屋 根はいま、新しい表情をもった

三星フネンシ ングルは、ガラスマ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

根にも容易な施工が可能です。

不燃性とソフトな化粧性を合せ持ち、下

葺防水材との防水システムの併用も相ま

って、屋根仕上材の自信作てす。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調 現代感覚あふれる超モダンな屋根から純

和する彩色砂粒を圧着しであります。軽 和風屋根にいたるまであらゆる屋根にセ

量にもかかわらず風に対しても十分な安 ンス良〈調和します。

全性を持 っています。 どの様な形状の屋

お蔭様で20周年

困圏

宣言イヨTこ』

V 西院星シ川工事協同組合

田島ルーフィング株式会社

大 阪 干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ー 10 - 5  T EL 06 ( 443) 0431  

神 戸 干650 神戸市中央区栄町通5- [- 22日宝栄町ピノレ T EL078 (362)  6121 

広 島 干730 広島市中区西平塚町8- ] 3 立駐広島ピノレ T EL082 (246) 8625 

福 岡 干810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 - 4  - 35 T EL092 ( 724) 8111  

東 京 干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 ー 11 ー 13 T EL03( 5821) 7711 

雑誌 03379-8


